
　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（◇◇学部（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　大学番号の欄については，平成２９年３月３１日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　電話番号　　０７８-８０３-５３５９

　　　（夜間）　　０７８-８０３-５３５９

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０７８-８０３-５０２４

　　　ｅ－mail　　plan-plan@office.kobe-u.ac.jp

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

【事前伺い】設置に係る設置計画履行状況報告書

国立大学法人　神戸大学　　　
平成２９年５月１日現在

　作成担当者

　　担当部局（課）名　　企画部（企画課）

　　　職名・氏名　専門職員　水野
ミ ズ ノ

　哲夫
テ ツ オ

[平成２９年度設置］

　　　計画の区分：学部の設置
　　　　　　　　　　　　　　　注１

神戸大学　国際人間科学部　グローバル文化学科

　　　　　　　　　　　　　　　  発達コミュニティ学科

　　　　　　　　　　　　　　　  環境共生学科

　　　　　　　　　　　　　　　  子ども教育学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

事前伺い

大学番号：０００
注３

大学番号：国０５８
注３
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ タケダ　ヒロシ ）

武田　廣

（平成27年4月1日）

（ ミズタニ　フミトシ ）

水谷　文俊

（平成27年4月1日）

（ オカダ　アキヒロ ）

岡田　章宏

（平成29年4月1日）

（ ウエノ　ナリトシ ）

上野　成利

（平成29年4月1日）

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

学　　長

（４） 管理運営組織

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国立大学法人神戸大学

　　　　（兵庫県神戸市灘区六甲台町１－１）

学 部 長

学 科 長

　　　　　兵庫県神戸市灘区鶴甲３丁目１１

職　　名

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒６５７－８５０１

（３） 大学の位置

　　　　　兵庫県神戸市灘区鶴甲１丁目２－１

理　　事

　　　　神戸大学

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２９年度に報告する内容　→（29）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２７年度に報告済の内容　→（27）

　　　　記入してください。



2

　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成２６年度開設の４年制の学科の場合（平成２９年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　

国際人間科学部

　 学士（学術）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

654

(　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 7 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

445

(　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 6 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

146

(　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 3 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

143

(　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 3 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

1.02倍

備　　考

140
(　　 　) (　　 　)

人

備　　考
学位又は学科

の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

1.02

(　　 　)

[ 　－　 ] [ 　　　 ] [ 　　　 ] [ 　　　 ]

(　－ 　)

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度
平均入学定員

超 過 率

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

文学関係、法
学関係、経済
学関係、社会
学・社会福祉

学関係

グローバル文化
学科

調査対象学部等の
名称（学位）

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

4 140 － 560

年 人 年次

人
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

143

[ 3 ] [　 　] [　 　] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　]

（　　）（　　）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

備　　　　　考
平成３１年度

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

　　　　さい。

（　－　） （　　　　 ） （　　　　 ） （　　　　 ）

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

計

143

[ 　3 　] [　　　　 ] [　　　　 ] [　　　　 ]

１年次

２年次

３年次

４年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２９年度 平成３０年度 平成３２年度
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

人 0 人 平成３２年度 人 人 ％

143 人 0 人 0.00 ％

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成３２年度
入学者

平成２９年度
入学者

平成３０年度
入学者

平成３１年度
入学者

退学者数

人143

入学者数（b） 退学者数（a）
退学者数（内訳）

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２９年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

人

0

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。　

％

％

％

人 0

合　　計

0 0.00

人

人

人
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兼1西洋史B 1②-2④ 1

兼1西洋史A 1②-2④ 1

ｱｼﾞｱ史B 1②-2④ 1 2

2

兼1

ｱｼﾞｱ史A 1②-2④ 1

東洋史B 1②-2④ 1

兼1

兼2

東洋史A 1②-2④ 1

日本史B 1②-2④ 1

兼2

兼2

日本史A 1②-2④ 1

芸術と文化B 1②-2④ 1

兼1

兼1

芸術と文化A 1②-2④ 1

兼2

言語科学B 1②-2④ 1

兼2

言語科学A 1②-2④ 1

兼2

文学B 1②-2④ 1

兼1

文学A 1②-2④ 1

兼2

（

１
）

多
文
化
理
解

教育と人間形成 1②-2④ 1

情報学B 1②-2④ 1

兼2

兼2

情報学A 1②-2④ 1

惑星学C 1②-2④ 1

兼2

兼2

惑星学B 1②-2④ 1

惑星学A 1②-2④ 1

兼2

兼2

化学D 1②-2④ 1

化学C 1②-2④ 1

兼2

兼2

化学B 1②-2④ 1

兼1

化学A 1②-2④ 1

兼1

物理学B 1②-2④ 1

兼2

物理学A 1②-2④ 1

兼2

数学C 1②-2④ 1

兼2自
然
科
学
系

数学A 1②-2④ 1

数学B 1②-2④ 1

兼2

兼2

生物学C 1②-2④ 1

生物学B 1②-2④ 1

兼2

兼1

生物学A 1②-2④ 1

兼1

健康科学B 1②-2④ 1

兼1

健康科学A 1②-2④ 1

兼1

保健学B 1②-2④ 1

兼1

保健学A 1②-2④ 1

兼1生
命
科
学
系

医学A 1②-2④ 1

医学B 1②-2④ 1

兼2

兼2

地理学 1②-2④ 1

社会学 1②-2④ 1

兼2

兼2

経済学B 1②-2④ 1

兼1

経済学A 1②-2④ 1

兼1

政治学B 1②-2④ 1

兼2

政治学A 1②-2④ 1

兼2

法学B 1②-2④ 1

兼2

社
会
科
学
系

法学A 1②-2④ 1

倫理学 1②-2④ 1

兼1

兼2

教育学B 1②-2④ 1

教育学A 1②-2④ 1

兼2

兼1

論理学 1②-2④ 1

兼2

心理学B 1②-2④ 1

兼2

心理学A 1②-2④ 1

1

教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

全
学
共
通
授
業
科
目

基
礎
教
養
科
目

人
文
系

哲学 1②-2④

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

２　授業科目の概要

＜国際人間科学部　グローバル文化学科＞

（１） 授業科目表
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兼1ESDﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ論 1②-2④ 1

兼1

兼1

ESD生涯学習論B 1②-2④ 1

兼1

ESD生涯学習論A 1②-2④ 1

兼1

ESD論(持続可能な社会づくり2)B 1②-2④ 1

兼1

ESD論(持続可能な社会づくり2)A 1②-2④ 1

兼1

ESD基礎(持続可能な社会づくり1)B 1②-2④ 1

兼2

（

４
）

E
S
D

ESD基礎(持続可能な社会づくり1)A 1②-2④ 1

資源･材料とｴﾈﾙｷﾞｰB 1②-2④ 1

兼2

兼2

資源･材料とｴﾈﾙｷﾞｰA 1②-2④ 1

食と健康B 1②-2④ 1

兼2

兼2

食と健康A 1②-2④ 1

人間活動と地球生態系 1②-2④ 1

兼2

兼2

生物の環境適応 1②-2④ 1

地球史における生物の変遷 1②-2④ 1

兼2

兼2

企業と経営 1②-2④ 1

経済社会の発展 1②-2④ 1

兼2

兼2

現代の経済B 1②-2④ 1

現代の経済A 1②-2④ 1

兼2

兼1

国家と法 1②-2④ 1

社会生活と法 1②-2④ 1 1

2 1

兼1

政治と社会 1②-2④ 1

国際協力の現状と課題B 1②-2④ 1

兼1

兼2

国際協力の現状と課題A 1②-2④ 1

EU基礎論 1②-2④ 1

兼1ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ育成基礎演習 1②-2④ 2

男女共同参画とｼﾞｪﾝﾀﾞｰB 1②-2④ 1 1

兼2

男女共同参画とｼﾞｪﾝﾀﾞｰA 1②-2④ 1 1

兼2

社会と人権B 1②-2④ 1

兼1

社会と人権A 1②-2④ 1

兼1（

３
）

グ
ロ
ー

バ
ル
イ
シ
ュ
ー

環境学入門A 1②-2④ 1

環境学入門B 1②-2④ 1

兼1

兼1

生物資源と農業D 1②-2④ 1

生物資源と農業C 1②-2④ 1

兼1

兼1

生物資源と農業B 1②-2④ 1

生物資源と農業A 1②-2④ 1

兼1

兼1

生命科学B 1②-2④ 1

生命科学A 1②-2④ 1

兼2

兼2

ものづくりと科学技術B 1②-2④ 1

兼1

ものづくりと科学技術A 1②-2④ 1

兼1

カタチの自然学 1②-2④ 1

兼2

身近な物理法則 1②-2④ 1

兼1

現代物理学が描く世界 1②-2④ 1

兼1

（

２
）

自
然
界
の
成
り
立
ち

科学技術と倫理 1②-2④ 1

カタチの文化学B 1②-2④ 1

兼1

兼1

カタチの文化学A 1②-2④ 1

学校教育と社会 1②-2④ 1

兼2生活環境と技術 1②-2④ 1

越境する文化 1②-2④ 1 2

兼1

兼1

現代社会論B 1②-2④ 1

現代社会論A 1②-2④ 1

1 1文化人類学 1②-2④ 1

社会思想史 1②-2④ 1 1

兼1

兼1

科学史B 1②-2④ 1

科学史A 1②-2④ 1

兼1

兼1

美術史B 1②-2④ 1

美術史A 1②-2④ 1

兼1

兼1

芸術史B 1②-2④ 1

兼2

芸術史A 1②-2④ 1

兼2

考古学B 1②-2④ 1

1全
学
共
通
授
業
科
目

総
合
教
養
科
目

（

１
）

多
文
化
理
解

考古学A 1②-2④
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Advanced English Communication B1
で代替することができる。

Advanced English Communication B2
で代替することができる。

全学共通授業科目の見直しのため(29)

全学共通授業科目の見直しのため(29)

Advanced English Literacy B1で代
替することができる。

Advanced English Literacy B2で代
替することができる。

全学共通授業科目の見直しのため(29)

全学共通授業科目の見直しのため(29)

兼1ﾌﾗﾝｽ語中級C1 2① 0.5

兼1

兼1

ﾌﾗﾝｽ語初級SB4 1④ 0.5

ﾌﾗﾝｽ語初級SB3 1③ 0.5

兼1

兼1

ﾌﾗﾝｽ語初級SA4 1④ 0.5

ﾌﾗﾝｽ語初級SA3 1③ 0.5

兼3

兼3

ﾌﾗﾝｽ語初級B4 1④ 0.5

ﾌﾗﾝｽ語初級B3 1③ 0.5

2 兼2

兼2

ﾌﾗﾝｽ語初級A4 1④ 0.5

ﾌﾗﾝｽ語初級A3 1③ 0.5 2

兼2

兼2

ﾌﾗﾝｽ語初級B2 1② 0.5

ﾌﾗﾝｽ語初級B1 1① 0.5

2 兼1

兼1

ﾌﾗﾝｽ語初級A2 1② 0.5

ﾌﾗﾝｽ語初級A1 1① 0.5 2

兼1

兼1

ﾄﾞｲﾂ語中級C2 2② 0.5

ﾄﾞｲﾂ語中級C1 2① 0.5

兼1

兼1

ﾄﾞｲﾂ語初級SB4 1④ 0.5

ﾄﾞｲﾂ語初級SB3 1③ 0.5

兼1

兼1

ﾄﾞｲﾂ語初級SA4 1④ 0.5

ﾄﾞｲﾂ語初級SA3 1③ 0.5

兼3

兼3

ﾄﾞｲﾂ語初級B4 1④ 0.5

ﾄﾞｲﾂ語初級B3 1③ 0.5

1 1 兼2

1 兼2

ﾄﾞｲﾂ語初級A4 1④ 0.5

ﾄﾞｲﾂ語初級A3 1③ 0.5 1

兼2

兼2

ﾄﾞｲﾂ語初級B2 1② 0.5

ﾄﾞｲﾂ語初級B1 1① 0.5

1 1 兼1

1 1 兼1ﾄﾞｲﾂ語初級A1 1① 0.5

ﾄﾞｲﾂ語初級A2 1② 0.5

兼1Advanced English C 2①･2② 1

兼1

兼1

Advanced English B 2①-2④ 0.5

Advanced English A2 2②･2④ 0.5

兼1

3 兼3

Advanced English A1 2①･2③ 0.5

Autonomous English 2 1② 0.5 6

6 3 兼3

兼3

Autonomous English 1 1① 0.5

0.5 兼3

Advanced English Literacy B2 1④ 0.5

Advanced English Literacy B1 1③

兼7

2
兼7

2English Literacy B2 1④ 0.5 1

兼8

English Literacy B1 1③ 0.5 1

兼8

English Literacy A2 1② 0.5 2

English Literacy A1 1① 0.5 2

兼3

兼3

Advanced English Communication B2 1④ 0.5

Advanced English Communication B1 1③ 0.5

2
兼7

兼7

English Communication B2 1④ 0.5

English Communication B1 1③ 0.5 2

1 兼9

兼9

English Communication A2 1② 0.5

English Communication A1 1① 0.5 1

兼1

兼1

瀬戸内海学入門 1②-2④ 2

海への誘い 1②-2④ 2

兼1

兼1

阪神･淡路大震災B 1②-2④ 1

兼1

阪神･淡路大震災A 1②-2④ 1

兼1

神戸大学の研究最前線B 1②-2④ 1

兼1

神戸大学の研究最前線A 1②-2④ 1

兼1

神戸大学史B 1②-2④ 1

（

６
）

神
戸
学

神戸大学史A 1②-2④ 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾁｬﾚﾝｼﾞ実習 1②-2④ 1又は2

兼1

兼1

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと社会貢献活動B 1②-2④ 1

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと社会貢献活動A 1②-2④ 1

兼1

兼1

社会基礎学(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材に不可欠な教養) 1②-2④ 2

兼1

職業と学び-ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝを考えるB 1②-2④ 1

兼1

職業と学び-ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝを考えるA 1②-2④ 1

兼1

企業社会論B 1②-2④ 1

1総
合
教
養
科
目

（

５
）

キ
ャ

リ
ア
科
目

企業社会論A 1②-2④

外
国
語
科
目

全
学
共
通
授
業
科
目

外
国
語
第
Ⅱ

外
国
語
第
Ⅰ



8

兼8健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学実習2 1④ 0.5

兼8

兼10

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学実習1 1③ 0.5

兼10

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学実習基礎2 1② 0.5

兼1

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学実習基礎1 1① 0.5

兼1

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学講義C 1③ 1

兼1

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学講義B 1③ 1

兼2

健
康
・
ス
ポ
―

ツ
科
学

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学講義A 1③ 1

情報基礎 1① 1 1

第三外国語(ｲﾀﾘｱ語)T4 2④ 0.5

第三外国語(ｲﾀﾘｱ語)T3 2③ 0.5

第三外国語(ｲﾀﾘｱ語)T2 2② 0.5

第三外国語(ｲﾀﾘｱ語)T1 2① 0.5

第三外国語(ｽﾍﾟｲﾝ語)T4 2④ 0.5

第三外国語(ｽﾍﾟｲﾝ語)T3 2③ 0.5

第三外国語(ｽﾍﾟｲﾝ語)T2 2② 0.5

第三外国語(ｽﾍﾟｲﾝ語)T1 2① 0.5

第三外国語(韓国語)T4 2④ 0.5

第三外国語(韓国語)T3 2③ 0.5

第三外国語(韓国語)T2 2② 0.5

第三外国語(韓国語)T1 2① 0.5

第三外国語(ﾌﾗﾝｽ語)T4 2④ 0.5

第三外国語(ﾌﾗﾝｽ語)T3 2③ 0.5

第三外国語(ﾌﾗﾝｽ語)T2 2② 0.5

第三外国語(ﾌﾗﾝｽ語)T1 2① 0.5

第三外国語(ﾄﾞｲﾂ語)T4 2④ 0.5

第三外国語(ﾄﾞｲﾂ語)T3 2③ 0.5

第三外国語(ﾄﾞｲﾂ語)T1 2① 0.5

第三外国語(ﾄﾞｲﾂ語)T2 2② 0.5

兼1

兼1

ﾛｼｱ語中級C2 2② 0.5

ﾛｼｱ語中級C1 2① 0.5

1

1

ﾛｼｱ語初級B4 1④ 0.5

ﾛｼｱ語初級B3 1③ 0.5

兼1

兼1

ﾛｼｱ語初級A4 1④ 0.5

ﾛｼｱ語初級A3 1③ 0.5

兼1

兼1

ﾛｼｱ語初級B2 1② 0.5

ﾛｼｱ語初級B1 1① 0.5

1

1

ﾛｼｱ語初級A2 1② 0.5

ﾛｼｱ語初級A1 1① 0.5

兼1

兼1

中国語中級C2 2② 0.5

中国語中級C1 2① 0.5

兼1

兼1

中国語初級SB4 1④ 0.5

中国語初級SB3 1③ 0.5

兼1

兼1

中国語初級SA4 1④ 0.5

中国語初級SA3 1③ 0.5

兼4

兼4

中国語初級B4 1④ 0.5

中国語初級B3 1③ 0.5

兼5

兼5

中国語初級A4 1④ 0.5

中国語初級A3 1③ 0.5

兼3

兼3

中国語初級B2 1② 0.5

中国語初級B1 1① 0.5

兼3

兼3

中国語初級A2 1② 0.5

中国語初級A1 1① 0.5

兼1ﾌﾗﾝｽ語中級C2 2② 0.5外
国
語
第
Ⅱ

外
国
語
科
目

全
学
共
通
授
業
科
目

外
国
語
第
Ⅲ

情報科目
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兼1

兼1

ｺﾘｱ語入門2 2② 1

ｺﾘｱ語入門1 2① 1

兼1

兼1

Academic Writing(露) B 2④ 1

Academic Writing(露) A 2③ 1

兼1

兼1

Academic Writing(中) B 2④ 1

Academic Writing(中) A 2③ 1

　 兼2

兼2

Academic Writing (仏) B 2④ 1

Academic Writing (仏) A 2③ 1 　

　 兼2

兼2

Academic Writing (独) B 2④ 1

Academic Writing (独) A 2③ 1 　

兼1

兼1

Academic Communication(露) B 2② 1

Academic Communication(露) A 2① 1

兼1

兼1

Academic Communication(中) B 2② 1

Academic Communication(中) A 2① 1

　 兼2

兼2

Academic Communication (仏) B 2② 1

Academic Communication (仏) A 2① 1 　

　 兼2

兼2

Academic Communication (独) B 2② 1

Academic Communication (独) A 2① 1 　

1 兼3

1 兼3

English for Professional Purposes B 3④ 1

English for Professional Purposes A 3③ 1

1 兼3

1 兼3

English Presentation Skills B 3② 1

English Presentation Skills A 3① 1

兼3

兼3

TOEIC演習B 2② 1

TOEIC演習A 2① 1

兼3

兼3

TOEFL演習B 1④ 1

TOEFL演習A 1③ 1

1 　 兼5

1 　 兼5

Academic Writing(英) B 2④ 1 　

Academic Writing(英) A 2③ 1 　

1 　 兼5

1 　 兼5

Academic Communication(英) B 2② 1 　

Academic Communication(英) A 2① 1 　

2 1 　 兼1

1 　 兼1

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習2 2④ 1 　

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習1 2③ 1 　 2

2 1 　 兼2

1 　 兼2

情報発信演習2 2② 1 　

情報発信演習1 2① 1 　 2

1 　 兼1

　

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ方法論 2① 1 　

　

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ実習B 1～4 2 　 1

　

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ実習A 1～4 1 　 1

　

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実習B 1～4 2 　 1

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実習A 1～4 1 　 1

　 1 　

1 　学
部
共
通
発
展
科
目

外国語実習A 1～4 1 　

外国語実習B 1～4 2

2 2 　 兼3

2 　 兼3

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2 1④ 1 　

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1 1③ 1 　 2

 　 兼1

 　 兼1

ｿｰｼｬﾙｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄ論 1② 1 　

異文化間教育論2 1④ 1 　

　 　 兼1

　 兼1

異文化間教育論1 1③ 1 　

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ基礎論 1③ 1 　 2

　 兼4

　 兼7

ｺﾐｭﾆﾃｨ創成論 2① 1 　

国際開発援助論(JICA)2 1② 1 　 1

1 　 兼3

　 兼1

国際開発援助論(JICA)1 1① 1 　

　

協働型ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ論 1① 1 　 1

兼10

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 1② 1 　 1 1

1 7 2専
門
科
目

学
部
専
門
科
目

学
部
共
通
基
礎
科
目

初年次ｾﾐﾅｰ 1①
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受講生数の増加により，開講クラス
を追加（29）

受講生数の増加により，開講クラス
を追加（29）

教育課程の充実のため（29）

教育課程の充実のため（29）

教育課程の充実のため（29）

教育課程の充実のため（29）

Oxbridge English Summer Camp 3 3② 1 2

2Oxbridge English Summer Camp 2 2② 1

Oxbridge English Summer Camp 1 1② 1 2

兼1

 兼1

EUｴｷｽﾊﾟｰﾄ人材養成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ特別講義 2③ 1

Aspects of EU Culture and Society (Seminar) B 2④ 1

 兼1

 兼1

Aspects of EU Culture and Society (Seminar) A 2③ 1

Aspects of EU Culture and Society (Lecture) B 2② 1

 兼1

 兼1

Aspects of EU Culture and Society (Lecture) A 2① 1

日欧比較ｾﾐﾅｰⅢB 3② 1

 兼1

 兼1

日欧比較ｾﾐﾅｰⅢA 3① 1

日欧比較ｾﾐﾅｰⅡB 2④ 1

 兼1

 兼1

日欧比較ｾﾐﾅｰⅡA 2③ 1

日欧比較ｾﾐﾅｰⅠB 2② 1

 兼1日欧比較ｾﾐﾅｰⅠA 2① 1

Study on Global Cultures 3①～4④ 1～28 1

兼1

兼1

Lectures on Global Communication 2① 1

Lectures on Cultural Formations 2① 1

兼1

兼4

Lectures on Social Dynamics 2① 1

先端科学社会文化論(JAXA)2 2② 1 1

1 兼4先端科学社会文化論(JAXA)1 2① 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化と現代世界B 1④ 1 3

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化と現代世界A 1③ 1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾋｽﾄﾘｰB 1② 1 3

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾋｽﾄﾘｰA 1① 1 1

2 1

2 1学
科
共
通
科
目
（

グ
ロ
ー

バ
ル
文
化
学
科
）

情報科学概論A 1① 1

情報科学概論B 1② 1

1 2 1

2 1

GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ) 1④～3④ 1

2 1

研修型GSｺｰｽ 1①～3④ 3 1

1

実践型GSｺｰｽ 1①～3④ 3 1

留学型GSｺｰｽ 1①～3④ 3 1 2

兼11

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ) 1①～3① 1 1 1 2 2

7 2

2 兼7グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
（

G
S
P
）

科
目

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論 1① 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習 1② 1

兼1

兼1

ESD演習Ⅱ2 2④ 1

ESD演習Ⅱ1 2③ 1

兼1

兼1

ESD演習Ⅰ2 2② 1

ESD演習Ⅰ1 2① 1

兼1

兼1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ共生社会論 1④ 1

途上国農村地域開発論 2･3③ 2

兼5

兼5

日本語･日本文化基礎演習 1①～4④ 1

実践日本語基礎 1①～4④ 1

兼5

兼1

日本語文法基礎 1①～4④ 1

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 2② 1

兼1

兼1

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 2① 1

Cultures and Societies in Japan B 2② 1

兼1

兼2
兼1

Cultures and Societies in Japan A 2① 1

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習B 1② 1

兼2
兼1

1

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習A 1① 1

ﾗﾃﾝ語入門4 2④ 1

1

1

ﾗﾃﾝ語入門3 2③ 1

ﾗﾃﾝ語入門2 2② 1

2① 1 1

兼1

兼1

ｲﾀﾘｱ語入門4 2④ 1

兼1

ｲﾀﾘｱ語入門3 2③ 1

兼1

ｲﾀﾘｱ語入門2 2② 1

兼1

ｲﾀﾘｱ語入門1 2① 1

1

兼1

兼1

ｽﾍﾟｲﾝ語入門3 2③ 1

兼1

ｽﾍﾟｲﾝ語入門2 2② 1

兼1

ｽﾍﾟｲﾝ語入門1 2① 1

兼1

ｺﾘｱ語入門4 2④ 1

1専
門
科
目

学
部
専
門
科
目

学
部
共
通
発
展
科
目

ｺﾘｱ語入門3 2③

ｽﾍﾟｲﾝ語入門4 2④

ﾗﾃﾝ語入門1
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1

1

ﾖｰﾛｯﾊﾟ社会文化論A 2① 1

東南ｱｼﾞｱ社会文化論B 2④ 1

1東南ｱｼﾞｱ社会文化論A 2③ 1

東南ｱｼﾞｱ政治文化論B 2② 1 1

1東南ｱｼﾞｱ政治文化論A 2① 1

北ｱｼﾞｱ歴史社会論B 2② 1 1

1北ｱｼﾞｱ歴史社会論A 2① 1

ｵｾｱﾆｱ社会文化論B 2④ 1 1

1

1

ｵｾｱﾆｱ社会文化論A 2③ 1

東ｱｼﾞｱ政治社会論B 2④ 1

1東ｱｼﾞｱ政治社会論A 2③ 1

日本文化交流論B 2④ 1 1

1

1

日本文化交流論A 2③ 1

日本ﾒﾃﾞｨｱ文化論B 2② 1

1

1

日本ﾒﾃﾞｨｱ文化論A 2① 1

日本思想文化論B 2④ 1

1日本思想文化論A 2③ 1

日本歴史文化論B 2② 1 1

1

1

日本歴史文化論A 2① 1

ﾖｰﾛｯﾊﾟ文化形成論B 2④ 1

1ﾖｰﾛｯﾊﾟ文化形成論A 2③ 1

比較文化論2 2④ 1 1

1

1

比較文化論1 2③ 1

文化翻訳論2 2② 1

1文化翻訳論1 2① 1

科学技術文明論2 2④ 1 1

1科学技術文明論1 2③ 1

視覚文化論B 2② 1 1

1視覚文化論A 2① 1

表象文化形成論B 2④ 1 1

1

兼１

表象文化形成論A 2③ 1

ｱｰﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論2 2② 1

1

1

ｱｰﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論1 2① 1

近現代ｱｰﾄ論B 2② 1

1

兼１

近現代ｱｰﾄ論A 2① 1

兼１

近現代ﾓｰﾄﾞ論B 2④ 1

近現代ﾓｰﾄﾞ論A 2③ 1

近現代文化言説論B 2② 1 1

近現代文化言説論A 2① 1 1

1

1学
科
展
開
科
目
（

グ
ロ
ー

バ
ル
文
化
学
科
）

近現代表象文化論A 2③ 1

近現代表象文化論B 2④ 1

1現代IT入門B 1④ 1

現代IT入門A 1③ 1 1

1

1

非言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論2 1④ 1

非言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論1 1③ 1

1第二言語習得論2 １④ 1

第二言語習得論1 １③ 1 1

1国際関係論B 1④ 1

国際関係論A 1③ 1 1

1

1

文化人類学2 1② 1

文化人類学1 1① 1

1現代社会理論B 1② 1

現代社会理論A 1① 1 1

1近現代社会思想論B 1④ 1

近現代社会思想論A 1③ 1 1

1

1

環大西洋文化論B 1② 1

環大西洋文化論A 1① 1

1中国社会文化論B 1② 1

中国社会文化論A 1① 1 1

1

1

日本社会文化論B 1② 1

日本社会文化論A 1① 1

文化政策論B 1④ 1 1

1 1専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

学
科
コ
ア
科
目
（

グ
ロ
ー

バ
ル
文
化
学
科
）

文化政策論A 1③
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担当教員が昇任したため（29）

担当教員が昇任したため（29）

1ﾃﾞｰﾀﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ1 2① 1

1統計情報処理2 2④ 1

統計情報処理1 2③ 1 1

1

1

ITｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝB 2② 1

ITｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝA 2① 1

1ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ比較論B 2④ 1

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ比較論A 2③ 1 1

兼１

兼１

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ構造論2 2② 1

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ構造論1 2① 1

1音声ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論2 2④ 1

音声ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論1 2③ 1 1

1認知ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論2 2② 1

認知ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論1 2① 1 1

1翻訳ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論2 2④ 1

翻訳ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論1 2③ 1 1

兼1

兼1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ･ﾋｽﾄﾘｰ2 2② 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ･ﾋｽﾄﾘｰ1 2① 1

1言語機能論2 2④ 1

言語機能論1 2③ 1 1

1ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ表現論2 2④ 1

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ表現論1 2③ 1 1

1

1

多文化政治社会論B 2② 1

多文化政治社会論A 2① 1

1

1

比較政策論B 2④ 1

比較政策論A 2③ 1

1

1

平和構築論B 2④ 1

平和構築論A 2③ 1

1比較政治社会論B 2② 1

比較政治社会論A 2① 1 1

1比較民族学2 2② 1

比較民族学1 2① 1 1

1現代民族誌学2 2④ 1

現代民族誌学1 2③ 1 1

1

1

文化混交論2 2④ 1

文化混交論1 2③ 1

1現代社会人類学2 2④ 1

現代社会人類学1 2③ 1 1

1

1

越境社会学B 2② 1

越境社会学A 2① 1

1ﾒﾃﾞｨｱ社会文化論B 2② 1

ﾒﾃﾞｨｱ社会文化論A 2① 1 1

1ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ正義論B 2④ 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ正義論A 2③ 1 1

1ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ社会文化論B 2② 1

ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ社会文化論A 2① 1 1

1近現代経済思想論2 2④ 1

近現代経済思想論1 2③ 1 1

1近現代政治思想論B 2② 1

近現代政治思想論A 2① 1 1

3英米ﾃｸｽﾄ文化論B 2④ 1

英米ﾃｸｽﾄ文化論A 2③ 1 3

2④ 1 1

1

1

宗教文化論1 2③ 1

ｱﾒﾘｶ社会論B 2② 1

ｱﾒﾘｶ社会論A 2① 1 1

ｱﾒﾘｶ文化論B 2② 1 1

1 1

1

1

ﾛｼｱ･東ｱｼﾞｱ社会文化論B 2② 1

1

ﾛｼｱ･東ｱｼﾞｱ社会文化論A 2① 1

東欧･ﾛｼｱ社会文化論B 2④ 1 1

東欧･ﾛｼｱ社会文化論A 2③ 1 1 1

1 1専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

学
科
展
開
科
目
（

グ
ロ
ー

バ
ル
文
化
学
科
）

ﾖｰﾛｯﾊﾟ社会文化論B 2②

ｱﾒﾘｶ文化論A 2①

宗教文化論2
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兼１

兼１

青年心理学1 2③ 1

教育史2 2② 1

兼１

兼１

教育史1 2① 1

兼１

教育原理2 1④ 1

兼１

教育原理1 1③ 1

兼１

教職論（中・高）2 1 1

兼１

教職論（中・高）1 1 1

兼１資
格
免
許
の
た
め
の
科
目

日本国憲法1 2③ 1

日本国憲法2 2④ 1

38 21 2

21 2

卒業研究 4通 10

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化特別演習D 4② 1 38

38 21 2

21 2

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化特別演習C 4① 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化特別演習B 3④ 1 38

38 21 2

兼1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化特別演習A 3③ 1

日本語･日本事情演習 2③ 1

4 1

1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ発展演習D 3② 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ発展演習C 3① 1 3

4 1

1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ発展演習B 2④ 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ発展演習A 2③ 1 3

4 2

1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会動態発展演習D 3② 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会動態発展演習C 3① 1 4

4 2

1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会動態発展演習B 2④ 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会動態発展演習A 2③ 1 4

6 4

4

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化形成発展演習D 3② 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化形成発展演習C 3① 1 5

6 4

4

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化形成発展演習B 2④ 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化形成発展演習A 2③ 1 5

4 1

1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ基礎演習D 2② 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ基礎演習C 2① 1 3

3

2

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ基礎演習B 1④ 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ基礎演習A 1③ 1 2

4 2

1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会動態基礎演習D 2② 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会動態基礎演習C 2① 1 4

6 2 1

2 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会動態基礎演習B 1④ 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会動態基礎演習A 1③ 1 6

6 4

4

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化形成基礎演習D 2② 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化形成基礎演習C 2① 1 5

2 4

2

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化形成基礎演習B 1④ 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化形成基礎演習A 1③ 1 4

兼1

兼1

国際文化理解教育論2 2④ 1

国際文化理解教育論1 2③ 1

兼1

兼1

ｺﾐｭﾆﾃｨとﾒﾃﾞｨｱ2 3④ 1

ｺﾐｭﾆﾃｨとﾒﾃﾞｨｱ1 3③ 1

兼1

兼1

社会調査法2 3② 1

社会調査法1 3① 1

兼1

兼1

認知発達心理学2 2② 1

認知発達心理学1 2① 1

兼1

兼1

発達心理学（中・高）2 1④ 1

発達心理学（中・高）1 1③ 1

兼1

兼1

心理学の基礎と歩み2 1④ 1

心理学の基礎と歩み1 1③ 1

兼1

兼1

生活空間計画論 2① 2

環境経済学 2① 2

兼1

兼1

環境思想史 2･3② 2

ｺﾐｭﾆﾃｨと表象B 2④ 1

兼1

兼1

ｺﾐｭﾆﾃｨと表象A 2③ 1

ｼｱﾄﾘｶﾙ･ｱｰﾄ論2 2② 1

兼1

兼1

ｼｱﾄﾘｶﾙ･ｱｰﾄ論1 2① 1

ｺﾐｭﾆﾃｨと都市2 3② 1

兼1ｺﾐｭﾆﾃｨと都市1 3① 1

社会ｼｽﾃﾑ科学B 2④ 1 1

社会ｼｽﾃﾑ科学A 2③ 1 1

1 1専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

学
科
展
開
科
目
（

グ
ロ
ー

バ
ル
文
化
学
科
）

ﾃﾞｰﾀﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ2 2②
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兼１

兼１

理科教育論B 2 2

理科教育論A 2 2

兼１

兼１

美術科教育論D2 3④ 1

美術科教育論D1 3③ 1

兼１

兼１

美術科教育論C2 2④ 1

美術科教育論C1 2③ 1

兼１

兼１

美術科教育論B2 3② 1

美術科教育論B1 3① 1

兼１

兼１

美術科教育論A2 2② 1

美術科教育論A1 2① 1

兼１

兼１

音楽科教育論D2 3･4④ 1

音楽科教育論D1 3･4③ 1

兼１

兼１

音楽科教育論C2 3･4② 1

音楽科教育論C1 3･4① 1

兼１

兼１

音楽科教育論B2 2④ 1

音楽科教育論B1 2③ 1

兼１

兼１

音楽科教育論A2 2② 1

音楽科教育論A1 2① 1

兼１

兼１

保健体育科教育論D2 3･4② 1

保健体育科教育論D1 3･4① 1

兼１

兼１

保健体育科教育論C2 3･4② 1

保健体育科教育論C1 3･4① 1

兼１

兼１

保健体育科教育論B2 2④ 1

保健体育科教育論B1 2③ 1

兼１

兼１

保健体育科教育論A2 2② 1

保健体育科教育論A1 2① 1

兼１

兼１

英語科教育論D2 3④ 1

英語科教育論D1 3③ 1

兼１

兼１

英語科教育論C2 3 1

英語科教育論C1 3 1

兼１

兼１

英語科教育論B2 2④ 1

英語科教育論B1 2③ 1

兼１

兼１

英語科教育論A2 2 1

英語科教育論A1 2 1

兼１

兼１

先端表現演習2 3② 1

先端表現演習1 3① 1

兼１

兼１

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ2 1④ 1

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ1 1③ 1

兼１

兼１

工芸実践演習2 2④ 1

工芸実践演習1 2③ 1

兼１

兼１

教職実践演習(中･高)2 4④ 1

教職実践演習(中･高)1 4③ 1

兼１

兼１

高等学校教育実地研究 3① 2

中学校教育実地研究B 3② 2

兼１

兼１

中学校教育実地研究A 3① 2

中等教育事前･事後指導 3① 1

兼１

兼１

中等学校教育相談2 2② 1

中等学校教育相談1 2① 1

兼１

兼１

中等生徒指導論2 3② 1

中等生徒指導論1 3① 1

兼１

兼１

中等学習指導論2 2 1

中等学習指導論1 2 1

兼１

兼１

中等特別活動指導論2 3② 1

中等特別活動指導論1 3① 1

兼１

兼１

中等道徳教育論2 2 1

中等道徳教育論1 2 1

兼１

兼１

中等ｶﾘｷｭﾗﾑ論2 2 1

兼１

中等ｶﾘｷｭﾗﾑ論1 2 1

兼１

教育経営学（中・高）2 2② 1

兼１

教育経営学（中・高）1 2① 1

兼１

教育行政学（中・高）2 1④ 1

兼１資
格
免
許
の
た
め
の
科
目

青年心理学2 2④ 1

教育行政学（中・高）1 1③ 1
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[　  8]

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

0 634

[ 　  ] [　  8] [　　　]

科目 科目 科目

31 595 0 626 31 603

計（Ａ） 必　修 選　択 自　由 計

科目 科目 科目 科目 科目

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。
　　　　

（２） 授業科目数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２８年度に認可（届出）された大学等は設置認可（届出）時）より変更されているものは

　　　　赤字見え消し修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

  兼１

兼１

博物館実習 2①～3④ 3

博物館情報･ﾒﾃﾞｨｱ論2 2④ 1

兼１

兼１

博物館情報･ﾒﾃﾞｨｱ論1 2③ 1

博物館教育論2 2 1

兼１

兼１

博物館教育論1 2 1

博物館展示論2 2② 1

兼１

兼１

博物館展示論1 2① 1

博物館資料論2 3④ 1

兼１

兼１

博物館資料論1 3③ 1

博物館経営論2 2④ 1

兼１

兼１

博物館経営論1 2③ 1

博物館概論2 2② 1

兼１

兼１

博物館概論1 2① 1

社会科･地歴科教育論2 2 1

兼１

兼１

社会科･地歴科教育論1 2 1

地歴科教育論2 2② 1

兼１

兼１

地歴科教育論1 2① 1

社会科･公民科教育論2 3② 1

兼１

兼１

社会科･公民科教育論1 3① 1

公民科教育論2 2 1

兼１

兼１

公民科教育論1 2 1

社会科教育論B2 2 1

兼１

兼１

社会科教育論B1 2 1

社会科教育論A2 2 1

兼１

兼１

社会科教育論A1 2 1

家庭科教育論D2 3④ 1

兼１

兼１

家庭科教育論D1 3③ 1

家庭科教育論C2 3② 1

兼１

兼１

家庭科教育論C1 3① 1

家庭科教育論B 3 2

兼１

兼１

家庭科教育論A 2 2

数学科教育論D2 3④ 1

兼１

兼１

数学科教育論D1 3③ 1

数学科教育論C2 3② 1

兼１

兼１

数学科教育論C1 3① 1

兼１

数学科教育論B2 2④ 1

兼１

数学科教育論B1 2③ 1

兼１

数学科教育論A2 2② 1

兼１

数学科教育論A1 2① 1

兼１資
格
免
許
の
た
め
の
科
目

理科教育論C 3 2

理科教育論D 3 2
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

0

626

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

廃止の理由，代替措置の有無

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

0 ％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　留意してください。

　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝

該 当 な し

該 当 な し
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備考

大学全体

大学全体

国費による

大学全体

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 519,783 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 519,783 ㎡

運動場用地 102,429 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 102,429 ㎡
大学全体

小　　　計 622,212 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 622,212 ㎡

そ　の　他 565,279 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 565,279 ㎡

合　　　計 1,187,491 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 1,187,491 ㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

361,401 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 361,401 ㎡

（　　361,401 ㎡） （　　　―　　㎡） （　　　―　　㎡） （　　361,401 ㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

33室 72室 80室
10室 0室

（補助職員　2人） （補助職員　0人）

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

国際人間科学部　グローバル文化学科 66 室

視聴覚資料

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕 点

（5,704〔2,070〕） （11〔11〕） (16,950)

機械・器具 標　　本
(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

点 点

国際人間科学部
838,517〔157,971〕　 5,704〔2,070〕　 11〔11〕　 16,950 67 0

（838,517〔157,971〕） （67） （0）

計
838,517〔157,971〕　 5,704〔2,070〕　 11〔11〕　 16,950 67 0

（838,517〔157,971〕） （5,704〔2,070〕） （11〔11〕） (16,950) （67） （0）

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

  23,657 ㎡ 1,827 席 3,804,078 冊

(７) 体　　育　　館

面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

6,532 ㎡

テニスコート22面 武道場2面

弓道場2面 洋弓場

プール(25m)2面 室内プール(25m)

ハンドボールコート 馬場

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 － － 図書購入費 － － －

設備購入費 －

－ － － －

－ －

第６年次学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

－ －

学生納付金以外の維持方法の概要 　　　－

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 － －

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２９年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（29）」を「備考」に赤字で記入してください。
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　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

〔学部〕

文学部

　人文学科 4 100 － 445 学士
（文学）

1.06 平成13年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

国際人間科学部

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化学科 4 140 － 140 学士
（学術）

1.02 平成29年度 平成29年度設置

　発達ｺﾐｭﾆﾃｨ学科 4 100 3年次
5

100 学士
（学術）

1.05 平成29年度 平成29年度設置

　環境共生学科 4 80 3年次
3

80 学士
（学術）

1.03 平成29年度 平成29年度設置

　子ども教育学科 4 50 3年次
2

50 学士
(学術),
学士

(教育学)

1.06 平成29年度 平成29年度設置

国際文化学部

　国際文化学科 4 － － － 学士
（国際文
化学）

－ 平成17年度 兵庫県神戸市灘区鶴
甲1-2-1

平成29年度より募
集停止

発達科学部

　人間形成学科 4 － － － － 平成17年度 平成29年度より募
集停止

　人間行動学科 4 － － － － 平成17年度 平成29年度より募
集停止

　人間表現学科 4 － － － － 平成17年度 平成29年度より募
集停止

　人間環境学科 4 － － － － 平成17年度 平成29年度より募
集停止

　学科共通 3年次
10

20

法学部

　法律学科 4 180 3年次
20

760 学士
（法学）

1.03 昭和24年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

経済学部

　経済学科 4 270 3年次
20

1120 学士
（経済
学）

1.02 昭和24年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

経営学部

　経営学科 4 260 3年次
20

1080 学士
（経営学
又は商
学）

1.02 昭和24年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

４　既設大学等の状況

　神　戸　大　学

兵庫県神戸市灘区鶴
甲1-2-1

兵庫県神戸市灘区鶴
甲3-11

学士
（発達科

学）

兵庫県神戸市灘区鶴
甲3-11
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理学部

　数学科 4 28 － 103 1.04 昭和29年度

　物理学科 4 35 － 140 1.01 昭和29年度

　化学科 4 30 － 105 1.08 昭和29年度

　生物学科 4 25 － 85 1.12 昭和29年度

　惑星学科 4 35 － 140 1.04 平成5年度 

　学科共通 3年次
25

50

医学部

　医学科 6 112 2年次
5

691 学士
（医学）

1.00 昭和39年度 兵庫県神戸市中央区
楠町7-5-1

※医学科入学定員
は平成21年度から
100人、平成22年
度から103人、平
成23年度から105
人、平成24年度か
ら108人、平成25
年度から110人、
平成26年度から
112人に変更(平成
20年度までは95
人)

　保健学科 4 160 3年次
10

660 1.02 平成7年度

　　看護学専攻 4 80 3年次
10

340 学士
（看護
学）

1.02 平成7年度

　　検査技術科学専攻 4 40 － 160 学士
（保健衛
生学）

1.02 平成7年度

　　理学療法学専攻 4 20 － 80 学士
（保健
学）

1.05 平成7年度

　　作業療法学専攻 4 20 － 80 学士
（保健
学）

1.00 平成7年度

工学部

　建築学科 4 93 － 363 1.03 平成19年度

　市民工学科 4 63 － 243 1.04 平成19年度

　電気電子工学科 4 93 － 363 1.02 平成4年度 

　機械工学科 4 103 － 403 1.06 平成4年度 

　応用化学科 4 106 － 406 1.01 平成4年度 

　情報知能工学科 4 107 － 407 1.04 平成4年度 

　学科共通 3年次
20

40

農学部

　食料環境ｼｽﾃﾑ学科 4 36 － 141 1.11 平成20年度

　資源生命科学科 4 55 － 214 1.07 平成20年度

　生命機能科学科 4 69 － 255 1.03 平成20年度

　学科共通 3年次
10

20

学士
（理学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

兵庫県神戸市須磨区
友が丘7-10-2

学士
（工学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

学士
（農学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1
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海事科学部

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ輸送科学科 4 80 － 320 1.01 平成25年度

　海洋安全ｼｽﾃﾑ科学科 4 40 － 160 平成25年度

　ﾏﾘﾝｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科 4 80 － 320 平成25年度

　学科共通 3年次
10

20

　海事技術ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 4 － － － － － －

  海洋ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ科学科 4 － － － － － －

〔大学院〕

人文学研究科

　文化構造専攻(M) 2 17 － 34 1.43 平成19年度

　社会動態専攻(M) 2 27 － 54 1.05 平成19年度

　文化構造専攻(D) 3 8 － 24 1.03 平成19年度

　社会動態専攻(D) 3 12 － 36 1.08 平成19年度

国際文化学研究科

　文化相関専攻（M） 2 18 － 36 1.24 平成19年度

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化専攻（M） 2 29 － 58 1.03 平成19年度

　文化相関専攻（D） 3 6 － 18 0.94 平成19年度

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化専攻（D） 3 9 － 27 1.11 平成19年度

人間発達環境学研究科

　人間発達専攻(M) 2 51 － 102 0.90 平成25年度

　　1年履修コース 1 4 － 4 1.25

　人間環境学専攻(M) 2 36 － 72 修士
（学術又
は理学）

0.92 平成19年度

　人間発達専攻(D) 3 11 － 33 博士
（学術又
は教育
学）

1.09 平成25年度

　人間環境学専攻(D) 3 6 － 18 博士
（学術又
は理学）

0.88 平成19年度

　心身発達専攻(D) 3 － － － － － －

　教育・学習専攻(D) 3 － － － － － －

　人間行動専攻(D) 3 － － － － － －

　人間表現専攻(D) 3 － － － － － －

法学研究科

　理論法学専攻(M) 2 25 － 50 修士
(法学)

0.84 平成16年度

　政治学専攻(M) 2 12 － 24 修士
(政治学)

1.20 平成16年度

　理論法学専攻(D) 3 14 － 42 博士
(法学)

1.21 平成16年度

　政治学専攻(D) 3 6 － 18 博士
(政治学)

0.88 平成16年度

　実務法律専攻(P) 3 80 － 240 法務博士
（専門
職）

0.92 平成16年度

経済学研究科

学士
（海事科

学）

兵庫県神戸市東灘区
深江南町5-1-1 ※学科配属が2年

次からのため、定
員超過率の計算は
学部全体でしかで
きない。

※平成25年度より
学生募集停止

修士
（文学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（文学又
は学術）

修士
（学術）

兵庫県神戸市灘区鶴
甲1-2-1

博士
（学術）

修士
（学術又
は教育
学）

兵庫県神戸市灘区鶴
甲3-11

※平成25年度より
学生募集停止

兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1
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　経済学専攻（M） 2 83 － 166 修士
（経済
学）

0.84 平成20年度

　経済学専攻（D） 3 20 － 64 博士
（経済
学）

0.88 平成20年度

経営学研究科

　経営学専攻（M） 2 51 － 102 修士
（経営学
又は商
学）

0.85 平成24年度

　経営学専攻（D） 3 34 － 102 博士
（経営学
又は商
学）

0.82 平成24年度

　現代経営学専攻(P) 2 69 － 138 経営学修
士

（専門
職）

1.01 平成14年度

理学研究科

　数学専攻(M) 2 22 － 44 0.97 平成19年度

　物理学専攻(M) 2 24 － 48 1.00 平成19年度

　化学専攻(M) 2 28 － 56 1.12 平成19年度

　生物学専攻(M) 2 24 － 48 0.93 平成19年度

　惑星学専攻(M) 2 24 － 48 0.74 平成27年度

　数学専攻(D) 3 4 － 12 0.91 平成19年度

　物理学専攻(D) 3 5 － 15 1.40 平成19年度

　化学専攻(D) 3 6 － 18 0.77 平成19年度

　生物学専攻(D) 3 7 － 21 0.52 平成19年度

　惑星学専攻(D) 3 7 － 21 0.14 平成27年度

医学研究科

　ﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｶﾙｻｲｴﾝｽ専攻(M) 2 25 － 50 修士
（ﾊﾞｲｵﾒ
ﾃﾞｨｶﾙｻｲｴ

ﾝｽ）

0.80 平成13年度

　医科学専攻(D) 4 100 － 334 博士
（医学）

1.21 平成13年度

保健学研究科

　保健学専攻(M) 2 54 － 108 修士
（保健
学）

1.07 平成20年度

　保健学専攻(D) 3 25 － 75 博士
（保健
学）

1.10 平成20年度

工学研究科

　建築学専攻(M) 2 64 － 128 1.12 平成19年度

　市民工学専攻(M) 2 42 － 84 1.06 平成19年度

　電気電子工学専攻(M) 2 64 － 128 1.08 平成19年度

　機械工学専攻(M) 2 76 － 152 1.02 平成19年度

　応用化学専攻(M) 2 70 － 140 1.08 平成19年度

　建築学専攻(D) 3 8 － 24 0.66 平成19年度

　市民工学専攻(D) 3 6 － 18 0.83 平成19年度

　電気電子工学専攻(D) 3 8 － 24 0.70 平成19年度

　機械工学専攻(D) 3 10 － 30 0.50 平成19年度

兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

修士
（理学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（理学又
は学術）

兵庫県神戸市中央区
楠町7-5-1

兵庫県神戸市須磨区
友が丘7-10-2

修士
（工学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（工学又
は学術）
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　応用化学専攻(D) 3 10 － 30 1.03 平成19年度

システム情報学研究科

　システム科学専攻(M) 2 28 － 56 1.03 平成22年度

　情報科学専攻(M) 2 21 － 42 1.06 平成22年度

　計算科学専攻(M) 2 24 － 48 0.99 平成22年度

　システム科学専攻(D) 3 3 － 9 0.66 平成22年度

　情報科学専攻(D) 3 3 － 9 1.88 平成22年度

　計算科学専攻(D) 3 8 － 24 博士
（システ
ム情報
学、工
学、計算
科学又は
学術）

0.53 平成22年度

　

農学研究科

　食料共生ｼｽﾃﾑ学専攻(M) 2 26 － 52 1.03 平成19年度

　資源生命科学専攻(M) 2 42 － 84 1.01 平成19年度

　生命機能科学専攻(M) 2 52 － 104 1.08 平成19年度

　食料共生ｼｽﾃﾑ学専攻(D) 3 6 － 18 0.83 平成19年度

　資源生命科学専攻(D) 3 8 － 24 0.58 平成19年度

　生命機能科学専攻(D) 3 11 － 33 0.75 平成19年度

海事科学研究科

　海事科学専攻(M) 2 75 － 135 修士
（海事科

学）

0.98 平成19年度

　海事科学専攻(D) 3 11 － 33 博士
（海事科
学、工学
又は学
術）

0.75 平成19年度

国際協力研究科

　国際開発政策専攻(M) 2 26 － 52 修士
（国際学
又は経済
学）

0.69 平成4年度 

　国際協力政策専攻(M) 2 22 － 44 修士
（国際
学、法学
又は政治
学）

0.95 平成5年度 

　地域協力政策専攻(M) 2 22 － 44 修士
（国際
学、法学
又は経済
学）

0.90 平成6年度 

　国際開発政策専攻(D) 3 8 － 26 博士
（学術又
は経済
学）

0.59 平成7年度 

　国際協力政策専攻(D) 3 7 － 21 博士
（学術、
法学又は
政治学）

0.61 平成7年度 

　地域協力政策専攻(D) 3 8 － 26 博士
（学術、
法学又は
経済学）

0.91 平成8年度 

修士
（システ
ム情報学
又は工
学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（システ
ム情報

学、工学
又は学
術）

修士
（農学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（農学又
は学術）

兵庫県神戸市東灘区
深江南町5-1-1

兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1
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科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究科

　科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ専攻(M) 2 40 － 80 修士
（科学技
術ｲﾉﾍﾞｰ
ｼｮﾝ）

1.03 平成28年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２９年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，
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兼担 教授 大槻　圭史 平成29年4月 惑星学Ａ

兼担 教授 森　敦紀 平成29年4月 化学Ｄ

兼担 教授 富永　圭介 平成29年4月 化学Ｄ

兼担 教授 成相　裕之 平成29年4月 化学Ｃ

兼担 教授 宇野　知秀 平成29年4月 化学Ｂ

兼担 教授 三宅　秀芳 平成29年4月 化学Ａ

兼担 教授 太田　泰広 平成29年4月 数学Ｃ

兼担 教授 青木　敏 平成29年4月 数学Ｃ

兼担 教授 佐藤　進 平成29年4月 数学Ａ

兼担 教授 菅澤　薫 平成29年4月 生物学Ｃ

兼担 教授 井上　邦夫 平成29年4月 生物学Ａ

兼担 教授 安田　尚史 平成29年4月 健康科学Ａ

兼担 教授 西　愼一 平成29年4月
医学Ａ
医学Ｂ

兼担 教授 藤田　裕嗣 平成29年4月 地理学

兼担 教授 白鳥　義彦 平成29年4月 社会学

兼担 教授 橋本　賢一 平成29年4月 経済学Ｂ

兼担 教授 大塚　泰寿 平成29年4月 法学Ｂ

兼担 教授 山田　誠一 平成29年4月 法学Ｂ

兼担 教授 八田　卓也 平成29年4月 法学Ａ

兼担 教授 四本　健二 平成29年4月 法学Ａ

兼担 教授 嘉指　信雄 平成29年4月 倫理学

兼担 教授 近田　政博 平成29年4月
教育学Ｂ
教育と人間形成

兼担 教授 米谷　淳 平成29年4月 心理学Ａ

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名

５　教員組織の状況

＜全学共通＞

（１） 担当教員表
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兼担 教授 綿貫　友子 平成29年4月 経済社会の発展

兼担 教授 松永　宣明 平成29年4月 現代の経済Ｂ

兼担 教授 瀋　俊毅 平成29年4月 現代の経済Ｂ

兼担 教授 金子　治平 平成29年4月 現代の経済Ａ

兼担 教授 今井　昭夫 平成29年4月 現代の経済Ａ

兼担 教授 泉水　文雄 平成29年4月 国家と法

兼担 教授 吉井　昌彦 平成29年4月 ＥＵ基礎論

兼担 教授 佐藤　正昭 平成29年4月
環境学入門Ａ
環境学入門Ｂ

兼担 教授 森　直樹 平成29年4月
生物資源と農業Ｃ
生物資源と農業Ｄ

兼担 教授 東　哲司 平成29年4月
生物資源と農業Ａ
生物資源と農業Ｂ

兼担 教授 寺師　浩人 平成29年4月
生命科学Ａ
生命科学Ｂ

兼担 教授 神野　伊策 平成29年4月
ものづくりと科学技
術Ｂ

兼担 教授 松下　敬幸 平成29年4月
ものづくりと科学技
術Ｂ

兼担 教授 阪上　隆英 平成29年4月
ものづくりと科学技
術Ａ

兼担 教授 藤谷　秀雄 平成29年4月
ものづくりと科学技
術Ａ

兼担 教授 山内　乾史 平成29年4月

学校教育と社会
科学技術と倫理
神戸大学の研究最前
線Ａ
神戸大学の研究最前
線Ｂ

兼担 教授 緒形　康 平成29年4月 東洋史Ａ

兼担 教授 岸本　秀樹 平成29年4月 言語科学Ａ

兼担 教授 松田　毅 平成29年4月 文学Ｂ

兼担 教授 釜谷　武志 平成29年4月 文学Ａ

兼担 教授 菱川　英一 平成29年4月 文学Ａ

兼担 教授 川口　博 平成29年4月
情報学Ａ
情報学Ｂ

兼担 教授 太田　能 平成29年4月 情報学Ａ

兼担 教授 島　伸和 平成29年4月 惑星学Ｃ

兼担 教授 吉岡　祥一 平成29年4月 惑星学Ｃ

兼担 教授 兵頭　政幸 平成29年4月
惑星学Ｂ
瀬戸内海学入門
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兼担 准教授 大坪　庸介 平成29年4月 心理学Ａ

兼担 准教授 加藤　憲治 平成29年4月 哲学

兼担 准教授 鈴木　純 平成29年4月 経済学Ａ

兼担 准教授 鎌田　伊佐生 平成29年4月 経済学Ａ

兼担 教授 熊本　悦子 平成29年4月 情報基礎

兼担 教授 朱　春躍 平成29年4月
中国語初級ＳＢ３
中国語初級ＳＢ４

兼担 教授 鳩野　逸生 平成29年4月 情報基礎

兼担
特任教
授

Vannieuwenhuyse
Bruno Bernard

Jules
平成29年4月

フランス語初級Ｂ１
フランス語初級Ｂ２
フランス語初級Ｂ３
フランス語初級ＳＢ
３
フランス語初級Ｂ４
フランス語初級ＳＢ
４

兼担 教授 柏木　治美 平成29年4月

English
Communication B1
English
Communication B2
Autonomous English
1
Autonomous English
2

兼担
特任教
授

Sholdt Gregory
Paul

平成29年4月

Advanced English
Communication B1
Advanced English
Communication B2

兼担 教授 石川　慎一郎 平成29年4月

English
Communication B1
English
Communication B2

兼担 教授 横川　博一 平成29年4月

English
Communication A1
English
Communication A2

兼担 教授 加藤　雅之 平成29年4月

Autonomous English
1
Autonomous English
2

兼担 教授 岩田　健太郎 平成29年4月
阪神・淡路大震災Ａ
阪神・淡路大震災Ｂ

兼担 教授
Alexander Ronni

Barrett
平成29年4月

ボランティアと社会
貢献活動Ａ
ボランティアと社会
貢献活動Ｂ

兼担 教授 小髙　裕之 平成29年4月
社会基礎学（グロー
バル人材に不可欠な
教養）

兼担 教授 樫村　志郎 平成29年4月

職業と学び－キャリ
アデザインを考える
Ａ
職業と学び－キャリ
アデザインを考える
Ｂ

兼担 教授 齋藤　勝彦 平成29年4月
資源・材料とエネル
ギーＢ

兼担 教授 竹林　幹雄 平成29年4月
資源・材料とエネル
ギーＡ

兼担 教授 松山　秀人 平成29年4月

資源・材料とエネル
ギーＡ
資源・材料とエネル
ギーＢ

兼担 教授 竹中　慎治 平成29年4月
食と健康Ａ
食と健康Ｂ

兼担 教授 前藤　薫 平成29年4月 生物の環境適応

兼担 教授 奥西　孝至 平成29年4月 経済社会の発展
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兼担 准教授 河島　真 平成29年4月
ＥＵ基礎論
神戸大学史Ａ
神戸大学史Ｂ

兼担 准教授 黒田　千晴 平成29年4月
グローバルリーダー
シップ育成基礎演習

兼担 准教授 坂本　眞人 平成29年4月
現代物理学が描く世
界

兼担 准教授 佐々木　祐 平成29年4月 現代社会論Ａ

兼担 准教授 増記　隆介 平成29年4月
美術史Ａ
美術史Ｂ

兼担 准教授 髙田　京比子 平成29年4月 西洋史Ｂ

兼担 准教授 佐藤　昇 平成29年4月 西洋史Ａ

兼担 准教授 伊藤　隆郎 平成29年4月 東洋史Ｂ

兼担 准教授 古市　晃 平成29年4月
日本史Ａ
日本史Ｂ

兼担 准教授 大橋　完太郎 平成29年4月 芸術と文化Ｂ

兼担 准教授 石山　裕慈 平成29年4月 言語科学Ａ

兼担 准教授 梶尾　文武 平成29年4月 文学Ｂ

兼担 准教授 寺田　努 平成29年4月 情報学Ｂ

兼担 准教授 中村　昭子 平成29年4月 惑星学Ａ

兼担 准教授 立川　貴士 平成29年4月 化学Ｃ

兼担 准教授 谷口　隆 平成29年4月 数学Ｂ

兼担 准教授 梶野　直孝 平成29年4月 数学Ｂ

兼担 准教授 酒井　拓史 平成29年4月 数学Ａ

兼担 准教授 横井　雅幸 平成29年4月 生物学Ｃ

兼担 准教授 影山　裕二 平成29年4月 生物学Ｂ

兼担 准教授 石﨑　公庸 平成29年4月 生物学Ｂ

兼担 准教授 洲崎　敏伸 平成29年4月 生物学Ａ

兼担 准教授 林　敦子 平成29年4月 健康科学Ｂ

兼担 准教授 森　正弘 平成29年4月 保健学Ｂ

兼担 准教授 亀岡　正典 平成29年4月 保健学Ａ

兼担 准教授 菊地　真 平成29年4月 地理学

兼担 准教授 平井　晶子 平成29年4月 社会学
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兼担 講師 高橋　康徳 平成29年4月
中国語初級ＳＡ３
中国語初級ＳＡ４

兼担 講師
Greer Timothy

Sean
平成29年4月

English
Communication A1
English
Communication A2

兼担
特任講
師

Anton Alina Elena 平成29年4月

English
Communication A1
English
Communication A2
Advanced English
Communication B1
Advanced English
Communication B2
Advanced English
Literacy B1
Advanced English
Literacy B2

兼担 講師 末次　健司 平成29年4月
地球史における生物
の変遷

兼担 講師 西村　幸宏 平成29年4月 企業と経営

兼担 講師 山﨑　和仁 平成29年4月 惑星学Ｂ

兼担 講師 田中　光 平成29年4月 経済学Ｂ

兼担 准教授
本間　正信

平成29年4月

健康・スポーツ科学
実習基礎１
健康・スポーツ科学
実習基礎２

兼担 准教授 三浦　靖史 平成29年4月
健康・スポーツ科学
講義Ｂ

兼担 准教授 パン　新平 平成29年4月
中国語初級Ｂ３
中国語初級Ｂ４

兼担 准教授 廣田　大地 平成29年4月

フランス語初級ＳＡ
３
フランス語初級ＳＡ
４

兼担 准教授 福岡　麻子 平成29年4月
ドイツ語初級ＳＡ３
ドイツ語初級ＳＡ４

兼担
特任准
教授

Wang Marian 平成29年4月

Advanced English
Communication B1
Advanced English
Communication B2
Advanced English
Literacy B1
Advanced English
Literacy B2

兼担 准教授 木原　恵美子 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼担 准教授 広野　康平 平成29年4月 海への誘い

兼担 准教授 鶴田　宏樹 平成29年4月
企業社会論Ａ
企業社会論Ｂ

兼担 准教授 水谷　正治 平成29年4月
食と健康Ａ
食と健康Ｂ

兼担 准教授 石井　弘明 平成29年4月
人間活動と地球生態
系

兼担 准教授 佐藤　拓哉 平成29年4月 生物の環境適応

兼担 准教授 坂山　英俊 平成29年4月
地球史における生物
の変遷

兼担 准教授 馬場　新一 平成29年4月 企業と経営

兼担 准教授 岡田　順子 平成29年4月 国家と法

兼担 准教授 斉藤　善久 平成29年4月

国際協力の現状と課
題A
国際協力の現状と課
題B
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兼任 講師 西山　史子 平成29年4月
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 小橋　薫 平成29年4月

English
Communication B1
English
Communication B2

兼任 講師 藤井　真一 平成29年4月 社会生活と法

兼任 講師 大村　和正 平成29年4月
社会と人権Ａ
社会と人権Ｂ

兼任 講師 塚田　哲之 平成29年4月
社会と人権Ａ
社会と人権Ｂ

兼任 講師 田中　俊一 平成29年4月 身近な物理法則

兼任 講師 藤木　篤 平成29年4月 科学技術と倫理

兼任 講師 三浦　伸夫 平成29年4月
科学史Ａ
科学史Ｂ

兼任 講師 積山　洋 平成29年4月
考古学Ａ
考古学Ｂ

兼任 講師 伊藤　淳史 平成29年4月
考古学Ａ
考古学Ｂ

兼任 講師 山本　昭宏 平成29年4月 日本史Ｂ

兼任 講師 大村　拓生 平成29年4月 日本史Ａ

兼任 講師 舩阪　富美子 平成29年4月 芸術と文化Ｂ

兼任 講師 山上　紀子 平成29年4月 芸術と文化Ａ

兼任 講師 古本　真 平成29年4月 言語科学Ｂ

兼任 講師 中井　史郎 平成29年4月
化学Ａ
化学Ｂ

兼任 講師 原　俊雄 平成29年4月

物理学Ａ
物理学Ｂ
現代物理学が描く世
界

兼任 講師 的場　千佳世 平成29年4月 倫理学

兼任 講師 稲岡　大志 平成29年4月 論理学

兼任 講師 副島　猛 平成29年4月 論理学

兼任 講師 李　明哲 平成29年4月 哲学

兼担
特命助
教

Rettig Nancy
Ellen

平成29年4月

English
Communication A1
English
Communication A2
Advanced English
Literacy B1
Advanced English
Literacy B2

兼担
特任講
師

馮　誼光 平成29年4月
中国語初級Ｂ３
中国語初級Ｂ４

兼担
特任講
師

Schulze Marco 平成29年4月

ドイツ語初級Ｂ１
ドイツ語初級Ｂ２
ドイツ語初級Ｂ３
ドイツ語初級ＳＢ３
ドイツ語初級Ｂ４
ドイツ語初級ＳＢ４
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兼任 講師 吉村　健一 平成29年4月
ドイツ語初級Ａ３
ドイツ語初級Ａ４

兼任 講師 中村　俊子 平成29年4月
ドイツ語初級Ｂ３
ドイツ語初級Ｂ４

兼任 講師 団野　恵美子 平成29年4月
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 中村　則之 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師 芦田　利恵子 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師 有井　松雄 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師
Lieb Jonathan

Kjell
平成29年4月

English
Communication A1
English
Communication A2
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 朴　真理子 平成29年4月

English
Communication A1
English
Communication A2

兼任 講師 西條　さゆみ 平成29年4月

English
Communication A1
English
Communication A2
English
Communication B1
English
Communication B2

兼任 講師 西川　美香子 平成29年4月

English Literacy A1
English Literacy A2
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 清川　祥恵 平成29年4月
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 山本　真司 平成29年4月

English Literacy A1
English Literacy A2
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 朴　瓊韻 平成29年4月

English
Communication A1
English
Communication A2

兼任 講師 長井　千枝子 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師 佐藤　由美 平成29年4月

English
Communication B1
English
Communication B2

兼任 講師 北川　千穂 平成29年4月

English
Communication A1
English
Communication A2

兼任 講師 森井　祐介 平成29年4月
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 石野　美香 平成29年4月

English
Communication B1
English
Communication B2

兼任 講師 武内　正美 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師 田原　志都可 平成29年4月

English
Communication B1
English
Communication B2
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兼任 講師 武村　政徳 平成29年4月

健康・スポーツ科学
実習基礎１
健康・スポーツ科学
実習基礎２

兼任 講師 益冨　真子 平成29年4月

健康・スポーツ科学
実習基礎１
健康・スポーツ科学
実習基礎２

兼任 講師 木下　嘉夫 平成29年4月

健康・スポーツ科学
実習１
健康・スポーツ科学
実習２

兼任 講師 伊藤　克広 平成29年4月

健康・スポーツ科学
実習基礎１
健康・スポーツ科学
実習基礎２

兼任 講師 三浦　由香利 平成29年4月
ロシア語初級Ａ３
ロシア語初級Ａ４

兼任 講師 渡辺　聡子 平成29年4月
ロシア語初級Ｂ１
ロシア語初級Ｂ２

兼任 講師 藤井　美恵子 平成29年4月
中国語初級Ｂ１
中国語初級Ｂ２

兼任 講師 馬　麗娟 平成29年4月
中国語初級Ｂ３
中国語初級Ｂ４

兼任 講師
王　桂菊

平成29年4月
中国語初級Ｂ１
中国語初級Ｂ２

兼任 講師 陳　洪傑 平成29年4月
中国語初級Ａ１
中国語初級Ａ２

兼任 講師 安　力 平成29年4月

中国語初級Ａ１
中国語初級Ａ２
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師 鄭　萍 平成29年4月
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師 川口　ひとみ 平成29年4月
中国語初級Ｂ３
中国語初級Ｂ４

兼任 講師 中野　尚美 平成29年4月

中国語初級Ａ１
中国語初級Ａ２
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師
付　瑞

平成29年4月
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師 常次　莉恵 平成29年4月
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師 連　興檳 平成29年4月
中国語初級Ｂ１
中国語初級Ｂ２

兼任 講師 川口　陽子 平成29年4月
フランス語初級Ｂ１
フランス語初級Ｂ２

兼任 講師
Tisserand Lucie

Helene
平成29年4月

フランス語初級Ｂ３
フランス語初級Ｂ４

兼任 講師 松浦　菜美子 平成29年4月
フランス語初級Ａ３
フランス語初級Ａ４

兼任 講師 前田　美樹 平成29年4月
フランス語初級Ｂ３
フランス語初級Ｂ４

兼任 講師 鳥山　定嗣 平成29年4月

フランス語初級Ａ１
フランス語初級Ａ２
フランス語初級Ａ３
フランス語初級Ａ４

兼任 講師 橋木　郁子 平成29年4月

ドイツ語初級Ａ１
ドイツ語初級Ｂ１
ドイツ語初級Ａ２
ドイツ語初級Ｂ２
ドイツ語初級Ａ３
ドイツ語初級Ｂ３
ドイツ語初級Ａ４
ドイツ語初級Ｂ４
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兼任 講師 未定
ﾛｼｱ語中級C1
ﾛｼｱ語中級C2

兼任 講師 未定
中国語中級C1
中国語中級C2

兼任 講師 未定
ﾌﾗﾝｽ語中級C1
ﾌﾗﾝｽ語中級C2

兼任 講師 未定
ﾄﾞｲﾂ語中級C1
ﾄﾞｲﾂ語中級C2

兼任 講師 未定 Advanced English C

兼任 講師 未定 Advanced English B

兼任 講師 未定
Advanced English A1
Advanced English A2

兼任 講師 板谷　昭彦 平成29年4月

健康・スポーツ科学
実習１
健康・スポーツ科学
実習２

兼任 講師 徳田　泰伸 平成29年4月

健康・スポーツ科学
実習基礎１
健康・スポーツ科学
実習基礎２

兼任 講師 持田　和明 平成29年4月

健康・スポーツ科学
実習基礎１
健康・スポーツ科学
実習基礎２
健康・スポーツ科学
実習１
健康・スポーツ科学
実習２

兼任 講師 村田　和隆 平成29年4月

健康・スポーツ科学
実習基礎１
健康・スポーツ科学
実習基礎２
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専任 教授 坂本　千代 平成29年4月

フランス語初級Ａ１
フランス語初級Ａ２
初年次セミナー
グローバルイシュー
演習
ヨーロッパ社会文化
論Ａ
ヨーロッパ社会文化
論Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ａ
グローバル文化形成
発展演習Ａ
グローバル文化形成
発展演習Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 窪田　幸子 平成29年4月

越境する文化
オセアニア社会文化
論Ａ
オセアニア社会文化
論Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ｄ
グローバル文化形成
発展演習Ｂ
グローバル文化形成
発展演習Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 長　志珠絵 平成29年4月

グローバル・ヒスト
リーB
日本歴史文化論Ａ
日本歴史文化論Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ｃ
グローバル文化形成
発展演習Ｂ
グローバル文化形成
発展演習Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 王　柯 平成29年4月

中国社会文化論Ａ
中国社会文化論Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ｃ
グローバル文化形成
発展演習Ｂ
グローバル文化形成
発展演習Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 岩本　和子 平成29年4月

グローバル化と現代
世界B
表象文化形成論Ａ
表象文化形成論Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ｃ
グローバル文化形成
発展演習Ａ
グローバル文化形成
発展演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名

＜国際人間科学部　グローバル文化学科＞

（１） 担当教員表

＜専門科目＞
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専任 教授 西谷　拓哉 平成29年4月

Autonomous English
1
Autonomous English
2
GSP演習(オリエン
テーション）
留学型GSコース
実践型GSコース
研修型GSコース
GSP演習(リフレク
ション）
アメリカ文化論Ａ
アメリカ文化論Ｂ
英米テクスト文化論
Ａ
英米テクスト文化論
Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ｄ
グローバル文化形成
発展演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 遠田　勝 平成29年4月

Autonomous English
1
Autonomous English
2
比較文化論１
比較文化論２
グローバル文化形成
基礎演習Ｃ
グローバル文化形成
発展演習Ｂ
グローバル文化形成
発展演習Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 寺内　直子 平成29年4月

日本文化交流論Ａ
日本文化交流論Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ｄ
グローバル文化形成
発展演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 塚原　東吾 平成29年4月

科学技術文明論１
科学技術文明論２
グローバル文化形成
基礎演習Ａ
グローバル文化形成
発展演習Ａ
グローバル文化形成
発展演習Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 貞好　康志 平成29年4月

アジア史Ａ
アジア史Ｂ
グローバル・ヒスト
リーB
東南アジア政治文化
論Ａ
東南アジア政治文化
論Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ａ
グローバル文化形成
基礎演習Ｂ
グローバル文化形成
発展演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究
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専任 教授 吉田　典子 平成29年4月

フランス語初級Ａ１
フランス語初級Ａ２
初年次セミナー
グローバルイシュー
演習
視覚文化論Ａ
視覚文化論Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ｃ
グローバル文化形成
発展演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 松家　理恵 平成29年4月

Oxbridge English
Summer Camp 1
Oxbridge English
Summer Camp 2
Oxbridge English
Summer Camp 3
近現代表象文化論Ａ
近現代表象文化論Ｂ
英米テクスト文化論
Ａ
英米テクスト文化論
Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ｄ
グローバル文化形成
発展演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 藤野　一夫 平成29年4月

文化政策論Ａ
文化政策論Ｂ
アートマネジメント
論１
グローバル文化形成
基礎演習Ａ
グローバル文化形成
基礎演習Ｂ
グローバル文化形成
発展演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 萩原　守 平成29年4月

アジア史Ａ
アジア史Ｂ
グローバル・ヒスト
リーB
北アジア歴史社会論
Ａ
北アジア歴史社会論
Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ｄ
グローバル文化形成
発展演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 野谷　啓二 平成29年4月

Autonomous English
1
Autonomous English
2
English Literacy B1
English Literacy B2
宗教文化論１
宗教文化論２
英米テクスト文化論
Ａ
英米テクスト文化論
Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ｄ
グローバル文化形成
発展演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究
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専任 教授 梅屋　潔 平成29年4月

文化人類学
国際開発援助論
(JICA)1
国際開発援助論
(JICA)2
フィールドワーク基
礎論
フィールドワーク方
法論
現代社会人類学１
現代社会人類学２
グローバル社会動態
基礎演習Ａ
グローバル社会動態
基礎演習Ｂ
グローバル社会動態
発展演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 上野　成利 平成29年4月

グローバル化と現代
世界B
近現代政治思想論Ａ
近現代政治思想論Ｂ
グローバル社会動態
基礎演習Ｃ
グローバル社会動態
発展演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 市田　良彦 平成29年4月

フランス語初級Ａ３
フランス語初級Ａ４
近現代経済思想論１
近現代経済思想論２
グローバル社会動態
基礎演習Ｃ
グローバル社会動態
基礎演習Ｄ
グローバル社会動態
発展演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 青山　薫 平成29年4月

男女共同参画とジェ
ンダーＡ
男女共同参画とジェ
ンダーＢ
初年次セミナー
グローバルイシュー
演習
ジェンダー社会文化
論Ａ
ジェンダー社会文化
論Ｂ
グローバル社会動態
基礎演習Ａ
グローバル社会動態
基礎演習Ｂ
グローバル社会動態
発展演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 石塚　裕子 平成29年4月

Autonomous English
1
Autonomous English
2
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専任 教授 櫻井　徹 平成29年4月

グローバルイシュー
概論
グローバル正義論Ａ
グローバル正義論Ｂ
グローバル社会動態
基礎演習Ａ
グローバル社会動態
基礎演習Ｂ
グローバル社会動態
発展演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 阪野　智一 平成29年4月

政治と社会
グローバル化と現代
世界A
比較政治社会論Ａ
比較政治社会論Ｂ
グローバル社会動態
基礎演習Ｄ
グローバル社会動態
発展演習Ａ
グローバル社会動態
発展演習Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 坂井　一成 平成29年4月

政治と社会
フランス語初級Ａ３
フランス語初級Ａ４
グローバルイシュー
概論
国際関係論Ａ
国際関係論Ｂ
グローバル社会動態
基礎演習Ｃ
グローバル社会動態
発展演習Ａ
グローバル社会動態
発展演習Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 岡田　浩樹 平成29年4月

Oxbridge English
Summer Camp 1
Oxbridge English
Summer Camp 2
Oxbridge English
Summer Camp 3
先端科学社会文化論
（JAXA）１
先端科学社会文化論
（JAXA）２
比較民族学１
比較民族学２
グローバル社会動態
基礎演習Ｃ
グローバル社会動態
発展演習Ａ
グローバル社会動態
発展演習Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 小笠原　博毅 平成29年4月

越境する文化
異文化コミュニケー
ション論
メディア社会文化論
Ａ
メディア社会文化論
Ｂ
グローバル社会動態
基礎演習Ａ
グローバル社会動態
基礎演習Ｂ
グローバル社会動態
発展演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究
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専任 教授 康　敏 平成29年4月

情報発信演習１
情報発信演習２
統計情報処理１
統計情報処理２
グローバルコミュニ
ケーション基礎演習
Ａ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ａ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 大月　一弘 平成29年4月

プログラミング基礎
演習１
プログラミング基礎
演習２
情報科学概論A
情報科学概論B
グローバルコミュニ
ケーション基礎演習
Ｃ
グローバルコミュニ
ケーション基礎演習
Ｄ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 山﨑　康仕 平成29年4月

社会生活と法
グローバル社会動態
基礎演習Ａ
グローバル社会動態
基礎演習Ｂ

専任 教授 西澤　晃彦 平成29年4月

フィールドワーク基
礎論
現代社会理論Ａ
現代社会理論Ｂ
グローバル社会動態
基礎演習Ａ
グローバル社会動態
基礎演習Ｂ
グローバル社会動態
発展演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 廳　茂 平成29年4月

社会思想史
グローバル化と現代
世界B
近現代社会思想論Ａ
近現代社会思想論Ｂ
グローバル社会動態
基礎演習Ｄ
グローバル社会動態
発展演習Ｂ
グローバル社会動態
発展演習Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 柴田　佳子 平成29年4月

初年次セミナー
グローバルイシュー
演習
現代民族誌学１
現代民族誌学２
グローバル社会動態
基礎演習Ｄ
グローバル社会動態
発展演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究
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専任 教授 松本　絵理子 平成29年4月

認知コミュニケー
ション論１
認知コミュニケー
ション論２
グローバルコミュニ
ケーション基礎演習
Ｄ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ｂ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 藤濤　文子 平成29年4月

ドイツ語初級Ａ１
ドイツ語初級Ａ２
ドイツ語初級Ａ３
ドイツ語初級Ａ４
外国語実習A
外国語実習B
インターンシップ実
習A
インターンシップ実
習B
フィールドワーク実
習A
フィールドワーク実
習B
Study on Global
Cultures
翻訳コミュニケー
ション論１
翻訳コミュニケー
ション論２
グローバルコミュニ
ケーション基礎演習
Ａ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ｂ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 林　良子 平成29年4月

コミュニケーション
比較論Ａ
コミュニケーション
比較論Ｂ
グローバルコミュニ
ケーション基礎演習
Ｃ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ａ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 田中　順子 平成29年4月

Autonomous English
1
Autonomous English
2
English
Communication A1
English
Communication A2
English
Communication B1
English
Communication B2
第二言語習得論１
第二言語習得論２
グローバルコミュニ
ケーション基礎演習
Ｃ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ａ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究
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専任 教授 湯淺　英男 平成29年4月

初年次セミナー
グローバルイシュー
演習
言語機能論１
言語機能論２
グローバルコミュニ
ケーション基礎演習
Ｂ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ｂ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 森下　淳也 平成29年4月

協働型リーダーシッ
プ論
情報リテラシー演習1
情報リテラシー演習2
プログラミング基礎
演習１
プログラミング基礎
演習２
現代IT入門Ａ
現代IT入門Ｂ
グローバルコミュニ
ケーション基礎演習
Ｂ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 村尾　元 平成29年4月

情報基礎
情報発信演習１
情報発信演習２
情報科学概論A
情報科学概論B
情報リテラシー演習1
情報リテラシー演習2
社会システム科学Ａ
社会システム科学Ｂ
グローバルコミュニ
ケーション基礎演習
Ｄ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ｂ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 水口　志乃扶 平成29年4月

English
Communication B1
English
Communication B2
初年次セミナー
グローバルイシュー
演習
音声コミュニケー
ション論１
音声コミュニケー
ション論２
グローバルコミュニ
ケーション基礎演習
Ｂ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究
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専任 准教授 板倉　史明 平成29年4月

日本メディア文化論
Ａ
日本メディア文化論
Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ａ
グローバル文化形成
基礎演習Ｂ
グローバル文化形成
発展演習Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 准教授 石田　圭子 平成29年4月

初年次セミナー
グローバルイシュー
演習
近現代文化言説論Ａ
近現代文化言説論Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ｃ
グローバル文化形成
発展演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 准教授 池上　裕子 平成29年4月

近現代アート論Ａ
近現代アート論Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ｃ
グローバル文化形成
発展演習Ｂ
グローバル文化形成
発展演習Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 准教授 青島　陽子 平成29年4月

東欧・ロシア社会文
化論Ａ
東欧・ロシア社会文
化論Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ｃ
グローバル文化形成
発展演習Ｂ
グローバル文化形成
発展演習Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 教授 米本　弘一 平成29年4月

Autonomous English
1
Autonomous English
2
初年次セミナー
グローバルイシュー
演習
コミュニケーション
表現論１
コミュニケーション
表現論２
グローバルコミュニ
ケーション基礎演習
Ｄ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究
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専任 准教授 昆野　伸幸 平成29年4月

日本思想文化論Ａ
日本思想文化論Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ａ
グローバル文化形成
基礎演習Ｂ
グローバル文化形成
発展演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 准教授 北村　結花 平成29年4月

Autonomous English
1
Autonomous English
2
文化翻訳論１
文化翻訳論２
グローバル文化形成
基礎演習Ｄ
グローバル文化形成
発展演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 准教授 辛島　理人 平成29年4月

初年次セミナー
グローバルイシュー
演習
日本社会文化論Ａ
日本社会文化論Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ｄ
グローバル文化形成
発展演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 准教授 小澤　卓也 平成29年4月

グローバル・ヒスト
リーA
環大西洋文化論Ａ
環大西洋文化論Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ｄ
グローバル文化形成
発展演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 准教授 井上　弘貴 平成29年4月

Autonomous English
1
Autonomous English
2
English Literacy B1
English Literacy B2
アメリカ社会論Ａ
アメリカ社会論Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ｂ
グローバル文化形成
発展演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 准教授 伊藤　友美 平成29年4月

東南アジア社会文化
論Ａ
東南アジア社会文化
論Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ｃ
グローバル文化形成
発展演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究
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専任 准教授 近藤　正基 平成29年4月

ドイツ語初級Ａ１
ドイツ語初級Ａ２
ドイツ語初級Ａ３
ドイツ語初級Ａ４
多文化政治社会論Ａ
多文化政治社会論Ｂ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 准教授 石森　大知 平成29年4月

文化人類学１
文化人類学２
グローバル社会動態
基礎演習Ａ
グローバル社会動態
基礎演習Ｂ
グローバル社会動態
発展演習Ａ
グローバル社会動態
発展演習Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 准教授 Shulatov Yaroslav 平成29年4月

ロシア語初級Ａ１
ロシア語初級Ａ２
ロシア語初級Ｂ３
ロシア語初級Ｂ４
ロシア・東アジア社
会文化論Ａ
ロシア・東アジア社
会文化論Ｂ
グローバル文化形成
発展演習Ａ
グローバル文化形成
発展演習Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 准教授 山澤　孝至 平成29年4月

Autonomous English
1
Autonomous English
2
English Literacy A1
English Literacy A2
English Literacy B1
English Literacy B2
ラテン語入門１
ラテン語入門２
ラテン語入門３
ラテン語入門４
グローバル文化形成
基礎演習Ｂ
グローバル文化形成
発展演習Ａ
ヨーロッパ文化形成
論Ａ
ヨーロッパ文化形成
論Ｂ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 准教授 谷川　真一 平成29年4月

東アジア政治社会論
Ａ
東アジア政治社会論
Ｂ
グローバル文化形成
基礎演習Ｄ
グローバル文化形成
発展演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究
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専任 准教授 清光　英成 平成29年4月

情報リテラシー演習1
情報リテラシー演習2
情報発信演習１
情報発信演習２
情報科学概論A
情報科学概論B
データマネージメン
ト１
データマネージメン
ト２
グローバルコミュニ
ケーション基礎演習
Ｃ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ａ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 准教授 安岡　正晴 平成29年4月

English Literacy A1
English Literacy A2
比較政策論Ａ
比較政策論Ｂ
グローバル社会動態
基礎演習Ｄ
グローバル社会動態
発展演習Ｃ
グローバル社会動態
発展演習Ｄ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 准教授 中村　覚 平成29年4月

政治と社会
平和構築論Ａ
平和構築論Ｂ
グローバル社会動態
基礎演習Ａ
グローバル社会動態
基礎演習Ｂ
グローバル社会動態
発展演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 准教授 齋藤　剛 平成29年4月

文化人類学
異文化コミュニケー
ション論
文化混交論１
文化混交論２
グローバル社会動態
基礎演習Ｃ
グローバル社会動態
基礎演習Ｄ
グローバル社会動態
発展演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究
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専任 講師 朴　沙羅 平成29年4月

越境社会学Ａ
越境社会学Ｂ
グローバル社会動態
基礎演習Ａ
グローバル社会動態
基礎演習Ｂ
グローバル社会動態
基礎演習Ｃ
グローバル社会動態
発展演習Ａ
グローバル社会動態
発展演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任
特任
准教授

Quinn Cynthia 平成29年4月

Academic
Communication（英）
A
Academic
Communication（英）
B
Academic Writing
（英） A
Academic Writing
（英） B
English
Presentation Skills
A
English
Presentation Skills
B
English for
Professional
Purposes A
English for
Professional
Purposes B

専任 准教授 落合　知子 平成29年4月

GSP演習(オリエン
テーション）
留学型GSコース
実践型GSコース
研修型GSコース
GSP演習(リフレク
ション）

専任 准教授 山本　真也 平成29年4月

非言語コミュニケー
ション論１
非言語コミュニケー
ション論２
グローバルコミュニ
ケーション基礎演習
Ａ
グローバルコミュニ
ケーション基礎演習
Ｄ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究

専任 准教授 西田　健志 平成29年4月

情報リテラシー演習1
情報リテラシー演習2
プログラミング基礎
演習１
プログラミング基礎
演習２
ＩＴコミュニケー
ションデザインＡ
ＩＴコミュニケー
ションデザインＢ
グローバルコミュニ
ケーション基礎演習
Ａ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ｂ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究
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兼担 教授 國土　将平 平成29年4月
グローバルイシュー
概論

兼担 教授 木下　孝司 平成29年4月 初年次セミナー

兼担 教授 澤　宗則 平成29年4月

協働型リーダーシッ
プ論
途上国農村地域開発
論

兼担 教授 浅野　慎一 平成29年4月
グローバルイシュー
演習

兼担 教授 平山　洋介 平成29年4月 生活空間計画論

兼担 教授 寺門　靖高 平成29年4月 初年次セミナー

兼担 教授 伊藤　真之 平成29年4月
グローバルイシュー
演習

兼担 教授 青木　茂樹 平成29年4月
グローバルイシュー
概論

兼担 教授 津田　英二 平成29年4月
コミュニティ創成論
グローバルイシュー
演習

兼担 教授 松岡　広路 平成29年4月

コミュニティ創成論
フィールドワーク基
礎論
ソーシャルエンパワ
メント論
フィールドワーク方
法論
ESD演習Ⅰ1
ESD演習Ⅰ2
ESD演習Ⅱ1
ESD演習Ⅱ2

兼担 教授 梅宮　弘光 平成29年4月

コミュニティと都市
１
コミュニティと都市
２

兼担 教授 塚脇　淳 平成29年4月
アートマネジメント
論２

兼担 教授 近藤　徳彦 平成29年4月
グローバルイシュー
演習

兼担 教授 長ヶ原　誠 平成29年4月
グローバルイシュー
概論

兼担 教授 加藤　佳子 平成29年4月
グローバルイシュー
演習

兼担 教授 坂本　美紀 平成29年4月 初年次セミナー

専任 助教 吉田　実久 平成29年4月

GSP演習(オリエン
テーション）
留学型GSコース
実践型GSコース
研修型GSコース
GSP演習(リフレク
ション）

専任 助教 高橋　進之介 平成29年4月

GSP演習(オリエン
テーション）
留学型GSコース
実践型GSコース
研修型GSコース
GSP演習(リフレク
ション）

専任 講師 正楽　藍 平成29年4月

GSP演習(オリエン
テーション）
留学型GSコース
実践型GSコース
研修型GSコース
GSP演習(リフレク
ション）

専任 講師 水野　直子 平成29年4月

GSP演習(オリエン
テーション）
留学型GSコース
実践型GSコース
研修型GSコース
GSP演習(リフレク
ション）

専任 講師 Albin Aaron 平成29年4月

グローバルコミュニ
ケーション基礎演習
Ｃ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ａ
グローバルコミュニ
ケーション発展演習
Ｃ
グローバル文化特別
演習Ａ
グローバル文化特別
演習Ｂ
グローバル文化特別
演習Ｃ
グローバル文化特別
演習Ｄ
卒業研究
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兼担
特任
教授

Sholdt Gregory
Paul

平成29年4月

Academic
Communication（英）
A
Academic
Communication（英）
B
Academic Writing
（英） A
Academic Writing
（英） B
English
Presentation Skills
A
English
Presentation Skills
B
English for
Professional
Purposes A
English for
Professional
Purposes B

兼担 准教授 目黒　強 平成29年4月
グローバルイシュー
演習

兼担 准教授 林　創 平成29年4月

発達心理学（中・
高）１
発達心理学（中・
高）２
認知発達心理学１
認知発達心理学２

兼担 准教授 北野　幸子 平成29年4月
グローバルイシュー
概論

兼担 准教授 井口　克郎 平成29年4月
グローバル共生社会
論

兼担 准教授 太田　和宏 平成29年4月
グローバルイシュー
概論

兼担 准教授 大串　健一 平成29年4月
グローバルイシュー
演習

兼担 准教授 橋本　直人 平成29年4月
グローバルイシュー
演習
環境思想史

兼担 准教授 福田　博也 平成29年4月 初年次セミナー

兼担 准教授 稲葉　太一 平成29年4月 初年次セミナー

兼担 准教授 田畑　智博 平成29年4月

グローバルイシュー
演習
コミュニティとメ
ディア１
コミュニティとメ
ディア２

兼担 准教授 佐藤　真行 平成29年4月 環境経済学

兼担 准教授 佐藤　春実 平成29年4月
初年次セミナー
グローバルイシュー
概論

兼担 准教授 村山　留美子 平成29年4月 コミュニティ創成論

兼担 准教授 稲原　美苗 平成29年4月 コミュニティ創成論

兼担 准教授 谷　正人 平成29年4月
グローバルイシュー
概論

兼担 准教授 平芳　裕子 平成29年4月

グローバルイシュー
演習
コミュニティと表象
Ａ
コミュニティと表象
Ｂ

兼担 准教授 大田　美佐子 平成29年4月

グローバルイシュー
演習
シアトリカル・アー
ト論１
シアトリカル・アー
ト論２

兼担 准教授 岸本　吉弘 平成29年4月 初年次セミナー

兼担 准教授 田村　文生 平成29年4月 初年次セミナー

兼担 准教授 木村　哲也 平成29年4月 初年次セミナー

兼担 准教授 相澤　直樹 平成29年4月

初年次セミナー
心理学の基礎と歩み
１
心理学の基礎と歩み
２
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兼任 講師
Gary John-
Baptiste

平成29年4月
TOEFL演習A
TOEFL演習B

兼任 講師 Shirley Adams 平成29年4月
TOEFL演習A
TOEFL演習B

兼任 講師 未定

情報リテラシー演習
１
情報リテラシー演習
２
プログラミング基礎
演習１
プログラミング基礎
演習２

兼任 講師 白井 詩沙香 平成29年4月

情報リテラシー演習
１
情報リテラシー演習
２
情報発信演習１
情報発信演習２

兼任 講師 佐藤　仁 平成29年4月

情報リテラシー演習
１
情報リテラシー演習
２
情報発信演習１
情報発信演習２

兼任 講師 森口　岳 平成29年4月
国際開発援助論
(JICA)2

兼任 講師 西　真如 平成29年4月
国際開発援助論
(JICA)2

兼任 講師 栗田　佳典 平成29年4月
国際開発援助論
(JICA)2

兼任 講師 岡野　英之 平成29年4月
国際開発援助論
(JICA)2

兼任 講師 若林　秀樹 平成29年4月
国際開発援助論
(JICA)2

兼任 講師 菅川　拓也 平成29年4月
国際開発援助論
(JICA)2

兼任 講師 笹岡　雄一 平成29年4月
国際開発援助論
(JICA)1

兼任 講師 高橋　基樹 平成29年4月
国際開発援助論
(JICA)1

兼任 講師 栢木　清吾 平成29年4月

国際開発援助論
(JICA)1
国際開発援助論
(JICA)2

兼任 講師 未定
日本語・日本事情演
習

兼担 講師 奥山　和子 平成29年4月

異文化間教育論1
異文化間教育論2
国際文化理解教育論
１
国際文化理解教育論
２

兼担
特任
准教授

Kreck Vladimir
Alexandrov

平成29年4月

日欧比較セミナーⅠ
Ａ
日欧比較セミナーⅠ
Ｂ
日欧比較セミナーⅡ
Ａ
日欧比較セミナーⅡ
Ｂ
日欧比較セミナーⅢ
Ａ
日欧比較セミナーⅢ
Ｂ
Aspects of EU
Culture and Society
(Lecture) A
Aspects of EU
Culture and Society
(Lecture) B
Aspects of EU
Culture and Society
(Seminar) A
Aspects of EU
Culture and Society
(Seminar) B

兼担
特任
准教授

Wang Marian 平成29年4月

Academic
Communication（英）
A
Academic
Communication（英）
B
Academic Writing
（英） A
Academic Writing
（英） B
English
Presentation Skills
A
English
Presentation Skills
B
English for
Professional
Purposes A
English for
Professional
Purposes B
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兼任 講師 未定

Academic
Communication (仏)
A
Academic
Communication (仏)
B
Academic Writing
(仏) A
Academic Writing
(仏) B

兼任 講師 未定

Academic
Communication (独)
A
Academic
Communication (独)
B
Academic Writing
(独) A
Academic Writing
(独) B

兼任 講師 未定

Academic
Communication (独)
A
Academic
Communication (独)
B
Academic Writing
(独) A
Academic Writing
(独) B

兼任 講師 未定

English
Presentation Skills
A
English
Presentation Skills
B
English for
Professional
Purposes A
English for
Professional
Purposes B

兼任 講師 未定
TOEIC演習A
TOEIC演習B

兼任 講師 未定
TOEIC演習A
TOEIC演習B

兼任 講師 未定
TOEIC演習A
TOEIC演習B

兼任 講師 未定

Academic
Communication（英）
A
Academic
Communication（英）
B
Academic Writing
（英） A
Academic Writing
（英） B

兼任 講師 未定

Academic
Communication（英）
A
Academic
Communication（英）
B
Academic Writing
（英） A
Academic Writing
（英） B

兼任 講師 未定

Academic
Communication（英）
A
Academic
Communication（英）
B
Academic Writing
（英） A
Academic Writing
（英） B

兼任 講師 未定

コミュニケーション
構造論１
コミュニケーション
構造論２

兼任 講師 西村　秀夫 平成29年4月

グローバル・イング
リッシュ・ヒスト
リー１
グローバル・イング
リッシュ・ヒスト
リー２

兼任 講師 未定
近現代モード論Ａ
近現代モード論Ｂ

兼任 講師
Bagamboula Jean
Roger Edgard

平成29年4月

国際コミュニケー
ション演習A
国際コミュニケー
ション演習B

兼任 講師 権　延妹 平成29年4月

TOEFL演習A
TOEFL演習B
国際コミュニケー
ション演習A
国際コミュニケー
ション演習B
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兼任 講師 未定
Lectures on
Cultural Formations

兼任 講師 未定
Lectures on Social
Dynamics

兼任 講師 未定

先端科学社会文化論
（JAXA）１
先端科学社会文化論
（JAXA)２

兼任 講師 未定

先端科学社会文化論
（JAXA）１
先端科学社会文化論
（JAXA)２

兼任 講師 未定

先端科学社会文化論
（JAXA）１
先端科学社会文化論
（JAXA)２

兼任 講師 未定

先端科学社会文化論
（JAXA）１
先端科学社会文化論
（JAXA)２

兼任 講師 未定

日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基
礎演習

兼任 講師 未定

日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基
礎演習

兼任 講師 未定

日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基
礎演習

兼任 講師 未定

日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基
礎演習

兼任 講師 未定

日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基
礎演習

兼任 講師 未定

日本語コミュニケー
ション１
日本語コミュニケー
ション２

兼任 講師 未定

Cultures and
Societies in Japan
A
Cultures and
Societies in Japan
B

兼任 講師 未定

イタリア語入門１
イタリア語入門２
イタリア語入門３
イタリア語入門４

兼任 講師 未定

スペイン語入門１
スペイン語入門２
スペイン語入門３
スペイン語入門４

兼任 講師 未定

コリア語入門１
コリア語入門２
コリア語入門３
コリア語入門４

兼任 講師 未定

Academic
Communication (露)
A
Academic
Communication (露)
B
Academic Writing
(露) A
Academic Writing
(露) B

兼任 講師 未定

Academic
Communication (中)
A
Academic
Communication (中)
B
Academic Writing
(中) A
Academic Writing
(中) B

兼任 講師 未定

Academic
Communication (仏)
A
Academic
Communication (仏)
B
Academic Writing
(仏) A
Academic Writing
(仏) B
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兼任 講師 未定
社会調査法１
社会調査法２

兼任 講師 未定
EUエキスパート人材
養成プログラム特別
講義

兼任 講師 未定
Lectures on Global
Communication
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兼任 講師 釜田　史 平成29年4月

教育史1
教育史2
中等カリキュラム論1
中等カリキュラム論2

兼任 講師 杉山　精一 平成29年4月
教育原理1
教育原理2

兼任 講師 山本　朗登 平成29年4月
教職論（中・高）1
教職論（中・高）2

兼担 准教授 長坂　耕作 平成29年4月
数学科教育論D1
数学科教育論D2

兼担 准教授 稲葉　太一 平成29年4月
数学科教育論C1
数学科教育論C2

兼担 准教授 岸本　吉弘 平成29年4月
美術科教育論D1
美術科教育論D2

兼担 准教授 谷　正人 平成29年4月
音楽科教育論D1
音楽科教育論D2

兼担 准教授 大田　美佐子 平成29年4月
音楽科教育論C1
音楽科教育論C2

兼担 教授 井上　真理 平成29年4月

家庭科教育論C1
家庭科教育論C2
家庭科教育論D1
家庭科教育論D2

兼担 教授 塚脇　淳 平成29年4月
美術科教育論C1
美術科教育論C2

兼担 教授 髙見　和至 平成29年4月
保健体育科教育論D1
保健体育科教育論D2

兼担 教授 岡田　修一 平成29年4月 保健体育科教育論C2

兼担 教授 前田　正登 平成29年4月
保健体育科教育論B1
保健体育科教育論C1
保健体育科教育論C2

兼担 教授 横川　博一 平成29年4月

英語科教育論B1
英語科教育論B2
英語科教育論D1
英語科教育論D2

兼担 教授 渡部　昭男 平成29年4月

教育行政学（中・
高）1
教育行政学（中・
高）2
中等教育事前・事後
指導
中学校教育実地研究A
中学校教育実地研究B
高等学校教育実地研
究
教職実践演習（中・
高）1
教職実践演習（中・
高）2

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名

＜資格免許のための科目＞

（１） 担当教員表
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兼任 講師 平井　崇晴 平成29年4月
数学科教育論B1
数学科教育論B2

兼任 講師 坂井　武司 平成29年4月
数学科教育論A1
数学科教育論A2

兼任 講師 大黒　孝文 平成29年4月 理科教育論D

兼任 講師 宮野　純次 平成29年4月 理科教育論C

兼任 講師 村上　忠幸 平成29年4月 理科教育論B

兼任 講師 松本　伸示 平成29年4月 理科教育論A

兼任 講師 鈴木　幹雄 平成29年4月

美術科教育論A1
美術科教育論A2
美術科教育論B1
美術科教育論B2
美術科教育論C1
美術科教育論C2
美術科教育論D1
美術科教育論D2

兼任 講師 垣内　幸夫 平成29年4月

音楽科教育論A1
音楽科教育論A2
音楽科教育論B1
音楽科教育論B2

兼任 講師 藤田　大輔 平成29年4月 保健体育科教育論B2

兼任 講師 高田　俊也 平成29年4月
保健体育科教育論A1
保健体育科教育論A2

兼任 講師 山森　直人 平成29年4月

英語科教育論A1
英語科教育論A2
英語科教育論C1
英語科教育論C2

兼任 講師 村上　寛光 平成29年4月
先端表現演習1
先端表現演習2

兼任 講師 前田　裕佳 平成29年4月
ソルフェージュ1
ソルフェージュ2

兼任 講師 浅海　真弓 平成29年4月
工芸実践演習1
工芸実践演習2

兼任 講師 杉山　雅 平成29年4月
中等生徒指導論1
中等生徒指導論2

兼任 講師 木村　裕 平成29年4月
中等学習指導論1
中等学習指導論2

兼任 講師 松田　修 平成29年4月
中等特別活動指導論1
中等特別活動指導論2

兼任 講師 奥野　佐矢子 平成29年4月
中等道徳教育論1
中等道徳教育論2

兼任 講師 榎　景子 平成29年4月

教育経営学（中・
高）1
教育経営学（中・
高）2
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　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２９年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

兼任 講師 未定
日本国憲法1
日本国憲法2

兼任 講師 未定 博物館実習

兼任 講師 未定

博物館情報・メディ
ア論1
博物館情報・メディ
ア論2

兼任 講師 未定
博物館教育論1
博物館教育論2

兼任 講師 未定
博物館展示論1
博物館展示論2

兼任 講師 未定
博物館資料論1
博物館資料論2

兼任 講師 未定
博物館経営論1
博物館経営論2

兼任 講師 未定
博物館概論1
博物館概論2

兼任 講師 佐藤　克士 平成29年4月

社会科・地歴科教育
論1
社会科・地歴科教育
論2

兼任 講師 吉永　裕也 平成29年4月
地歴科教育論1
地歴科教育論2

兼任 講師 橋崎　頼子 平成29年4月

社会科・公民科教育
論1
社会科・公民科教育
論2

兼任 講師 橋本　康弘 平成29年4月
公民科教育論1
公民科教育論2

兼任 講師 小西　正雄 平成29年4月
社会科教育論B1
社会科教育論B2

兼任 講師 井上　奈穂 平成29年4月
社会科教育論A1
社会科教育論A2

兼任 講師 速水　多佳子 平成29年4月
家庭科教育論A
家庭科教育論B
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　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

　（２）－②　専任教員数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）

22 4 0 67

［ 0 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ]

　（２）－③　年齢構成

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

歳 名 名

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成２９年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

年齢構成

定年規定の定め
る定年年齢
（歳）

報告書提出時
（上記（Ａ））
の教員のうち、
定年を延長して
採用している教

員数

完成年度時（上
記（Ｂ））の教
員うち、定年を
延長して採用す

る教員数

65 0 0

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入するとともに

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

23 4 2 69
41

(40) (23) (4) (2) (69) ［ 0 ］

講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

41 22 4 0 67
40

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教 計 准教授

10 5

名 名

（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

　　　　

（２） 専任教員数等

完成年度時におけ
る設置基準上の必

要専任教員数

うち、完成年度時
における設置基準
上の必要教授数
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

科目 必修

合計（Ａ） 後任補充状況の集計（Ｂ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

必修 必修

選択 科目 選択 選択 選択

自由 科目 自由 自由 自由

計 科目 計 計 計

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

人

必修

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

科目 必修

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

必修 必修

選択 科目 選択 選択 選択

自由 科目 自由 自由 自由

計 科目 計 計 計

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

人

必修

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

人

必修 科目 必修 必修 必修

選択 科目 選択 選択 選択

自由 科目 自由 自由 自由

計 科目 計 計 計

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

該 当 な し

該 当 な し

該 当 な し
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を

　　　　記入してください。
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

（29年5月）

　「発達コミュニ
ティ」という概念は、
ステークホルダーに
よって形成・創生され
るものと考えられるこ
とや、当該学科におい
ては「コミュニティ」
がキーコンセプトとな
ることから、「コミュ
ニティ論」を学ぶ必修
科目を充実させること
が必要。

留意事項

　人間発達を支援し実現す
る場としての「発達コミュ
ニティ」は、様々なステー
クホルダーにより形成・創
生されることを踏まえ、そ
うしたコミュニティ概念の
基礎的理解に係る科目であ
る「コミュニティ論」及び
「地域社会学」を必修化
し、本学科の共通科目の充
実化を図った。(29)

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等

設　置　時

（29年5月）

　社会福祉学的な観点
から、「発達コミュニ
ティ」という概念は学
問的な汎用性や一般的
な語義として用いられ
ていないため、今後、
学科名称を見直すか、
提案されている「発達
コミュニティ」の概念
に鑑みて、「コミュニ
ティ論」を学ぶ必修科
目を充実させることが
必要。

留意事項

　「発達コミュニティ」と
は、多様な人々の協働を通
して人間発達を支援し実現
する場を想定している。こ
こで、人間発達は、一人一
人の人間が多様な潜在能力
を開花させ、それぞれが
“善き生（well-being）”
を獲得することを意味す
る。本学科では、そうした
多様な人間発達の有り様を
学ぶと同時に、それを支え
るコミュニティの形成を理
論的・実践的に検討するこ
とで、深い人間理解と他者
への共感を通してグローバ
ルイシューを解決できる人
材を養成していく。
　その意味で、本学科は、
「グローバル共生社会」の
実現に貢献する「協働型グ
ローバル人材」の育成を目
的とした国際人間科学部に
とって、その名称を含め不
可欠の構成要素である。そ
のため、学科名称を見直す
ことはしなかった。
　ただし、上記指摘の趣旨
を踏まえ、学科専門科目で
ある「コミュニティ論」及
び「地域社会学」を必修化
し、コミュニティに係る一
般的理解を身に付ける科目
を充実させることで、「発
達コミュニティ」形成に向
けた基礎的素養を育成して
いく。(29)



60

設　置　時

（29年5月）

　グローバルイシュー
を構成する諸課題を発
見するために、「世界
の貧困」、「社会開
発」、「コミュニティ
開発」等の社会問題を
取り扱う必修科目を充
実させることが必要。
なお、学部共通科目の
「国際開発援助論
（JICA)」「国際開発
援助論（JICA)２」に
ついては必修科目とし
て履修させることが必
要。

留意事項

　グローバルイシューを構
成する諸課題を発見するた
めに、「世界の貧困」、
「社会開発」、「コミュニ
ティ開発」等の社会問題を
取り扱う必修科目を充実さ
せるため、環境共生学科の
学科共通科目として市民社
会による環境形成の可能性
を探求する「環境共生学概
論４（1単位）」を、より広
範な視角から「持続可能な
開発」の可能性を探る「グ
ローバル共生社会論（1単
位）」として学部共通発展
科目の必修科目に位置付
け、学部共通基礎科目の
「コミュニティ創成論」を
選択科目から必修科目に変
更する。また、学部共通基
礎科目の「国際開発援助論
（JICA)1」、「国際開発援
助論（JICA)2」を選択科目
から必修科目に変更した。
　国際人間科学部は、深い
人間理解と他者への共感を
もって地球的規模の課題に
向き合い、「グローバル共
生社会」の実現に貢献する
「協働型グローバル人材」
を養成することを目的とす
る。そのため、グローバル
イシューに係る様々な社会
問題の発見とその克服に向
けた知見を修得する科目
を、下記の通り必修化する
ことで、「協働型グローバ
ル人材」として基礎的素養
を育成する学部共通科目の
充実化を図った。(29)
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設　置　時

（29年5月）

　提案されている「発
達コミュニティ」の概
念に鑑みれば、児童、
高齢者、障害者等がそ
のコミュニティの中で
営まれる「包括的ケア
システムの形成」や
「雇用を含めた持続可
能性」等を取り扱う必
修科目を充実させるこ
とが必要。

留意事項

　児童、高齢者、障害者等
がそのコミュニティの中で
営まれる「包括的ケアシス
テムの形成」や「雇用を含
めた持続可能性」等を取り
扱う必修科目を充実させる
ため、学科展開科目に必修
科目として「包括支援シス
テム論」を新設した。
　「グローバル共生社会」
にあって、人間発達を実現
する“持続可能なコミュニ
ティ”を構築するために
は、そこに生きる多様な
人々（児童や高齢者、障害
者等）が“善き生（well-
being）”を獲得する上で、
住まい・医療・介護・予
防・生活支援・雇用支援等
が一体となった包括的な支
援体制が欠かせない。そこ
で、こうした包括的ケアシ
ステムの概念や構築のプロ
セスについて論じる科目を
充実させるため、コミュニ
ティの特性に応じた包括的
な支援の在り方や仕組み作
りについて論じる「包括支
援システム論」を本学科の
必修科目として新設し、
「発達コミュニティ」の概
念に適合した科目内容の充
実を図った。(29)

　　　・　同一設置者が設置する既設学部等に付された意見は、当該大学から提出される全ての報告書に

　　　　記入してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

　　　　してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

　　　・　ファカルティ・ディベロップメントに関する事項

７　その他全般的事項

＜国際人間科学部　グローバル文化学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　自己評価委員会

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　原則、月１回（5人）

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　・　学生による授業評価に関する事項

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　　・　FD研修会の企画・立案

　　　・　授業評価アンケートの作成

　　　・　教員相互の授業参観

　ｂ　実施方法

　　　・　具体的な実施方法については，現在検討中

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　・　具体的な実施方法については，現在検討中

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　・　授業評価アンケートの結果を踏まえて，各教員が自己評価を行うとともに，全教員で共有して意見交換を行

　　　　う。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　・　実施予定（H29.6～）

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　　・　ホームページ（学内限定）により公開予定。本学教務システムを利用し、アンケートを実施予定。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

該 当 な し
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（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　・　教員配置、設備、授業科目、教育委員会との連携等、計画通りに開設できたことにより、概ね十分な

　　　　達成状況であると考える。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・　自己点検・評価の結果の公表は，平成32年度を予定している。

　ｂ　公表方法

　　・　自己点検・評価報告書を刊行するとともに，大学ホームページ上に公開予定

③　認証評価を受ける計画

　　・　次期評価期間内（H27～H33）の評価を受けるべく，学内で検討中

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（  　平成 29 年　5 月 中旬     ）
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ タケダ　ヒロシ ）

武田　廣

（平成27年4月1日）

（ ミズタニ　フミトシ ）

水谷　文俊

（平成27年4月1日）

（ オカダ　アキヒロ ）

岡田　章宏

（平成29年4月1日）

（ ヨシダ　ケイゴ ）

吉田　圭吾

（平成29年4月1日）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国立大学法人神戸大学

　　　　　兵庫県神戸市灘区鶴甲３丁目１１

（２） 大　学　名

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

（４） 管理運営組織

　　　　ください。

　　　〒６５７－８５０１

（３） 大学の位置

　　　　　兵庫県神戸市灘区鶴甲１丁目２－１

　　　　神戸大学

　　　　（兵庫県神戸市灘区六甲台町１－１）

職　　名

学　　長

学 部 長

学 科 長

理　　事

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２９年度に報告する内容　→（29）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２７年度に報告済の内容　→（27）

　　　　記入してください。
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　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成２６年度開設の４年制の学科の場合（平成２９年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　

国際人間科学部

　 学士（学術）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

565

( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 5 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

463

( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 4 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

107

( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 2 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

105

( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 2 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

1.05倍

備　　考

100
(　　 　) (　　 　)

人

備　　考
学位又は学科

の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

1.05

(　　 　)

[ 　－　 ] [ 　　　 ] [ 　　　 ] [ 　　　 ]

(  －  )

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度
平均入学定員

超 過 率

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

３年次

文学関係、教育
学・保育学関

係、社会学・社
会福祉学関係、
美術関係、音楽
関係、体育関係

発達コミュニ
ティ学科

調査対象学部等の
名称（学位）

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

4 100 5 410

年 人 年次

人
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

105

[ 2 ] [　 　] [　 　] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（ － ） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　]

（　　）（　　）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

備　　　　　考
平成３１年度

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

　　　　さい。

（　－　） （　　　　 ） （　　　　 ） （　　　　 ）

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

計

105

[　2  ] [　　　　 ] [　　　　 ] [　　　　 ]

１年次

２年次

３年次

４年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２９年度 平成３０年度 平成３２年度
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

人 0 人 平成３２年度 人 人 ％

105 人 0 人 0.00 ％

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成３２年度
入学者

平成２９年度
入学者

平成３０年度
入学者

平成３１年度
入学者

退学者数

人105

入学者数（b） 退学者数（a）
退学者数（内訳）

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２９年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

人

0

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。　

％

％

％

人 0

合　　計

0 0.00

人

人

人
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兼1西洋史B 1②-2④ 1

兼1

兼2

西洋史A 1②-2④ 1

ｱｼﾞｱ史B 1②-2④ 1

兼2

兼1

ｱｼﾞｱ史A 1②-2④ 1

東洋史B 1②-2④ 1

兼1

兼2

東洋史A 1②-2④ 1

日本史B 1②-2④ 1

兼2

兼2

日本史A 1②-2④ 1

芸術と文化B 1②-2④ 1

兼1

兼1

芸術と文化A 1②-2④ 1

兼2

言語科学B 1②-2④ 1

兼2

言語科学A 1②-2④ 1

兼2

文学B 1②-2④ 1

兼1

文学A 1②-2④ 1

兼2

（

１
）

多
文
化
理
解

教育と人間形成 1②-2④ 1

情報学B 1②-2④ 1

兼2

兼2

情報学A 1②-2④ 1

惑星学C 1②-2④ 1

兼2

兼2

惑星学B 1②-2④ 1

惑星学A 1②-2④ 1

兼2

兼2

化学D 1②-2④ 1

化学C 1②-2④ 1

兼2

兼2

化学B 1②-2④ 1

兼1

化学A 1②-2④ 1

兼1

物理学B 1②-2④ 1

兼2

物理学A 1②-2④ 1

兼2

数学C 1②-2④ 1

兼2自
然
科
学
系

数学A 1②-2④ 1

数学B 1②-2④ 1

兼2

兼2

生物学C 1②-2④ 1

生物学B 1②-2④ 1

兼2

兼1

生物学A 1②-2④ 1

兼1

健康科学B 1②-2④ 1

兼1

健康科学A 1②-2④ 1

兼1

保健学B 1②-2④ 1

兼1

保健学A 1②-2④ 1

兼1生
命
科
学
系

医学A 1②-2④ 1

医学B 1②-2④ 1

兼2

兼2

地理学 1②-2④ 1

社会学 1②-2④ 1

兼2

兼2

経済学B 1②-2④ 1

兼1

経済学A 1②-2④ 1

兼1

政治学B 1②-2④ 1

兼2

政治学A 1②-2④ 1

兼2

法学B 1②-2④ 1

兼2

社
会
科
学
系

法学A 1②-2④ 1

倫理学 1②-2④ 1

兼1

兼2

教育学B 1②-2④ 1

教育学A 1②-2④ 1

兼2

兼1

論理学 1②-2④ 1

兼2

心理学B 1②-2④ 1

兼2

心理学A 1②-2④ 1

1

教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

全
学
共
通
授
業
科
目

基
礎
教
養
科
目

人
文
系

哲学 1②-2④

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

２　授業科目の概要

＜国際人間科学部　発達コミュニティ学科＞

（１） 授業科目表
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ESDﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ論 1②-2④ 1 1

1ESD生涯学習論B 1②-2④ 1

ESD生涯学習論A 1②-2④ 1 1

ESD論(持続可能な社会づくり2)B 1②-2④ 1 1

ESD論(持続可能な社会づくり2)A 1②-2④ 1 1

ESD基礎(持続可能な社会づくり1)B 1②-2④ 1 1

1

兼2

（

４
）

E
S
D

ESD基礎(持続可能な社会づくり1)A 1②-2④ 1

資源･材料とｴﾈﾙｷﾞｰB 1②-2④ 1

兼2

兼2

資源･材料とｴﾈﾙｷﾞｰA 1②-2④ 1

食と健康B 1②-2④ 1

兼2

兼2

食と健康A 1②-2④ 1

人間活動と地球生態系 1②-2④ 1

兼2

兼2

生物の環境適応 1②-2④ 1

地球史における生物の変遷 1②-2④ 1

兼2

兼2

企業と経営 1②-2④ 1

経済社会の発展 1②-2④ 1

兼2

兼2

現代の経済B 1②-2④ 1

現代の経済A 1②-2④ 1

兼2

兼2

国家と法 1②-2④ 1

社会生活と法 1②-2④ 1

兼3

兼1

政治と社会 1②-2④ 1

国際協力の現状と課題B 1②-2④ 1

兼1

兼2

国際協力の現状と課題A 1②-2④ 1

EU基礎論 1②-2④ 1

兼1

兼1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ育成基礎演習 1②-2④ 2

兼1

男女共同参画とｼﾞｪﾝﾀﾞｰB 1②-2④ 1

兼2

男女共同参画とｼﾞｪﾝﾀﾞｰA 1②-2④ 1

兼2

社会と人権B 1②-2④ 1

兼1

社会と人権A 1②-2④ 1

兼1（

３
）

グ
ロ
ー

バ
ル
イ
シ
ュ
ー

環境学入門A 1②-2④ 1

環境学入門B 1②-2④ 1

兼1

兼1

生物資源と農業D 1②-2④ 1

生物資源と農業C 1②-2④ 1

兼1

兼1

生物資源と農業B 1②-2④ 1

生物資源と農業A 1②-2④ 1

兼1

兼1

生命科学B 1②-2④ 1

生命科学A 1②-2④ 1

兼2

兼2

ものづくりと科学技術B 1②-2④ 1

ものづくりと科学技術A 1②-2④ 1

兼1

カタチの自然学 1②-2④ 1 1

兼2

身近な物理法則 1②-2④ 1

兼1

現代物理学が描く世界 1②-2④ 1

兼1

（

２
）

自
然
界
の
成
り
立
ち

科学技術と倫理 1②-2④ 1

カタチの文化学B 1②-2④ 1

兼1

兼1

カタチの文化学A 1②-2④ 1

学校教育と社会 1②-2④ 1

兼2

兼2

生活環境と技術 1②-2④ 1

越境する文化 1②-2④ 1

1

兼1

現代社会論B 1②-2④ 1

現代社会論A 1②-2④ 1

兼2

兼1

文化人類学 1②-2④ 1

社会思想史 1②-2④ 1

兼1

兼1

科学史B 1②-2④ 1

科学史A 1②-2④ 1

兼1

兼1

美術史B 1②-2④ 1

美術史A 1②-2④ 1

兼1

兼1

芸術史B 1②-2④ 1

兼2

芸術史A 1②-2④ 1

兼2

考古学B 1②-2④ 1

1全
学
共
通
授
業
科
目

総
合
教
養
科
目

（

１
）

多
文
化
理
解

考古学A 1②-2④
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Advanced English Communication B1
で代替することができる。

Advanced English Communication B2
で代替することができる。

全学共通授業科目の見直しのため(29)

全学共通授業科目の見直しのため(29)

Advanced English Literacy B1で代
替することができる。

Advanced English Literacy B2で代
替することができる。

全学共通授業科目の見直しのため(29)

全学共通授業科目の見直しのため(29)

外
国
語
第
Ⅱ

外
国
語
科
目

全
学
共
通
授
業
科
目

（

６
）

神
戸
学

兼1

兼1

ﾌﾗﾝｽ語中級C1 2① 0.5

兼1

ﾌﾗﾝｽ語初級SB4 1④ 0.5

兼1

ﾌﾗﾝｽ語初級SB3 1③ 0.5

0.5

兼1

兼3

ﾌﾗﾝｽ語初級SA3 1③ 0.5

兼3

ﾌﾗﾝｽ語初級B4 1④ 0.5

兼4

ﾌﾗﾝｽ語初級B3 1③ 0.5

兼4

ﾌﾗﾝｽ語初級A4 1④ 0.5

0.5ﾌﾗﾝｽ語初級A3 1③

ﾌﾗﾝｽ語初級SA4 1④

ﾌﾗﾝｽ語初級B2 1② 0.5 兼2

兼2ﾌﾗﾝｽ語初級B1 1① 0.5

兼3

兼3

ﾌﾗﾝｽ語初級A2 1② 0.5

ﾌﾗﾝｽ語初級A1 1① 0.5

兼1

兼1

ﾄﾞｲﾂ語中級C2 2② 0.5

ﾄﾞｲﾂ語中級C1 2① 0.5

兼1

兼1

ﾄﾞｲﾂ語初級SB4 1④ 0.5

ﾄﾞｲﾂ語初級SB3 1③ 0.5

兼1

兼1

ﾄﾞｲﾂ語初級SA4 1④ 0.5

ﾄﾞｲﾂ語初級SA3 1③ 0.5

兼3

兼3

ﾄﾞｲﾂ語初級B4 1④ 0.5

ﾄﾞｲﾂ語初級B3 1③ 0.5

兼4

兼4

ﾄﾞｲﾂ語初級A4 1④ 0.5

兼2

ﾄﾞｲﾂ語初級A3 1③ 0.5

兼2

ﾄﾞｲﾂ語初級B2 1② 0.5

兼3

ﾄﾞｲﾂ語初級B1 1① 0.5

兼3

ﾄﾞｲﾂ語初級A2 1② 0.5

兼1

ﾄﾞｲﾂ語初級A1 1① 0.5

Advanced English C 2①･2② 1

兼1

兼1

Advanced English B 2①-2④ 0.5

Advanced English A2 2②･2④ 0.5

兼1

兼12

Advanced English A1 2①･2③ 0.5

Autonomous English 2 1② 0.5

兼12

兼3

Autonomous English 1 1① 0.5

Advanced English Literacy B2 1④ 0.5

兼3

兼10

Advanced English Literacy B1 1③ 0.5

English Literacy B2 1④ 0.5

兼10

兼10

English Literacy B1 1③ 0.5

English Literacy A2 1② 0.5

兼10

兼3

English Literacy A1 1① 0.5

Advanced English Communication B2 1④ 0.5

兼3

兼9

Advanced English Communication B1 1③ 0.5

兼9

English Communication B2 1④ 0.5

兼10

English Communication B1 1③ 0.5

兼10

English Communication A2 1② 0.5

兼1

外
国
語
第
Ⅰ

English Communication A1 1① 0.5

瀬戸内海学入門 1②-2④ 2

兼1

兼1

海への誘い 1②-2④ 2

1②-2④ 兼1

阪神･淡路大震災B 1②-2④ 1

阪神･淡路大震災A 1

兼1

兼1

神戸大学の研究最前線B 1②-2④ 1

神戸大学の研究最前線A 1②-2④ 1

兼1

兼1神戸大学史A 1②-2④ 1

神戸大学史B 1②-2④ 1

兼1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾁｬﾚﾝｼﾞ実習 1②-2④ 1又は2

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと社会貢献活動B 1②-2④ 1

兼1

兼1

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと社会貢献活動A 1②-2④ 1

社会基礎学(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材に不可欠な教養) 1②-2④ 2

兼1

兼1

職業と学び-ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝを考えるB 1②-2④ 1

兼1

職業と学び-ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝを考えるA 1②-2④ 1

兼1

企業社会論B 1②-2④ 1

1総
合
教
養
科
目

（

５
）

キ
ャ

リ
ア
科
目

企業社会論A 1②-2④
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外
国
語
第
Ⅱ

外
国
語
科
目

全
学
共
通
授
業
科
目

健
康
・
ス
ポ
―

ツ
科
学

情報科目

1 兼6健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学実習2 1④ 0.5 1

1 1 兼6

兼7

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学実習1 1③ 0.5

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学実習基礎2 1② 0.5 3

3 兼7健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学実習基礎1 1① 0.5

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学講義C 1③ 1 1

兼1

1健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学講義A 1③ 1

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学講義B 1③ 1

兼3情報基礎 1① 1

第三外国語(ｲﾀﾘｱ語)T4 2④ 0.5

第三外国語(ｲﾀﾘｱ語)T3 2③ 0.5

第三外国語(ｲﾀﾘｱ語)T2 2② 0.5

第三外国語(ｲﾀﾘｱ語)T1 2① 0.5

第三外国語(ｽﾍﾟｲﾝ語)T4 2④ 0.5

第三外国語(ｽﾍﾟｲﾝ語)T3 2③ 0.5

第三外国語(ｽﾍﾟｲﾝ語)T2 2② 0.5

第三外国語(ｽﾍﾟｲﾝ語)T1 2① 0.5

第三外国語(韓国語)T4 2④ 0.5

第三外国語(韓国語)T3 2③ 0.5

第三外国語(韓国語)T2 2② 0.5

第三外国語(韓国語)T1 2① 0.5

第三外国語(ﾌﾗﾝｽ語)T4 2④ 0.5

第三外国語(ﾌﾗﾝｽ語)T3 2③ 0.5

第三外国語(ﾌﾗﾝｽ語)T2 2② 0.5

第三外国語(ﾌﾗﾝｽ語)T1 2① 0.5

第三外国語(ﾄﾞｲﾂ語)T4 2④ 0.5

第三外国語(ﾄﾞｲﾂ語)T3 2③ 0.5

第三外国語(ﾄﾞｲﾂ語)T2 2② 0.5

兼1

外
国
語
第
Ⅲ

第三外国語(ﾄﾞｲﾂ語)T1 2① 0.5

ﾛｼｱ語中級C2 2② 0.5

兼1

兼1

ﾛｼｱ語中級C1 2① 0.5

ﾛｼｱ語初級B4 1④ 0.5

兼1

兼1

ﾛｼｱ語初級B3 1③ 0.5

ﾛｼｱ語初級A4 1④ 0.5

兼1

兼1

ﾛｼｱ語初級A3 1③ 0.5

ﾛｼｱ語初級B2 1② 0.5

兼1

兼1

ﾛｼｱ語初級B1 1① 0.5

ﾛｼｱ語初級A2 1② 0.5

兼1

兼1

ﾛｼｱ語初級A1 1① 0.5

中国語中級C2 2② 0.5

兼1

兼1

中国語中級C1 2① 0.5

中国語初級SB4 1④ 0.5

兼1

兼1

中国語初級SB3 1③ 0.5

中国語初級SA4 1④ 0.5

兼1

兼4

中国語初級SA3 1③ 0.5

中国語初級B4 1④ 0.5

兼4

兼5

中国語初級B3 1③ 0.5

中国語初級A4 1④ 0.5

兼5

兼3

中国語初級A3 1③ 0.5

中国語初級B2 1② 0.5

兼3

兼3

中国語初級B1 1① 0.5

兼3

中国語初級A2 1② 0.5

1① 0.5

兼1ﾌﾗﾝｽ語中級C2 2② 0.5

中国語初級A1
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兼1

兼1

ｺﾘｱ語入門1 2① 1

ｽﾍﾟｲﾝ語入門4 2④ 1

兼1

兼1

ｽﾍﾟｲﾝ語入門3 2③ 1

ｽﾍﾟｲﾝ語入門2 2② 1

兼1

兼1

ｽﾍﾟｲﾝ語入門1 2① 1

Academic Writing(露)B 2④ 1

兼1

 兼1

Academic Writing(露)A 2③ 1

Academic Writing(中)B 2④ 1

 兼1

兼2

Academic Writing(中)A 2③ 1

Academic Writing (仏)B 2④ 1 　

　 兼2

兼2

Academic Writing (仏)A 2③ 1

Academic Writing (独)B 2④ 1 　

　 兼2

兼1

Academic Writing (独)A 2③ 1

Academic Communication(露)B 2② 1

兼1

 兼1

Academic Communication(露)A 2① 1

Academic Communication(中)B 2② 1

 兼1

兼2

Academic Communication(中)A 2① 1

Academic Communication (仏)B 2② 1 　

　 兼2

兼2

Academic Communication (仏)A 2① 1

Academic Communication (独)B 2② 1 　

　 兼2

 兼4

Academic Communication (独)A 2① 1

English for Professional PurposesB 3④ 1

 兼4

 兼4

English for Professional PurposesA 3③ 1

English Presentation SkillsB 3② 1

 兼4

 兼3

English Presentation SkillsA 3① 1

TOEIC演習B 2② 1

 兼3

 兼3

TOEIC演習A 2① 1

TOEFL演習B 1④ 1

 兼3

 兼6

TOEFL演習A 1③ 1

Academic Writing(英)B 2④ 1

 兼6

 兼6

Academic Writing(英)A 2③ 1

Academic Communication(英)B 2②  1

 兼6

 兼4

Academic Communication(英)A 2① 1

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習2 2④ 1  

  兼4

 兼5

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習1 2③ 1

情報発信演習2 2② 1  

  兼5情報発信演習1 2① 1

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ方法論 2① 1 1

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ実習B 1～4 2

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ実習A 1～4 1

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実習B 1～4 2

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実習A 1～4 1

2

兼7

学
部
共
通
発
展
科
目

外国語実習A 1～4 1

外国語実習B 1～4

兼7

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2 1④ 　 1

1③ 　 1

2

 兼1

 兼1

異文化間教育論2 1④ 1

兼2

異文化間教育論1 1③ 1

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ基礎論 1③ 1 1

兼8

2 2

兼4

国際開発援助論(JICA)2 1② 1

兼2

国際開発援助論(JICA)1 1① 1

兼2

協働型ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ論 1① 1

兼14

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 1② 1 　 　

1 41

ｺﾐｭﾆﾃｨ創成論 2① 1

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1

ｿｰｼｬﾙｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄ論 1② 1

専
門
科
目

学
部
専
門
科
目

学
部
共
通
基
礎
科
目

初年次ｾﾐﾅｰ 1①
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受講生数の増加により，開講クラス
を追加（29）
受講生数の増加により，開講クラス
を追加（29）

教育課程の充実のため（29）

教育課程の充実のため（29）

教育課程の充実のため（29）

教育課程の充実のため（29）

担当教員が昇任したため（29）

担当教員が昇任したため（29）

担当教員が昇任したため（29）

担当教員が昇任したため（29）

1知覚と行為1 2① 1

1健康心理学2 2④ 1

健康心理学1 2③ 1 1

1運動とこころの科学2 1④ 1

運動とこころの科学1 1③ 1 1

1

1

加齢の認知心理学2 1④ 1

加齢の認知心理学1 1③ 1

1運動の巧みさの科学2 1④ 1

運動の巧みさの科学1 1③ 1 1

1からだの構造と機能2 1④ 1

からだの構造と機能1 1③ 1 1

1加齢の身体運動科学2 2② 1

加齢の身体運動科学1 2① 1 1

1

1

心理学研究実践B2 3④ 1

心理学研究実践B1 3③ 1

1

1

心理学研究実践A2 3② 1

心理学研究実践A1 3① 1

1

1

心理学調査法2 2④ 1

心理学調査法1 2③ 1

1

1

心理学の基礎と歩み2 1④ 1

1

学
科
コ
ア
科
目
（

発
達
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

学
科
）

心理学の基礎と歩み1 1③ 1

ｺﾐｭﾆﾃｨ論 1③ 1 2 2

22 20 2

1

2

発達ｺﾐｭﾆﾃｨ演習4 4② 1 15

発達ｺﾐｭﾆﾃｨ演習3 4① 1 15 22 20

発達ｺﾐｭﾆﾃｨ演習2 3④ 1 16 22 20 2

発達ｺﾐｭﾆﾃｨ演習1 3③ 1 16 22 20 2

4

4

地域社会学 1③ 1

発達ｺﾐｭﾆﾃｨ概論2 1② 1

1 1 兼4

学
科
専
門
科
目

学
科
共
通
科
目
（

発
達
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ

学
科
）

発達ｺﾐｭﾆﾃｨ概論1 1① 1

GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ) 1④～3④ 1  

 1 1 兼4

1 1 兼4

研修型GSｺｰｽ 1①～3④ 3

1 兼4

実践型GSｺｰｽ 1①～3④ 3  

1 兼4

留学型GSｺｰｽ 1①～3④ 3  1

兼15

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ) 1①～3① 1  1

1 兼7

3 2ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習 1② 1

1グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
（

G
S
P
）

科
目

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論 1① 1

ESD演習Ⅱ2 2④ 1 1

1ESD演習Ⅱ1 2③ 1

ESD演習Ⅰ2 2② 1 1

1

兼1

ESD演習Ⅰ1 2① 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ共生社会論 1④ 1

兼1

兼5

途上国農村地域開発論 2･3③ 2

日本語･日本文化基礎演習 1①～4④ 1

兼5

兼5

実践日本語基礎 1①～4④ 1

日本語文法基礎 1①～4④ 1

兼1

兼1

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 2② 1

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 2① 1

 兼1

兼1

Cultures and Societies in JapanB 2② 1

Cultures and Societies in JapanA 2① 1

 兼2
兼1

 兼2
兼1

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習B 1② 1

兼1

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習A 1① 1

2④ 1

兼1

兼1

ｲﾀﾘｱ語入門3 2③ 1

兼1

ｲﾀﾘｱ語入門2 2② 1

兼1

ｲﾀﾘｱ語入門1 2① 1

兼1

ﾗﾃﾝ語入門4 2④ 1

1

兼1

兼1

ﾗﾃﾝ語入門2 2② 1

兼1

ﾗﾃﾝ語入門1 2① 1

兼1

ｺﾘｱ語入門4 2④ 1

兼1

ｺﾘｱ語入門3 2③ 1

1専
門
科
目

学
部
専
門
科
目

学
部
共
通
発
展
科
目

ｺﾘｱ語入門2 2②

ﾗﾃﾝ語入門3 2③

ｲﾀﾘｱ語入門4
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担当教員が昇任したため（29）

担当教員が昇任したため（29）

1

1

心の発達と教育1 1③ 1

青年心理学2 2④ 1

1

1

青年心理学1 2③ 1

発達心理学（中・高）2 1④ 1

1

1

発達心理学（中・高）1 1③ 1

心理ﾃｽﾄ法2 3② 1

1

兼1

心理ﾃｽﾄ法1 3① 1

臨床投影法2 3② 1

兼1

兼1

臨床投影法1 3① 1

発達ｱｾｽﾒﾝﾄ2 2② 1

兼1

1

発達ｱｾｽﾒﾝﾄ1 2① 1

深層心理学2 2④ 1

深層心理学1 2③ 1 1

心理学統計法B2 2④ 1 1

心理学統計法B1 2③ 1 1

1

1学
科
展
開
科
目
（

発
達
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

学
科
）

心理学統計法A1 2① 1

心理学統計法A2 2② 1

1

1

ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ論2 2④ 1

ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ論1 2③ 1

1障害共生教育論2 2② 1

障害共生教育論1 2① 1 1

1社会教育計画論2 1④ 1

社会教育計画論1 1③ 1 1

1

1

ﾐｭｰｼﾞｯｸｾﾗﾋﾟｰ2 2② 1

ﾐｭｰｼﾞｯｸｾﾗﾋﾟｰ1 2① 1

1

1

創造の発想とﾌﾟﾛｾｽB 1④ 1

創造の発想とﾌﾟﾛｾｽA 1③ 1

1

1

身体表現論2 2② 1

身体表現論1 2① 1

1

1

音楽文化史2 1④ 1

音楽文化史1 1③ 1

1

1

ｴｽﾉﾐｭｰｼﾞｺﾛｼﾞｰ2 1④ 1

ｴｽﾉﾐｭｰｼﾞｺﾛｼﾞｰ1 1③ 1

1

1

音楽作品研究2 3② 1

音楽作品研究1 3① 1

1

1

絵画ｱｰﾄ論2 2④ 1

絵画ｱｰﾄ論1 2③ 1

1空間造形論2 2④ 1

空間造形論1 2③ 1 1

1ｺﾐｭﾆﾃｨと都市2 3② 1

ｺﾐｭﾆﾃｨと都市1 3① 1 1

1

1

ｺﾐｭﾆﾃｨと表象B 2④ 1

ｺﾐｭﾆﾃｨと表象A 2③ 1

1ｺﾐｭﾆﾃｨとﾒﾃﾞｨｱ2 3④ 1

ｺﾐｭﾆﾃｨとﾒﾃﾞｨｱ1 3③ 1 1

1

1

ｺﾐｭﾆﾃｨと音楽2 3④ 1

ｺﾐｭﾆﾃｨと音楽1 3③ 1

1ｻｳﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ 2② 1

人とｱｰﾄ論2 1④ 1 1

人とｱｰﾄ論1 1③ 1 1

兼1

ｱｰﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論2 2② 1 1

兼1

ｱｰﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論1 2① 1

兼1

1④ 1

 

1

1

身体運動の文化史2 2④ 1

身体運動の文化史1 2③ 1

ｽﾎﾟｰﾂﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ論2 2② 1 1

1 1

1 1

1

環境保健学2 2② 1

兼1

環境保健学1 2① 1 1

兼1

心理ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｻｰﾁ2 2② 1 2 5

心理ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｻｰﾁ1 2① 1 2 5

1

ｽﾎﾟｰﾂﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ論1 2①

文化政策論B

1

文化政策論A 1③ 1

専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

学
科
コ
ア
科
目
（

発
達
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

学
科
）

知覚と行為2 2②
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担当教員が昇任したため（29）

担当教員が昇任したため（29）

担当教員が昇任したため（29）

担当教員が昇任したため（29）

兼1

1

ｽﾎﾟｰﾂﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 3① 1

加齢の社会心理学2 2④ 1

1加齢の社会心理学1 2③ 1

健康教育論2 3② 1 1

1

兼1

健康教育論1 3① 1

ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ2 3② 1

兼1

兼1

ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ1 3① 1

ｾｰﾌﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ論 2③ 1

2 2 兼1

2 兼1

心理学的援助支援2 4② 0.5

心理学的援助支援1 4① 0.5 2

1 1

1

家族の発達と病理2 2② 1

家族の発達と病理1 2① 1 1

1

1

心理面接論2 2② 1

心理面接論1 2① 1

兼1

兼1

ｼﾞﾑﾅｽﾃｨｸｽ実習2 3･4② 0.5

ｼﾞﾑﾅｽﾃｨｸｽ実習1 3･4① 0.5

1JUDO実習2 3･4② 0.5

JUDO実習1 3･4① 0.5 1

2

1

ﾎﾞｰﾙｹﾞｰﾑｽﾞ実習2 2･3④ 0.5

ﾎﾞｰﾙｹﾞｰﾑｽﾞ実習1 2･3③ 0.5

1ﾄﾗｯｸ&ﾌｨｰﾙﾄﾞ実習2 2② 0.5

ﾄﾗｯｸ&ﾌｨｰﾙﾄﾞ実習1 2① 0.5 1

1

1

身体ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究2 2④ 1

身体ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究1 2③ 1

1公衆衛生学2 2② 1

公衆衛生学1 2① 1 1

1 1

1 1

精神生理学2 2④ 1

精神生理学1 2③ 1

2ﾊﾞｲｵﾒｶﾆｸｽ実験2 3④ 1

ﾊﾞｲｵﾒｶﾆｸｽ実験1 3③ 1 2

1運動方法学2 2② 1

運動方法学1 2① 1 1

1 2

2

身体運動科学実験2 3② 1

身体運動科学実験1 3① 1 1

1

1

身体運動のﾀﾞｲﾅﾐｸｽ2 2④ 1

身体運動のﾀﾞｲﾅﾐｸｽ1 2③ 1

1

1

健康運動科学2 2② 1

健康運動科学1 2① 1

1身体機能の適応2 2② 　 1

身体機能の適応1 2① 　 1 1

1 1

1 1

生理心理学2 2② 1

生理心理学1 2① 1

1 1

兼1

心理学観察法 2② 1

心理学実験法 2① 1 　

1中等学校教育相談2 3② 1

中等学校教育相談1 3① 1 1

1

1

初等学校教育相談2 3④ 1

初等学校教育相談1 3① 1

1児童の発達と学習2 2② 1

児童の発達と学習1 2① 1 1

兼1

1

臨床心理学演習2 3④ 1

臨床心理学演習1 3③ 1

3④ 1 1

1

1

人格心理学演習1 3③ 1

認知発達心理学2 2② 1

認知発達心理学1 2① 1 1

人格心理学2 3② 1 1

1 1

1

1

ﾗｲﾌｺｰｽの心理学2 3② 1

ﾗｲﾌｺｰｽの心理学1 3① 1

臨床心理学2 2④ 1 1

臨床心理学1 2③ 1 1

1 1専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

学
科
展
開
科
目
（

発
達
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

学
科
）

心の発達と教育2 1④

人格心理学1 3①

人格心理学演習2
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兼1

1 1

社会調査法1 3① 1

包括支援ｼｽﾃﾑ論 3① 1 2

兼1

兼1

視覚文化論B 2② 1

視覚文化論A 2① 1

兼1

兼1

表象文化形成論B 2④ 1

表象文化形成論A 2③ 1

兼1

兼1

近現代ｱｰﾄ論B 2② 1

近現代ｱｰﾄ論A 2① 1

兼1

兼1

近現代ﾓｰﾄﾞ論B 2④ 1

近現代ﾓｰﾄﾞ論A 2③ 1

兼1

兼1

近現代文化言説論B 2② 1

近現代文化言説論A 2① 1

兼1

兼1

邦楽器演奏法 3③ 1

邦楽歌唱法 3④ 1

兼1

兼1

器楽ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ2 2･3 1

器楽ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ1 2･3 1

兼1

兼1

声楽ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ2 2･3 1

声楽ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ1 2･3 1

兼1

兼1

音楽集団活動論2 2② 1

音楽集団活動論1 2① 1

1幾何ﾃﾞｻﾞｲﾝと視覚伝達2 3④ 1

幾何ﾃﾞｻﾞｲﾝと視覚伝達1 3③ 1 1

兼1

兼1

声楽伴奏表現演習 3① 1

声楽表現演習2 2④ 1

兼1

1

声楽表現演習1 2③ 1

民族音楽演奏演習2 2② 1

1民族音楽演奏演習1 2① 1

ﾋﾟｱﾉ演奏演習2 2④ 1 1

1

1

ﾋﾟｱﾉ演奏演習1 2③ 1

ｺﾝﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰﾀﾞﾝｽ2 2④ 1

1ｺﾝﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰﾀﾞﾝｽ1 2③ 1

映像･ﾒﾃﾞｨｱ論演習2 4② 1 1

1

1

映像･ﾒﾃﾞｨｱ論演習1 4① 1

絵画ｱｰﾄ実践2 2② 1

1絵画ｱｰﾄ実践1 2① 1

空間ｱｰﾄ実践2 2② 1 1

1空間ｱｰﾄ実践1 2① 1

ｸﾞﾗﾌｨｯｸｻｲｴﾝｽ2 2④ 1 1

1

1

ｸﾞﾗﾌｨｯｸｻｲｴﾝｽ1 2③ 1

ｼｱﾄﾘｶﾙ･ｱｰﾄ論2 2② 1

1

1

ｼｱﾄﾘｶﾙ･ｱｰﾄ論1 2① 1

ﾐｭｰｼﾞｯｸｾｵﾘｰ&ｱﾅﾘｼｽ2 2④ 1

1

兼1

ﾐｭｰｼﾞｯｸｾｵﾘｰ&ｱﾅﾘｼｽ1 2③ 1

声の表現2 2② 1

兼1声の表現1 2① 1

人と音楽2 2② 1 1

1

1

人と音楽1 2① 1

ﾐｭｰｼﾞｯｸﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実践2 3② 1

1

2

ﾐｭｰｼﾞｯｸﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実践1 3① 1

ｱｰﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実践2 3② 1 1

1 2

1

ｱｰﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実践1 3① 1

芸術批評演習 3② 1

2④ 1 1

1

1

都市と建築の20世紀1 2③ 1

ｱﾌｫｰﾀﾞﾝｽ論演習2 3④ 1

ｱﾌｫｰﾀﾞﾝｽ論演習1 3③ 1 1

ﾌｧｯｼｮﾝ文化論 3① 1 1

0.5 1

1ｽｲﾐﾝｸﾞ&ｱｸｱﾃｨｯｸｽﾎﾟｰﾂ実習1 2① 0.5

自然体験活動実習2 2② 0.5 1

自然体験活動実習1 2① 0.5 1

ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆﾃｨ形成論2 3④ 1 1

1 1専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

学
科
展
開
科
目
（

発
達
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

学
科
）

ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆﾃｨ形成論1 3③

ｽｲﾐﾝｸﾞ&ｱｸｱﾃｨｯｸｽﾎﾟｰﾂ実習2 2②

都市と建築の20世紀2
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担当教員が昇任したため（29）

担当教員が昇任したため（29）

教育課程の充実のため（29）

教育課程の充実のため（29）

担当教員が昇任したため（29）

兼1音楽科教育論A1 2① 1

1保健体育科教育論D2 3･4② 1

保健体育科教育論D1 3･4① 1 1

2保健体育科教育論C2 3･4② 1

保健体育科教育論C1 3･4① 1 1

兼1保健体育科教育論B2 2④ 1

保健体育科教育論B1 2③ 1 1

兼1

兼1

保健体育科教育論A2 2② 1

保健体育科教育論A1 2① 1

兼1

兼1

英語科教育論D2 3④ 1

英語科教育論D1 3③ 1

兼1

兼1

英語科教育論C2 3 1

英語科教育論C1 3 1

兼1

兼1

英語科教育論B2 2④ 1

英語科教育論B1 2③ 1

兼1

兼1

英語科教育論A2 2 1

英語科教育論A1 2 1

兼1

兼1

先端表現演習2 3② 1

先端表現演習1 3① 1

兼1

兼1

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ2 1④ 1

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ1 1③ 1

兼1

兼1

工芸実践演習2 2④ 1

工芸実践演習1 2③ 1

兼1

兼1

教職実践演習(中･高)2 4④ 1

教職実践演習(中･高)1 4③ 1

兼1

兼1

高等学校教育実地研究 3･4 2

中学校教育実地研究B 3･4 2

兼1

兼1

中学校教育実地研究A 3･4 2

中等教育事前･事後指導 3･4 1

兼1

兼1

中等生徒指導論2 3② 1

中等生徒指導論1 3① 1

兼1

兼1

中等学習指導論2 2 1

中等学習指導論1 2 1

兼1

兼1

中等特別活動指導論2 3② 1

中等特別活動指導論1 3① 1

兼1

兼1

中等道徳教育論2 2 1

中等道徳教育論1 2 1

兼1

兼1

中等ｶﾘｷｭﾗﾑ論2 2 1

中等ｶﾘｷｭﾗﾑ論1 2 1

兼1

兼1

教育経営学（中・高）2 2② 1

教育経営学（中・高）1 2① 1

兼1

兼1

教育行政学（中・高）2 1② 1

教育行政学（中・高）1 1① 1

兼1

兼1

教育史2 2② 1

教育史1 2① 1

兼1

兼1

教育原理2 1② 1

兼1

教育原理1 1① 1

兼1

教職論（中・高）2 1 1

兼1

教職論（中・高）1 1 1

兼1

日本国憲法2 2④ 1

22 20 2

資
格
免
許
の
た
め
の
科
目

日本国憲法1 2③ 1

卒業研究 4通 10 15

3④ 1 1

1

1

ESD実践論1 3③ 1

社会教育課題研究(ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ問題学習論)2 3② 1 　

社会教育課題研究(ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ問題学習論)1 3① 1 　 1

社会教育課題研究(ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論)2 3② 1 1 1

1 1 1

1社会教育課題研究(障害共生教育論)2 3④ 1

社会教育課題研究(障害共生教育論)1 3③ 1 1

社会教育課題研究(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学習論)2 3② 1 1

兼1

社会教育課題研究(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学習論)1 3① 1 1

1専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

学
科
展
開
科
目
（

発
達
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

学
科
）

社会調査法2 3②

社会教育課題研究(ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論)1 3①

ESD実践論2
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兼1博物館実習 2･3 3  

資
格
免
許
の
た
め
の
科
目

 

兼1

兼1

博物館情報･ﾒﾃﾞｨｱ論2 2④ 1

博物館情報･ﾒﾃﾞｨｱ論1 2③ 1

兼1

兼1

博物館教育論2 2 1

博物館教育論1 2 1

兼1

兼1

博物館展示論2 2② 1

博物館展示論1 2① 1

兼1

兼1

博物館資料論2 3④ 1

博物館資料論1 3③ 1

兼1

兼1

博物館経営論2 2④ 1

博物館経営論1 2③ 1

兼1

兼1

博物館概論2 2② 1

博物館概論1 2① 1

兼1

兼1

社会科･地歴科教育論2 2 1

社会科･地歴科教育論1 2 1

兼1

兼1

地歴科教育論2 2･3 1

地歴科教育論1 2･3 1

兼1

兼1

社会科･公民科教育論2 2･3 1

社会科･公民科教育論1 2･3 1

兼1

兼1

公民科教育論2 2 1

公民科教育論1 2 1

兼1

兼1

社会科教育論B2 2 1

社会科教育論B1 2 1

兼1

兼1

社会科教育論A2 2 1

社会科教育論A1 2 1

兼1

兼1

家庭科教育論D2 2･3 1

家庭科教育論D1 2･3 1

兼1

兼1

家庭科教育論C2 2･3 1

家庭科教育論C1 2･3 1

兼1

兼1

家庭科教育論B 2･3 2

家庭科教育論A 2･3 2

兼1

兼1

数学科教育論D2 3④ 1

数学科教育論D1 3③ 1

兼1

兼1

数学科教育論C2 3② 1

数学科教育論C1 3① 1

兼1

兼1

数学科教育論B2 2④ 1

数学科教育論B1 2③ 1

兼1

兼1

数学科教育論A2 2② 1

数学科教育論A1 2① 1

兼1

兼1

理科教育論D 2･3 2

理科教育論C 2･3 2

兼1

兼1

理科教育論B 2･3 2

理科教育論A 2･3 2

1

1

美術科教育論D2 2･3 1

美術科教育論D1 2･3 1  

1美術科教育論C2 2･3 1

美術科教育論C1 2･3 1 1

兼1

兼1

美術科教育論B2 2･3 1

美術科教育論B1 2･3 1

兼1

兼1

美術科教育論A2 2･3 1

美術科教育論A1 2･3 1

1

1

音楽科教育論D2 3･4④ 1

13･4② 1

音楽科教育論D1 3･4③ 1

音楽科教育論C2

1

兼1

音楽科教育論C1 3･4① 1

音楽科教育論B2 2④ 1

兼1

音楽科教育論B1 2③ 1 兼1

音楽科教育論A2 2② 1
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3
（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

655

[　    ] [   10] [　　　] [   10]

科目 科目

33 612 0 645 33 622 0

必　修 選　択 自　由 計

科目 科目 科目 科目 科目 科目

　　　　

（２） 授業科目数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計（Ａ）

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２８年度に認可（届出）された大学等は設置認可（届出）時）より変更されているものは

　　　　赤字見え消し修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

0

645

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

廃止の理由，代替措置の有無

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

0 ％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　留意してください。

　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝

該 当 な し

該 当 な し
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備考

大学全体

大学全体

国費による

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 519,783 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 519,783 ㎡

運動場用地 102,429 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 102,429 ㎡
大学全体

小　　　計 622,212 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 622,212 ㎡

そ　の　他 565,279 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 565,279 ㎡

合　　　計 1,187,491 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 1,187,491 ㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

361,401 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 361,401 ㎡

（　　361,401 ㎡） （　　　―　　㎡） （　　　―　　㎡） （　　361,401 ㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

33室 72室 80室
10室 0室

（補助職員　2人） （補助職員　0人）

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

国際人間科学部　発達コミュニティ学科 43 室

視聴覚資料

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕 点

（5,704〔2,070〕） （11〔11〕） (16,950)

機械・器具 標　　本
(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

国際人間科学部
838,517〔157,971〕　 5,704〔2,070〕　 11〔11〕　 16,950 67

（838,517〔157,971〕）

11〔11〕　 16,950 67 0

（838,517〔157,971〕）

点 点

0

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

  23,657 ㎡

（67） （0）

計
838,517〔157,971〕　 5,704〔2,070〕　

弓道場2面 洋弓場

（5,704〔2,070〕） （11〔11〕） (16,950) （67） （0）

区　　分

－

1,827 席 3,804,078 冊

(７) 体　　育　　館

面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

6,532 ㎡

テニスコート22面 武道場2面

－

プール(25m)2面 室内プール(25m)

ハンドボールコート 馬場

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 － － 図書購入費 －

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

－

設備購入費 －

－ － － －

－ －

学生納付金以外の維持方法の概要 　　　－

第５年次

－

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

第６年次

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 －

大学全体

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次

－

開設前年度 開設年度 完成年度

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２９年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（29）」を「備考」に赤字で記入してください。
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　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

〔学部〕

文学部

　人文学科 4 100 － 445 学士
（文学）

1.06 平成13年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

国際人間科学部

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化学科 4 140 － 140 学士
（学術）

1.02 平成29年度 平成29年度設置

　発達ｺﾐｭﾆﾃｨ学科 4 100 3年次
5

100 学士
（学術）

1.05 平成29年度 平成29年度設置

　環境共生学科 4 80 3年次
3

80 学士
（学術）

1.03 平成29年度 平成29年度設置

　子ども教育学科 4 50 3年次
2

50 学士
(学術),
学士

(教育学)

1.06 平成29年度 平成29年度設置

国際文化学部

　国際文化学科 4 － － － 学士
（国際文
化学）

－ 平成17年度 兵庫県神戸市灘区鶴
甲1-2-1

平成29年度より募
集停止

発達科学部

　人間形成学科 4 － － － － 平成17年度 平成29年度より募
集停止

　人間行動学科 4 － － － － 平成17年度 平成29年度より募
集停止

　人間表現学科 4 － － － － 平成17年度 平成29年度より募
集停止

　人間環境学科 4 － － － － 平成17年度 平成29年度より募
集停止

　学科共通 3年次
10

20

法学部

　法律学科 4 180 3年次
20

760 学士
（法学）

1.03 昭和24年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

経済学部

　経済学科 4 270 3年次
20

1120 学士
（経済
学）

1.02 昭和24年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

経営学部

　経営学科 4 260 3年次
20

1080 学士
（経営学
又は商
学）

1.02 昭和24年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

４　既設大学等の状況

　神　戸　大　学

兵庫県神戸市灘区鶴
甲1-2-1

兵庫県神戸市灘区鶴
甲3-11

学士
（発達科

学）

兵庫県神戸市灘区鶴
甲3-11
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理学部

　数学科 4 28 － 103 1.04 昭和29年度

　物理学科 4 35 － 140 1.01 昭和29年度

　化学科 4 30 － 105 1.08 昭和29年度

　生物学科 4 25 － 85 1.12 昭和29年度

　惑星学科 4 35 － 140 1.04 平成5年度 

　学科共通 3年次
25

50

医学部

　医学科 6 112 2年次
5

691 学士
（医学）

1.00 昭和39年度 兵庫県神戸市中央区
楠町7-5-1

※医学科入学定員
は平成21年度から
100人、平成22年
度から103人、平
成23年度から105
人、平成24年度か
ら108人、平成25
年度から110人、
平成26年度から
112人に変更(平成
20年度までは95
人)

　保健学科 4 160 3年次
10

660 1.02 平成7年度

　　看護学専攻 4 80 3年次
10

340 学士
（看護
学）

1.02 平成7年度

　　検査技術科学専攻 4 40 － 160 学士
（保健衛
生学）

1.02 平成7年度

　　理学療法学専攻 4 20 － 80 学士
（保健
学）

1.05 平成7年度

　　作業療法学専攻 4 20 － 80 学士
（保健
学）

1.00 平成7年度

工学部

　建築学科 4 93 － 363 1.03 平成19年度

　市民工学科 4 63 － 243 1.04 平成19年度

　電気電子工学科 4 93 － 363 1.02 平成4年度 

　機械工学科 4 103 － 403 1.06 平成4年度 

　応用化学科 4 106 － 406 1.01 平成4年度 

　情報知能工学科 4 107 － 407 1.04 平成4年度 

　学科共通 3年次
20

40

農学部

　食料環境ｼｽﾃﾑ学科 4 36 － 141 1.11 平成20年度

　資源生命科学科 4 55 － 214 1.07 平成20年度

　生命機能科学科 4 69 － 255 1.03 平成20年度

　学科共通 3年次
10

20

学士
（理学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

兵庫県神戸市須磨区
友が丘7-10-2

学士
（工学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

学士
（農学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1
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海事科学部

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ輸送科学科 4 80 － 320 1.01 平成25年度

　海洋安全ｼｽﾃﾑ科学科 4 40 － 160 平成25年度

　ﾏﾘﾝｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科 4 80 － 320 平成25年度

　学科共通 3年次
10

20

　海事技術ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 4 － － － － － －

  海洋ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ科学科 4 － － － － － －

〔大学院〕

人文学研究科

　文化構造専攻(M) 2 17 － 34 1.43 平成19年度

　社会動態専攻(M) 2 27 － 54 1.05 平成19年度

　文化構造専攻(D) 3 8 － 24 1.03 平成19年度

　社会動態専攻(D) 3 12 － 36 1.08 平成19年度

国際文化学研究科

　文化相関専攻（M） 2 18 － 36 1.24 平成19年度

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化専攻（M） 2 29 － 58 1.03 平成19年度

　文化相関専攻（D） 3 6 － 18 0.94 平成19年度

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化専攻（D） 3 9 － 27 1.11 平成19年度

人間発達環境学研究科

　人間発達専攻(M) 2 51 － 102 0.90 平成25年度

　　1年履修コース 1 4 － 4 1.25

　人間環境学専攻(M) 2 36 － 72 修士
（学術又
は理学）

0.92 平成19年度

　人間発達専攻(D) 3 11 － 33 博士
（学術又
は教育
学）

1.09 平成25年度

　人間環境学専攻(D) 3 6 － 18 博士
（学術又
は理学）

0.88 平成19年度

　心身発達専攻(D) 3 － － － － － －

　教育・学習専攻(D) 3 － － － － － －

　人間行動専攻(D) 3 － － － － － －

　人間表現専攻(D) 3 － － － － － －

法学研究科

　理論法学専攻(M) 2 25 － 50 修士
(法学)

0.84 平成16年度

　政治学専攻(M) 2 12 － 24 修士
(政治学)

1.20 平成16年度

　理論法学専攻(D) 3 14 － 42 博士
(法学)

1.21 平成16年度

　政治学専攻(D) 3 6 － 18 博士
(政治学)

0.88 平成16年度

　実務法律専攻(P) 3 80 － 240 法務博士
（専門
職）

0.92 平成16年度

経済学研究科

学士
（海事科

学）

兵庫県神戸市東灘区
深江南町5-1-1 ※学科配属が2年

次からのため、定
員超過率の計算は
学部全体でしかで
きない。

※平成25年度より
学生募集停止

修士
（文学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（文学又
は学術）

修士
（学術）

兵庫県神戸市灘区鶴
甲1-2-1

博士
（学術）

修士
（学術又
は教育
学）

兵庫県神戸市灘区鶴
甲3-11

※平成25年度より
学生募集停止

兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1
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　経済学専攻（M） 2 83 － 166 修士
（経済
学）

0.84 平成20年度

　経済学専攻（D） 3 20 － 64 博士
（経済
学）

0.88 平成20年度

経営学研究科

　経営学専攻（M） 2 51 － 102 修士
（経営学
又は商
学）

0.85 平成24年度

　経営学専攻（D） 3 34 － 102 博士
（経営学
又は商
学）

0.82 平成24年度

　現代経営学専攻(P) 2 69 － 138 経営学修
士

（専門
職）

1.01 平成14年度

理学研究科

　数学専攻(M) 2 22 － 44 0.97 平成19年度

　物理学専攻(M) 2 24 － 48 1.00 平成19年度

　化学専攻(M) 2 28 － 56 1.12 平成19年度

　生物学専攻(M) 2 24 － 48 0.93 平成19年度

　惑星学専攻(M) 2 24 － 48 0.74 平成27年度

　数学専攻(D) 3 4 － 12 0.91 平成19年度

　物理学専攻(D) 3 5 － 15 1.40 平成19年度

　化学専攻(D) 3 6 － 18 0.77 平成19年度

　生物学専攻(D) 3 7 － 21 0.52 平成19年度

　惑星学専攻(D) 3 7 － 21 0.14 平成27年度

医学研究科

　ﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｶﾙｻｲｴﾝｽ専攻(M) 2 25 － 50 修士
（ﾊﾞｲｵﾒ
ﾃﾞｨｶﾙｻｲｴ

ﾝｽ）

0.80 平成13年度

　医科学専攻(D) 4 100 － 334 博士
（医学）

1.21 平成13年度

保健学研究科

　保健学専攻(M) 2 54 － 108 修士
（保健
学）

1.07 平成20年度

　保健学専攻(D) 3 25 － 75 博士
（保健
学）

1.10 平成20年度

工学研究科

　建築学専攻(M) 2 64 － 128 1.12 平成19年度

　市民工学専攻(M) 2 42 － 84 1.06 平成19年度

　電気電子工学専攻(M) 2 64 － 128 1.08 平成19年度

　機械工学専攻(M) 2 76 － 152 1.02 平成19年度

　応用化学専攻(M) 2 70 － 140 1.08 平成19年度

　建築学専攻(D) 3 8 － 24 0.66 平成19年度

　市民工学専攻(D) 3 6 － 18 0.83 平成19年度

　電気電子工学専攻(D) 3 8 － 24 0.70 平成19年度

　機械工学専攻(D) 3 10 － 30 0.50 平成19年度

兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

修士
（理学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（理学又
は学術）

兵庫県神戸市中央区
楠町7-5-1

兵庫県神戸市須磨区
友が丘7-10-2

修士
（工学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（工学又
は学術）
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　応用化学専攻(D) 3 10 － 30 1.03 平成19年度

システム情報学研究科

　システム科学専攻(M) 2 28 － 56 1.03 平成22年度

　情報科学専攻(M) 2 21 － 42 1.06 平成22年度

　計算科学専攻(M) 2 24 － 48 0.99 平成22年度

　システム科学専攻(D) 3 3 － 9 0.66 平成22年度

　情報科学専攻(D) 3 3 － 9 1.88 平成22年度

　計算科学専攻(D) 3 8 － 24 博士
（システ
ム情報
学、工
学、計算
科学又は
学術）

0.53 平成22年度

　

農学研究科

　食料共生ｼｽﾃﾑ学専攻(M) 2 26 － 52 1.03 平成19年度

　資源生命科学専攻(M) 2 42 － 84 1.01 平成19年度

　生命機能科学専攻(M) 2 52 － 104 1.08 平成19年度

　食料共生ｼｽﾃﾑ学専攻(D) 3 6 － 18 0.83 平成19年度

　資源生命科学専攻(D) 3 8 － 24 0.58 平成19年度

　生命機能科学専攻(D) 3 11 － 33 0.75 平成19年度

海事科学研究科

　海事科学専攻(M) 2 75 － 135 修士
（海事科

学）

0.98 平成19年度

　海事科学専攻(D) 3 11 － 33 博士
（海事科
学、工学
又は学
術）

0.75 平成19年度

国際協力研究科

　国際開発政策専攻(M) 2 26 － 52 修士
（国際学
又は経済
学）

0.69 平成4年度 

　国際協力政策専攻(M) 2 22 － 44 修士
（国際
学、法学
又は政治
学）

0.95 平成5年度 

　地域協力政策専攻(M) 2 22 － 44 修士
（国際
学、法学
又は経済
学）

0.90 平成6年度 

　国際開発政策専攻(D) 3 8 － 26 博士
（学術又
は経済
学）

0.59 平成7年度 

　国際協力政策専攻(D) 3 7 － 21 博士
（学術、
法学又は
政治学）

0.61 平成7年度 

　地域協力政策専攻(D) 3 8 － 26 博士
（学術、
法学又は
経済学）

0.91 平成8年度 

修士
（システ
ム情報学
又は工
学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（システ
ム情報

学、工学
又は学
術）

修士
（農学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（農学又
は学術）

兵庫県神戸市東灘区
深江南町5-1-1

兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1
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科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究科

　科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ専攻(M) 2 40 － 80 修士
（科学技
術ｲﾉﾍﾞｰ
ｼｮﾝ）

1.03 平成28年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２９年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，
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兼担 教授 大槻　圭史 平成29年4月 惑星学Ａ

兼担 教授 森　敦紀 平成29年4月 化学Ｄ

兼担 教授 富永　圭介 平成29年4月 化学Ｄ

兼担 教授 成相　裕之 平成29年4月 化学Ｃ

兼担 教授 宇野　知秀 平成29年4月 化学Ｂ

兼担 教授 三宅　秀芳 平成29年4月 化学Ａ

兼担 教授 太田　泰広 平成29年4月 数学Ｃ

兼担 教授 青木　敏 平成29年4月 数学Ｃ

兼担 教授 佐藤　進 平成29年4月 数学Ａ

兼担 教授 菅澤　薫 平成29年4月 生物学Ｃ

兼担 教授 井上　邦夫 平成29年4月 生物学Ａ

兼担 教授 安田　尚史 平成29年4月 健康科学Ａ

兼担 教授 西　愼一 平成29年4月
医学Ａ
医学Ｂ

兼担 教授 藤田　裕嗣 平成29年4月 地理学

兼担 教授 白鳥　義彦 平成29年4月 社会学

兼担 教授 橋本　賢一 平成29年4月 経済学Ｂ

兼担 教授 大塚　泰寿 平成29年4月 法学Ｂ

兼担 教授 山田　誠一 平成29年4月 法学Ｂ

兼担 教授 八田　卓也 平成29年4月 法学Ａ

兼担 教授 四本　健二 平成29年4月 法学Ａ

兼担 教授 嘉指　信雄 平成29年4月 倫理学

兼担 教授 近田　政博 平成29年4月
教育学Ｂ
教育と人間形成

兼担 教授 米谷　淳 平成29年4月 心理学Ａ

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名

５　教員組織の状況

＜全学共通＞

（１） 担当教員表
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兼担 教授 綿貫　友子 平成29年4月 経済社会の発展

兼担 教授 松永　宣明 平成29年4月 現代の経済Ｂ

兼担 教授 瀋　俊毅 平成29年4月 現代の経済Ｂ

兼担 教授 金子　治平 平成29年4月 現代の経済Ａ

兼担 教授 今井　昭夫 平成29年4月 現代の経済Ａ

兼担 教授 泉水　文雄 平成29年4月 国家と法

兼担 教授 吉井　昌彦 平成29年4月 ＥＵ基礎論

兼担 教授 佐藤　正昭 平成29年4月
環境学入門Ａ
環境学入門Ｂ

兼担 教授 森　直樹 平成29年4月
生物資源と農業Ｃ
生物資源と農業Ｄ

兼担 教授 東　哲司 平成29年4月
生物資源と農業Ａ
生物資源と農業Ｂ

兼担 教授 寺師　浩人 平成29年4月
生命科学Ａ
生命科学Ｂ

兼担 教授 神野　伊策 平成29年4月 ものづくりと科学技術Ｂ

兼担 教授 松下　敬幸 平成29年4月 ものづくりと科学技術Ｂ

兼担 教授 阪上　隆英 平成29年4月 ものづくりと科学技術Ａ

兼担 教授 藤谷　秀雄 平成29年4月 ものづくりと科学技術Ａ

兼担 教授 山内　乾史 平成29年4月

学校教育と社会
科学技術と倫理
神戸大学の研究最前線Ａ
神戸大学の研究最前線Ｂ

兼担 教授 緒形　康 平成29年4月 東洋史Ａ

兼担 教授 岸本　秀樹 平成29年4月 言語科学Ａ

兼担 教授 松田　毅 平成29年4月 文学Ｂ

兼担 教授 釜谷　武志 平成29年4月 文学Ａ

兼担 教授 菱川　英一 平成29年4月 文学Ａ

兼担 教授 川口　博 平成29年4月
情報学Ａ
情報学Ｂ

兼担 教授 太田　能 平成29年4月 情報学Ａ

兼担 教授 島　伸和 平成29年4月 惑星学Ｃ

兼担 教授 吉岡　祥一 平成29年4月 惑星学Ｃ

兼担 教授 兵頭　政幸 平成29年4月
惑星学Ｂ
瀬戸内海学入門



91

兼担 准教授 平井　晶子 平成29年4月 社会学

兼担 准教授 鈴木　純 平成29年4月 経済学Ａ

兼担 准教授 鎌田　伊佐生 平成29年4月 経済学Ａ

兼担 准教授 大坪　庸介 平成29年4月 心理学Ａ

兼担 准教授 加藤　憲治 平成29年4月 哲学

兼担 教授 熊本　悦子 平成29年4月 情報基礎

兼担 教授 鳩野　逸生 平成29年4月 情報基礎

兼担 教授 朱　春躍 平成29年4月
中国語初級ＳＢ３
中国語初級ＳＢ４

兼担
特任教

授

Vannieuwenhuyse
Bruno Bernard

Jules
平成29年4月

フランス語初級Ｂ１
フランス語初級Ｂ２
フランス語初級Ｂ３
フランス語初級ＳＢ３
フランス語初級Ｂ４
フランス語初級ＳＢ４

兼担 教授 柏木　治美 平成29年4月

English Communication
B1
English Communication
B2
Autonomous English 1
Autonomous English 2

兼担
特任教

授
Sholdt Gregory

Paul
平成29年4月

Advanced English
Communication B1
Advanced English
Communication B2

兼担 教授 石川　慎一郎 平成29年4月

English Communication
B1
English Communication
B2

兼担 教授 横川　博一 平成29年4月

English Communication
A1
English Communication
A2

兼担 教授 加藤　雅之 平成29年4月
Autonomous English 1
Autonomous English 2

兼担 教授 岩田　健太郎 平成29年4月
阪神・淡路大震災Ａ
阪神・淡路大震災Ｂ

兼担 教授
Alexander Ronni

Barrett
平成29年4月

ボランティアと社会貢献
活動Ａ
ボランティアと社会貢献
活動Ｂ

兼担 教授 小髙　裕之 平成29年4月
社会基礎学（グローバル
人材に不可欠な教養）

兼担 教授 樫村　志郎 平成29年4月

職業と学び－キャリアデ
ザインを考えるＡ
職業と学び－キャリアデ
ザインを考えるＢ

兼担 教授 齋藤　勝彦 平成29年4月
資源・材料とエネルギー
Ｂ

兼担 教授 竹林　幹雄 平成29年4月
資源・材料とエネルギー
Ａ

兼担 教授 松山　秀人 平成29年4月

資源・材料とエネルギー
Ａ
資源・材料とエネルギー
Ｂ

兼担 教授 竹中　慎治 平成29年4月
食と健康Ａ
食と健康Ｂ

兼担 教授 前藤　薫 平成29年4月 生物の環境適応

兼担 教授 奥西　孝至 平成29年4月 経済社会の発展



92

兼担 准教授 斉藤　善久 平成29年4月
国際協力の現状と課題A
国際協力の現状と課題B

兼担 准教授 河島　真 平成29年4月
ＥＵ基礎論
神戸大学史Ａ
神戸大学史Ｂ

兼担 准教授 黒田　千晴 平成29年4月
グローバルリーダーシッ
プ育成基礎演習

兼担 准教授 坂本　眞人 平成29年4月 現代物理学が描く世界

兼担 准教授 佐々木　祐 平成29年4月 現代社会論Ａ

兼担 准教授 増記　隆介 平成29年4月
美術史Ａ
美術史Ｂ

兼担 准教授 髙田　京比子 平成29年4月 西洋史Ｂ

兼担 准教授 佐藤　昇 平成29年4月 西洋史Ａ

兼担 准教授 伊藤　隆郎 平成29年4月 東洋史Ｂ

兼担 准教授 古市　晃 平成29年4月
日本史Ａ
日本史Ｂ

兼担 准教授 大橋　完太郎 平成29年4月 芸術と文化Ｂ

兼担 准教授 石山　裕慈 平成29年4月 言語科学Ａ

兼担 准教授 梶尾　文武 平成29年4月 文学Ｂ

兼担 准教授 寺田　努 平成29年4月 情報学Ｂ

兼担 准教授 中村　昭子 平成29年4月 惑星学Ａ

兼担 准教授 立川　貴士 平成29年4月 化学Ｃ

兼担 准教授 谷口　隆 平成29年4月 数学Ｂ

兼担 准教授 梶野　直孝 平成29年4月 数学Ｂ

兼担 准教授 酒井　拓史 平成29年4月 数学Ａ

兼担 准教授 横井　雅幸 平成29年4月 生物学Ｃ

兼担 准教授 影山　裕二 平成29年4月 生物学Ｂ

兼担 准教授 石﨑　公庸 平成29年4月 生物学Ｂ

兼担 准教授 洲崎　敏伸 平成29年4月 生物学Ａ

兼担 准教授 林　敦子 平成29年4月 健康科学Ｂ

兼担 准教授 森　正弘 平成29年4月 保健学Ｂ

兼担 准教授 亀岡　正典 平成29年4月 保健学Ａ

兼担 准教授 菊地　真 平成29年4月 地理学
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兼担 講師 高橋　康徳 平成29年4月
中国語初級ＳＡ３
中国語初級ＳＡ４

兼担 講師
Greer Timothy

Sean
平成29年4月

English Communication
A1
English Communication
A2

兼担
特任講

師
Anton Alina Elena 平成29年4月

English Communication
A1
English Communication
A2
Advanced English
Communication B1
Advanced English
Communication B2
Advanced English
Literacy B1
Advanced English
Literacy B2

兼担 講師 末次　健司 平成29年4月
地球史における生物の変
遷

兼担 講師 西村　幸宏 平成29年4月 企業と経営

兼担 講師 山﨑　和仁 平成29年4月 惑星学Ｂ

兼担 講師 田中　光 平成29年4月 経済学Ｂ

兼担 准教授
本間　正信

平成29年4月

健康・スポーツ科学実習
基礎１
健康・スポーツ科学実習
基礎２

兼担 准教授 三浦　靖史 平成29年4月
健康・スポーツ科学講義
Ｂ

兼担 准教授 パン　新平 平成29年4月
中国語初級Ｂ３
中国語初級Ｂ４

兼担 准教授 廣田　大地 平成29年4月
フランス語初級ＳＡ３
フランス語初級ＳＡ４

兼担 准教授 福岡　麻子 平成29年4月
ドイツ語初級ＳＡ３
ドイツ語初級ＳＡ４

兼担
特任准
教授

Wang Marian 平成29年4月

Advanced English
Communication B1
Advanced English
Communication B2
Advanced English
Literacy B1
Advanced English
Literacy B2

兼担 准教授 木原　恵美子 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼担 准教授 広野　康平 平成29年4月 海への誘い

兼担 准教授 鶴田　宏樹 平成29年4月
企業社会論Ａ
企業社会論Ｂ

兼担 准教授 水谷　正治 平成29年4月
食と健康Ａ
食と健康Ｂ

兼担 准教授 石井　弘明 平成29年4月 人間活動と地球生態系

兼担 准教授 佐藤　拓哉 平成29年4月 生物の環境適応

兼担 准教授 坂山　英俊 平成29年4月
地球史における生物の変
遷

兼担 准教授 馬場　新一 平成29年4月 企業と経営

兼担 准教授 岡田　順子 平成29年4月 国家と法



94

兼任 講師 西山　史子 平成29年4月
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 小橋　薫 平成29年4月

English Communication
B1
English Communication
B2

兼任 講師 藤井　真一 平成29年4月 社会生活と法

兼任 講師 大村　和正 平成29年4月
社会と人権Ａ
社会と人権Ｂ

兼任 講師 塚田　哲之 平成29年4月
社会と人権Ａ
社会と人権Ｂ

兼任 講師 田中　俊一 平成29年4月 身近な物理法則

兼任 講師 藤木　篤 平成29年4月 科学技術と倫理

兼任 講師 三浦　伸夫 平成29年4月
科学史Ａ
科学史Ｂ

兼任 講師 積山　洋 平成29年4月
考古学Ａ
考古学Ｂ

兼任 講師 伊藤　淳史 平成29年4月
考古学Ａ
考古学Ｂ

兼任 講師 山本　昭宏 平成29年4月 日本史Ｂ

兼任 講師 大村　拓生 平成29年4月 日本史Ａ

兼任 講師 舩阪　富美子 平成29年4月 芸術と文化Ｂ

兼任 講師 山上　紀子 平成29年4月 芸術と文化Ａ

兼任 講師 古本　真 平成29年4月 言語科学Ｂ

兼任 講師 中井　史郎 平成29年4月
化学Ａ
化学Ｂ

兼任 講師 原　俊雄 平成29年4月
物理学Ａ
物理学Ｂ
現代物理学が描く世界

兼任 講師 的場　千佳世 平成29年4月 倫理学

兼任 講師 稲岡　大志 平成29年4月 論理学

兼任 講師 副島　猛 平成29年4月 論理学

兼任 講師 李　明哲 平成29年4月 哲学

兼担
特命助

教
Rettig Nancy

Ellen
平成29年4月

English Communication
A1
English Communication
A2
Advanced English
Literacy B1
Advanced English
Literacy B2

兼担
特任講

師
馮　誼光 平成29年4月

中国語初級Ｂ３
中国語初級Ｂ４

兼担
特任講

師
Schulze Marco 平成29年4月

ドイツ語初級Ｂ１
ドイツ語初級Ｂ２
ドイツ語初級Ｂ３
ドイツ語初級ＳＢ３
ドイツ語初級Ｂ４
ドイツ語初級ＳＢ４
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兼任 講師 前田　美樹 平成29年4月
フランス語初級Ｂ３
フランス語初級Ｂ４

兼任 講師 鳥山　定嗣 平成29年4月

フランス語初級Ａ１
フランス語初級Ａ２
フランス語初級Ａ３
フランス語初級Ａ４

兼任 講師 橋木　郁子 平成29年4月

ドイツ語初級Ａ１
ドイツ語初級Ｂ１
ドイツ語初級Ａ２
ドイツ語初級Ｂ２
ドイツ語初級Ａ３
ドイツ語初級Ｂ３
ドイツ語初級Ａ４
ドイツ語初級Ｂ４

兼任 講師 吉村　健一 平成29年4月
ドイツ語初級Ａ３
ドイツ語初級Ａ４

兼任 講師 中村　俊子 平成29年4月
ドイツ語初級Ｂ３
ドイツ語初級Ｂ４

兼任 講師 団野　恵美子 平成29年4月
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 中村　則之 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師 芦田　利恵子 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師 有井　松雄 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師
Lieb Jonathan

Kjell
平成29年4月

English Communication
A1
English Communication
A2
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 朴　真理子 平成29年4月

English Communication
A1
English Communication
A2

兼任 講師 西條　さゆみ 平成29年4月

English Communication
A1
English Communication
A2
English Communication
B1
English Communication
B2

兼任 講師 西川　美香子 平成29年4月

English Literacy A1
English Literacy A2
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 清川　祥恵 平成29年4月
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 山本　真司 平成29年4月

English Literacy A1
English Literacy A2
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 朴　瓊韻 平成29年4月

English Communication
A1
English Communication
A2

兼任 講師 長井　千枝子 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師 佐藤　由美 平成29年4月

English Communication
B1
English Communication
B2

兼任 講師 北川　千穂 平成29年4月

English Communication
A1
English Communication
A2

兼任 講師 森井　祐介 平成29年4月
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 石野　美香 平成29年4月

English Communication
B1
English Communication
B2

兼任 講師 武内　正美 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師 田原　志都可 平成29年4月

English Communication
B1
English Communication
B2
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兼任 講師 板谷　昭彦 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習
１
健康・スポーツ科学実習
２

兼任 講師 徳田　泰伸 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習
基礎１
健康・スポーツ科学実習
基礎２

兼任 講師 持田　和明 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習
基礎１
健康・スポーツ科学実習
基礎２
健康・スポーツ科学実習
１

兼任 講師 村田　和隆 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習
基礎１
健康・スポーツ科学実習
基礎２

兼任 講師 武村　政徳 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習
基礎１
健康・スポーツ科学実習
基礎２

兼任 講師 益冨　真子 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習
基礎１
健康・スポーツ科学実習
基礎２

兼任 講師 木下　嘉夫 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習
１
健康・スポーツ科学実習
２

兼任 講師 伊藤　克広 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習
基礎１
健康・スポーツ科学実習
基礎２

兼任 講師 三浦　由香利 平成29年4月
ロシア語初級Ａ３
ロシア語初級Ａ４

兼任 講師 渡辺　聡子 平成29年4月
ロシア語初級Ｂ１
ロシア語初級Ｂ２

兼任 講師 藤井　美恵子 平成29年4月
中国語初級Ｂ１
中国語初級Ｂ２

兼任 講師 馬　麗娟 平成29年4月
中国語初級Ｂ３
中国語初級Ｂ４

兼任 講師
王　桂菊

平成29年4月
中国語初級Ｂ１
中国語初級Ｂ２

兼任 講師 陳　洪傑 平成29年4月
中国語初級Ａ１
中国語初級Ａ２

兼任 講師 安　力 平成29年4月

中国語初級Ａ１
中国語初級Ａ２
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師 鄭　萍 平成29年4月
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師 川口　ひとみ 平成29年4月
中国語初級Ｂ３
中国語初級Ｂ４

兼任 講師 中野　尚美 平成29年4月

中国語初級Ａ１
中国語初級Ａ２
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師
付　瑞

平成29年4月
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師 常次　莉恵 平成29年4月
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師 連　興檳 平成29年4月
中国語初級Ｂ１
中国語初級Ｂ２

兼任 講師 川口　陽子 平成29年4月
フランス語初級Ｂ１
フランス語初級Ｂ２

兼任 講師
Tisserand Lucie

Helene
平成29年4月

フランス語初級Ｂ３
フランス語初級Ｂ４

兼任 講師 松浦　菜美子 平成29年4月
フランス語初級Ａ３
フランス語初級Ａ４
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兼任 講師 未定
ﾛｼｱ語中級C1
ﾛｼｱ語中級C2

兼任 講師 未定
中国語中級C1
中国語中級C2

兼任 講師 未定
ﾌﾗﾝｽ語中級C1
ﾌﾗﾝｽ語中級C2

兼任 講師 未定
ﾄﾞｲﾂ語中級C1
ﾄﾞｲﾂ語中級C2

兼任 講師 未定 Advanced English C

兼任 講師 未定 Advanced English B

兼任 講師 未定
Advanced English A1
Advanced English A2
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専任 教授 坂東　肇 平成29年4月

人と音楽1
人と音楽2
ピアノ演奏演習1
ピアノ演奏演習2

専任 教授 塚脇　淳 平成29年4月

発達コミュニティ概論1
発達コミュニティ概論2
アートマネジメント論2
人とアート論1
人とアート論2
創造の発想とプロセスB
空間造形論1
空間造形論2
空間アート実践1
空間アート実践2
アートプロジェクト実践1
アートプロジェクト実践2

専任 教授 梅宮　弘光 平成29年4月

発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
コミュニティと都市1
コミュニティと都市2
都市と建築の20世紀1
都市と建築の20世紀2
卒業研究

専任 教授 小髙　直樹 平成29年4月

発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
グラフィックサイエンス1
グラフィックサイエンス2
幾何デザインと視覚伝達1
幾何デザインと視覚伝達2

専任 教授 坂本　美紀 平成29年4月

初年次セミナー
発達コミュニティ概論1
発達コミュニティ概論2
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
心理学観察法
児童の発達と学習1
児童の発達と学習2
心の発達と教育1
心の発達と教育2
家族の発達と病理1
家族の発達と病理2
卒業研究

専任 教授 加藤　佳子 平成29年4月

健康・スポーツ科学講義A
グローバルイシュー演習
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
健康心理学1
健康心理学2
健康教育論1
健康教育論2
卒業研究

専任 教授 中村　晴信 平成29年4月

健康・スポーツ科学講義
Ａ
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
からだの構造と機能1
からだの構造と機能2
公衆衛生学1
公衆衛生学2
卒業研究

専任 教授 吉田　圭吾 平成29年4月

発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
心理グローバルリサーチ1
心理グローバルリサーチ2
中等学校教育相談1
中等学校教育相談2
心理学的援助支援1
心理学的援助支援2
卒業研究

専任 教授 河﨑　佳子 平成29年4月

発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
心理グローバルリサーチ1
心理グローバルリサーチ2
臨床心理学1
臨床心理学2
心理学的援助支援1
心理学的援助支援2
卒業研究

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名

＜国際人間科学部　発達コミュニティ学科＞

＜専門科目＞

（１） 担当教員表
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専任 教授 髙見　和至 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習
基礎1
健康・スポーツ科学実習
基礎2
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
運動とこころの科学1
運動とこころの科学2
自然体験活動実習1
自然体験活動実習2
保健体育科教育論D1
保健体育科教育論D2
卒業研究

専任 教授 長ヶ原　誠 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習
基礎1
健康・スポーツ科学実習
基礎2
健康・スポーツ科学講義
Ｃ
グローバルイシュー概論
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
スポーツプロモーション
論1
スポーツプロモーション
論2
卒業研究

専任 教授 近藤　徳彦 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習
基礎1
健康・スポーツ科学実習
基礎2
グローバルイシュー演習
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
身体機能の適応1
身体機能の適応2
卒業研究

専任 教授 岡田　修一 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習1
健康・スポーツ科学実習2
包括支援システム論
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
加齢の身体運動科学1
加齢の身体運動科学2
バイオメカニクス実験1
バイオメカニクス実験2
ＪＵＤＯ実習1
ＪＵＤＯ実習2
保健体育科教育論C2
卒業研究

専任 教授 前田　正登 平成29年4月

発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
運動方法学1
運動方法学2
バイオメカニクス実験1
バイオメカニクス実験2
トラック＆フィールド実
習1
トラック＆フィールド実
習2
保健体育科教育論B1
保健体育科教育論C1
保健体育科教育論C2
卒業研究

専任 教授 山口　泰雄 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習1
健康・スポーツ科学実習2
スポーツコミュニティ形
成論1
スポーツコミュニティ形
成論2

専任 教授 河辺　章子 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習
基礎1
健康・スポーツ科学実習
基礎2
発達コミュニティ概論1
発達コミュニティ概論2
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
運動の巧みさの科学1
運動の巧みさの科学2
身体運動科学実験1
身体運動科学実験2
卒業研究

専任 教授 田畑　暁生 平成29年4月

地域社会学
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
コミュニティとメディア1
コミュニティとメディア2
映像・メディア論演習1
映像・メディア論演習2
卒業研究
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専任 准教授 谷　冬彦 平成29年4月

心理グローバルリサーチ1
心理グローバルリサーチ2
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
心理学調査法1
心理学調査法2
青年心理学1
青年心理学2
人格心理学1
人格心理学2
人格心理学演習2
卒業研究

専任 准教授 伊藤　俊樹 平成29年4月

心理グローバルリサーチ1
心理グローバルリサーチ2
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
深層心理学1
深層心理学2
心理面接論1
心理面接論2
臨床心理学演習1
心理学的援助支援1
心理学的援助支援2
卒業研究

専任 准教授 齊藤　誠一 平成29年4月

心理グローバルリサーチ1
心理グローバルリサーチ2
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
心理学統計法B1
心理学統計法B2
ライフコースの心理学1
ライフコースの心理学2
人格心理学演習1
家族の発達と病理1
家族の発達と病理2
初等学校教育相談1
初等学校教育相談2
卒業研究

専任 教授 津田　英二 平成29年4月

コミュニティ創成論
グローバルイシュー演習
コミュニティ論
包括支援システム論
発達コミュニティ概論1
発達コミュニティ概論2
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
障害共生教育論1
障害共生教育論2
社会教育計画論1
社会教育計画論2
社会教育課題研究（障害
共生教育論）1
社会教育課題研究（障害
共生教育論）2
卒業研究

専任 教授 松岡　広路 平成29年4月

ESD基礎（持続可能な社会
づくり1）A
ESD基礎（持続可能な社会
づくり1）B
ESDボランティア論
ESD論（持続可能な社会づ
くり2）A
ESD論（持続可能な社会づ
くり2）B
ESD生涯学習論A
ESD生涯学習論B
コミュニティ創成論
フィールドワーク基礎論
ソーシャルエンパワメン
ト論
フィールドワーク方法論
ESD演習Ⅰ1
ESD演習Ⅰ2
ESD演習Ⅱ1
ESD演習Ⅱ2
コミュニティ論
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
社会教育課題研究（ボラ
ンティア学習論）1
社会教育課題研究（ボラ
ンティア学習論）2
ESD実践論1
ESD実践論2
卒業研究
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専任 准教授 谷　正人 平成29年4月

芸術史Ａ
グローバルイシュー概論
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
エスノミュージコロジー1
エスノミュージコロジー2
民族音楽演奏演習1
民族音楽演奏演習2
音楽科教育論D1
音楽科教育論D2
卒業研究

専任 准教授 田村　文生 平成29年4月

初年次セミナー
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
サウンドデザイン
ミュージックセオリー＆
アナリシス1
ミュージックセオリー＆
アナリシス2
音楽作品研究1
音楽作品研究2
卒業研究

専任 准教授 岸本　吉弘 平成29年4月

初年次セミナー
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
絵画アート論1
絵画アート論2
創造の発想とプロセスA
アートプロジェクト実践1
アートプロジェクト実践2
美術科教育論D1
美術科教育論D2
絵画アート実践1
絵画アート実践2
卒業研究

専任 准教授 平芳　裕子 平成29年4月

グローバルイシュー演習
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
コミュニティと表象A
コミュニティと表象B
ファッション文化論
芸術批評演習
卒業研究

専任 准教授 大田　美佐子 平成29年4月

芸術史Ｂ
グローバルイシュー演習
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
音楽文化史１
音楽文化史２
ミュージックプロジェク
ト実践1
ミュージックプロジェク
ト実践2
シアトリカル・アート論1
シアトリカル・アート論2
音楽科教育論C1
音楽科教育論C2
卒業研究

専任 准教授 林　創 平成29年4月

心理グローバルリサーチ1
心理グローバルリサーチ2
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
心理学観察法
心理学統計法A1
心理学統計法A2
発達心理学（中・高）1
発達心理学（中・高）2
認知発達心理学1
認知発達心理学2
卒業研究

専任 准教授 相澤　直樹 平成29年4月

心理グローバルリサーチ1
心理グローバルリサーチ2
初年次セミナー
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
心理学研究実践A1
心理学研究実践A2
心理学研究実践B1
心理学研究実践B2
心理学の基礎と歩み1
心理学の基礎と歩み2
心理テスト法1
心理テスト法2
心理学的援助支援1
心理学的援助支援2
卒業研究
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専任 准教授 稲原　美苗 平成29年4月

コミュニティ創成論
コミュニティ論
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
社会教育課題研究（ジェ
ンダー問題学習論）1
社会教育課題研究（ジェ
ンダー問題学習論）2
コミュニティ・ジェン
ダー論1
コミュニティ・ジェン
ダー論2
卒業研究

専任 准教授 佐藤　幸治 平成29年4月

発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
健康運動科学1
健康運動科学2
ボールゲームズ実習1
ボールゲームズ実習2
卒業研究

専任 准教授 木村　哲也 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習1
健康・スポーツ科学実習2
初年次セミナー
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
身体運動のダイナミクス1
身体運動のダイナミクス2
身体運動科学実験1
身体運動科学実験2
スイミング＆アクア
ティックスポーツ実習1
スイミング＆アクア
ティックスポーツ実習2
卒業研究

専任 准教授 片桐　惠子 平成29年4月

現代社会論Ｂ
包括支援システム論
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
加齢の社会心理学1
加齢の社会心理学2
卒業研究

専任 准教授 増本　康平 平成29年4月

現代社会論B
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
加齢の認知心理学1
加齢の認知心理学2
卒業研究

専任 准教授 髙田　義弘 平成29年4月

発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
ボールゲームズ実習2
身体マネジメント研究1
身体マネジメント研究2
身体運動科学実験1
身体運動科学実験2
卒業研究

専任 准教授 秋元　忍 平成29年4月

発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
身体運動の文化史1
身体運動の文化史2
卒業研究

専任 准教授 關　典子 平成29年4月

発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
アートプロジェクト実践1
アートプロジェクト実践2
身体表現論1
身体表現論2
コンテンポラリーダンス1
コンテンポラリーダンス2
卒業研究

専任 准教授 野中　哲士 平成29年4月

カタチの文化学Ａ
カタチの文化学Ｂ
カタチの自然学
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
知覚と行為1
知覚と行為2
アフォーダンス論演習1
アフォーダンス論演習2
卒業研究

専任 准教授 岡崎　香奈 平成29年4月

発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
コミュニティと音楽1
コミュニティと音楽2
ミュージックセラピー1
ミュージックセラピー2
卒業研究
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兼担 教授 梅屋　潔 平成29年4月

国際開発援助論(JICA)1
国際開発援助論(JICA)2
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ基礎論
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ方法論

兼担 教授 森下　淳也 平成29年4月

協働型ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ論
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習1
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習2

兼担 教授 小笠原　博毅 平成29年4月 異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論

兼担 教授 水口　志乃扶 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 湯浅　英男 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 米本　弘一 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 青山　薫 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 柴田　佳子 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 坂本　千代 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 吉田　典子 平成29年4月

初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習
視覚文化論A
視覚文化論B

兼担 教授 岩本　和子 平成29年4月
表象文化形成論A
表象文化形成論B

兼担 教授 藤野　一夫 平成29年4月
アートマネジメント論1
文化政策論A
文化政策論B

兼担 教授 鳥居　深雪 平成29年4月

心理グローバルリサーチ1
心理グローバルリサーチ2
発達アセスメント1
発達アセスメント2

専任
特命
助教

原田　和弘 平成29年4月 コミュニティ論

専任
特命
助教

清野　未惠子 平成29年4月 コミュニティ論

専任 准教授 古谷　真樹 平成29年4月

発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
生理心理学1
生理心理学2
精神生理学1
精神生理学2
卒業研究

専任 准教授 村山　留美子 平成29年4月

コミュニティ創成論
コミュニティ論
発達コミュニティ演習1
発達コミュニティ演習2
発達コミュニティ演習3
発達コミュニティ演習4
環境保健学1
環境保健学2
社会教育課題研究（リス
クコミュニケーション
論）1
社会教育課題研究（リス
クコミュニケーション
論）2
卒業研究
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兼担 准教授 石田　圭子 平成29年4月

初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習
近現代文化言説論A
近現代文化言説論B

兼担 准教授 山根　隆宏 平成29年4月

臨床投影法1
臨床投影法2
臨床心理学演習2
心理学的援助支援1
心理学的援助支援2

兼担 准教授 赤木　和重 平成29年4月 心理学実験法

兼担
特任
教授

Sholdt Gregory
Paul

平成29年4月

Academic
Communication(英)A
Academic
Communication(英)B
Academic Writing(英)A
Academic Writing(英)B
English Presentation
SkillsA
English Presentation
SkillsB
English for
Professional PurposesA
English for
Professional PurposesB

兼担 教授 國土　将平 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論

兼担 教授 木下　孝司 平成29年4月 初年次ｾﾐﾅｰ

兼担 教授 澤　宗則 平成29年4月
協働型ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ論
途上国農村地域開発論

兼担 教授 寺門　靖高 平成29年4月 初年次ｾﾐﾅｰ

兼担 教授 伊藤　真之 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 浅野　慎一 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 青木　茂樹 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論

兼担 教授 大月　一弘 平成29年4月
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習1
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習2

兼担 教授 康　敏 平成29年4月
情報発信演習1
情報発信演習2

兼担 教授 西谷　拓哉 平成29年4月

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
留学型GSｺｰｽ
実践型GSｺｰｽ
研修型GSｺｰｽ
GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）

兼担 教授 坂井　一成 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論

兼担 教授 櫻井　徹 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論

兼担 教授 村尾　元 平成29年4月

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
情報発信演習1
情報発信演習2

兼担 教授 西澤　晃彦 平成29年4月 ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ基礎論
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兼担 准教授 落合　知子 平成29年4月

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
留学型GSｺｰｽ
実践型GSｺｰｽ
研修型GSｺｰｽ
GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）

兼担
特任
准教授

Quinn Cynthia 平成29年4月

Academic
Communication(英)A
Academic
Communication(英)B
Academic Writing(英)A
Academic Writing(英)B
English Presentation
SkillsA
English Presentation
SkillsB
English for
Professional PurposesA
English for
Professional PurposesB

兼担 准教授 目黒　強 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 准教授 北野　幸子 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論

兼担 准教授 田畑　智博 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 准教授 大串　健一 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 准教授 橋本　直人 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 准教授 太田　和宏 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論

兼担 准教授 井口　克郎 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ共生社会論

兼担 准教授 佐藤　春実 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論

兼担 准教授 福田　博也 平成29年4月 初年次ｾﾐﾅｰ

兼担 准教授 稲葉　太一 平成29年4月 初年次ｾﾐﾅｰ

兼担 准教授 山澤　孝至 平成29年4月

ﾗﾃﾝ語入門1
ﾗﾃﾝ語入門2
ﾗﾃﾝ語入門3
ﾗﾃﾝ語入門4

兼担 准教授 西田　健志 平成29年4月

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習1
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習2

兼担 准教授 清光　英成 平成29年4月

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
情報発信演習1
情報発信演習2

兼担 准教授 齊藤　剛 平成29年4月 異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論

兼担 准教授 辛島　理人 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 准教授 池上　裕子 平成29年4月
近現代ｱｰﾄ論A
近現代ｱｰﾄ論B
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兼任 講師 未定

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習1
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習2

兼任 講師 白井 詩沙香 平成29年4月

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
情報発信演習1
情報発信演習2

兼任 講師 佐藤　仁 平成29年4月

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
情報発信演習1
情報発信演習2

兼任 講師 森口　岳 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 西　真如 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 栗田　佳典 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 岡野　英之 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 若林　秀樹 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 菅川　拓也 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 笹岡　雄一 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)1

兼任 講師 高橋　基樹 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)1

兼任 講師 栢木　清吾 平成29年4月
国際開発援助論(JICA)1
国際開発援助論(JICA)2

兼担 助教 吉田　実久 平成29年4月

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
留学型GSｺｰｽ
実践型GSｺｰｽ
研修型GSｺｰｽ
GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）

兼担 助教 高橋　進之介 平成29年4月

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
留学型GSｺｰｽ
実践型GSｺｰｽ
研修型GSｺｰｽ
GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）

兼担 講師 正楽　藍 平成29年4月

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
留学型GSｺｰｽ
実践型GSｺｰｽ
研修型GSｺｰｽ
GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）

兼担 講師 水野　直子 平成29年4月

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
留学型GSｺｰｽ
実践型GSｺｰｽ
研修型GSｺｰｽ
GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）

兼担 講師 奥山　和子 平成29年4月
異文化間教育論1
異文化間教育論2

兼担
特任
准教授

Wang Marian 平成29年4月

Academic
Communication(英)A
Academic
Communication(英)B
Academic Writing(英)A
Academic Writing(英)B
English Presentation
SkillsA
English Presentation
SkillsB
English for
Professional PurposesA
English for
Professional PurposesB
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兼任 講師 未定

Academic
Communication(露)A
Academic
Communication(露)B
Academic Writing(露)A
Academic Writing(露)B

兼任 講師 未定

Academic
Communication(中)A
Academic
Communication(中)B
Academic Writing(中)A
Academic Writing(中)B

兼任 講師 未定

Academic Communication
(仏)A
Academic Communication
(仏)B
Academic Writing (仏)A
Academic Writing (仏)B

兼任 講師 未定

Academic Communication
(仏)A
Academic Communication
(仏)B
Academic Writing (仏)A
Academic Writing (仏)B

兼任 講師 未定

Academic Communication
(独)A
Academic Communication
(独)B
Academic Writing (独)A
Academic Writing (独)B

兼任 講師 未定

Academic Communication
(独)A
Academic Communication
(独)B
Academic Writing (独)A
Academic Writing (独)B

兼任 講師 未定

English Presentation
SkillsA
English Presentation
SkillsB
English for
Professional PurposesA
English for
Professional PurposesB

兼任 講師 未定
TOEIC演習A
TOEIC演習B

兼任 講師 未定
TOEIC演習A
TOEIC演習B

兼任 講師 未定
TOEIC演習A
TOEIC演習B

兼任 講師 未定

Academic
Communication(英)A
Academic
Communication(英)B
Academic Writing(英)A
Academic Writing(英)B

兼任 講師 未定

Academic
Communication(英)A
Academic
Communication(英)B
Academic Writing(英)A
Academic Writing(英)B

兼任 講師 未定

Academic
Communication(英)A
Academic
Communication(英)B
Academic Writing(英)A
Academic Writing(英)B

兼任 講師
Bagamboula Jean
Roger Edgard

平成29年4月
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習A
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習B

兼任 講師 権　延妹 平成29年4月

TOEFL演習A
TOEFL演習B
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習A
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習B

兼任 講師
Gary John-
Baptiste

平成29年4月
TOEFL演習A
TOEFL演習B

兼任 講師 Shirley Adams 平成29年4月
TOEFL演習A
TOEFL演習B
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兼任 講師 未定
社会調査法1
社会調査法2

兼任 講師 未定
近現代ﾓｰﾄﾞ論A
近現代ﾓｰﾄﾞ論B

兼任 講師 未定 スポーツマネジメント

兼任 講師 藤田　大輔 平成29年4月
保健体育科教育論B2
セーフティプロモーショ
ン論

兼任 講師 狩谷　公子 平成29年4月
邦楽歌唱法
邦楽器演奏法

兼任 講師 斉田　好男 平成29年4月

音楽集団活動論1
音楽集団活動論2
器楽アンサンブル1
器楽アンサンブル2
声楽アンサンブル1
声楽アンサンブル2

兼任 講師 五藤　佳奈 平成29年4月
ジムナスティクス実習1
ジムナスティクス実習2

兼任 講師 川畑　徹朗 平成29年4月
ヘルスプロモーション1
ヘルスプロモーション2

兼任 講師 佐々木  倫子 平成29年4月

声の表現1
声の表現2
声楽表現演習１
声楽表現演習２
声楽伴奏表現演習

兼任 講師 未定

日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基礎演
習

兼任 講師 未定

日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基礎演
習

兼任 講師 未定

日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基礎演
習

兼任 講師 未定

日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基礎演
習

兼任 講師 未定

日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基礎演
習

兼任 講師 未定
日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1
日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2

兼任 講師 未定

Cultures and Societies
in JapanA
Cultures and Societies
in JapanB

兼任 講師 未定

ｲﾀﾘｱ語入門1
ｲﾀﾘｱ語入門2
ｲﾀﾘｱ語入門3
ｲﾀﾘｱ語入門4

兼任 講師 未定

ｺﾘｱ語入門1
ｺﾘｱ語入門2
ｺﾘｱ語入門3
ｺﾘｱ語入門4

兼任 講師 未定

ｽﾍﾟｲﾝ語入門1
ｽﾍﾟｲﾝ語入門2
ｽﾍﾟｲﾝ語入門3
ｽﾍﾟｲﾝ語入門4
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兼任 講師 山森　直人 平成29年4月

英語科教育論A1
英語科教育論A2
英語科教育論C1
英語科教育論C2

兼任 講師 村上　寛光 平成29年4月
先端表現演習1
先端表現演習2

兼任 講師 前田　裕佳 平成29年4月
ソルフェージュ1
ソルフェージュ2

兼任 講師 浅海　真弓 平成29年4月
工芸実践演習1
工芸実践演習2

兼任 講師 杉山　雅 平成29年4月
中等生徒指導論1
中等生徒指導論2

兼任 講師 木村　裕 平成29年4月
中等学習指導論1
中等学習指導論2

兼任 講師 松田　修 平成29年4月
中等特別活動指導論1
中等特別活動指導論2

兼任 講師 奥野　佐矢子 平成29年4月
中等道徳教育論1
中等道徳教育論2

兼任 講師 榎　景子 平成29年4月
教育経営学（中・高）1
教育経営学（中・高）2

兼任 講師 釜田　史 平成29年4月

教育史1
教育史2
中等カリキュラム論1
中等カリキュラム論2

兼任 講師 杉山　精一 平成29年4月
教育原理1
教育原理2

兼任 講師 山本　朗登 平成29年4月
教職論（中・高）1
教職論（中・高）2

兼担 准教授 長坂　耕作 平成29年4月
数学科教育論D1
数学科教育論D2

兼担 准教授 稲葉　太一 平成29年4月
数学科教育論C1
数学科教育論C2

兼担 教授 井上　真理 平成29年4月

家庭科教育論C1
家庭科教育論C2
家庭科教育論D1
家庭科教育論D2

兼担 教授 横川　博一 平成29年4月

英語科教育論B1
英語科教育論B2
英語科教育論D1
英語科教育論D2

兼担 教授 渡部　昭男 平成29年4月

教育行政学（中・高）1
教育行政学（中・高）2
中等教育事前・事後指導
中学校教育実地研究A
中学校教育実地研究B
高等学校教育実地研究
教職実践演習（中・高）1
教職実践演習（中・高）2

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

＜資格免許のための科目＞

（１） 担当教員表

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考

専任・

職名
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兼任 講師 未定
博物館経営論1
博物館経営論2

兼任 講師 未定
博物館概論1
博物館概論2

兼任 講師 佐藤　克士 平成29年4月
社会科・地歴科教育論1
社会科・地歴科教育論2

兼任 講師 吉永　裕也 平成29年4月
地歴科教育論1
地歴科教育論2

兼任 講師 橋崎　頼子 平成29年4月
社会科・公民科教育論1
社会科・公民科教育論2

兼任 講師 橋本　康弘 平成29年4月
公民科教育論1
公民科教育論2

兼任 講師 小西　正雄 平成29年4月
社会科教育論B1
社会科教育論B2

兼任 講師 井上　奈穂 平成29年4月
社会科教育論A1
社会科教育論A2

兼任 講師 速水　多佳子 平成29年4月
家庭科教育論A
家庭科教育論B

兼任 講師 平井　崇晴 平成29年4月
数学科教育論B1
数学科教育論B2

兼任 講師 坂井　武司 平成29年4月
数学科教育論A1
数学科教育論A2

兼任 講師 大黒　孝文 平成29年4月 理科教育論D

兼任 講師 宮野　純次 平成29年4月 理科教育論C

兼任 講師 村上　忠幸 平成29年4月 理科教育論B

兼任 講師 松本　伸示 平成29年4月 理科教育論A

兼任 講師 鈴木　幹雄 平成29年4月

美術科教育論A1
美術科教育論A2
美術科教育論B1
美術科教育論B2
美術科教育論C1
美術科教育論C2
美術科教育論D1
美術科教育論D2

兼任 講師 垣内　幸夫 平成29年4月

音楽科教育論A1
音楽科教育論A2
音楽科教育論B1
音楽科教育論B2

兼任 講師 藤田　大輔 平成29年4月 保健体育科教育論B2

兼任 講師 高田　俊也 平成29年4月
保健体育科教育論A1
保健体育科教育論A2
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　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２９年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

兼任 講師 未定
日本国憲法1
日本国憲法2

兼任 講師 未定 博物館実習

兼任 講師 未定
博物館情報・メディア論1
博物館情報・メディア論2

兼任 講師 未定
博物館教育論1
博物館教育論2

兼任 講師 未定
博物館展示論1
博物館展示論2

兼任 講師 未定
博物館資料論1
博物館資料論2
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教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）

29 0 0 44

［ 0 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ]

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成２９年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

65 0 0

歳 名 名

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定め
る定年年齢
（歳）

報告書提出時
（上記（Ａ））
の教員のうち、
定年を延長して
採用している教

員数

完成年度時（上記
（Ｂ））の教員う
ち、定年を延長して
採用する教員数

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入するとともに，

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

22 0 2 43
15

(19) (22) (0) (2) (43) ［ 0 ］

講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

15 29 0 0 44
19

教　授 准教授 講　師 助　教 計 准教授

（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

　　　　

　（２）－②　専任教員数

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

完成年度時におけ
る設置基準上の必

要専任教員数

うち、完成年度時
における設置基準
上の必要教授数

13 7

名 名

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目計

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

自由

計 科目 計 計

選択 選択

自由 科目 自由 自由

必修 必修

選択 科目 選択
人

必修 科目 必修

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

計

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

人

必修

自由

計 科目 計 計

選択 選択

自由 科目 自由 自由

必修 必修

選択 科目 選択

科目 必修

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

辞任等の理由番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

計

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

人

必修

自由

計 科目 計 計

選択 選択

自由 科目 自由 自由

必修 必修

選択 科目 選択

科目 必修

合計（Ａ） 後任補充状況の集計（Ｂ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

就任辞退（未就任）の理由

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

該 当 な し

該 当 な し

該 当 な し
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を

　　　　記入してください。
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

（29年5月）

　「発達コミュニ
ティ」という概念は、
ステークホルダーに
よって形成・創生され
るものと考えられるこ
とや、当該学科におい
ては「コミュニティ」
がキーコンセプトとな
ることから、「コミュ
ニティ論」を学ぶ必修
科目を充実させること
が必要。

留意事項

　人間発達を支援し実現す
る場としての「発達コミュ
ニティ」は、様々なステー
クホルダーにより形成・創
生されることを踏まえ、そ
うしたコミュニティ概念の
基礎的理解に係る科目であ
る「コミュニティ論」及び
「地域社会学」を必修化
し、本学科の共通科目の充
実化を図った。(29)

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等

設　置　時

（29年5月）

　社会福祉学的な観点
から、「発達コミュニ
ティ」という概念は学
問的な汎用性や一般的
な語義として用いられ
ていないため、今後、
学科名称を見直すか、
提案されている「発達
コミュニティ」の概念
に鑑みて、「コミュニ
ティ論」を学ぶ必修科
目を充実させることが
必要。

留意事項

　「発達コミュニティ」と
は、多様な人々の協働を通
して人間発達を支援し実現
する場を想定している。こ
こで、人間発達は、一人一
人の人間が多様な潜在能力
を開花させ、それぞれが
“善き生（well-being）”
を獲得することを意味す
る。本学科では、そうした
多様な人間発達の有り様を
学ぶと同時に、それを支え
るコミュニティの形成を理
論的・実践的に検討するこ
とで、深い人間理解と他者
への共感を通してグローバ
ルイシューを解決できる人
材を養成していく。
　その意味で、本学科は、
「グローバル共生社会」の
実現に貢献する「協働型グ
ローバル人材」の育成を目
的とした国際人間科学部に
とって、その名称を含め不
可欠の構成要素である。そ
のため、学科名称を見直す
ことはしなかった。
　ただし、上記指摘の趣旨
を踏まえ、学科専門科目で
ある「コミュニティ論」及
び「地域社会学」を必修化
し、コミュニティに係る一
般的理解を身に付ける科目
を充実させることで、「発
達コミュニティ」形成に向
けた基礎的素養を育成して
いく。(29)
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設　置　時

（29年5月）

　グローバルイシュー
を構成する諸課題を発
見するために、「世界
の貧困」、「社会開
発」、「コミュニティ
開発」等の社会問題を
取り扱う必修科目を充
実させることが必要。
なお、学部共通科目の
「国際開発援助論
（JICA)」「国際開発
援助論（JICA)２」に
ついては必修科目とし
て履修させることが必
要。

留意事項

　グローバルイシューを構
成する諸課題を発見するた
めに、「世界の貧困」、
「社会開発」、「コミュニ
ティ開発」等の社会問題を
取り扱う必修科目を充実さ
せるため、環境共生学科の
学科共通科目として市民社
会による環境形成の可能性
を探求する「環境共生学概
論４（1単位）」を、より広
範な視角から「持続可能な
開発」の可能性を探る「グ
ローバル共生社会論（1単
位）」として学部共通発展
科目の必修科目に位置付
け、学部共通基礎科目の
「コミュニティ創成論」を
選択科目から必修科目に変
更する。また、学部共通基
礎科目の「国際開発援助論
（JICA)1」、「国際開発援
助論（JICA)2」を選択科目
から必修科目に変更した。
　国際人間科学部は、深い
人間理解と他者への共感を
もって地球的規模の課題に
向き合い、「グローバル共
生社会」の実現に貢献する
「協働型グローバル人材」
を養成することを目的とす
る。そのため、グローバル
イシューに係る様々な社会
問題の発見とその克服に向
けた知見を修得する科目
を、下記の通り必修化する
ことで、「協働型グローバ
ル人材」として基礎的素養
を育成する学部共通科目の
充実化を図った。(29)
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設　置　時

（29年5月）

　提案されている「発
達コミュニティ」の概
念に鑑みれば、児童、
高齢者、障害者等がそ
のコミュニティの中で
営まれる「包括的ケア
システムの形成」や
「雇用を含めた持続可
能性」等を取り扱う必
修科目を充実させるこ
とが必要。

留意事項

　児童、高齢者、障害者等
がそのコミュニティの中で
営まれる「包括的ケアシス
テムの形成」や「雇用を含
めた持続可能性」等を取り
扱う必修科目を充実させる
ため、学科展開科目に必修
科目として「包括支援シス
テム論」を新設した。
　「グローバル共生社会」
にあって、人間発達を実現
する“持続可能なコミュニ
ティ”を構築するために
は、そこに生きる多様な
人々（児童や高齢者、障害
者等）が“善き生（well-
being）”を獲得する上で、
住まい・医療・介護・予
防・生活支援・雇用支援等
が一体となった包括的な支
援体制が欠かせない。そこ
で、こうした包括的ケアシ
ステムの概念や構築のプロ
セスについて論じる科目を
充実させるため、コミュニ
ティの特性に応じた包括的
な支援の在り方や仕組み作
りについて論じる「包括支
援システム論」を本学科の
必修科目として新設し、
「発達コミュニティ」の概
念に適合した科目内容の充
実を図った。(29)

　　　　してください。

　　　・　同一設置者が設置する既設学部等に付された意見は、当該大学から提出される全ての報告書に

　　　　記入してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

　　　・　ファカルティ・ディベロップメントに関する事項

７　その他全般的事項

＜国際人間科学部　発達コミュニティ学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　自己評価委員会

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　原則、月１回（5人）

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　・　学生による授業評価に関する事項

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　　・　FD研修会の企画・立案

　　　・　授業評価アンケートの作成

　　　・　教員相互の授業参観

　ｂ　実施方法

　　　・　具体的な実施方法については，現在検討中

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　・　具体的な実施方法については，現在検討中

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　・　授業評価アンケートの結果を踏まえて，各教員が自己評価を行うとともに，全教員で共有して意見交換を行

　　　　う。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　・　実施予定（H29.6～）

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　　・　ホームページ（学内限定）により公開予定。本学教務システムを利用し、アンケートを実施予定。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

該 当 な し
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（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　・　教員配置、設備、授業科目、教育委員会との連携等、計画通りに開設できたことにより、概ね十分な

　　　　達成状況であると考える。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・　自己点検・評価の結果の公表は，平成32年度を予定している。

　ｂ　公表方法

　　・　自己点検・評価報告書を刊行するとともに，大学ホームページ上に公開予定

③　認証評価を受ける計画

　　・　次期評価期間内（H27～H33）の評価を受けるべく，学内で検討中

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（  　平成 29 年　5 月 中旬     ）
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ タケダ　ヒロシ ）

武田　廣

（平成27年4月1日）

（ ミズタニ　フミトシ ）

水谷　文俊

（平成27年4月1日）

（ オカダ　アキヒロ ）

岡田　章宏

（平成29年4月1日）

（ ヒラヤマ　ヨウスケ ）

平山　洋介

（平成29年4月1日）

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

学　　長

（４） 管理運営組織

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国立大学法人神戸大学

　　　　（兵庫県神戸市灘区六甲台町１－１）

学 部 長

学 科 長

　　　　　兵庫県神戸市灘区鶴甲３丁目１１

職　　名

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒６５７－８５０１

（３） 大学の位置

　　　　　兵庫県神戸市灘区鶴甲１丁目２－１

理　　事

　　　　神戸大学

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２９年度に報告する内容　→（29）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２７年度に報告済の内容　→（27）

　　　　記入してください。
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　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成２６年度開設の４年制の学科の場合（平成２９年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　

国際人間科学部

　 学士（学術）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

411

( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

314

( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

84

( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

83

( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

1.03倍

備　　考

80
(　　 　) (　　 　)

人

備　　考
学位又は学科

の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

1.03

(　　 　)

[  －  ] [ 　　　 ] [ 　　　 ] [ 　　　 ]

(　－　)

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度
平均入学定員

超 過 率

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

３年次

法学関係、経済
学関係、社会

学・社会福祉学
関係、理学関

係、工学関係、
農学関係、家政

関係

環境共生学科

調査対象学部等の
名称（学位）

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

4 80 3 326

年 人 年次

人
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

83

[ － ] [　 　] [　 　] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（－） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　]

（　　）（　　）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

備　　　　　考
平成３１年度

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

　　　　さい。

（　－　） （　　　　 ） （　　　　 ） （　　　　 ）

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

計

83

[　－ 　] [　　　　 ] [　　　　 ] [　　　　 ]

１年次

２年次

３年次

４年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２９年度 平成３０年度 平成３２年度
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

人 0 人 平成３２年度 人 人 ％

83 人 0 人 0.00 ％

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成３２年度
入学者

平成２９年度
入学者

平成３０年度
入学者

平成３１年度
入学者

退学者数

人83

入学者数（b） 退学者数（a）
退学者数（内訳）

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２９年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

人

0

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。　

％

％

％

人 0

合　　計

0 0.00

人

人

人
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２　授業科目の概要

＜国際人間科学部　環境共生学科＞

（１） 授業科目表

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

全
学
共
通
授
業
科
目

基
礎
教
養
科
目

人
文
系

哲学 1②-2④ 1 兼2

心理学A 1②-2④ 1 兼2

心理学B 1②-2④ 1 兼1

論理学 1②-2④ 1 兼2

教育学A 1②-2④ 1 兼2

教育学B 1②-2④ 1 兼1

倫理学 1②-2④ 1 兼2

社
会
科
学
系

法学A 1②-2④ 1 兼2

法学B 1②-2④ 1 兼2

政治学A 1②-2④ 1 兼1

政治学B 1②-2④ 1 兼1

経済学A 1②-2④ 1 兼2

経済学B 1②-2④ 1 兼2

社会学 1②-2④ 1 兼2

地理学 1②-2④ 1 兼2

生
命
科
学
系

医学A 1②-2④ 1

医学B 1②-2④ 1

兼1

兼1

保健学A 1②-2④ 1 兼1

保健学B 1②-2④ 1 兼1

健康科学A 1②-2④ 1 兼1

健康科学B 1②-2④ 1 兼1

生物学A 1②-2④ 1 兼2

生物学B 1②-2④ 1 兼2

生物学C 1②-2④ 1 兼2

自
然
科
学
系

数学A 1②-2④ 1

数学B 1②-2④ 1

兼2

1 兼1

数学C 1②-2④ 1 兼2

物理学A 1②-2④ 1 兼1

物理学B 1②-2④ 1 兼1

化学A 1②-2④ 1 兼2

化学B 1②-2④ 1 兼2

化学C 1②-2④ 1 兼2

化学D 1②-2④ 1 兼2

惑星学A 1②-2④ 1 兼2

惑星学B 1②-2④ 1 兼2

惑星学C 1②-2④ 1 兼2

情報学A 1②-2④ 1 兼2

情報学B 1②-2④ 1 兼2

（

１
）

多
文
化
理
解

教育と人間形成 1②-2④ 1 兼1

文学A 1②-2④ 1 兼2

文学B 1②-2④ 1 兼2

言語科学A 1②-2④ 1 兼2

言語科学B 1②-2④ 1 兼1

芸術と文化A 1②-2④ 1 兼1

芸術と文化B 1②-2④ 1 兼2

日本史A 1②-2④ 1 兼2

日本史B 1②-2④ 1 兼2

東洋史A 1②-2④ 1 兼1

東洋史B 1②-2④ 1 兼1

ｱｼﾞｱ史A 1②-2④ 1 兼2

ｱｼﾞｱ史B 1②-2④ 1 兼2

西洋史A 1②-2④ 1 兼1

西洋史B 1②-2④ 1 兼1
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全
学
共
通
授
業
科
目

総
合
教
養
科
目

（

１
）

多
文
化
理
解

考古学A 1②-2④ 1 兼2

考古学B 1②-2④ 1 兼2

芸術史A 1②-2④ 1 兼1

芸術史B 1②-2④ 1 兼1

美術史A 1②-2④ 1 兼1

美術史B 1②-2④ 1 兼1

科学史A 1②-2④ 1 兼1

科学史B 1②-2④ 1 兼1

社会思想史 1②-2④ 1 兼1

文化人類学 1②-2④ 1 兼2

現代社会論A 1②-2④ 1 兼1

現代社会論B 1②-2④ 1 　 兼1

越境する文化 1②-2④ 1 兼2

生活環境と技術 1②-2④ 1 1 兼1

学校教育と社会 1②-2④ 1 兼1

カタチの文化学A 1②-2④ 1 兼1

カタチの文化学B 1②-2④ 1 兼1

（

２
）

自
然
界
の
成
り
立
ち

科学技術と倫理 1②-2④ 1 兼1

現代物理学が描く世界 1②-2④ 1 兼2

身近な物理法則 1②-2④ 1 兼1

カタチの自然学 1②-2④ 1 兼1

ものづくりと科学技術A 1②-2④ 1 兼2

ものづくりと科学技術B 1②-2④ 1 兼2

生命科学A 1②-2④ 1 兼1

生命科学B 1②-2④ 1 兼1

生物資源と農業A 1②-2④ 1 兼1

生物資源と農業B 1②-2④ 1 兼1

生物資源と農業C 1②-2④ 1 兼1

生物資源と農業D 1②-2④ 1 兼1

（

３
）

グ
ロ
ー

バ
ル
イ
シ
ュ
ー

環境学入門A 1②-2④ 1

環境学入門B 1②-2④ 1

兼1

兼1

社会と人権A 1②-2④ 1 兼2

社会と人権B 1②-2④ 1 兼2

男女共同参画とｼﾞｪﾝﾀﾞｰA 1②-2④ 1 兼1

男女共同参画とｼﾞｪﾝﾀﾞｰB 1②-2④ 1 兼1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ育成基礎演習 1②-2④ 2 兼1

EU基礎論 1②-2④ 1 兼2

国際協力の現状と課題A 1②-2④ 1 兼1

国際協力の現状と課題B 1②-2④ 1 兼1

政治と社会 1②-2④ 1 兼3

社会生活と法 1②-2④ 1 兼2

国家と法 1②-2④ 1 兼2

現代の経済A 1②-2④ 1 兼2

現代の経済B 1②-2④ 1 兼2

経済社会の発展 1②-2④ 1 兼2

企業と経営 1②-2④ 1 兼2

地球史における生物の変遷 1②-2④ 1 兼2

生物の環境適応 1②-2④ 1 1 兼1

人間活動と地球生態系 1②-2④ 1 1 兼1

食と健康A 1②-2④ 1 兼2

食と健康B 1②-2④ 1 兼2

資源･材料とｴﾈﾙｷﾞｰA 1②-2④ 1 兼2

資源･材料とｴﾈﾙｷﾞｰB 1②-2④ 1 兼2

（

４
）

E
S
D

ESD基礎(持続可能な社会づくり1)A 1②-2④ 1 兼1

ESD基礎(持続可能な社会づくり1)B 1②-2④ 1 兼1

ESD論(持続可能な社会づくり2)A 1②-2④ 1 兼1

ESD論(持続可能な社会づくり2)B 1②-2④ 1 兼1

ESD生涯学習論A 1②-2④ 1 兼1

ESD生涯学習論B 1②-2④ 1 兼1

ESDﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ論 1②-2④ 1 兼1
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Advanced English Communication B1
で代替することができる。

Advanced English Communication B2
で代替することができる。

全学共通授業科目の見直しのため(29)

全学共通授業科目の見直しのため(29)

Advanced English Literacy B1で代
替することができる。

Advanced English Literacy B2で代
替することができる。

全学共通授業科目の見直しのため(29)

全学共通授業科目の見直しのため(29)

外
国
語
第
Ⅱ

外
国
語
科
目

全
学
共
通
授
業
科
目

外
国
語
第
Ⅰ

総
合
教
養
科
目

（

５
）

キ
ャ

リ
ア
科
目

企業社会論A 1②-2④ 1 兼1

企業社会論B 1②-2④ 1 兼1

職業と学び-ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝを考えるA 1②-2④ 1 兼1

職業と学び-ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝを考えるB 1②-2④ 1 兼1

社会基礎学(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材に不可欠な教養) 1②-2④ 2 兼1

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと社会貢献活動A 1②-2④ 1 兼1

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと社会貢献活動B 1②-2④ 1 兼1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾁｬﾚﾝｼﾞ実習 1②-2④ 1又は2

（

６
）

神
戸
学

神戸大学史A 1②-2④ 1

神戸大学史B 1②-2④ 1

兼1

兼1

神戸大学の研究最前線A 1②-2④ 1 兼1

神戸大学の研究最前線B 1②-2④ 1 兼1

阪神･淡路大震災A 1②-2④ 1

阪神･淡路大震災B 1②-2④ 1 兼1

兼1

瀬戸内海学入門 1②-2④ 2

海への誘い 1②-2④ 2

兼1

兼1

English Communication A2 1② 0.5

English Communication A1 1① 0.5

兼10

兼10

兼9

English Communication B2 1④ 0.5

English Communication B1

Advanced English Communication B1 1③ 0.5

1③ 0.5

兼3

兼9

English Literacy A1 1① 0.5

Advanced English Communication B2 1④ 0.5

兼10

兼3

English Literacy B1 1③ 0.5

English Literacy A2 1② 0.5

兼10

兼10

Advanced English Literacy B1 1③ 0.5

English Literacy B2 1④ 0.5

兼3

兼10

Autonomous English 1 1① 0.5

Advanced English Literacy B2 1④ 0.5

兼12

兼3

Advanced English A1 2①･2③ 0.5

Autonomous English 2 1② 0.5

兼1

兼12

Advanced English B 2①-2④ 0.5

Advanced English A2 2②･2④ 0.5

兼1

兼1

兼1Advanced English C 2①･2② 1

ﾄﾞｲﾂ語初級A1 1① 0.5

ﾄﾞｲﾂ語初級A2 1② 0.5

兼3

兼3

ﾄﾞｲﾂ語初級B1 1① 0.5 兼2

ﾄﾞｲﾂ語初級B2 1② 0.5 兼2

ﾄﾞｲﾂ語初級A3 1③ 0.5 兼4

ﾄﾞｲﾂ語初級A4 1④ 0.5 兼4

ﾄﾞｲﾂ語初級B3 1③ 0.5 兼3

ﾄﾞｲﾂ語初級B4 1④ 0.5 兼3

ﾄﾞｲﾂ語初級SA3 1③ 0.5 兼1

ﾄﾞｲﾂ語初級SA4 1④ 0.5 兼1

ﾄﾞｲﾂ語初級SB3 1③ 0.5 兼1

ﾄﾞｲﾂ語初級SB4 1④ 0.5 兼1

ﾄﾞｲﾂ語中級C1 2① 0.5 兼1

ﾄﾞｲﾂ語中級C2 2② 0.5 兼1

ﾌﾗﾝｽ語初級A1 1① 0.5 兼3

ﾌﾗﾝｽ語初級A2 1② 0.5 兼3

ﾌﾗﾝｽ語初級B1 1① 0.5 兼2

ﾌﾗﾝｽ語初級B2 1② 0.5 兼2

ﾌﾗﾝｽ語初級A3 1③ 0.5 兼4

ﾌﾗﾝｽ語初級A4 1④ 0.5 兼4

ﾌﾗﾝｽ語初級B3 1③ 0.5 兼3

ﾌﾗﾝｽ語初級B4 1④ 0.5 兼3

ﾌﾗﾝｽ語初級SA3 1③ 0.5 兼1

ﾌﾗﾝｽ語初級SA4 1④ 0.5 兼1

ﾌﾗﾝｽ語初級SB3 1③ 0.5 兼1

ﾌﾗﾝｽ語初級SB4 1④ 0.5 兼1

ﾌﾗﾝｽ語中級C1 2① 0.5 兼1
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外
国
語
第
Ⅱ

外
国
語
科
目

全
学
共
通
授
業
科
目

外
国
語
第
Ⅲ

情報科目

ﾌﾗﾝｽ語中級C2 2② 0.5 兼1

中国語初級A1 1① 0.5 兼3

中国語初級A2 1② 0.5 兼3

中国語初級B1 1① 0.5 兼3

中国語初級B2 1② 0.5 兼3

中国語初級A3 1③ 0.5 兼5

中国語初級A4 1④ 0.5 兼5

中国語初級B3 1③ 0.5 兼4

中国語初級B4 1④ 0.5 兼4

中国語初級SA3 1③ 0.5 兼1

中国語初級SA4 1④ 0.5 兼1

中国語初級SB3 1③ 0.5 兼1

中国語初級SB4 1④ 0.5 兼1

中国語中級C1 2① 0.5 兼1

中国語中級C2 2② 0.5 兼1

ﾛｼｱ語初級A1 1① 0.5 兼1

ﾛｼｱ語初級A2 1② 0.5 兼1

ﾛｼｱ語初級B1 1① 0.5 兼1

ﾛｼｱ語初級B2 1② 0.5 兼1

ﾛｼｱ語初級A3 1③ 0.5 兼1

ﾛｼｱ語初級A4 1④ 0.5 兼1

ﾛｼｱ語初級B3 1③ 0.5 兼1

ﾛｼｱ語初級B4 1④ 0.5 兼1

ﾛｼｱ語中級C1 2① 0.5 兼1

ﾛｼｱ語中級C2 2② 0.5 兼1

第三外国語(ﾄﾞｲﾂ語)T1 2① 0.5

第三外国語(ﾄﾞｲﾂ語)T2 2② 0.5

第三外国語(ﾄﾞｲﾂ語)T3 2③ 0.5

第三外国語(ﾄﾞｲﾂ語)T4 2④ 0.5

第三外国語(ﾌﾗﾝｽ語)T1 2① 0.5

第三外国語(ﾌﾗﾝｽ語)T2 2② 0.5

第三外国語(ﾌﾗﾝｽ語)T3 2③ 0.5

第三外国語(ﾌﾗﾝｽ語)T4 2④ 0.5

第三外国語(韓国語)T1 2① 0.5

第三外国語(韓国語)T2 2② 0.5

第三外国語(韓国語)T3 2③ 0.5

第三外国語(韓国語)T4 2④ 0.5

第三外国語(ｽﾍﾟｲﾝ語)T1 2① 0.5

第三外国語(ｽﾍﾟｲﾝ語)T2 2② 0.5

第三外国語(ｽﾍﾟｲﾝ語)T3 2③ 0.5

第三外国語(ｽﾍﾟｲﾝ語)T4 2④ 0.5

第三外国語(ｲﾀﾘｱ語)T1 2① 0.5

第三外国語(ｲﾀﾘｱ語)T2 2② 0.5

第三外国語(ｲﾀﾘｱ語)T3 2③ 0.5

第三外国語(ｲﾀﾘｱ語)T4 2④ 0.5

情報基礎 1① 1 兼3

健
康
・
ス
ポ
―

ツ
科
学

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学講義A 1③ 1 　 兼1

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学講義B 1③ 1 兼1

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学講義C 1③ 1 兼1

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学実習基礎1 1① 0.5 　 兼10

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学実習基礎2 1② 0.5 　 兼10

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学実習1 1③ 0.5 兼8

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学実習2 1④ 0.5 兼8
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専
門
科
目

学
部
専
門
科
目

学
部
共
通
基
礎
科
目

初年次ｾﾐﾅｰ 1① 1 1 3 兼15

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 1② 1 　 　 兼2

協働型ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ論 1① 1 1 兼1

国際開発援助論(JICA)1 1① 1 兼4

国際開発援助論(JICA)2 1② 1 兼8

ｺﾐｭﾆﾃｨ創成論 2① 1 兼4

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ基礎論 1③ 1 兼3

異文化間教育論1 1③ 1  兼1

異文化間教育論2 1④ 1  兼1

ｿｰｼｬﾙｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄ論 1② 1 　 兼1

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1 1③ 　 1  兼7

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2 1④ 　 1  兼7

学
部
共
通
発
展
科
目

外国語実習A 1～4 1

外国語実習B 1～4 2

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実習A 1～4 1

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実習B 1～4 2

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ実習A 1～4 1

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ実習B 1～4 2

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ方法論 2① 1 兼2

情報発信演習1 2① 1   兼5

情報発信演習2 2② 1   兼5

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習1 2③ 1   兼4

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習2 2④ 1   兼4

Academic Communication(英)A 2① 1  兼6

Academic Communication(英)B 2②  1  兼6

Academic Writing(英)A 2③ 1  兼6

Academic Writing(英)B 2④ 1  兼6

TOEFL演習A 1③ 1  兼3

TOEFL演習B 1④ 1  兼3

TOEIC演習A 2① 1  兼3

TOEIC演習B 2② 1  兼3

English Presentation SkillsA 3① 1  兼4

English Presentation SkillsB 3② 1  兼4

English for Professional PurposesA 3③ 1  兼4

English for Professional PurposesB 3④ 1  兼4

Academic Communication (独)A 2① 1 　 兼2

Academic Communication (独)B 2② 1 　 兼2

Academic Communication (仏)A 2① 1 　 兼2

Academic Communication (仏)B 2② 1 　 兼2

Academic Communication(中)A 2① 1  兼1

Academic Communication(中)B 2② 1  兼1

Academic Communication(露)A 2① 1 兼1

Academic Communication(露)B 2② 1 兼1

Academic Writing (独)A 2③ 1 　 兼2

Academic Writing (独)B 2④ 1 　 兼2

Academic Writing (仏)A 2③ 1 　 兼2

Academic Writing (仏)B 2④ 1 　 兼2

Academic Writing(中)A 2③ 1  兼1

Academic Writing(中)B 2④ 1  兼1

Academic Writing(露)A 2③ 1 兼1

Academic Writing(露)B 2④ 1 兼1

ｽﾍﾟｲﾝ語入門1 2① 1 兼1

ｽﾍﾟｲﾝ語入門2 2② 1 兼1

ｽﾍﾟｲﾝ語入門3 2③ 1 兼1

ｽﾍﾟｲﾝ語入門4 2④ 1 兼1

ｺﾘｱ語入門1 2① 1 兼1
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受講生数の増加により，開講クラス
を追加（29）

受講生数の増加により，開講クラス
を追加（29）

教育課程の充実のため（29）

教育課程の充実のため（29）

教育課程の充実のため（29）

教育課程の充実のため（29）

専
門
科
目

学
部
専
門
科
目

学
部
共
通
発
展
科
目

ｺﾘｱ語入門2 2② 1 兼1

ｺﾘｱ語入門3 2③ 1 兼1

ｺﾘｱ語入門4 2④ 1 兼1

ﾗﾃﾝ語入門1 2① 1 兼1

ﾗﾃﾝ語入門2 2② 1 兼1

ﾗﾃﾝ語入門3 2③ 1 兼1

ﾗﾃﾝ語入門4 2④ 1 兼1

ｲﾀﾘｱ語入門1 2① 1 兼1

ｲﾀﾘｱ語入門2 2② 1 兼1

ｲﾀﾘｱ語入門3 2③ 1 兼1

ｲﾀﾘｱ語入門4 2④ 1 兼1

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習A 1① 1  兼2
兼1

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習B 1② 1  兼2
兼1

Cultures and Societies in JapanA 2① 1 兼1

Cultures and Societies in JapanB 2② 1  兼1

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 2① 1 兼1

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 2② 1 兼1

日本語文法基礎 1①～4④ 1 兼5

実践日本語基礎 1①～4④ 1 兼5

日本語･日本文化基礎演習 1①～4④ 1 兼5

途上国農村地域開発論 2･3③ 2 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ共生社会論 1④ 1 兼1

ESD演習Ⅰ1 2① 1 兼1

ESD演習Ⅰ2 2② 1 兼1

ESD演習Ⅱ1 2③ 1 兼1

ESD演習Ⅱ2 2④ 1 兼1

グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
（

G
S
P
）

科
目

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論 1① 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習 1② 1

1 2 兼6

1 4 兼15

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ) 1①～3① 1  1 1 兼4

留学型GSｺｰｽ 1①～3④ 3  1 1 兼4

実践型GSｺｰｽ 1①～3④ 3  1 1 兼4

研修型GSｺｰｽ 1①～3④ 3  1 1 兼4

GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ) 1④～3④ 1  1 1 兼4

学
科
専
門
科
目

共
通
専
門
基
礎
科
目
（

環
境
共
生
学
科
）

物理学入門 1① 1

熱力学基礎 1④ 1

1 兼1

力学基礎1 1① 1 兼1

力学基礎2 1② 1 兼1

電磁気学基礎1 1③ 1 兼1

電磁気学基礎2 1④ 1 兼1

連続体力学基礎 1③ 1 兼1

兼1

量子力学基礎 2① 1 兼1

相対論基礎 2② 1 兼1

物理学実験 2① 2 兼1

基礎無機化学1 1① 1 兼1

基礎無機化学2 1② 1 兼1

基礎有機化学1 1③ 1 1

基礎有機化学2 1④ 1 1

生物学概論A1 1① 1 1

生物学概論A2 1② 1 1

生物学各論A1 1③ 1 兼1

生物学各論A2 1④ 1 兼1

生物学各論C1 1③ 1 兼1

生物学各論C2 1④ 1 兼1

基礎地学1 1① 1 兼1

基礎地学2 1② 1 兼1

線形代数入門1 1① 1 兼1

線形代数入門2 1② 1 兼1

線形代数1 1① 1 1 兼1

線形代数2 1② 1 1 兼1

線形代数3 1③ 1 1 兼1

線形代数4 1④ 1 1 兼1

微分積分入門1 1③ 1 1
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担当教員が昇任したため（29）

専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

共
通
専
門
基
礎
科
目
（

環
境
共
生
学
科
）

微分積分入門2 1④ 1 1

微分積分1 1① 1 1

微分積分2 1② 1 1 兼1

微分積分3 1③ 1 兼1

微分積分4 1④ 1 兼1

数理統計1 1③ 1 1

数理統計2 1④ 1 1

法律学 1･2④ 2 1

経済学 1･2① 2 1 1

政治学 1･2② 2 1

人文地理学 1･2③ 2 1

外国史 1･2② 2 1

社会学 1･2④ 2 1

日本史 1･2③ 2 1

倫理学 1･2① 2 1

学
科
共
通
科
目
（

環
境

共
生
学
科
）

環境共生学概論1 1① 1 3 4

環境共生学概論2 1② 1 3 4

環境共生学概論3 1③ 1 1 6

地球環境学1 1③ 1 12 15 1

地球環境学2 1④ 1 12 15 1

学
科
コ
ア
科
目
（

環
境
共
生
学
科
）

環境物理学A 2② 2 2 1

環境物理学B 2④ 2 2 1

環境物質科学A 2② 2 1 兼1

環境物質科学B 2④ 2 1 兼1

環境生命科学A 2① 2 1 1

環境生命科学B 2③ 2 1 1

環境地球科学A 2① 2 1 1

環境地球科学B 2③ 2 1 1

数理科学基礎 2① 2 1

統計的問題解決法 2① 2 1

数理科学入門(統計系) 2② 2 1

数理科学入門(代数系) 2③ 2 1

数理科学入門(幾何系) 2③ 2 1

数理科学入門(解析系) 2④ 2 1

計算機科学入門 2① 2 2 1

数理ﾓﾃﾞﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 2② 2 2 1

環境基礎科学実験A1(主に地学) 2③ 1 1 1

環境基礎科学実験A2(主に地学) 2④ 1 1 1

環境基礎科学実験B1(主に生物学) 2① 1 3 3

環境基礎科学実験B2(主に生物学) 2② 1 3 3

環境基礎科学実験C1(主に化学) 2③ 1 3

環境基礎科学実験C2(主に化学) 2④ 1 3

環境社会学 2･3② 2 1

環境思想史 2･3② 2 1

公害･環境史 2･3① 2 1

環境経済学 2① 2 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ開発政策論 2･3③ 2 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ都市地域論 2･3② 2 1

地域環境資源論 2① 2 1

生活空間計画論 2① 2 1

緑地環境論 2① 2 1

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ論A 2① 2 兼1

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ論B 2② 2 兼1

高齢者環境論 2③ 2 兼1

こども環境論 2④ 2 1

市民科学教育論 1④ 1 1

学
科
展
開
科
目
（

環
境
共
生
学

科
）

宇宙環境物理学 2③ 2

地球環境物理学 3① 2

1

1

大気環境学 2④ 2 兼1

環境基礎物理学A 3① 2 1

環境基礎物理学B 3③ 2 兼1

環境地球化学 3① 2 1

地球環境変動史 3③ 2 1
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担当教員が昇任したため（29）

担当教員が昇任したため（29）

専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

学
科
展
開
科
目
（

環
境
共
生
学
科
）

生物多様性科学 2④

環境高分子化学 3③

環境物理学特別演習1

2 1

生態学 3① 2 1

環境資源植物科学 2③ 2 1

環境生理学 3③ 2 1

分子生物学 3① 2 1

2 1

環境生命化学 3③ 2 1

環境無機化学 2④ 2 兼1

環境ｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ 2･3① 2 1

環境数値解析 2③ 2 1

4① 0.5 2 1

環境物理学特別演習2 4② 0.5 2 1

環境物理学特別演習3 4③ 0.5 2 1

環境物理学特別演習4 4④ 0.5 2 1

計算代数A 3･4① 2 1

計算代数B 3･4① 2 1

複雑系の幾何学 3① 2 1

環境ﾓﾃﾞﾙ解析A 3･4② 2 1

環境ﾓﾃﾞﾙ解析B 3･4② 2 1

多変量解析 3① 2 1

実験計画法 3② 2 1

情報数理A 3･4② 2 1

情報数理B 3･4② 2 1

数理科学研究A 3③ 1 兼1

数理科学研究B 3④ 1 兼1

野外生物学実習 3② 2 1 1

環境応用科学実験A1(地球環境) 3① 1 1 1

環境応用科学実験A2(地球環境) 3② 1 1 1

環境応用科学実験B1(生物環境) 3③ 1 3 3

環境応用科学実験B2(生物環境) 3④ 1 3 3

環境応用科学実験C1(物質環境) 3① 1 2 兼1

環境応用科学実験C2(物質環境) 3② 1 2 兼1

環境応用科学実験D1(環境物理) 3③ 1 2 1

環境応用科学実験D2(環境物理) 3④ 1 2 1

環境基礎科学演習1 3① 1 7 8

環境基礎科学演習2 3② 1 7 8

環境基礎科学演習3 3③ 1 7 8

環境基礎科学演習4 3④ 1 7 8

社会環境変動史 2･3④ 2 1

環境法 2･3① 2 1

環境政策論 2③ 2 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ平和論 2･3③ 2 2

労働環境史 2･3④ 2 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ経済環境史 2･3④ 2 1

福祉環境ｼｽﾃﾑ論 2･3③ 2 1 1

地域空間ｼｽﾃﾑ論 2･3② 2 1

環境ｼｽﾃﾑ設計論 2③ 1 1

合意形成ﾌﾟﾛｾｽ論 3③ 1 1

地域景観生態論 2③ 2 1

社会文化環境論 2･3② 2 1

地域社会共生論 2･3① 2 1

地域復興政策論 2･3③ 2 1 1

衣環境論 2② 2 1

食環境論A 2② 2 1

食環境論B 2④ 2 1

住環境論 2③ 2 1

ｱﾌﾟﾗｲｱﾝｽ環境論 2② 2 1

ｽﾏｰﾄ･ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ 2④ 2 1

環境形成科学調査法1 3① 1 2

環境形成科学調査法2 3③ 1 1 2

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ実習 2･3③ 2 1

日本社会文化論A 1① 1 兼1

日本社会文化論B 1② 1 兼1
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専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

学
科
展
開
科
目
（

環
境
共
生
学
科
）

近現代社会思想論A 1③

文化人類学2 1②

近現代政治思想論A

1 兼1

近現代社会思想論B 1④ 1 兼1

現代社会理論A 1① 1 兼1

現代社会理論B 1② 1 兼1

文化人類学1 1① 1 兼1

1 兼1

国際関係論A 1① 1 兼1

国際関係論B 1② 1 兼1

日本歴史文化論A 2① 1 兼1

日本歴史文化論B 2② 1 兼1

2① 1 兼1

近現代政治思想論B 2② 1 兼1

近現代経済思想論1 2③ 1 兼1

近現代経済思想論2 2④ 1 兼1

ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ社会文化論A 2① 1 兼1

ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ社会文化論B 2② 1 兼1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ正義論A 2③ 1 兼1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ正義論B 2④ 1 兼1

現代民族誌学1 2③ 1 兼1

現代民族誌学2 2④ 1 兼1

比較民族学1 2① 1 兼1

比較民族学2 2② 1 兼1

平和構築論A 2③ 1 兼1

平和構築論B 2④ 1 兼1

健康心理学1 2③ 1 兼1

健康心理学2 2④ 1 兼1

心理ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｻｰﾁ1 2① 1 兼8

心理ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｻｰﾁ2 2② 1 兼8

深層心理学1 2③ 1 兼1

深層心理学2 2④ 1 兼1

身体機能の適応1 2① 　 1 兼1

身体機能の適応2 2② 　 1 兼1

家族の発達と病理1 2① 1 兼2

家族の発達と病理2 2② 1 兼2

ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ1 3① 1 兼1

ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ2 3② 1 兼1

加齢の社会心理学1 2③ 1 兼1

加齢の社会心理学2 2④ 1 兼1

ﾌｧｯｼｮﾝ文化論 3① 1 兼1

都市と建築の20世紀1 2③ 1 兼1

都市と建築の20世紀2 2④ 1 兼1

国際環境法 3･4③ 1 兼1

社会調査法1 3① 1 兼1

社会調査法2 3② 1 兼1

環境形成科学実験A 3② 2 1

環境形成科学実験B 3② 2 1

環境形成科学実験C 3② 1 1

環境形成科学実験D 3④ 1 1

環境形成科学実習A 3④ 2 1

環境形成科学実習B 3④ 2 1

環境形成科学演習1 3① 1 6 10 1

環境形成科学演習2 3② 1 6 10 1

環境形成科学演習3 3③ 1 6 10 1

環境形成科学演習4 3④ 1 6 10 1

卒業研究 4通 10 13 23 1

資
格
免
許
の
た
め
の
科
目

日本国憲法1 2③ 1

日本国憲法2 2④ 1

兼1

兼1

教職論（中・高）1 1 1 兼1

教職論（中・高）2 1 1 兼1

教育原理1 1① 1 兼1

教育原理2 1② 1 兼1

教育史1 2① 1 兼1

教育史2 2② 1 兼1



133

資
格
免
許
の
た
め
の
科
目

教育行政学（中・高）1 1① 1 兼1

教育行政学（中・高）2 1② 1 兼1

教育経営学（中・高）1 2① 1 兼1

教育経営学（中・高）2 2② 1 兼1

中等ｶﾘｷｭﾗﾑ論1 2 1 兼1

中等ｶﾘｷｭﾗﾑ論2 2 1 兼1

中等道徳教育論1 2 1 兼1

中等道徳教育論2 2 1 兼1

中等特別活動指導論1 3① 1 兼1

中等特別活動指導論2 3② 1 兼1

中等学習指導論1 2 1 兼1

中等学習指導論2 2 1 兼1

中等生徒指導論1 3① 1 兼1

中等生徒指導論2 3② 1 兼1

中等教育事前･事後指導 3･4 1 兼1

中学校教育実地研究A 3･4 2 兼1

中学校教育実地研究B 3･4 2 兼1

高等学校教育実地研究 3･4 2 兼1

教職実践演習(中･高)1 4③ 1 兼1

教職実践演習(中･高)2 4④ 1 兼1

工芸実践演習1 2③ 1 兼1

工芸実践演習2 2④ 1 兼1

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ1 1③ 1 兼1

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ2 1④ 1 兼1

先端表現演習1 3① 1 兼1

先端表現演習2 3② 1 兼1

英語科教育論A1 2 1 兼1

英語科教育論A2 2 1 兼1

英語科教育論B1 2③ 1 兼1

英語科教育論B2 2④ 1 兼1

英語科教育論C1 3 1 兼1

英語科教育論C2 3 1 兼1

英語科教育論D1 3③ 1 兼1

英語科教育論D2 3④ 1 兼1

保健体育科教育論A1 2① 1 兼1

保健体育科教育論A2 2② 1 兼1

保健体育科教育論B1 2③ 1 兼1

保健体育科教育論B2 2④ 1 兼1

保健体育科教育論C1 3･4① 1 兼1

保健体育科教育論C2 3･4② 1 兼2

保健体育科教育論D1 3･4① 1 兼1

保健体育科教育論D2 3･4② 1 兼1

音楽科教育論A1 2① 1 兼1

音楽科教育論A2 2② 1 兼1

音楽科教育論B1 2③ 1 兼1

音楽科教育論B2 2④ 1 兼1

音楽科教育論C1 3･4① 1 兼1

音楽科教育論C2 3･4② 1 兼1

音楽科教育論D1 3･4③ 1 兼1

音楽科教育論D2 3･4④ 1 兼1

美術科教育論A1 2･3 1 兼1

美術科教育論A2 2･3 1 兼1

美術科教育論B1 2･3 1 兼1

美術科教育論B2 2･3 1 兼1

美術科教育論C1 2･3 1 兼1

美術科教育論C2 2･3 1 兼1

美術科教育論D1 2･3 1 兼1

美術科教育論D2 2･3 1 兼1

理科教育論A 2･3 2 兼1

理科教育論B 2･3 2 兼1

理科教育論C 2･3 2 兼1

理科教育論D 2･3 2 兼1

数学科教育論A1 2① 1 兼1
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数学科教育論A2 2② 1 兼1

数学科教育論B1 2③ 1 兼1

数学科教育論B2 2④ 1 兼1

数学科教育論C1 3① 1 1

数学科教育論C2 3② 1 1

数学科教育論D1 3③ 1 1

数学科教育論D2 3④ 1 1

家庭科教育論A 2･3 2 兼1

家庭科教育論B 2･3 2 兼1

家庭科教育論C1 2･3 1 1

家庭科教育論C2 2･3 1 1

家庭科教育論D1 2･3 1 1

家庭科教育論D2 2･3 1 1

社会科教育論A1 2 1 兼1

社会科教育論A2 2 1 兼1

社会科教育論B1 2 1 兼1

社会科教育論B2 2 1 兼1

公民科教育論1 2 1 兼1

公民科教育論2 2 1 兼1

社会科･公民科教育論1 2･3 1 兼1

社会科･公民科教育論2 2･3 1 兼1

地歴科教育論1 2･3 1 兼1

地歴科教育論2 2･3 1 兼1

社会科･地歴科教育論1 2 1 兼1

社会科･地歴科教育論2 2 1 兼1

博物館概論1 2① 1 兼1

博物館概論2 2② 1 兼1

博物館経営論1 2③ 1 兼1

博物館経営論2 2④ 1 兼1

博物館資料論1 3③ 1 兼1

博物館資料論2 3④ 1 兼1

博物館展示論1 2① 1 兼1

博物館展示論2 2② 1 兼1

博物館教育論1 2 1 兼1

博物館教育論2 2 1 兼1

博物館情報･ﾒﾃﾞｨｱ論1 2③ 1 兼1

博物館情報･ﾒﾃﾞｨｱ論2 2④ 1 兼1

博物館実習 2･3 3   兼1

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２８年度に認可（届出）された大学等は設置認可（届出）時）より変更されているものは

　　　　赤字見え消し修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。
　　　　

（２） 授業科目数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計（Ａ） 必　修 選　択 自　由 計

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

27 600 0 627 27 608 635

[ 　  ] [　  8] [　　　] [　  8]

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

0

627

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　留意してください。

　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0 ％

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

廃止の理由，代替措置の有無

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

該 当 な し

該 当 な し
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備考

大学全体

大学全体

国費による

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２９年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（29）」を「備考」に赤字で記入してください。

－

学生納付金以外の維持方法の概要 　　　－

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 － －

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

－

－

設備購入費 －

－ － － －

－ －

第６年次

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 － － 図書購入費 － －

プール(25m)2面 室内プール(25m)

ハンドボールコート 馬場

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

1,827 席 3,804,078 冊

(７) 体　　育　　館

面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

6,532 ㎡

テニスコート22面 武道場2面

弓道場2面 洋弓場

（5,704〔2,070〕） （11〔11〕） (16,950) （67） （0）

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

  23,657 ㎡

（67） （0）

計
838,517〔157,971〕　 5,704〔2,070〕　 11〔11〕　 16,950 67 0

（838,517〔157,971〕）

点 点

国際人間科学部
838,517〔157,971〕　 5,704〔2,070〕　 11〔11〕　 16,950 67 0

（838,517〔157,971〕）

機械・器具 標　　本
(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕 点

（5,704〔2,070〕） （11〔11〕） (16,950)

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

国際人間科学部　環境共生学科 35 室

72室 80室
10室 0室

（補助職員　2人） （補助職員　0人）

（　　　―　　㎡） （　　　―　　㎡） （　　361,401 ㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

33室

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

361,401 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 361,401 ㎡

（　　361,401 ㎡）

そ　の　他 565,279 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 565,279 ㎡

合　　　計 1,187,491 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 1,187,491 ㎡

102,429 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 102,429 ㎡
大学全体

小　　　計 622,212 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 622,212 ㎡

共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 519,783 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 519,783 ㎡

運動場用地

大学全体

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
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　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

〔学部〕

文学部

　人文学科 4 100 － 445 学士
（文学）

1.06 平成13年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

国際人間科学部

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化学科 4 140 － 140 学士
（学術）

1.02 平成29年度 平成29年度設置

　発達ｺﾐｭﾆﾃｨ学科 4 100 3年次
5

100 学士
（学術）

1.05 平成29年度 平成29年度設置

　環境共生学科 4 80 3年次
3

80 学士
（学術）

1.03 平成29年度 平成29年度設置

　子ども教育学科 4 50 3年次
2

50 学士
(学術),
学士

(教育学)

1.06 平成29年度 平成29年度設置

国際文化学部

　国際文化学科 4 － － － 学士
（国際文
化学）

－ 平成17年度 兵庫県神戸市灘区鶴
甲1-2-1

平成29年度より募
集停止

発達科学部

　人間形成学科 4 － － － － 平成17年度 平成29年度より募
集停止

　人間行動学科 4 － － － － 平成17年度 平成29年度より募
集停止

　人間表現学科 4 － － － － 平成17年度 平成29年度より募
集停止

　人間環境学科 4 － － － － 平成17年度 平成29年度より募
集停止

　学科共通 3年次
10

20

法学部

　法律学科 4 180 3年次
20

760 学士
（法学）

1.03 昭和24年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

経済学部

　経済学科 4 270 3年次
20

1120 学士
（経済
学）

1.02 昭和24年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

経営学部

　経営学科 4 260 3年次
20

1080 学士
（経営学
又は商
学）

1.02 昭和24年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

４　既設大学等の状況

　神　戸　大　学

兵庫県神戸市灘区鶴
甲1-2-1

兵庫県神戸市灘区鶴
甲3-11

学士
（発達科

学）

兵庫県神戸市灘区鶴
甲3-11
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理学部

　数学科 4 28 － 103 1.04 昭和29年度

　物理学科 4 35 － 140 1.01 昭和29年度

　化学科 4 30 － 105 1.08 昭和29年度

　生物学科 4 25 － 85 1.12 昭和29年度

　惑星学科 4 35 － 140 1.04 平成5年度 

　学科共通 3年次
25

50

医学部

　医学科 6 112 2年次
5

691 学士
（医学）

1.00 昭和39年度 兵庫県神戸市中央区
楠町7-5-1

※医学科入学定員
は平成21年度から
100人、平成22年
度から103人、平
成23年度から105
人、平成24年度か
ら108人、平成25
年度から110人、
平成26年度から
112人に変更(平成
20年度までは95
人)

　保健学科 4 160 3年次
10

660 1.02 平成7年度

　　看護学専攻 4 80 3年次
10

340 学士
（看護
学）

1.02 平成7年度

　　検査技術科学専攻 4 40 － 160 学士
（保健衛
生学）

1.02 平成7年度

　　理学療法学専攻 4 20 － 80 学士
（保健
学）

1.05 平成7年度

　　作業療法学専攻 4 20 － 80 学士
（保健
学）

1.00 平成7年度

工学部

　建築学科 4 93 － 363 1.03 平成19年度

　市民工学科 4 63 － 243 1.04 平成19年度

　電気電子工学科 4 93 － 363 1.02 平成4年度 

　機械工学科 4 103 － 403 1.06 平成4年度 

　応用化学科 4 106 － 406 1.01 平成4年度 

　情報知能工学科 4 107 － 407 1.04 平成4年度 

　学科共通 3年次
20

40

農学部

　食料環境ｼｽﾃﾑ学科 4 36 － 141 1.11 平成20年度

　資源生命科学科 4 55 － 214 1.07 平成20年度

　生命機能科学科 4 69 － 255 1.03 平成20年度

　学科共通 3年次
10

20

学士
（理学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

兵庫県神戸市須磨区
友が丘7-10-2

学士
（工学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

学士
（農学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1
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海事科学部

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ輸送科学科 4 80 － 320 1.01 平成25年度

　海洋安全ｼｽﾃﾑ科学科 4 40 － 160 平成25年度

　ﾏﾘﾝｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科 4 80 － 320 平成25年度

　学科共通 3年次
10

20

　海事技術ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 4 － － － － － －

  海洋ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ科学科 4 － － － － － －

〔大学院〕

人文学研究科

　文化構造専攻(M) 2 17 － 34 1.43 平成19年度

　社会動態専攻(M) 2 27 － 54 1.05 平成19年度

　文化構造専攻(D) 3 8 － 24 1.03 平成19年度

　社会動態専攻(D) 3 12 － 36 1.08 平成19年度

国際文化学研究科

　文化相関専攻（M） 2 18 － 36 1.24 平成19年度

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化専攻（M） 2 29 － 58 1.03 平成19年度

　文化相関専攻（D） 3 6 － 18 0.94 平成19年度

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化専攻（D） 3 9 － 27 1.11 平成19年度

人間発達環境学研究科

　人間発達専攻(M) 2 51 － 102 0.90 平成25年度

　　1年履修コース 1 4 － 4 1.25

　人間環境学専攻(M) 2 36 － 72 修士
（学術又
は理学）

0.92 平成19年度

　人間発達専攻(D) 3 11 － 33 博士
（学術又
は教育
学）

1.09 平成25年度

　人間環境学専攻(D) 3 6 － 18 博士
（学術又
は理学）

0.88 平成19年度

　心身発達専攻(D) 3 － － － － － －

　教育・学習専攻(D) 3 － － － － － －

　人間行動専攻(D) 3 － － － － － －

　人間表現専攻(D) 3 － － － － － －

法学研究科

　理論法学専攻(M) 2 25 － 50 修士
(法学)

0.84 平成16年度

　政治学専攻(M) 2 12 － 24 修士
(政治学)

1.20 平成16年度

　理論法学専攻(D) 3 14 － 42 博士
(法学)

1.21 平成16年度

　政治学専攻(D) 3 6 － 18 博士
(政治学)

0.88 平成16年度

　実務法律専攻(P) 3 80 － 240 法務博士
（専門
職）

0.92 平成16年度

経済学研究科

兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

修士
（学術）

兵庫県神戸市灘区鶴
甲1-2-1

博士
（学術）

修士
（学術又
は教育
学）

兵庫県神戸市灘区鶴
甲3-11

※平成25年度より
学生募集停止

学士
（海事科

学）

兵庫県神戸市東灘区
深江南町5-1-1 ※学科配属が2年

次からのため、定
員超過率の計算は
学部全体でしかで
きない。

※平成25年度より
学生募集停止

修士
（文学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（文学又
は学術）
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　経済学専攻（M） 2 83 － 166 修士
（経済
学）

0.84 平成20年度

　経済学専攻（D） 3 20 － 64 博士
（経済
学）

0.88 平成20年度

経営学研究科

　経営学専攻（M） 2 51 － 102 修士
（経営学
又は商
学）

0.85 平成24年度

　経営学専攻（D） 3 34 － 102 博士
（経営学
又は商
学）

0.82 平成24年度

　現代経営学専攻(P) 2 69 － 138 経営学修
士

（専門
職）

1.01 平成14年度

理学研究科

　数学専攻(M) 2 22 － 44 0.97 平成19年度

　物理学専攻(M) 2 24 － 48 1.00 平成19年度

　化学専攻(M) 2 28 － 56 1.12 平成19年度

　生物学専攻(M) 2 24 － 48 0.93 平成19年度

　惑星学専攻(M) 2 24 － 48 0.74 平成27年度

　数学専攻(D) 3 4 － 12 0.91 平成19年度

　物理学専攻(D) 3 5 － 15 1.40 平成19年度

　化学専攻(D) 3 6 － 18 0.77 平成19年度

　生物学専攻(D) 3 7 － 21 0.52 平成19年度

　惑星学専攻(D) 3 7 － 21 0.14 平成27年度

医学研究科

　ﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｶﾙｻｲｴﾝｽ専攻(M) 2 25 － 50 修士
（ﾊﾞｲｵﾒ
ﾃﾞｨｶﾙｻｲｴ

ﾝｽ）

0.80 平成13年度

　医科学専攻(D) 4 100 － 334 博士
（医学）

1.21 平成13年度

保健学研究科

　保健学専攻(M) 2 54 － 108 修士
（保健
学）

1.07 平成20年度

　保健学専攻(D) 3 25 － 75 博士
（保健
学）

1.10 平成20年度

工学研究科

　建築学専攻(M) 2 64 － 128 1.12 平成19年度

　市民工学専攻(M) 2 42 － 84 1.06 平成19年度

　電気電子工学専攻(M) 2 64 － 128 1.08 平成19年度

　機械工学専攻(M) 2 76 － 152 1.02 平成19年度

　応用化学専攻(M) 2 70 － 140 1.08 平成19年度

　建築学専攻(D) 3 8 － 24 0.66 平成19年度

　市民工学専攻(D) 3 6 － 18 0.83 平成19年度

　電気電子工学専攻(D) 3 8 － 24 0.70 平成19年度

　機械工学専攻(D) 3 10 － 30 0.50 平成19年度

兵庫県神戸市中央区
楠町7-5-1

兵庫県神戸市須磨区
友が丘7-10-2

修士
（工学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（工学又
は学術）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

修士
（理学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（理学又
は学術）
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　応用化学専攻(D) 3 10 － 30 1.03 平成19年度

システム情報学研究科

　システム科学専攻(M) 2 28 － 56 1.03 平成22年度

　情報科学専攻(M) 2 21 － 42 1.06 平成22年度

　計算科学専攻(M) 2 24 － 48 0.99 平成22年度

　システム科学専攻(D) 3 3 － 9 0.66 平成22年度

　情報科学専攻(D) 3 3 － 9 1.88 平成22年度

　計算科学専攻(D) 3 8 － 24 博士
（システ
ム情報
学、工
学、計算
科学又は
学術）

0.53 平成22年度

　

農学研究科

　食料共生ｼｽﾃﾑ学専攻(M) 2 26 － 52 1.03 平成19年度

　資源生命科学専攻(M) 2 42 － 84 1.01 平成19年度

　生命機能科学専攻(M) 2 52 － 104 1.08 平成19年度

　食料共生ｼｽﾃﾑ学専攻(D) 3 6 － 18 0.83 平成19年度

　資源生命科学専攻(D) 3 8 － 24 0.58 平成19年度

　生命機能科学専攻(D) 3 11 － 33 0.75 平成19年度

海事科学研究科

　海事科学専攻(M) 2 75 － 135 修士
（海事科

学）

0.98 平成19年度

　海事科学専攻(D) 3 11 － 33 博士
（海事科
学、工学
又は学
術）

0.75 平成19年度

国際協力研究科

　国際開発政策専攻(M) 2 26 － 52 修士
（国際学
又は経済
学）

0.69 平成4年度 

　国際協力政策専攻(M) 2 22 － 44 修士
（国際
学、法学
又は政治
学）

0.95 平成5年度 

　地域協力政策専攻(M) 2 22 － 44 修士
（国際
学、法学
又は経済
学）

0.90 平成6年度 

　国際開発政策専攻(D) 3 8 － 26 博士
（学術又
は経済
学）

0.59 平成7年度 

　国際協力政策専攻(D) 3 7 － 21 博士
（学術、
法学又は
政治学）

0.61 平成7年度 

　地域協力政策専攻(D) 3 8 － 26 博士
（学術、
法学又は
経済学）

0.91 平成8年度 

修士
（農学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（農学又
は学術）

兵庫県神戸市東灘区
深江南町5-1-1

兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

修士
（システ
ム情報学
又は工
学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（システ
ム情報

学、工学
又は学
術）
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科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究科

　科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ専攻(M) 2 40 － 80 修士
（科学技
術ｲﾉﾍﾞｰ
ｼｮﾝ）

1.03 平成28年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２９年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），
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５　教員組織の状況

＜全学共通＞

（１） 担当教員表
設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

兼担 教授 米谷　淳 平成29年4月 心理学Ａ

兼担 教授 近田　政博 平成29年4月
教育学Ｂ
教育と人間形成

兼担 教授 嘉指　信雄 平成29年4月 倫理学

兼担 教授 四本　健二 平成29年4月 法学Ａ

兼担 教授 八田　卓也 平成29年4月 法学Ａ

兼担 教授 山田　誠一 平成29年4月 法学Ｂ

兼担 教授 大塚　泰寿 平成29年4月 法学Ｂ

兼担 教授 橋本　賢一 平成29年4月 経済学Ｂ

兼担 教授 白鳥　義彦 平成29年4月 社会学

兼担 教授 藤田　裕嗣 平成29年4月 地理学

兼担 教授 西　愼一 平成29年4月
医学Ａ
医学Ｂ

兼担 教授 安田　尚史 平成29年4月 健康科学Ａ

兼担 教授 井上　邦夫 平成29年4月 生物学Ａ

兼担 教授 菅澤　薫 平成29年4月 生物学Ｃ

兼担 教授 佐藤　進 平成29年4月 数学Ａ

兼担 教授 青木　敏 平成29年4月 数学Ｃ

兼担 教授 太田　泰広 平成29年4月 数学Ｃ

兼担 教授 三宅　秀芳 平成29年4月 化学Ａ

兼担 教授 宇野　知秀 平成29年4月 化学Ｂ

兼担 教授 成相　裕之 平成29年4月 化学Ｃ

兼担 教授 富永　圭介 平成29年4月 化学Ｄ

兼担 教授 森　敦紀 平成29年4月 化学Ｄ

兼担 教授 大槻　圭史 平成29年4月 惑星学Ａ
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兼担 教授 兵頭　政幸 平成29年4月
惑星学Ｂ
瀬戸内海学入門

兼担 教授 吉岡　祥一 平成29年4月 惑星学Ｃ

兼担 教授 島　伸和 平成29年4月 惑星学Ｃ

兼担 教授 太田　能 平成29年4月 情報学Ａ

兼担 教授 川口　博 平成29年4月
情報学Ａ
情報学Ｂ

兼担 教授 菱川　英一 平成29年4月 文学Ａ

兼担 教授 釜谷　武志 平成29年4月 文学Ａ

兼担 教授 松田　毅 平成29年4月 文学Ｂ

兼担 教授 岸本　秀樹 平成29年4月 言語科学Ａ

兼担 教授 緒形　康 平成29年4月 東洋史Ａ

兼担 教授 山内　乾史 平成29年4月

学校教育と社会
科学技術と倫理
神戸大学の研究最前線Ａ
神戸大学の研究最前線Ｂ

兼担 教授 藤谷　秀雄 平成29年4月 ものづくりと科学技術Ａ

兼担 教授 阪上　隆英 平成29年4月 ものづくりと科学技術Ａ

兼担 教授 松下　敬幸 平成29年4月 ものづくりと科学技術Ｂ

兼担 教授 神野　伊策 平成29年4月 ものづくりと科学技術Ｂ

兼担 教授 寺師　浩人 平成29年4月
生命科学Ａ
生命科学Ｂ

兼担 教授 東　哲司 平成29年4月
生物資源と農業Ａ
生物資源と農業Ｂ

兼担 教授 森　直樹 平成29年4月
生物資源と農業Ｃ
生物資源と農業Ｄ

兼担 教授 佐藤　正昭 平成29年4月
環境学入門Ａ
環境学入門Ｂ

兼担 教授 吉井　昌彦 平成29年4月 ＥＵ基礎論

兼担 教授 泉水　文雄 平成29年4月 国家と法

兼担 教授 今井　昭夫 平成29年4月 現代の経済Ａ

兼担 教授 金子　治平 平成29年4月 現代の経済Ａ

兼担 教授 瀋　俊毅 平成29年4月 現代の経済Ｂ

兼担 教授 松永　宣明 平成29年4月 現代の経済Ｂ

兼担 教授 綿貫　友子 平成29年4月 経済社会の発展
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兼担 教授 奥西　孝至 平成29年4月 経済社会の発展

兼担 教授 竹中　慎治 平成29年4月
食と健康Ａ
食と健康Ｂ

兼担 教授 松山　秀人 平成29年4月
資源・材料とエネルギーＡ
資源・材料とエネルギーＢ

兼担 教授 竹林　幹雄 平成29年4月 資源・材料とエネルギーＡ

兼担 教授 齋藤　勝彦 平成29年4月 資源・材料とエネルギーＢ

兼担 教授 樫村　志郎 平成29年4月

職業と学び－キャリアデザ
インを考えるＡ
職業と学び－キャリアデザ
インを考えるＢ

兼担 教授 小髙　裕之 平成29年4月
社会基礎学（グローバル人
材に不可欠な教養）

兼担 教授
Alexander Ronni

Barrett
平成29年4月

ボランティアと社会貢献活
動Ａ
ボランティアと社会貢献活
動Ｂ

兼担 教授 岩田　健太郎 平成29年4月
阪神・淡路大震災Ａ
阪神・淡路大震災Ｂ

兼担 教授 前藤　薫 平成29年4月 生物の環境適応

兼担 教授 加藤　雅之 平成29年4月
Autonomous English 1
Autonomous English 2

兼担 教授 横川　博一 平成29年4月
English Communication A1
English Communication A2

兼担 教授 石川　慎一郎 平成29年4月
English Communication B1
English Communication B2

兼担
特任教

授
Sholdt Gregory

Paul
平成29年4月

Advanced English
Communication B1
Advanced English
Communication B2

兼担 教授 柏木　治美 平成29年4月

English Communication B1
English Communication B2
Autonomous English 1
Autonomous English 2

兼担
特任教

授

Vannieuwenhuyse
Bruno Bernard

Jules
平成29年4月

フランス語初級Ｂ１
フランス語初級Ｂ２
フランス語初級Ｂ３
フランス語初級ＳＢ３
フランス語初級Ｂ４
フランス語初級ＳＢ４

兼担 教授 鳩野　逸生 平成29年4月 情報基礎

兼担 教授 熊本　悦子 平成29年4月 情報基礎

兼担 教授 朱　春躍 平成29年4月
中国語初級ＳＢ３
中国語初級ＳＢ４

兼担 准教授 加藤　憲治 平成29年4月 哲学

兼担 准教授 大坪　庸介 平成29年4月 心理学Ａ

兼担 准教授 鎌田　伊佐生 平成29年4月 経済学Ａ

兼担 准教授 鈴木　純 平成29年4月 経済学Ａ

兼担 准教授 平井　晶子 平成29年4月 社会学
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兼担 准教授 菊地　真 平成29年4月 地理学

兼担 准教授 亀岡　正典 平成29年4月 保健学Ａ

兼担 准教授 森　正弘 平成29年4月 保健学Ｂ

兼担 准教授 林　敦子 平成29年4月 健康科学Ｂ

兼担 准教授 洲崎　敏伸 平成29年4月 生物学Ａ

兼担 准教授 石﨑　公庸 平成29年4月 生物学Ｂ

兼担 准教授 影山　裕二 平成29年4月 生物学Ｂ

兼担 准教授 横井　雅幸 平成29年4月 生物学Ｃ

兼担 准教授 酒井　拓史 平成29年4月 数学Ａ

兼担 准教授 梶野　直孝 平成29年4月 数学Ｂ

兼担 准教授 谷口　隆 平成29年4月 数学Ｂ

兼担 准教授 立川　貴士 平成29年4月 化学Ｃ

兼担 准教授 中村　昭子 平成29年4月 惑星学Ａ

兼担 准教授 寺田　努 平成29年4月 情報学Ｂ

兼担 准教授 梶尾　文武 平成29年4月 文学Ｂ

兼担 准教授 石山　裕慈 平成29年4月 言語科学Ａ

兼担 准教授 大橋　完太郎 平成29年4月 芸術と文化Ｂ

兼担 准教授 古市　晃 平成29年4月
日本史Ａ
日本史Ｂ

兼担 准教授 伊藤　隆郎 平成29年4月 東洋史Ｂ

兼担 准教授 佐藤　昇 平成29年4月 西洋史Ａ

兼担 准教授 髙田　京比子 平成29年4月 西洋史Ｂ

兼担 准教授 増記　隆介 平成29年4月
美術史Ａ
美術史Ｂ

兼担 准教授 佐々木　祐 平成29年4月 現代社会論Ａ

兼担 准教授 坂本　眞人 平成29年4月 現代物理学が描く世界

兼担 准教授 黒田　千晴 平成29年4月
グローバルリーダーシップ
育成基礎演習

兼担 准教授 河島　真 平成29年4月
ＥＵ基礎論
神戸大学史Ａ
神戸大学史Ｂ

兼担 准教授 斉藤　善久 平成29年4月
国際協力の現状と課題A
国際協力の現状と課題B
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兼担 准教授 岡田　順子 平成29年4月 国家と法

兼担 准教授 馬場　新一 平成29年4月 企業と経営

兼担 准教授 坂山　英俊 平成29年4月 地球史における生物の変遷

兼担 准教授 佐藤　拓哉 平成29年4月 生物の環境適応

兼担 准教授 石井　弘明 平成29年4月 人間活動と地球生態系

兼担 准教授 水谷　正治 平成29年4月
食と健康Ａ
食と健康Ｂ

兼担 准教授 鶴田　宏樹 平成29年4月
企業社会論Ａ
企業社会論Ｂ

兼担 准教授 広野　康平 平成29年4月 海への誘い

兼担 准教授 木原　恵美子 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼担
特任准
教授

Wang Marian 平成29年4月

Advanced English
Communication B1
Advanced English
Communication B2
Advanced English
Literacy B1
Advanced English
Literacy B2

兼担 准教授 福岡　麻子 平成29年4月
ドイツ語初級ＳＡ３
ドイツ語初級ＳＡ４

兼担 准教授 廣田　大地 平成29年4月
フランス語初級ＳＡ３
フランス語初級ＳＡ４

兼担 准教授 パン　新平 平成29年4月
中国語初級Ｂ３
中国語初級Ｂ４

兼担 准教授 三浦　靖史 平成29年4月 健康・スポーツ科学講義Ｂ

兼担 准教授
本間　正信

平成29年4月

健康・スポーツ科学実習基
礎１
健康・スポーツ科学実習基
礎２

兼担 講師 田中　光 平成29年4月 経済学Ｂ

兼担 講師 山﨑　和仁 平成29年4月 惑星学Ｂ

兼担 講師 西村　幸宏 平成29年4月 企業と経営

兼担 講師 末次　健司 平成29年4月 地球史における生物の変遷

兼担
特任講

師
Anton Alina Elena 平成29年4月

English Communication A1
English Communication A2
Advanced English
Communication B1
Advanced English
Communication B2
Advanced English
Literacy B1
Advanced English
Literacy B2

兼担 講師
Greer Timothy

Sean
平成29年4月

English Communication A1
English Communication A2

兼担 講師 高橋　康徳 平成29年4月
中国語初級ＳＡ３
中国語初級ＳＡ４
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兼担
特任講

師
Schulze Marco 平成29年4月

ドイツ語初級Ｂ１
ドイツ語初級Ｂ２
ドイツ語初級Ｂ３
ドイツ語初級ＳＢ３
ドイツ語初級Ｂ４
ドイツ語初級ＳＢ４

兼担
特任講

師
馮　誼光 平成29年4月

中国語初級Ｂ３
中国語初級Ｂ４

兼担
特命助

教
Rettig Nancy

Ellen
平成29年4月

English Communication A1
English Communication A2
Advanced English
Literacy B1
Advanced English
Literacy B2

兼任 講師 李　明哲 平成29年4月 哲学

兼任 講師 副島　猛 平成29年4月 論理学

兼任 講師 稲岡　大志 平成29年4月 論理学

兼任 講師 的場　千佳世 平成29年4月 倫理学

兼任 講師 原　俊雄 平成29年4月
物理学Ａ
物理学Ｂ
現代物理学が描く世界

兼任 講師 中井　史郎 平成29年4月
化学Ａ
化学Ｂ

兼任 講師 古本　真 平成29年4月 言語科学Ｂ

兼任 講師 山上　紀子 平成29年4月 芸術と文化Ａ

兼任 講師 舩阪　富美子 平成29年4月 芸術と文化Ｂ

兼任 講師 大村　拓生 平成29年4月 日本史Ａ

兼任 講師 山本　昭宏 平成29年4月 日本史Ｂ

兼任 講師 伊藤　淳史 平成29年4月
考古学Ａ
考古学Ｂ

兼任 講師 積山　洋 平成29年4月
考古学Ａ
考古学Ｂ

兼任 講師 三浦　伸夫 平成29年4月
科学史Ａ
科学史Ｂ

兼任 講師 藤木　篤 平成29年4月 科学技術と倫理

兼任 講師 田中　俊一 平成29年4月 身近な物理法則

兼任 講師 塚田　哲之 平成29年4月
社会と人権Ａ
社会と人権Ｂ

兼任 講師 大村　和正 平成29年4月
社会と人権Ａ
社会と人権Ｂ

兼任 講師 藤井　真一 平成29年4月 社会生活と法

兼任 講師 小橋　薫 平成29年4月
English Communication B1
English Communication B2

兼任 講師 西山　史子 平成29年4月
English Literacy B1
English Literacy B2
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兼任 講師 田原　志都可 平成29年4月
English Communication B1
English Communication B2

兼任 講師 武内　正美 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師 石野　美香 平成29年4月
English Communication B1
English Communication B2

兼任 講師 森井　祐介 平成29年4月
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 北川　千穂 平成29年4月
English Communication A1
English Communication A2

兼任 講師 佐藤　由美 平成29年4月
English Communication B1
English Communication B2

兼任 講師 長井　千枝子 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師 朴　瓊韻 平成29年4月
English Communication A1
English Communication A2

兼任 講師 山本　真司 平成29年4月

English Literacy A1
English Literacy A2
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 清川　祥恵 平成29年4月
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 西川　美香子 平成29年4月

English Literacy A1
English Literacy A2
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 西條　さゆみ 平成29年4月

English Communication A1
English Communication A2
English Communication B1
English Communication B2

兼任 講師 朴　真理子 平成29年4月
English Communication A1
English Communication A2

兼任 講師
Lieb Jonathan

Kjell
平成29年4月

English Communication A1
English Communication A2
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 有井　松雄 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師 芦田　利恵子 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師 中村　則之 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師 団野　恵美子 平成29年4月
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 中村　俊子 平成29年4月
ドイツ語初級Ｂ３
ドイツ語初級Ｂ４

兼任 講師 吉村　健一 平成29年4月
ドイツ語初級Ａ３
ドイツ語初級Ａ４

兼任 講師 橋木　郁子 平成29年4月

ドイツ語初級Ａ１
ドイツ語初級Ｂ１
ドイツ語初級Ａ２
ドイツ語初級Ｂ２
ドイツ語初級Ａ３
ドイツ語初級Ｂ３
ドイツ語初級Ａ４
ドイツ語初級Ｂ４

兼任 講師 鳥山　定嗣 平成29年4月

フランス語初級Ａ１
フランス語初級Ａ２
フランス語初級Ａ３
フランス語初級Ａ４
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兼任 講師 前田　美樹 平成29年4月
フランス語初級Ｂ３
フランス語初級Ｂ４

兼任 講師 松浦　菜美子 平成29年4月
フランス語初級Ａ３
フランス語初級Ａ４

兼任 講師
Tisserand Lucie

Helene
平成29年4月

フランス語初級Ｂ３
フランス語初級Ｂ４

兼任 講師 川口　陽子 平成29年4月
フランス語初級Ｂ１
フランス語初級Ｂ２

兼任 講師 連　興檳 平成29年4月
中国語初級Ｂ１
中国語初級Ｂ２

兼任 講師 常次　莉恵 平成29年4月
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師
付　瑞

平成29年4月
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師 中野　尚美 平成29年4月

中国語初級Ａ１
中国語初級Ａ２
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師 川口　ひとみ 平成29年4月
中国語初級Ｂ３
中国語初級Ｂ４

兼任 講師 鄭　萍 平成29年4月
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師 安　力 平成29年4月

中国語初級Ａ１
中国語初級Ａ２
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師 陳　洪傑 平成29年4月
中国語初級Ａ１
中国語初級Ａ２

兼任 講師
王　桂菊

平成29年4月
中国語初級Ｂ１
中国語初級Ｂ２

兼任 講師 馬　麗娟 平成29年4月
中国語初級Ｂ３
中国語初級Ｂ４

兼任 講師 藤井　美恵子 平成29年4月
中国語初級Ｂ１
中国語初級Ｂ２

兼任 講師 渡辺　聡子 平成29年4月
ロシア語初級Ｂ１
ロシア語初級Ｂ２

兼任 講師 三浦　由香利 平成29年4月
ロシア語初級Ａ３
ロシア語初級Ａ４

兼任 講師 伊藤　克広 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習基
礎１
健康・スポーツ科学実習基
礎２

兼任 講師 木下　嘉夫 平成29年4月
健康・スポーツ科学実習１
健康・スポーツ科学実習２

兼任 講師 益冨　真子 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習基
礎１
健康・スポーツ科学実習基
礎２

兼任 講師 武村　政徳 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習基
礎１
健康・スポーツ科学実習基
礎２

兼任 講師 村田　和隆 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習基
礎１
健康・スポーツ科学実習基
礎２

兼任 講師 持田　和明 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習基
礎１
健康・スポーツ科学実習基
礎２
健康・スポーツ科学実習１
健康・スポーツ科学実習２
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兼任 講師 徳田　泰伸 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習基
礎１
健康・スポーツ科学実習基
礎２

兼任 講師 板谷　昭彦 平成29年4月
健康・スポーツ科学実習１
健康・スポーツ科学実習２

兼任 講師 未定
Advanced English A1
Advanced English A2

兼任 講師 未定 Advanced English B

兼任 講師 未定 Advanced English C

兼任 講師 未定
ﾄﾞｲﾂ語中級C1
ﾄﾞｲﾂ語中級C2

兼任 講師 未定
ﾌﾗﾝｽ語中級C1
ﾌﾗﾝｽ語中級C2

兼任 講師 未定
中国語中級C1
中国語中級C2

兼任 講師 未定
ﾛｼｱ語中級C1
ﾛｼｱ語中級C2
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＜国際人間科学部　環境共生学科＞

＜専門科目＞

（１） 担当教員表

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

専任 教授 青木　茂樹 平成29年4月

環境数値解析
環境物理学A
環境物理学B
グローバルイシュー概論
環境応用科学実験D1（環境
物理）
環境応用科学実験D2（環境
物理）
環境基礎物理学A
環境基礎科学演習1
環境基礎科学演習2
環境基礎科学演習3
環境基礎科学演習4
環境物理学特別演習1
環境物理学特別演習2
環境物理学特別演習3
環境物理学特別演習4
卒業研究

専任 教授 伊藤　真之 平成29年4月

物理学入門
環境物理学A
環境物理学B
グローバルイシュー演習
宇宙環境物理学
市民科学教育論
環境応用科学実験D1（環境
物理）
環境応用科学実験D2（環境
物理）
環境基礎科学演習1
環境基礎科学演習2
環境基礎科学演習3
環境基礎科学演習4
環境物理学特別演習1
環境物理学特別演習2
環境物理学特別演習3
環境物理学特別演習4
卒業研究

専任 教授 寺門　靖高 平成29年4月

初年次セミナー
環境地球化学
環境地球科学A
環境地球科学B
環境基礎科学実験A1（主に
地学）
環境基礎科学実験A2（主に
地学）

専任 教授 丑丸　敦史 平成29年4月

人間活動と地球生態系
生物学概論A2
環境共生学概論2
地球環境学1
地球環境学2
環境基礎科学実験B1（主に
生物学）
環境基礎科学実験B2（主に
生物学）
環境生命科学B
生物多様性科学
野外生物学実習
環境基礎科学演習1
環境基礎科学演習2
環境基礎科学演習3
環境基礎科学演習4
環境応用科学実験B1（生物
環境）
環境応用科学実験B2（生物
環境）
卒業研究

専任 教授 高橋　真 平成29年4月

微分積分入門1
微分積分入門2
数理科学基礎
計算機科学入門
数理モデルプログラミング
情報数理A
情報数理B
環境基礎科学演習1
環境基礎科学演習2
環境基礎科学演習3
環境基礎科学演習4

専任 教授 宮田　任寿 平成29年4月

微分積分1
微分積分2
数理科学入門（幾何系）
計算機科学入門
数理モデルプログラミング
複雑系の幾何学
環境基礎科学演習1
環境基礎科学演習2
環境基礎科学演習3
環境基礎科学演習4
卒業研究
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専任 教授 桑村　雅隆 平成29年4月

数学B
数理科学入門（解析系）
環境モデル解析A
環境モデル解析B
環境基礎科学演習1
環境基礎科学演習2
環境基礎科学演習3
環境基礎科学演習4
卒業研究

専任 教授 白杉　直子 平成29年4月

環境共生学概論3
環境形成科学演習1
環境形成科学演習2
環境形成科学演習3
環境形成科学演習4
食環境論A
食環境論B
環境形成科学実験B
環境形成科学実習B
卒業研究

専任 教授 平山　洋介 平成29年4月

環境共生学概論2
環境形成科学演習1
環境形成科学演習2
環境形成科学演習3
環境形成科学演習4
生活空間計画論
住環境論
環境形成科学調査法2
卒業研究

専任 教授 矢野　澄雄 平成29年4月 こども環境論

専任 教授 近江戸　伸子 平成29年4月

環境共生学概論1
環境生命科学A
環境基礎科学実験B1（主に
生物学）
環境基礎科学実験B2（主に
生物学）
環境応用科学実験B1（生物
環境）
環境応用科学実験B2（生物
環境）
環境資源植物科学
卒業研究

専任 教授 井上　真理 平成29年4月

環境共生学概論1
環境形成科学演習1
環境形成科学演習2
環境形成科学演習3
環境形成科学演習4
衣環境論
環境形成科学実験A
環境形成科学実習A
家庭科教育論C1
家庭科教育論C2
家庭科教育論D1
家庭科教育論D2
卒業研究

専任 教授 浅野　慎一 平成29年4月

グローバルイシュー演習
環境社会学
社会文化環境論
環境形成科学演習1
環境形成科学演習2
環境形成科学演習3
環境形成科学演習4
社会環境変動史
卒業研究

専任 教授 岡田　章宏 平成29年4月

環境形成科学演習1
環境形成科学演習2
環境形成科学演習3
環境形成科学演習4
法律学
公害・環境史
環境法
卒業研究

専任 教授 山崎　健 平成29年4月
人文地理学
グローバル都市地域論
地域空間システム論

専任 教授 澤　宗則 平成29年4月

協働型リーダーシップ論
環境共生学概論2
途上国農村地域開発論
環境形成科学演習1
環境形成科学演習2
環境形成科学演習3
環境形成科学演習4
地域社会共生論
フィールドワーク実習
卒業研究

専任 教授 田中　成典 平成29年4月

環境共生学概論1
環境インフォマティクス
環境基礎科学実験B1（主に
生物学）
環境基礎科学実験B2（主に
生物学）
環境応用科学実験B1（生物
環境）
環境応用科学実験B2（生物
環境）
卒業研究
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専任 准教授 江原　靖人 平成29年4月

化学D
基礎有機化学2
環境共生学概論3
環境物質科学A
環境基礎科学実験C1（主に
化学）
環境基礎科学実験C2（主に
化学）
環境応用科学実験C1（物質
環境）
環境応用科学実験C2（物質
環境）
環境生命化学
環境基礎科学演習1
環境基礎科学演習2
環境基礎科学演習3
環境基礎科学演習4
卒業研究

専任 准教授 大串　健一 平成29年4月

グローバルイシュー演習
環境共生学概論1
環境地球科学A
環境地球科学B
環境基礎科学実験A1（主に
地学）
環境基礎科学実験A2（主に
地学）
環境応用科学実験A1（地球
環境）
環境応用科学実験A2（地球
環境）
地球環境変動史
環境基礎科学演習1
環境基礎科学演習2
環境基礎科学演習3
環境基礎科学演習4
卒業研究

専任 准教授 高見　泰興 平成29年4月

生物の環境適応
生物学概論A1
環境共生学概論1
環境基礎科学実験B1（主に
生物学）
環境基礎科学実験B2（主に
生物学）
環境生命科学B
生態学
野外生物学実習
環境応用科学実験B1（生物
環境）
環境応用科学実験B2（生物
環境）
環境基礎科学演習1
環境基礎科学演習2
環境基礎科学演習3
環境基礎科学演習4
卒業研究

専任 准教授 佐藤　春実 平成29年4月

基礎有機化学1
初年次セミナー
グローバルイシュー概論
環境共生学概論1
環境基礎科学実験C1（主に
化学）
環境基礎科学実験C2（主に
化学）
環境物質科学B
環境高分子化学
環境応用科学実験C1（物質
環境）
環境応用科学実験C2（物質
環境）
環境基礎科学演習1
環境基礎科学演習2
環境基礎科学演習3
環境基礎科学演習4
卒業研究

専任 准教授 蘆田　弘樹 平成29年4月

環境共生学概論3
環境生命科学A
環境基礎科学実験B1（主に
生物学）
環境基礎科学実験B2（主に
生物学）
分子生物学
環境応用科学実験B1（生物
環境）
環境応用科学実験B2（生物
環境）
環境基礎科学演習1
環境基礎科学演習2
環境基礎科学演習3
環境基礎科学演習4
卒業研究

専任 准教授 阪本　雄二 平成29年4月

数理統計１
数理統計２
数理科学入門（統計系）
多変量解析
環境基礎科学演習1
環境基礎科学演習2
環境基礎科学演習3
環境基礎科学演習4
卒業研究
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専任 准教授 稲葉　太一 平成29年4月

数理統計1
数理統計2
線形代数3
線形代数4
初年次セミナー
線形代数入門1
線形代数入門2
環境共生学概論3
統計的問題解決法
実験計画法
環境基礎科学演習1
環境基礎科学演習2
環境基礎科学演習3
環境基礎科学演習4
数学科教育論C1
数学科教育論C2
卒業研究

専任 准教授 長坂　耕作 平成29年4月

線形代数1
線形代数2
環境共生学概論3
数理科学入門（代数系）
計算機科学入門
数理モデルプログラミング
計算代数A
計算代数B
環境基礎科学演習1
環境基礎科学演習2
環境基礎科学演習3
環境基礎科学演習4
数学科教育論D1
数学科教育論D2
卒業研究

専任 准教授 福田　博也 平成29年4月

初年次セミナー
環境共生学概論1
環境形成科学演習1
環境形成科学演習2
環境形成科学演習3
環境形成科学演習4
アプライアンス環境論
スマート・ライフサイエン
ス
環境形成科学実験C
環境形成科学実験D
卒業研究

専任 准教授 佐藤　真行 平成29年4月

環境共生学概論2
環境形成科学演習1
環境形成科学演習2
環境形成科学演習3
環境形成科学演習4
環境経済学
環境政策論
環境形成科学調査法2
卒業研究

専任 准教授 田畑　智博 平成29年4月

生活環境と技術
グローバルイシュー演習
環境共生学概論2
環境形成科学演習1
環境形成科学演習2
環境形成科学演習3
環境形成科学演習4
地域環境資源論
環境システム設計論
合意形成プロセス論
環境形成科学調査法1
卒業研究

専任 准教授 大野　朋子 平成29年4月

生活環境と技術
環境共生学概論2
環境形成科学演習1
環境形成科学演習2
環境形成科学演習3
環境形成科学演習4
緑地環境論
地域景観生態論
環境形成科学調査法1
卒業研究

専任 准教授 太田　和宏 平成29年4月

政治学A
政治学B
グローバルイシュー概論
環境共生学概論2
環境形成科学演習1
環境形成科学演習2
環境形成科学演習3
環境形成科学演習4
政治学
グローバル開発政策論
グローバル平和論
卒業研究

専任 准教授 岩佐　卓也 平成29年4月

環境共生学概論3
環境形成科学演習1
環境形成科学演習2
環境形成科学演習3
環境形成科学演習4
外国史
労働環境史
グローバル経済環境史
卒業研究

専任 准教授 橋本　直人 平成29年4月

グローバルイシュー演習
環境共生学概論3
環境形成科学演習1
環境形成科学演習2
環境形成科学演習3
環境形成科学演習4
社会学
倫理学
環境思想史
グローバル平和論
卒業研究
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専任 准教授 谷　篤史 平成29年4月

環境物理学A
環境物理学B
地球環境物理学
環境応用科学実験D1（環境
物理）
環境応用科学実験D2（環境
物理）
環境物理学特別演習1
環境物理学特別演習2
環境物理学特別演習3
環境物理学特別演習4
卒業研究

専任 准教授 源　利文 平成29年10月

環境基礎科学実験B1（主に
生物学）
環境基礎科学実験B2（主に
生物学）
環境生理学
環境応用科学実験B1（生物
環境）
環境応用科学実験B2（生物
環境）
卒業研究

専任 准教授 井口　克郎 平成29年4月

グローバル共生社会論
経済学
福祉環境システム論
地域復興政策論
環境形成科学演習1
環境形成科学演習2
環境形成科学演習3
環境形成科学演習4
卒業研究

兼担 教授 松岡　広路 平成29年4月

ｺﾐｭﾆﾃｨ創成論
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ基礎論
ｿｰｼｬﾙｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄ論
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ方法論
ESD演習Ⅰ1
ESD演習Ⅰ2
ESD演習Ⅱ1
ESD演習Ⅱ2

兼担 教授 加藤　佳子 平成29年4月
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習
健康心理学1
健康心理学2

兼担 教授 吉田　圭吾 平成29年4月
心理グローバルリサーチ1
心理グローバルリサーチ2

兼担 教授 近藤　徳彦 平成29年4月
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習
身体機能の適応1
身体機能の適応2

兼担 教授 梅宮　弘光 平成29年4月
都市と建築の20世紀1
都市と建築の20世紀2

兼担 教授 廳　茂 平成29年4月
近現代社会思想論A
近現代社会思想論B

兼担 教授 西澤　晃彦 平成29年4月
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ基礎論
現代社会理論A
現代社会理論B

兼担 教授 坂井　一成 平成29年4月
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論
国際関係論A
国際関係論B

兼担 教授 長　志珠絵 平成29年4月
日本歴史文化論A
日本歴史文化論B

兼担 教授 上野　成利 平成29年4月
近現代政治思想論A
近現代政治思想論B

兼担 教授 市田　良彦 平成29年4月
近現代経済思想論1
近現代経済思想論2

兼担 教授 青山　薫 平成29年4月

ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ社会文化論A
ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ社会文化論B
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 櫻井　徹 平成29年4月
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ正義論A
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ正義論B
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論
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兼担 教授 柴田　佳子 平成29年4月

現代民族誌学1
現代民族誌学2
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 岡田　浩樹 平成29年4月
比較民族学1
比較民族学2

兼担 教授 坂本　千代 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 吉田　典子 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 米本　弘一 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 湯浅　英男 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 水口　志乃扶 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 小笠原　博毅 平成29年4月 異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論

兼担 教授 森下　淳也 平成29年4月

物理学入門
協働型ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ論
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習1
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習2

兼担 教授 梅屋　潔 平成29年4月

国際開発援助論(JICA)1
国際開発援助論(JICA)2
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ基礎論
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ方法論

兼担 教授 村尾　元 平成29年4月

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
情報発信演習1
情報発信演習2

兼担 教授 西谷　拓哉 平成29年4月

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
留学型GSｺｰｽ
実践型GSｺｰｽ
研修型GSｺｰｽ
GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）

兼担 教授 康　敏 平成29年4月
情報発信演習1
情報発信演習2

兼担 教授 大月　一弘 平成29年4月
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習1
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習2

兼担 教授 坂本　美紀 平成29年4月 初年次ｾﾐﾅｰ

兼担 教授 津田　英二 平成29年4月
ｺﾐｭﾆﾃｨ創成論
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 長ヶ原　誠 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論

兼担 教授 木下　孝司 平成29年4月 初年次ｾﾐﾅｰ

兼担 教授 國土　将平 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論

兼担 教授 吉岡　康太 平成29年4月
線形代数1
線形代数2
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兼担
特任
教授

Sholdt Gregory
Paul

平成29年4月

Academic
Communication(英)A
Academic
Communication(英)B
Academic Writing(英)A
Academic Writing(英)B
English Presentation
SkillsA
English Presentation
SkillsB
English for Professional
PurposesA
English for Professional
PurposesB

兼担 准教授 齊藤　誠一 平成29年4月
家族の発達と病理1
家族の発達と病理2

兼担 准教授 伊藤　俊樹 平成29年4月
深層心理学1
深層心理学2

兼担 准教授 片桐　惠子 平成29年4月
加齢の社会心理学1
加齢の社会心理学2

兼担 准教授 平芳　裕子 平成29年4月
ファッション文化論
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 准教授 辛島　理人 平成29年4月

初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習
日本社会文化論A
日本社会文化論B

兼担 准教授 石森　大知 平成29年4月
文化人類学1
文化人類学2

兼担 准教授 中村　覚 平成29年4月
平和構築論A
平和構築論B

兼担 准教授 石田　圭子 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 准教授 齊藤　剛 平成29年4月 異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論

兼担 准教授 清光　英成 平成29年4月

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
情報発信演習1
情報発信演習2

兼担 准教授 西田　健志 平成29年4月

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習1
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習2

兼担 准教授 山澤　孝至 平成29年4月

ﾗﾃﾝ語入門1
ﾗﾃﾝ語入門2
ﾗﾃﾝ語入門3
ﾗﾃﾝ語入門4

兼担 准教授 木村　哲也 平成29年4月 初年次ｾﾐﾅｰ

兼担 准教授 田村　文生 平成29年4月 初年次ｾﾐﾅｰ

兼担 准教授 岸本　吉弘 平成29年4月 初年次ｾﾐﾅｰ

兼担 准教授 相澤　直樹 平成29年4月 初年次ｾﾐﾅｰ

兼担 教授 BRENDLE JORG 平成29年4月
線形代数3
線形代数4
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兼担 准教授 稲原　美苗 平成29年4月 ｺﾐｭﾆﾃｨ創成論

兼担 准教授 村山　留美子 平成29年4月 ｺﾐｭﾆﾃｨ創成論

兼担 准教授 谷　正人 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論

兼担 准教授 大田　美佐子 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 准教授 北野　幸子 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論

兼担 准教授 目黒　強 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担
特任
准教授

Quinn Cynthia 平成29年4月

Academic
Communication(英)A
Academic
Communication(英)B
Academic Writing(英)A
Academic Writing(英)B
English Presentation
SkillsA
English Presentation
SkillsB
English for Professional
PurposesA
English for Professional
PurposesB

兼担
特任
准教授

Wang Marian 平成29年4月

Academic
Communication(英)A
Academic
Communication(英)B
Academic Writing(英)A
Academic Writing(英)B
English Presentation
SkillsA
English Presentation
SkillsB
English for Professional
PurposesA
English for Professional
PurposesB

兼担 准教授 落合　知子 平成29年4月

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
留学型GSｺｰｽ
実践型GSｺｰｽ
研修型GSｺｰｽ
GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）

兼担 講師 奥山　和子 平成29年4月
異文化間教育論1
異文化間教育論2

兼担 講師 水野　直子 平成29年4月

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
留学型GSｺｰｽ
実践型GSｺｰｽ
研修型GSｺｰｽ
GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）

兼担 准教授 岩本　雄二 平成29年4月
電磁気学基礎1
電磁気学基礎2

兼担 准教授 小池　達也 平成29年4月
微分積分入門１
微分積分入門２

兼担 准教授 櫻井　誠 平成30年4月
量子力学基礎
相対論基礎

兼担 准教授 森田　光洋 平成29年4月 生物学各論C1

兼担 准教授 村上　明男 平成29年4月 生物学各論C2

兼担 准教授 岡田　順子 平成29年4月 国際環境法
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兼担 講師 正楽　藍 平成29年4月

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
留学型GSｺｰｽ
実践型GSｺｰｽ
研修型GSｺｰｽ
GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）

兼担 助教 高橋　進之介 平成29年4月

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
留学型GSｺｰｽ
実践型GSｺｰｽ
研修型GSｺｰｽ
GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）

兼担 助教 吉田　実久 平成29年4月

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
留学型GSｺｰｽ
実践型GSｺｰｽ
研修型GSｺｰｽ
GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）

兼任 講師 栢木　清吾 平成29年4月
国際開発援助論(JICA)1
国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 高橋　基樹 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)1

兼任 講師 笹岡　雄一 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)1

兼任 講師 菅川　拓也 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 若林　秀樹 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 森口　岳 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 栗田　佳典 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 西　真如 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 岡野　英之 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 未定 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 佐藤　仁 平成29年4月

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
情報発信演習1
情報発信演習2

兼任 講師 白井 詩沙香 平成29年4月

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
情報発信演習1
情報発信演習2

兼任 講師 未定

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習1
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習2

兼任 講師
Adams Shirley

Loraine
平成29年4月

TOEFL演習A
TOEFL演習B

兼任 講師
John Baptiste
Gary Simon

平成29年4月
TOEFL演習A
TOEFL演習B

兼任 講師 権　延妹 平成29年4月

TOEFL演習A
TOEFL演習B
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習A
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習B

兼担 助教 鈴木　州 平成30年4月 物理学実験
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兼任 講師
Bagamboula Jean
Roger Edgard

平成29年4月
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習A
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習B

兼任 講師 未定

Academic
Communication(英)A
Academic
Communication(英)B
Academic Writing(英)A
Academic Writing(英)B

兼任 講師 未定

Academic
Communication(英)A
Academic
Communication(英)B
Academic Writing(英)A
Academic Writing(英)B

兼任 講師 未定

Academic
Communication(英)A
Academic
Communication(英)B
Academic Writing(英)A
Academic Writing(英)B

兼任 講師 未定
TOEIC演習A
TOEIC演習B

兼任 講師 未定
TOEIC演習A
TOEIC演習B

兼任 講師 未定
TOEIC演習A
TOEIC演習B

兼任 講師 未定

English Presentation
SkillsA
English Presentation
SkillsB
English for Professional
PurposesA
English for Professional
PurposesB

兼任 講師 未定

Academic Communication
(独)A
Academic Communication
(独)B
Academic Writing (独)A
Academic Writing (独)B

兼任 講師 未定

Academic Communication
(独)A
Academic Communication
(独)B
Academic Writing (独)A
Academic Writing (独)B

兼任 講師 未定

Academic Communication
(仏)A
Academic Communication
(仏)B
Academic Writing (仏)A
Academic Writing (仏)B

兼任 講師 未定

Academic Communication
(仏)A
Academic Communication
(仏)B
Academic Writing (仏)A
Academic Writing (仏)B

兼任 講師 未定

Academic
Communication(中)A
Academic
Communication(中)B
Academic Writing(中)A
Academic Writing(中)B

兼任 講師 未定

Academic
Communication(露)A
Academic
Communication(露)B
Academic Writing(露)A
Academic Writing(露)B

兼任 講師 未定

ｽﾍﾟｲﾝ語入門1
ｽﾍﾟｲﾝ語入門2
ｽﾍﾟｲﾝ語入門3
ｽﾍﾟｲﾝ語入門4

兼任 講師 未定

ｺﾘｱ語入門1
ｺﾘｱ語入門2
ｺﾘｱ語入門3
ｺﾘｱ語入門4
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兼任 講師 未定

ｲﾀﾘｱ語入門1
ｲﾀﾘｱ語入門2
ｲﾀﾘｱ語入門3
ｲﾀﾘｱ語入門4

兼任 講師 未定

Cultures and Societies
in JapanA
Cultures and Societies
in JapanB

兼任 講師 未定
日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1
日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2

兼任 講師 未定
日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基礎演習

兼任 講師 未定
日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基礎演習

兼任 講師 未定
日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基礎演習

兼任 講師 未定
日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基礎演習

兼任 講師 未定
日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基礎演習

兼任 講師 川畑　徹朗 平成29年4月
ヘルスプロモーション1
ヘルスプロモーション2

兼任 講師 城　仁士 平成29年4月 高齢者環境論

兼任 講師 蛯名　邦禎 平成29年4月 環境基礎物理学B

兼任 講師 齊藤　惠逸 平成29年4月

環境物質科学A
環境物質科学B
環境基礎科学実験C1（主に
化学）
環境基礎科学実験C2（主に
化学）
環境無機化学

兼任 講師 原　俊雄 平成29年4月

力学基礎1
力学基礎2
連続体力学基礎
熱力学基礎

兼任 講師 田原　伸彦 平成29年4月 微分積分2

兼任 講師 光明　新 平成29年4月
微分積分3
微分積分4

兼任 講師 安本　真士 平成29年4月
線形代数入門1
線形代数入門2

兼任 講師 岩月　聡史 平成29年4月
基礎無機化学1
基礎無機化学2

兼任 講師 三木　雅子 平成29年4月
基礎地学1
基礎地学2

兼任 講師 未定
数理科学研究A
数理科学研究B

兼任 講師 未定
社会調査法1
社会調査法2

兼任 講師 高橋　明裕 平成29年4月 日本史
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兼任 講師 村田　文絵 平成29年4月 大気環境学

兼任 講師 川田　菜穂子 平成29年4月
ライフスタイル論A
ライフスタイル論B
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変　　更　　状　　況

備　　考

専任・

職名 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）

＜資格免許のための科目＞

（１） 担当教員表

設　置　時　の　計　画

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月

兼担 教授 渡部　昭男 平成29年4月

教育行政学（中・高）1
教育行政学（中・高）2
中等教育事前・事後指導
中学校教育実地研究A
中学校教育実地研究B
高等学校教育実地研究
教職実践演習（中・高）1
教職実践演習（中・高）2

兼担 教授 横川　博一 平成29年4月

英語科教育論B1
英語科教育論B2
英語科教育論D1
英語科教育論D2

兼担 教授 前田　正登 平成29年4月
保健体育科教育論B1
保健体育科教育論C1
保健体育科教育論C2

兼担 教授 岡田　修一 平成29年4月 保健体育科教育論C2

兼担 教授 髙見　和至 平成29年4月
保健体育科教育論D1
保健体育科教育論D2

兼担 教授 塚脇　淳 平成29年4月
美術科教育論C1
美術科教育論C2

兼担 准教授 大田　美佐子 平成29年4月
音楽科教育論C1
音楽科教育論C2

兼担 准教授 谷　正人 平成29年4月
音楽科教育論D1
音楽科教育論D2

兼担 准教授 岸本　吉弘 平成29年4月
美術科教育論D1
美術科教育論D2

兼任 講師 山本　朗登 平成29年4月
教職論（中・高）1
教職論（中・高）2

兼任 講師 杉山　精一 平成29年4月
教育原理1
教育原理2

兼任 講師 釜田　史 平成29年4月

教育史1
教育史2
中等カリキュラム論1
中等カリキュラム論2

兼任 講師 榎　景子 平成29年4月
教育経営学（中・高）1
教育経営学（中・高）2

兼任 講師 奥野　佐矢子 平成29年4月
中等道徳教育論1
中等道徳教育論2

兼任 講師 松田　修 平成29年4月
中等特別活動指導論1
中等特別活動指導論2

兼任 講師 木村　裕 平成29年4月
中等学習指導論1
中等学習指導論2

兼任 講師 杉山　雅 平成29年4月
中等生徒指導論1
中等生徒指導論2
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兼任 講師 浅海　真弓 平成29年4月
工芸実践演習1
工芸実践演習2

兼任 講師 前田　裕佳 平成29年4月
ソルフェージュ1
ソルフェージュ2

兼任 講師 村上　寛光 平成29年4月
先端表現演習1
先端表現演習2

兼任 講師 山森　直人 平成29年4月

英語科教育論A1
英語科教育論A2
英語科教育論C1
英語科教育論C2

兼任 講師 高田　俊也 平成29年4月
保健体育科教育論A1
保健体育科教育論A2

兼任 講師 藤田　大輔 平成29年4月 保健体育科教育論B2

兼任 講師 垣内　幸夫 平成29年4月

音楽科教育論A1
音楽科教育論A2
音楽科教育論B1
音楽科教育論B2

兼任 講師 鈴木　幹雄 平成29年4月

美術科教育論A1
美術科教育論A2
美術科教育論B1
美術科教育論B2
美術科教育論C1
美術科教育論C2
美術科教育論D1
美術科教育論D2

兼任 講師 松本　伸示 平成29年4月 理科教育論A

兼任 講師 村上　忠幸 平成29年4月 理科教育論B

兼任 講師 宮野　純次 平成29年4月 理科教育論C

兼任 講師 大黒　孝文 平成29年4月 理科教育論D

兼任 講師 坂井　武司 平成29年4月
数学科教育論A1
数学科教育論A2

兼任 講師 平井　崇晴 平成29年4月
数学科教育論B1
数学科教育論B2

兼任 講師 速水　多佳子 平成29年4月
家庭科教育論A
家庭科教育論B

兼任 講師 井上　奈穂 平成29年4月
社会科教育論A1
社会科教育論A2

兼任 講師 小西　正雄 平成29年4月
社会科教育論B1
社会科教育論B2

兼任 講師 橋本　康弘 平成29年4月
公民科教育論1
公民科教育論2

兼任 講師 橋崎　頼子 平成29年4月
社会科・公民科教育論1
社会科・公民科教育論2
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兼任 講師 吉永　裕也 平成29年4月
地歴科教育論1
地歴科教育論2

兼任 講師 佐藤　克士 平成29年4月
社会科・地歴科教育論1
社会科・地歴科教育論2

兼任 講師 未定
博物館概論1
博物館概論2

兼任 講師 未定
博物館経営論1
博物館経営論2

兼任 講師 未定
博物館資料論1
博物館資料論2

兼任 講師 未定
博物館展示論1
博物館展示論2

兼任 講師 未定
博物館教育論1
博物館教育論2

兼任 講師 未定
博物館情報・メディア論1
博物館情報・メディア論2

兼任 講師 未定 博物館実習

兼任 講師 未定
日本国憲法1
日本国憲法2

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２９年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　（　）書き等のみを記入してください。
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教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）

24 0 0 37

［ 0 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ]

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時におけ
る設置基準上の必

要専任教員数

うち、完成年度時
における設置基準
上の必要教授数

14 7

名 名

（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

　　　　

　（２）－②　専任教員数

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教 計 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

13 24 0 0 37
17

(17) (18) (0) (0) (35) ［ 0 ］

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入するとともに，

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

18 0 0 35
13

名

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定め
る定年年齢
（歳）

報告書提出時
（上記（Ａ））
の教員のうち、
定年を延長して
採用している教

員数

完成年度時（上記
（Ｂ））の教員う
ち、定年を延長して
採用する教員数

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成２９年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

65 0 0

歳 名
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目計

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

自由

計 科目 計 計

選択 選択

自由 科目 自由 自由

必修 必修

選択 科目 選択
人

必修 科目 必修

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

計

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

人

必修

自由

計 科目 計 計

選択 選択

自由 科目 自由 自由

必修 必修

選択 科目 選択

科目 必修

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

辞任等の理由番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

計

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

人

必修

自由

計 科目 計 計

選択 選択

自由 科目 自由 自由

必修 必修

選択 科目 選択

科目 必修

合計（Ａ） 後任補充状況の集計（Ｂ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

就任辞退（未就任）の理由

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

該 当 な し

該 当 な し

該 当 な し
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を

　　　　記入してください。
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

（29年5月）

　「発達コミュニ
ティ」という概念は、
ステークホルダーに
よって形成・創生され
るものと考えられるこ
とや、当該学科におい
ては「コミュニティ」
がキーコンセプトとな
ることから、「コミュ
ニティ論」を学ぶ必修
科目を充実させること
が必要。

留意事項

　人間発達を支援し実現す
る場としての「発達コミュ
ニティ」は、様々なステー
クホルダーにより形成・創
生されることを踏まえ、そ
うしたコミュニティ概念の
基礎的理解に係る科目であ
る「コミュニティ論」及び
「地域社会学」を必修化
し、本学科の共通科目の充
実化を図った。(29)

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等

設　置　時

（29年5月）

　社会福祉学的な観点
から、「発達コミュニ
ティ」という概念は学
問的な汎用性や一般的
な語義として用いられ
ていないため、今後、
学科名称を見直すか、
提案されている「発達
コミュニティ」の概念
に鑑みて、「コミュニ
ティ論」を学ぶ必修科
目を充実させることが
必要。

留意事項

　「発達コミュニティ」と
は、多様な人々の協働を通
して人間発達を支援し実現
する場を想定している。こ
こで、人間発達は、一人一
人の人間が多様な潜在能力
を開花させ、それぞれが
“善き生（well-being）”
を獲得することを意味す
る。本学科では、そうした
多様な人間発達の有り様を
学ぶと同時に、それを支え
るコミュニティの形成を理
論的・実践的に検討するこ
とで、深い人間理解と他者
への共感を通してグローバ
ルイシューを解決できる人
材を養成していく。
　その意味で、本学科は、
「グローバル共生社会」の
実現に貢献する「協働型グ
ローバル人材」の育成を目
的とした国際人間科学部に
とって、その名称を含め不
可欠の構成要素である。そ
のため、学科名称を見直す
ことはしなかった。
　ただし、上記指摘の趣旨
を踏まえ、学科専門科目で
ある「コミュニティ論」及
び「地域社会学」を必修化
し、コミュニティに係る一
般的理解を身に付ける科目
を充実させることで、「発
達コミュニティ」形成に向
けた基礎的素養を育成して
いく。(29)



172

設　置　時

（29年5月）

　グローバルイシュー
を構成する諸課題を発
見するために、「世界
の貧困」、「社会開
発」、「コミュニティ
開発」等の社会問題を
取り扱う必修科目を充
実させることが必要。
なお、学部共通科目の
「国際開発援助論
（JICA)」「国際開発
援助論（JICA)２」に
ついては必修科目とし
て履修させることが必
要。

留意事項

　グローバルイシューを構
成する諸課題を発見するた
めに、「世界の貧困」、
「社会開発」、「コミュニ
ティ開発」等の社会問題を
取り扱う必修科目を充実さ
せるため、環境共生学科の
学科共通科目として市民社
会による環境形成の可能性
を探求する「環境共生学概
論４（1単位）」を、より広
範な視角から「持続可能な
開発」の可能性を探る「グ
ローバル共生社会論（1単
位）」として学部共通発展
科目の必修科目に位置付
け、学部共通基礎科目の
「コミュニティ創成論」を
選択科目から必修科目に変
更する。また、学部共通基
礎科目の「国際開発援助論
（JICA)1」、「国際開発援
助論（JICA)2」を選択科目
から必修科目に変更した。
　国際人間科学部は、深い
人間理解と他者への共感を
もって地球的規模の課題に
向き合い、「グローバル共
生社会」の実現に貢献する
「協働型グローバル人材」
を養成することを目的とす
る。そのため、グローバル
イシューに係る様々な社会
問題の発見とその克服に向
けた知見を修得する科目
を、下記の通り必修化する
ことで、「協働型グローバ
ル人材」として基礎的素養
を育成する学部共通科目の
充実化を図った。(29)
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設　置　時

（29年5月）

　提案されている「発
達コミュニティ」の概
念に鑑みれば、児童、
高齢者、障害者等がそ
のコミュニティの中で
営まれる「包括的ケア
システムの形成」や
「雇用を含めた持続可
能性」等を取り扱う必
修科目を充実させるこ
とが必要。

留意事項

　児童、高齢者、障害者等
がそのコミュニティの中で
営まれる「包括的ケアシス
テムの形成」や「雇用を含
めた持続可能性」等を取り
扱う必修科目を充実させる
ため、学科展開科目に必修
科目として「包括支援シス
テム論」を新設した。
　「グローバル共生社会」
にあって、人間発達を実現
する“持続可能なコミュニ
ティ”を構築するために
は、そこに生きる多様な
人々（児童や高齢者、障害
者等）が“善き生（well-
being）”を獲得する上で、
住まい・医療・介護・予
防・生活支援・雇用支援等
が一体となった包括的な支
援体制が欠かせない。そこ
で、こうした包括的ケアシ
ステムの概念や構築のプロ
セスについて論じる科目を
充実させるため、コミュニ
ティの特性に応じた包括的
な支援の在り方や仕組み作
りについて論じる「包括支
援システム論」を本学科の
必修科目として新設し、
「発達コミュニティ」の概
念に適合した科目内容の充
実を図った。(29)

　　　　してください。

　　　・　同一設置者が設置する既設学部等に付された意見は、当該大学から提出される全ての報告書に

　　　　記入してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

　　　・　ファカルティ・ディベロップメントに関する事項

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　　・　ホームページ（学内限定）により公開予定。本学教務システムを利用し、アンケートを実施予定。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　・　授業評価アンケートの結果を踏まえて，各教員が自己評価を行うとともに，全教員で共有して意見交換を行

　　　　う。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　・　実施予定（H29.6～）

　　　・　授業評価アンケートの作成

　　　・　教員相互の授業参観

　ｂ　実施方法

　　　・　具体的な実施方法については，現在検討中

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　・　具体的な実施方法については，現在検討中

　　　原則、月１回（5人）

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　・　学生による授業評価に関する事項

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　　・　FD研修会の企画・立案

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　自己評価委員会

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜国際人間科学部　環境共生学科＞

（１） 設置計画変更事項等

該 当 な し
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○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（  　平成 29 年　5 月 中旬     ）

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

③　認証評価を受ける計画

　　・　次期評価期間内（H27～H33）の評価を受けるべく，学内で検討中

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　ａ　公表（予定）時期

　　・　自己点検・評価の結果の公表は，平成32年度を予定している。

　ｂ　公表方法

　　・　自己点検・評価報告書を刊行するとともに，大学ホームページ上に公開予定

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　・　教員配置、設備、授業科目、教育委員会との連携等、計画通りに開設できたことにより、概ね十分な

　　　　達成状況であると考える。

②　自己点検・評価報告書

（３） 自己点検・評価等に関する事項
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ タケダ　ヒロシ ）

武田　廣

（平成27年4月1日）

（ ミズタニ　フミトシ ）

水谷　文俊

（平成27年4月1日）

（ オカダ　アキヒロ ）

岡田　章宏

（平成29年4月1日）

（ キノシタ　タカシ ）

木下　孝司

（平成29年4月1日）

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２９年度に報告する内容　→（29）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２７年度に報告済の内容　→（27）

　　　　記入してください。

　　　〒６５７－８５０１

（３） 大学の位置

　　　　　兵庫県神戸市灘区鶴甲１丁目２－１

　　　　神戸大学

　　　　（兵庫県神戸市灘区六甲台町１－１）

学 部 長

学 科 長

　　　　　兵庫県神戸市灘区鶴甲３丁目１１

職　　名

学　　長

理　　事

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国立大学法人神戸大学

（２） 大　学　名

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

（４） 管理運営組織
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　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成２６年度開設の４年制の学科の場合（平成２９年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　

国際人間科学部

子ども教育学科

　 学士（学術）

　 学士（教育学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

155

( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

129

( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

53

( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

53

( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

50 2 204

年 人 年次

人

調査対象学部等の
名称（学位）

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

３年次文学関係、教育
学・保育学関係 4

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度
平均入学定員

超 過 率

1.06

(　　 　)

[  －  ] [ 　　　 ] [ 　　　 ] [ 　　　 ]

( － )

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

人

備　　考
学位又は学科

の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

1.06倍

備　　考

50
(　　 　) (　　 　)
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

53

[ － ] [　 　] [　 　] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（ － ） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　]

（　　）（　　）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

平成３２年度

４年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２９年度 平成３０年度

[　－ 　] [　　　　 ] [　　　　 ] [　　　　 ]

１年次

２年次

３年次

（　　　　 ）

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

計

53

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

　　　　さい。

（　－　） （　　　　 ） （　　　　 ）

備　　　　　考
平成３１年度



179

　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

人 0 人 平成３２年度 人 人 ％

53 人 0 人 0.00 ％

％

人 0

合　　計

0 0.00

人

人

人

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

人

0

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。　

％

％

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２９年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　　ありません。）

退学者数

人53

入学者数（b） 退学者数（a）
退学者数（内訳）

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成３２年度
入学者

平成２９年度
入学者

平成３０年度
入学者

平成３１年度
入学者
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２　授業科目の概要

＜国際人間科学部　子ども教育学科＞

（１） 授業科目表

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

全
学
共
通
授
業
科
目

基
礎
教
養
科
目

人
文
系

哲学 1②-2④ 1 兼2

心理学A 1②-2④ 1 兼2

心理学B 1②-2④ 1 兼1

論理学 1②-2④ 1 兼2

教育学A 1②-2④ 1 1 兼1

教育学B 1②-2④ 1 兼1

倫理学 1②-2④ 1 兼2

社
会
科
学
系

法学A 1②-2④ 1 兼2

法学B 1②-2④ 1 兼2

政治学A 1②-2④ 1 兼1

政治学B 1②-2④ 1 兼1

経済学A 1②-2④ 1 兼2

経済学B 1②-2④ 1 兼2

社会学 1②-2④ 1 兼2

地理学 1②-2④ 1 兼2

生
命
科
学
系

医学A 1②-2④ 1

医学B 1②-2④ 1

兼1

兼1

保健学A 1②-2④ 1 兼1

保健学B 1②-2④ 1 兼1

健康科学A 1②-2④ 1 兼1

健康科学B 1②-2④ 1 兼1

生物学A 1②-2④ 1 兼2

生物学B 1②-2④ 1 兼2

生物学C 1②-2④ 1 兼2

自
然
科
学
系

数学A 1②-2④ 1

数学B 1②-2④ 1

兼2

兼2

数学C 1②-2④ 1 1 兼1

物理学A 1②-2④ 1 兼1

物理学B 1②-2④ 1 兼1

化学A 1②-2④ 1 兼2

化学B 1②-2④ 1 兼2

化学C 1②-2④ 1 兼2

化学D 1②-2④ 1 兼2

惑星学A 1②-2④ 1 兼2

惑星学B 1②-2④ 1 兼2

惑星学C 1②-2④ 1 兼2

情報学A 1②-2④ 1 兼2

情報学B 1②-2④ 1 兼2

（

１
）

多
文
化
理
解

教育と人間形成 1②-2④ 1 兼1

文学A 1②-2④ 1 兼2

文学B 1②-2④ 1 兼2

言語科学A 1②-2④ 1 兼2

言語科学B 1②-2④ 1 兼1

芸術と文化A 1②-2④ 1 兼1

芸術と文化B 1②-2④ 1 兼2

日本史A 1②-2④ 1 兼2

日本史B 1②-2④ 1 兼2

東洋史A 1②-2④ 1 兼1

東洋史B 1②-2④ 1 兼1

ｱｼﾞｱ史A 1②-2④ 1 兼2

ｱｼﾞｱ史B 1②-2④ 1 兼2

西洋史A 1②-2④ 1 兼1

西洋史B 1②-2④ 1 兼1
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全
学
共
通
授
業
科
目

総
合
教
養
科
目

（

１
）

多
文
化
理
解

考古学A 1②-2④ 1 兼2

考古学B 1②-2④ 1 兼2

芸術史A 1②-2④ 1 兼1

芸術史B 1②-2④ 1 兼1

美術史A 1②-2④ 1 兼1

美術史B 1②-2④ 1 兼1

科学史A 1②-2④ 1 兼1

科学史B 1②-2④ 1 兼1

社会思想史 1②-2④ 1 兼1

文化人類学 1②-2④ 1 兼2

現代社会論A 1②-2④ 1 兼1

現代社会論B 1②-2④ 1 兼1

越境する文化 1②-2④ 1 兼2

生活環境と技術 1②-2④ 1 兼2

学校教育と社会 1②-2④ 1 兼1

カタチの文化学A 1②-2④ 1 兼1

カタチの文化学B 1②-2④ 1 兼1

（

２
）

自
然
界
の
成
り
立
ち

科学技術と倫理 1②-2④ 1 兼1

現代物理学が描く世界 1②-2④ 1 兼2

身近な物理法則 1②-2④ 1 兼1

カタチの自然学 1②-2④ 1 兼1

ものづくりと科学技術A 1②-2④ 1 兼2

ものづくりと科学技術B 1②-2④ 1 兼2

生命科学A 1②-2④ 1 兼1

生命科学B 1②-2④ 1 兼1

生物資源と農業A 1②-2④ 1 兼1

生物資源と農業B 1②-2④ 1 兼1

生物資源と農業C 1②-2④ 1 兼1

生物資源と農業D 1②-2④ 1 兼1

（

３
）

グ
ロ
ー

バ
ル
イ
シ
ュ
ー

環境学入門A 1②-2④ 1

環境学入門B 1②-2④ 1

兼1

兼1

社会と人権A 1②-2④ 1 兼2

社会と人権B 1②-2④ 1 兼2

男女共同参画とｼﾞｪﾝﾀﾞｰA 1②-2④ 1 兼1

男女共同参画とｼﾞｪﾝﾀﾞｰB 1②-2④ 1 兼1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ育成基礎演習 1②-2④ 2 兼1

EU基礎論 1②-2④ 1 兼2

国際協力の現状と課題A 1②-2④ 1 兼1

国際協力の現状と課題B 1②-2④ 1 兼1

政治と社会 1②-2④ 1 兼3

社会生活と法 1②-2④ 1 兼2

国家と法 1②-2④ 1 兼2

現代の経済A 1②-2④ 1 兼2

現代の経済B 1②-2④ 1 兼2

経済社会の発展 1②-2④ 1 兼2

企業と経営 1②-2④ 1 兼2

地球史における生物の変遷 1②-2④ 1 兼2

生物の環境適応 1②-2④ 1 兼2

人間活動と地球生態系 1②-2④ 1 兼2

食と健康A 1②-2④ 1 兼2

食と健康B 1②-2④ 1 兼2

資源･材料とｴﾈﾙｷﾞｰA 1②-2④ 1 兼2

資源･材料とｴﾈﾙｷﾞｰB 1②-2④ 1 兼2

（

４
）

E
S
D

ESD基礎(持続可能な社会づくり1)A 1②-2④ 1 兼1

ESD基礎(持続可能な社会づくり1)B 1②-2④ 1 兼1

ESD論(持続可能な社会づくり2)A 1②-2④ 1 兼1

ESD論(持続可能な社会づくり2)B 1②-2④ 1 兼1

ESD生涯学習論A 1②-2④ 1

ESD生涯学習論B 1②-2④ 1 兼1

兼1

1②-2④ 1 兼1ESDﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ論
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Advanced English Communication B1
で代替することができる。

Advanced English Communication B2
で代替することができる。

全学共通授業科目の見直しのため(29)

全学共通授業科目の見直しのため(29)

Advanced English Literacy B1で代
替することができる。

Advanced English Literacy B2で代
替することができる。

全学共通授業科目の見直しのため(29)

全学共通授業科目の見直しのため(29)

総
合
教
養
科
目

（

５
）

キ
ャ

リ
ア
科
目

企業社会論A 1②-2④ 1 兼1

企業社会論B 1②-2④ 1 兼1

職業と学び-ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝを考えるA 1②-2④ 1 兼1

職業と学び-ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝを考えるB 1②-2④ 1 兼1

社会基礎学(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材に不可欠な教養) 1②-2④ 2 兼1

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと社会貢献活動A 1②-2④ 1 兼1

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと社会貢献活動B 1②-2④ 1 兼1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾁｬﾚﾝｼﾞ実習 1②-2④ 1又は2

神戸大学史A 1②-2④ 1

神戸大学史B 1②-2④ 1 兼1

兼1

神戸大学の研究最前線B 1②-2④ 1

神戸大学の研究最前線A 1②-2④ 1

兼1

兼1

1 兼1

阪神･淡路大震災B 1②-2④ 1

阪神･淡路大震災A

海への誘い 1②-2④ 2

1②-2④

兼1

兼1

1②-2④ 2 兼1

外
国
語
第
Ⅰ

English Communication A1 1① 0.5

瀬戸内海学入門

兼10

English Communication A2 1② 0.5 兼10

English Communication B1 1③ 0.5
兼9

English Communication B2 1④ 0.5

Advanced English Communication B1 1③ 0.5 兼3

兼9

English Literacy A1 1① 0.5

Advanced English Communication B2 1④ 0.5

兼10

兼3

English Literacy B1 1③ 0.5

English Literacy A2 1② 0.5

兼10

兼10

Advanced English Literacy B1 1③ 0.5

English Literacy B2 1④ 0.5

兼3

兼10

Autonomous English 1 1① 0.5

Advanced English Literacy B2 1④ 0.5

兼12

兼3

Advanced English A1 2①･2③ 0.5

Autonomous English 2 1② 0.5

兼1

兼12

Advanced English B 2①-2④ 0.5

Advanced English A2 2②･2④ 0.5

兼1

兼1

2①･2② 1 兼1

ﾄﾞｲﾂ語初級A1 1① 0.5

Advanced English C

ﾄﾞｲﾂ語初級A2 1② 0.5

兼3

兼3

ﾄﾞｲﾂ語初級B1 1① 0.5 兼2

ﾄﾞｲﾂ語初級B2 1② 0.5 兼2

ﾄﾞｲﾂ語初級A3 1③ 0.5

ﾄﾞｲﾂ語初級A4 1④ 0.5 兼4

兼4

ﾄﾞｲﾂ語初級B4 1④ 0.5

ﾄﾞｲﾂ語初級B3 1③ 0.5

兼3

兼3

ﾄﾞｲﾂ語初級SA4 1④ 0.5

ﾄﾞｲﾂ語初級SA3 1③ 0.5

兼1

兼1

ﾄﾞｲﾂ語初級SB4 1④ 0.5

ﾄﾞｲﾂ語初級SB3 1③ 0.5

兼1

兼1

ﾄﾞｲﾂ語中級C2 2② 0.5

ﾄﾞｲﾂ語中級C1 2① 0.5

兼1

兼1

ﾌﾗﾝｽ語初級A2 1② 0.5

ﾌﾗﾝｽ語初級A1 1① 0.5

兼3

兼3

ﾌﾗﾝｽ語初級B1 1① 0.5

兼2

兼2

ﾌﾗﾝｽ語初級B2 1② 0.5

ﾌﾗﾝｽ語初級A3 1③

ﾌﾗﾝｽ語初級SA4 1④

0.5 兼4

ﾌﾗﾝｽ語初級A4 1④ 0.5 兼4

ﾌﾗﾝｽ語初級B3 1③ 0.5 兼3

ﾌﾗﾝｽ語初級B4 1④ 0.5 兼3

ﾌﾗﾝｽ語初級SA3 1③ 0.5 兼1

0.5 兼1

ﾌﾗﾝｽ語初級SB3 1③ 0.5 兼1

ﾌﾗﾝｽ語初級SB4 1④ 0.5 兼1

ﾌﾗﾝｽ語中級C1 2① 0.5 兼1

外
国
語
第
Ⅱ

外
国
語
科
目

全
学
共
通
授
業
科
目

（

６
）

神
戸
学
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中国語初級A1

ﾌﾗﾝｽ語中級C2 2② 0.5 兼1

1① 0.5 兼3

中国語初級A2 1② 0.5 兼3

中国語初級B1 1① 0.5 兼3

中国語初級B2 1② 0.5 兼3

中国語初級A3 1③ 0.5 兼5

中国語初級A4 1④ 0.5 兼5

中国語初級B3 1③ 0.5 兼4

中国語初級B4 1④ 0.5 兼4

中国語初級SA3 1③ 0.5 兼1

中国語初級SA4 1④ 0.5 兼1

中国語初級SB3 1③ 0.5 兼1

中国語初級SB4 1④ 0.5 兼1

中国語中級C1 2① 0.5 兼1

中国語中級C2 2② 0.5 兼1

ﾛｼｱ語初級A1 1① 0.5 兼1

ﾛｼｱ語初級A2 1② 0.5 兼1

ﾛｼｱ語初級B1 1① 0.5 兼1

ﾛｼｱ語初級B2 1② 0.5 兼1

ﾛｼｱ語初級A3 1③ 0.5 兼1

ﾛｼｱ語初級A4 1④ 0.5 兼1

ﾛｼｱ語初級B3 1③ 0.5 兼1

ﾛｼｱ語初級B4 1④ 0.5 兼1

ﾛｼｱ語中級C1 2① 0.5 兼1

ﾛｼｱ語中級C2 2② 0.5 兼1

外
国
語
第
Ⅲ

第三外国語(ﾄﾞｲﾂ語)T1 2① 0.5

第三外国語(ﾄﾞｲﾂ語)T2 2② 0.5

第三外国語(ﾄﾞｲﾂ語)T3 2③ 0.5

第三外国語(ﾄﾞｲﾂ語)T4 2④ 0.5

第三外国語(ﾌﾗﾝｽ語)T1 2① 0.5

第三外国語(ﾌﾗﾝｽ語)T2 2② 0.5

第三外国語(ﾌﾗﾝｽ語)T4 2④ 0.5

第三外国語(ﾌﾗﾝｽ語)T3 2③ 0.5

第三外国語(韓国語)T2 2② 0.5

第三外国語(韓国語)T1 2① 0.5

第三外国語(韓国語)T4 2④ 0.5

第三外国語(韓国語)T3 2③ 0.5

第三外国語(ｽﾍﾟｲﾝ語)T2 2② 0.5

第三外国語(ｽﾍﾟｲﾝ語)T1 2① 0.5

第三外国語(ｽﾍﾟｲﾝ語)T4 2④ 0.5

第三外国語(ｽﾍﾟｲﾝ語)T3 2③ 0.5

第三外国語(ｲﾀﾘｱ語)T2 2② 0.5

第三外国語(ｲﾀﾘｱ語)T1 2① 0.5

第三外国語(ｲﾀﾘｱ語)T3 2③ 0.5

情報基礎 1① 1

第三外国語(ｲﾀﾘｱ語)T4 2④ 0.5

兼3

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学講義A 1③ 1

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学講義B 1③ 1

兼1

兼1

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学講義C 1③ 1 兼1

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学実習基礎1 1① 0.5 兼10

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学実習基礎2 1② 0.5 兼10

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学実習1 1③ 0.5 1 兼7

健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学実習2 1④ 0.5 1 兼7

外
国
語
第
Ⅱ

外
国
語
科
目

全
学
共
通
授
業
科
目

健
康
・
ス
ポ
―

ツ
科
学

情報科目
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専
門
科
目

学
部
専
門
科
目

学
部
共
通
基
礎
科
目

初年次ｾﾐﾅｰ 1① 1

ｺﾐｭﾆﾃｨ創成論 2① 1

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1

ｿｰｼｬﾙｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄ論 1② 1

1 兼18

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 1② 1 　 　 兼2

協働型ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ論 1① 1  兼2

国際開発援助論(JICA)1 1① 1 兼4

国際開発援助論(JICA)2 1② 1 兼8

兼4

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ基礎論 1③ 1 兼3

異文化間教育論1 1③ 1 1

異文化間教育論2 1④ 1 1

　 兼1

1③ 　 1 兼7

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2 1④ 　 1 兼7

学
部
共
通
発
展
科
目

外国語実習A 1～4 1

外国語実習B 1～4 2

兼1

兼1

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実習A 1～4 1 兼1

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実習B 1～4 2 兼1

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ実習A 1～4 1 兼1

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ実習B 1～4 2 兼1

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ方法論 2① 1 兼2

情報発信演習1 2① 1   兼5

情報発信演習2 2② 1   兼5

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習1 2③ 1   兼4

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習2 2④ 1   兼4

Academic Communication(英)A 2① 1  兼6

Academic Communication(英)B 2②  1  兼6

Academic Writing(英)A 2③ 1  兼6

Academic Writing(英)B 2④ 1  兼6

TOEFL演習A 1③ 1  兼3

TOEFL演習B 1④ 1  兼3

TOEIC演習A 2① 1  兼3

TOEIC演習B 2② 1  兼3

English Presentation SkillsA 3① 1  兼4

English Presentation SkillsB 3② 1  兼4

English for Professional PurposesA 3③ 1  兼4

English for Professional PurposesB 3④ 1  兼4

Academic Communication (独)A 2① 1 　 兼2

Academic Communication (独)B 2② 1 　 兼2

Academic Communication (仏)A 2① 1 　 兼2

Academic Communication (仏)B 2② 1 　 兼2

Academic Communication(中)A 2① 1  兼1

Academic Communication(中)B 2② 1  兼1

Academic Communication(露)A 2① 1 兼1

Academic Communication(露)B 2② 1 兼1

Academic Writing (独)A 2③ 1 　 兼2

Academic Writing (独)B 2④ 1 　 兼2

Academic Writing (仏)A 2③ 1 　 兼2

Academic Writing (仏)B 2④ 1 　 兼2

Academic Writing(中)A 2③ 1  兼1

Academic Writing(中)B 2④ 1  兼1

Academic Writing(露)A 2③ 1 兼1

Academic Writing(露)B 2④ 1 兼1

ｽﾍﾟｲﾝ語入門1 2① 1 兼1

ｽﾍﾟｲﾝ語入門2 2② 1 兼1

ｽﾍﾟｲﾝ語入門3 2③ 1 兼1

ｽﾍﾟｲﾝ語入門4 2④ 1 兼1

ｺﾘｱ語入門1 2① 1 兼1

ｺﾘｱ語入門2 2② 1 兼1

ｺﾘｱ語入門3 2③ 1 兼1

ｺﾘｱ語入門4 2④ 1 兼1

ﾗﾃﾝ語入門1 2① 1 兼1

ﾗﾃﾝ語入門2 2② 1 兼1

ﾗﾃﾝ語入門3 2③ 1 兼1

ﾗﾃﾝ語入門4 2④ 1 兼1
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受講生数の増加により，開講クラス
を追加（29）

受講生数の増加により，開講クラス
を追加（29）

教育課程の充実のため（29）

教育課程の充実のため（29）

教育課程の充実のため（29）

教育課程の充実のため（29）

教育内容の充実のため（29）

教育内容の充実のため（29）

専
門
科
目

学
部
専
門
科
目

学
部
共
通
発
展
科
目

ｲﾀﾘｱ語入門1 2①

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習B 1②

日本語文法基礎

1

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 2② 1

兼1

ｲﾀﾘｱ語入門2 2② 1 兼1

ｲﾀﾘｱ語入門3 2③ 1 兼1

ｲﾀﾘｱ語入門4 2④ 1 兼1

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習A 1① 1  兼2
兼1

1  兼2
兼1

Cultures and Societies in JapanA 2① 1 兼1

Cultures and Societies in JapanB 2② 1  兼1

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 2① 1 兼1

兼1

1①～4④ 1 兼5

実践日本語基礎 1①～4④ 1 兼5

日本語･日本文化基礎演習 1①～4④ 1 兼5

途上国農村地域開発論 2･3③ 2 兼1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ共生社会論 1④ 1 兼1

ESD演習Ⅰ1 2① 1 兼1

ESD演習Ⅰ2 2② 1 兼1

ESD演習Ⅱ1 2③ 1 兼1

ESD演習Ⅱ2 2④ 1 兼1

グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
（

G
S
P
）

科
目

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論 1① 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習 1② 1

1 1 兼7

1 兼19

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ) 1①～3① 1  1 1 兼4

留学型GSｺｰｽ 1①～3④ 3  1 1 兼4

実践型GSｺｰｽ 1①～3④ 3  1 1 兼4

研修型GSｺｰｽ 1①～3④ 3  1 1 兼4

GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ) 1④～3④ 1  1 1 兼4

学
科
専
門
科
目

学
科
共
通
科
目
（

子
ど
も
教
育
学
科
）

子ども教育学概論1 1① 1

子ども教育学演習5 4① 1

子ども教育学概論2 1② 1

3 3

3 3

子ども教育学演習1 3① 1 9 9 2

子ども教育学演習2 3② 1 9 9 2

子ども教育学演習3 3④ 1 9 9 2

子ども教育学演習4 3④ 1 9 9 2

9 9 2

子ども教育学演習6 4② 1 9 9 2

子ども教育学演習7 4③ 1 9 9 2

子ども教育学演習8 4④ 1 9 9 2

国際文化理解教育論1 2③ 1 1

国際文化理解教育論2 2④ 1 1

教育原理(世界と日本の学校教育)1 1③ 1 1

教育原理(世界と日本の学校教育)2 1④ 1 1

保育原理(世界と日本の乳幼児教育)1 1① 1 1

保育原理(世界と日本の乳幼児教育)2 1② 1 1

学
科
コ
ア
科
目
（

子
ど
も
教
育
学
科
）

教職論（小）1 1① 1

教職論（小）2 1② 1

1

1

教師入門1 1③ 1 1 2 1

教師入門2 1④ 1 1 2 1

日本教育史1 2① 1 1

日本教育史2 2② 1 1

初等国語科教育論1 2③ 1 1

初等国語科教育論2 2④ 1 1

初等特別活動指導論1 3① 1 兼1

初等特別活動指導論2 3② 1 兼1

総合学習教育論1 3① 1 兼1

総合学習教育論2 3② 1 兼1

乳幼児心理学1 1① 1 1

乳幼児心理学2 1② 1 1

児童の発達と学習1 2① 1 兼1

児童の発達と学習2 2② 1 兼1

初等社会科教育論1 3① 1 1

初等社会科教育論2 3② 1 1

初等生徒指導論(進路指導を含む)1 3① 1 1

初等生徒指導論(進路指導を含む)2 3② 1 1
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担当教員が昇任したため（29）

専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

学
科
コ
ア
科
目
（

子
ど
も
教
育
学
科
）

発達心理学（幼・小）1 1③

初等理科教育論2 2④

初等生活科教育論1

1 兼1

発達心理学（幼・小）2 1④ 1 兼1

教育経営学（幼・小）1 1③ 1 1

教育経営学（幼・小）2 1④ 1 1

初等理科教育論1 2③ 1 1

1 1

教育行政学（幼・小）1 2① 1 1

教育行政学（幼・小）2 2② 1 1

初等ｶﾘｷｭﾗﾑ論1 2① 1 1

初等ｶﾘｷｭﾗﾑ論2 2② 1 1

2③ 1 1

初等生活科教育論2 2④ 1 1

初等学校教育相談1 3① 1 兼1

初等学校教育相談2 3② 1 兼1

初等算数論1 1③ 1 1

初等算数論2 1④ 1 1

初等算数科教育論1 2① 1 1

初等算数科教育論2 2② 1 1

初等音楽科教育論1 2③ 1 1

初等音楽科教育論2 2④ 1 1

初等体育論1 2① 1 1

初等体育論2 2② 1 1

初等図工科教育論1 2① 1 1

初等図工科教育論2 2② 1 1

初等家庭科教育論1 3① 1 兼1

初等家庭科教育論2 3② 1 兼1

初等体育科教育論1 2③ 1 1

初等体育科教育論2 2④ 1 1

初等英語教育論1 2③ 1 兼1

初等英語教育論2 2④ 1 兼1

初等国語論1 2① 1 1

初等国語論2 2② 1 1

初等道徳教育論1 2③ 1 1

初等道徳教育論2 2④ 1 1

初等図工論1 1③ 1 1

初等図工論2 1④ 1 1

初等教育方法学1 2③ 1 1

初等教育方法学2 2④ 1 1

初等生活科論1 2① 1 兼1

初等生活科論2 2② 1 兼1

初等社会科論1 2③ 1 1 1

初等社会科論2 2④ 1 1 1

初等音楽論1 2① 1 1

初等音楽論2 2② 1 1

初等理科論1 2③ 1 1

初等理科論2 2④ 1 1

初等英語論1 2① 1 兼1

初等英語論2 2② 1 兼1

初等家庭科論1 2③ 1 1

初等家庭科論2 2④ 1 1

乳幼児教育課程論1 2③ 1 1

乳幼児教育課程論2 2④ 1 1

保育内容研究(健康Ⅰ)1 2① 1 1

保育内容研究(健康Ⅰ)2 2② 1 1

保育内容研究(健康Ⅱ)1 2③ 1 兼1

保育内容研究(健康Ⅱ)2 2④ 1 兼1

保育内容研究(環境)1 2① 1 兼1

保育内容研究(環境)2 2② 1 1 兼1

乳幼児教育内容･方法論1 3① 1 1

乳幼児教育内容･方法論2 3② 1 1

保育内容研究(人間関係)1 2① 1 1

保育内容研究(人間関係)2 2② 1 1

乳幼児臨床心理学1 3① 1 1
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専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

学
科
コ
ア
科
目
（

子
ど
も
教
育
学
科
）

乳幼児臨床心理学2 3②

保育内容研究(造形表現)1 1③

保育内容研究(児童文化と言葉)2

1 1

子どもの食と栄養1 2③ 1 兼1

子どもの食と栄養2 2④ 1 兼1

子どもの保健と健康1 3① 1 兼1

子どもの保健と健康2 3② 1 兼1

1 1

保育内容研究(造形表現)2 1④ 1 1

保育内容研究(音楽表現)1 1③ 1 1

保育内容研究(音楽表現)2 1④ 1 1

保育内容研究(児童文化と言葉)1 1③ 1 1

1④ 1 1

学
科
展
開
科
目
（

子
ど
も
教
育
学
科
）

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育演習(教育行政学)1 2① 1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育演習(教育行政学)2 2② 1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育演習(教育制度)1 2③ 1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育演習(教育制度)2 2④ 1 1

比較教育ｼｽﾃﾑ論1 3① 1 1

比較教育ｼｽﾃﾑ論2 3② 1 1

西洋教育思想史1 3① 1 1

西洋教育思想史2 3② 1 1

比較教育政策論1 3① 1 1

比較教育政策論2 3② 1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育演習(子どもの保健) 3④ 1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育演習(科学教育)1 2① 1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育演習(科学教育)2 2② 1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育演習(教育方法学)1 2③ 1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育演習(教育方法学)2 2④ 1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育文献演習1 3① 1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育文献演習2 3② 1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育演習(教育史学)1 2③ 1 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育演習(教育史学)2 2④ 1 1

特別支援教育総論1 3① 1 1

特別支援教育総論2 3② 1 1

特別支援教育学 2③ 1 兼1

発達障害心理学1 2① 1 1

発達障害心理学2 2② 1 1

発達障害と共生社会1 2③ 1 1

発達障害と共生社会2 2④ 1 1

障害児発達学1 2③ 1 1

障害児発達学2 2④ 1 1

知的障害の生理･病理 3② 1 兼1

障害児支援学概論 3① 1 兼2

肢体不自由者心理･生理･病理1 2① 1 兼1

肢体不自由者心理･生理･病理2 2② 1 兼1

知的障害支援学1 3④ 1 1

知的障害支援学2 3④ 1 1

発達障害教育論1 3② 1 1

発達障害教育論2 3④ 1 1

肢体不自由教育論1 3④ 1 兼1

肢体不自由教育論2 3④ 1 兼1

障害共生教育論1 2① 1 兼1

障害共生教育論2 2② 1 兼1

支援教育臨床学1 2① 1 1

支援教育臨床学2 2② 1 1

臨床発達支援学1 2③ 1 1

臨床発達支援学2 2④ 1 1

児童青年精神医学1 2④ 1 兼1

児童青年精神医学2 2④ 1 兼1

障害とﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 2② 1 兼1

言語発達と教育1 2③ 1 兼1

言語発達と教育2 2④ 1 兼1

観察実習Ⅰ 1① 1 1 2

観察実習Ⅱ 2① 1 1 2

科学教育実践研究1 3① 1 1
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担当教員が昇任したため（29）

担当教員が昇任したため（29）

専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

学
科
展
開
科
目
（

子
ど
も
教
育
学
科
）

科学教育実践研究2 3②

英語科実践研究1 3①

教育･保育実践演習(家庭保育)

1

教育･保育実践演習(造形表現) 3④ 1

1

社会認識実践研究1 3④ 1 1 1

社会認識実践研究2 4① 1 1 1

数理認識実践研究1 3④ 1 1

数理認識実践研究2 4① 1 1

1 兼1

英語科実践研究2 3② 1 兼1

教育･保育実践演習(児童文学) 3④ 1 1

教育･保育実践演習(音楽表現) 3④ 1 1

　 1

3④ 1 1

教育･保育実践演習(乳幼児教育) 4④ 1 1

初等教育事前･事後指導 3③ 1 1 1 1

初等教育実地研究 3③ 4 1 1 1

特別支援教育実地研究 4③ 3 1 2 兼1

教職実践演習(幼･小)1 4③ 1 2 1

教職実践演習(幼･小)2 4④ 1 2 1

学校ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅠ 2通 1 1 1 1

学校ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅡ 3通 1 1 1 1

学校ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅢ 4通 1 1 1 1

社会福祉論1 2① 1 兼1

社会福祉論2 2② 1 兼1

社会的養護1 3① 1 兼1

社会的養護2 3② 1 兼1

障害児保育演習1 3① 1 1

障害児保育演習2 3② 1 1

社会的養護内容演習 4① 1 兼1

幼児心理学演習1 2③ 1 1

幼児心理学演習2 2④ 1 1

乳児心理学演習 1③ 1 1

子どもと家庭1 3① 1 1

子どもと家庭2 3② 1 1

子ども家庭支援論1 3④ 1 1

子ども家庭支援論2 3④ 1 1

卒業研究 4通 10 7 9 1

資
格
免
許
の
た
め
の
科
目

日本国憲法1 2③ 1

日本国憲法2 2④ 1

兼1

兼1

教職論（中・高）1 1 1 兼1

教職論（中・高）2 1 1 兼1

教育原理1 1① 1 兼1

教育原理2 1② 1 兼1

教育史1 2① 1 兼1

教育史2 2② 1 兼1

教育行政学（中・高）1 1① 1 1

教育行政学（中・高）2 1② 1 1

教育経営学（中・高）1 2① 1 兼1

教育経営学（中・高）2 2② 1 兼1

中等ｶﾘｷｭﾗﾑ論1 2 1 兼1

中等ｶﾘｷｭﾗﾑ論2 2 1 兼1

中等道徳教育論1 2 1 兼1

中等道徳教育論2 2 1 兼1

中等特別活動指導論1 3① 1 兼1

中等特別活動指導論2 3② 1 兼1

中等学習指導論1 2 1 兼1

中等学習指導論2 2 1 兼1

中等生徒指導論1 3① 1 兼1

中等生徒指導論2 3② 1 兼1

中等教育事前･事後指導 3･4 1 1

中学校教育実地研究A 3･4 2 1

中学校教育実地研究B 3･4 2 1

高等学校教育実地研究 3･4 2 1

教職実践演習(中･高)1 4③ 1 1

教職実践演習(中･高)2 4④ 1 1
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資
格
免
許
の
た
め
の
科
目

工芸実践演習1 2③ 1

工芸実践演習2 2④ 1

兼1

兼1

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ1 1③ 1 兼1

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ2 1④ 1 兼1

先端表現演習1 3① 1 兼1

先端表現演習2 3② 1 兼1

英語科教育論A1 2 1 兼1

英語科教育論A2 2 1 兼1

英語科教育論B1 2③ 1 兼1

英語科教育論B2 2④ 1 兼1

英語科教育論C1 3 1 兼1

英語科教育論C2 3 1 兼1

英語科教育論D1 3③ 1 兼1

英語科教育論D2 3④ 1 兼1

保健体育科教育論A1 2① 1 兼1

保健体育科教育論A2 2② 1 兼1

保健体育科教育論B1 2③ 1 兼1

保健体育科教育論B2 2④ 1 兼1

保健体育科教育論C1 3･4① 1 兼1

保健体育科教育論C2 3･4② 1 兼2

保健体育科教育論D1 3･4① 1 兼1

保健体育科教育論D2 3･4② 1 兼1

音楽科教育論A1 2① 1 兼1

音楽科教育論A2 2② 1 兼1

音楽科教育論B1 2③ 1 兼1

音楽科教育論B2 2④ 1 兼1

音楽科教育論C1 3･4① 1 兼1

音楽科教育論C2 3･4② 1 兼1

音楽科教育論D1 3･4③ 1 兼1

音楽科教育論D2 3･4④ 1 兼1

美術科教育論A1 2･3 1 兼1

美術科教育論A2 2･3 1 兼1

美術科教育論B1 2･3 1 兼1

美術科教育論B2 2･3 1 兼1

美術科教育論C1 2･3 1 兼1

美術科教育論C2 2･3 1 兼1

美術科教育論D1 2･3 1 兼1

美術科教育論D2 2･3 1 兼1

理科教育論A 2･3 2 兼1

理科教育論B 2･3 2 兼1

理科教育論C 2･3 2 兼1

理科教育論D 2･3 2 兼1

数学科教育論A1 2① 1 兼1

数学科教育論A2 2② 1 兼1

数学科教育論B1 2③ 1 兼1

数学科教育論B2 2④ 1 兼1

数学科教育論C1 3① 1 兼1

数学科教育論C2 3② 1 兼1

数学科教育論D1 3③ 1 兼1

数学科教育論D2 3④ 1 兼1

家庭科教育論A 2･3 2 兼1

家庭科教育論B 2･3 2 兼1

家庭科教育論C1 2･3 1 兼1

家庭科教育論C2 2･3 1 兼1

家庭科教育論D1 2･3 1 兼1

家庭科教育論D2 2･3 1 兼1

社会科教育論A1 2 1 兼1

社会科教育論A2 2 1 兼1

社会科教育論B1 2 1 兼1

社会科教育論B2 2 1 兼1

公民科教育論1 2 1 兼1

公民科教育論2 2 1 兼1

社会科･公民科教育論1 2･3 1 兼1
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社会科･公民科教育論2 2･3 1

地歴科教育論1 2･3 1 兼1

兼1

社会科･地歴科教育論1 2 1

地歴科教育論2 2･3 1

兼1

兼1

兼1

博物館概論1 2① 1

社会科･地歴科教育論2

博物館概論2 2② 1

2 1

兼1

兼1

博物館経営論2 2④ 1

博物館経営論1 2③ 1

兼1

兼1

博物館資料論2 3④ 1

博物館資料論1 3③ 1

兼1

兼1

博物館展示論2 2② 1

博物館展示論1 2① 1

兼1

兼1

博物館教育論2 2 1

博物館教育論1 2 1

兼1

兼1

博物館情報･ﾒﾃﾞｨｱ論2 2④ 1

博物館情報･ﾒﾃﾞｨｱ論1 2③ 1

兼1

兼1

 

社会調査法1 3① 1

博物館実習 2･3 3

兼1

 兼1

兼1

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

社会調査法2 3② 1

資
格
免
許
の
た
め
の
科
目

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２８年度に認可（届出）された大学等は設置認可（届出）時）より変更されているものは

　　　　赤字見え消し修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。
　　　　

（２） 授業科目数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計（Ａ） 必　修 選　択 自　由 計

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

40 576 0 616 40 584 0 624

[ 　  ] [　  8] [　　　] [　  8]

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

0

616

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

廃止の理由，代替措置の有無

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

0 ％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　留意してください。

　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝

該 当 な し

該 当 な し
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備考

大学全体

大学全体

国費による

大学全体

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 519,783 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 519,783 ㎡

運動場用地 102,429 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 102,429 ㎡
大学全体

小　　　計 622,212 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 622,212 ㎡

そ　の　他 565,279 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 565,279 ㎡

合　　　計 1,187,491 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 1,187,491 ㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

361,401 ㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 361,401 ㎡

（　　361,401 ㎡） （　　　―　　㎡） （　　　―　　㎡） （　　361,401 ㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

33室 72室 80室
10室 0室

（補助職員　2人） （補助職員　0人）

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

国際人間科学部　子ども教育学科 22 室

視聴覚資料

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕 点

（5,704〔2,070〕） （11〔11〕） (16,950)

機械・器具 標　　本
(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

点 点

国際人間科学部
838,517〔157,971〕　 5,704〔2,070〕　 11〔11〕　 16,950 67 0

（838,517〔157,971〕） （67） （0）

計
838,517〔157,971〕　 5,704〔2,070〕　 11〔11〕　 16,950 67 0

（838,517〔157,971〕） （5,704〔2,070〕） （11〔11〕） (16,950) （67） （0）

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

  23,657 ㎡ 1,827 席 3,804,078 冊

(７) 体　　育　　館

面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

6,532 ㎡

テニスコート22面 武道場2面

弓道場2面 洋弓場

プール(25m)2面 室内プール(25m)

ハンドボールコート 馬場

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 － － 図書購入費 － － －

設備購入費 －

－ － － －

－ －

第６年次学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

－ －

学生納付金以外の維持方法の概要 　　　－

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 － －

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２９年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（29）」を「備考」に赤字で記入してください。
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　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

〔学部〕

文学部

　人文学科 4 100 － 445 学士
（文学）

1.06 平成13年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

国際人間科学部

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化学科 4 140 － 140 学士
（学術）

1.02 平成29年度 平成29年度設置

　発達ｺﾐｭﾆﾃｨ学科 4 100 3年次
5

100 学士
（学術）

1.05 平成29年度 平成29年度設置

　環境共生学科 4 80 3年次
3

80 学士
（学術）

1.03 平成29年度 平成29年度設置

　子ども教育学科 4 50 3年次
2

50 学士
(学術),
学士

(教育学)

1.06 平成29年度 平成29年度設置

国際文化学部

　国際文化学科 4 － － － 学士
（国際文
化学）

－ 平成17年度 兵庫県神戸市灘区鶴
甲1-2-1

平成29年度より募
集停止

発達科学部

　人間形成学科 4 － － － － 平成17年度 平成29年度より募
集停止

　人間行動学科 4 － － － － 平成17年度 平成29年度より募
集停止

　人間表現学科 4 － － － － 平成17年度 平成29年度より募
集停止

　人間環境学科 4 － － － － 平成17年度 平成29年度より募
集停止

　学科共通 3年次
10

20

法学部

　法律学科 4 180 3年次
20

760 学士
（法学）

1.03 昭和24年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

経済学部

　経済学科 4 270 3年次
20

1120 学士
（経済
学）

1.02 昭和24年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

経営学部

　経営学科 4 260 3年次
20

1080 学士
（経営学
又は商
学）

1.02 昭和24年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

４　既設大学等の状況

　神　戸　大　学

兵庫県神戸市灘区鶴
甲1-2-1

兵庫県神戸市灘区鶴
甲3-11

学士
（発達科

学）

兵庫県神戸市灘区鶴
甲3-11
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理学部

　数学科 4 28 － 103 1.04 昭和29年度

　物理学科 4 35 － 140 1.01 昭和29年度

　化学科 4 30 － 105 1.08 昭和29年度

　生物学科 4 25 － 85 1.12 昭和29年度

　惑星学科 4 35 － 140 1.04 平成5年度 

　学科共通 3年次
25

50

医学部

　医学科 6 112 2年次
5

691 学士
（医学）

1.00 昭和39年度 兵庫県神戸市中央区
楠町7-5-1

※医学科入学定員
は平成21年度から
100人、平成22年
度から103人、平
成23年度から105
人、平成24年度か
ら108人、平成25
年度から110人、
平成26年度から
112人に変更(平成
20年度までは95
人)

　保健学科 4 160 3年次
10

660 1.02 平成7年度

　　看護学専攻 4 80 3年次
10

340 学士
（看護
学）

1.02 平成7年度

　　検査技術科学専攻 4 40 － 160 学士
（保健衛
生学）

1.02 平成7年度

　　理学療法学専攻 4 20 － 80 学士
（保健
学）

1.05 平成7年度

　　作業療法学専攻 4 20 － 80 学士
（保健
学）

1.00 平成7年度

工学部

　建築学科 4 93 － 363 1.03 平成19年度

　市民工学科 4 63 － 243 1.04 平成19年度

　電気電子工学科 4 93 － 363 1.02 平成4年度 

　機械工学科 4 103 － 403 1.06 平成4年度 

　応用化学科 4 106 － 406 1.01 平成4年度 

　情報知能工学科 4 107 － 407 1.04 平成4年度 

　学科共通 3年次
20

40

農学部

　食料環境ｼｽﾃﾑ学科 4 36 － 141 1.11 平成20年度

　資源生命科学科 4 55 － 214 1.07 平成20年度

　生命機能科学科 4 69 － 255 1.03 平成20年度

　学科共通 3年次
10

20

学士
（理学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

兵庫県神戸市須磨区
友が丘7-10-2

学士
（工学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

学士
（農学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1



196

海事科学部

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ輸送科学科 4 80 － 320 1.01 平成25年度

　海洋安全ｼｽﾃﾑ科学科 4 40 － 160 平成25年度

　ﾏﾘﾝｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科 4 80 － 320 平成25年度

　学科共通 3年次
10

20

　海事技術ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 4 － － － － － －

  海洋ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ科学科 4 － － － － － －

〔大学院〕

人文学研究科

　文化構造専攻(M) 2 17 － 34 1.43 平成19年度

　社会動態専攻(M) 2 27 － 54 1.05 平成19年度

　文化構造専攻(D) 3 8 － 24 1.03 平成19年度

　社会動態専攻(D) 3 12 － 36 1.08 平成19年度

国際文化学研究科

　文化相関専攻（M） 2 18 － 36 1.24 平成19年度

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化専攻（M） 2 29 － 58 1.03 平成19年度

　文化相関専攻（D） 3 6 － 18 0.94 平成19年度

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化専攻（D） 3 9 － 27 1.11 平成19年度

人間発達環境学研究科

　人間発達専攻(M) 2 51 － 102 0.90 平成25年度

　　1年履修コース 1 4 － 4 1.25

　人間環境学専攻(M) 2 36 － 72 修士
（学術又
は理学）

0.92 平成19年度

　人間発達専攻(D) 3 11 － 33 博士
（学術又
は教育
学）

1.09 平成25年度

　人間環境学専攻(D) 3 6 － 18 博士
（学術又
は理学）

0.88 平成19年度

　心身発達専攻(D) 3 － － － － － －

　教育・学習専攻(D) 3 － － － － － －

　人間行動専攻(D) 3 － － － － － －

　人間表現専攻(D) 3 － － － － － －

法学研究科

　理論法学専攻(M) 2 25 － 50 修士
(法学)

0.84 平成16年度

　政治学専攻(M) 2 12 － 24 修士
(政治学)

1.20 平成16年度

　理論法学専攻(D) 3 14 － 42 博士
(法学)

1.21 平成16年度

　政治学専攻(D) 3 6 － 18 博士
(政治学)

0.88 平成16年度

　実務法律専攻(P) 3 80 － 240 法務博士
（専門
職）

0.92 平成16年度

経済学研究科

学士
（海事科

学）

兵庫県神戸市東灘区
深江南町5-1-1 ※学科配属が2年

次からのため、定
員超過率の計算は
学部全体でしかで
きない。

※平成25年度より
学生募集停止

修士
（文学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（文学又
は学術）

修士
（学術）

兵庫県神戸市灘区鶴
甲1-2-1

博士
（学術）

修士
（学術又
は教育
学）

兵庫県神戸市灘区鶴
甲3-11

※平成25年度より
学生募集停止

兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1
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　経済学専攻（M） 2 83 － 166 修士
（経済
学）

0.84 平成20年度

　経済学専攻（D） 3 20 － 64 博士
（経済
学）

0.88 平成20年度

経営学研究科

　経営学専攻（M） 2 51 － 102 修士
（経営学
又は商
学）

0.85 平成24年度

　経営学専攻（D） 3 34 － 102 博士
（経営学
又は商
学）

0.82 平成24年度

　現代経営学専攻(P) 2 69 － 138 経営学修
士

（専門
職）

1.01 平成14年度

理学研究科

　数学専攻(M) 2 22 － 44 0.97 平成19年度

　物理学専攻(M) 2 24 － 48 1.00 平成19年度

　化学専攻(M) 2 28 － 56 1.12 平成19年度

　生物学専攻(M) 2 24 － 48 0.93 平成19年度

　惑星学専攻(M) 2 24 － 48 0.74 平成27年度

　数学専攻(D) 3 4 － 12 0.91 平成19年度

　物理学専攻(D) 3 5 － 15 1.40 平成19年度

　化学専攻(D) 3 6 － 18 0.77 平成19年度

　生物学専攻(D) 3 7 － 21 0.52 平成19年度

　惑星学専攻(D) 3 7 － 21 0.14 平成27年度

医学研究科

　ﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｶﾙｻｲｴﾝｽ専攻(M) 2 25 － 50 修士
（ﾊﾞｲｵﾒ
ﾃﾞｨｶﾙｻｲｴ

ﾝｽ）

0.80 平成13年度

　医科学専攻(D) 4 100 － 334 博士
（医学）

1.21 平成13年度

保健学研究科

　保健学専攻(M) 2 54 － 108 修士
（保健
学）

1.07 平成20年度

　保健学専攻(D) 3 25 － 75 博士
（保健
学）

1.10 平成20年度

工学研究科

　建築学専攻(M) 2 64 － 128 1.12 平成19年度

　市民工学専攻(M) 2 42 － 84 1.06 平成19年度

　電気電子工学専攻(M) 2 64 － 128 1.08 平成19年度

　機械工学専攻(M) 2 76 － 152 1.02 平成19年度

　応用化学専攻(M) 2 70 － 140 1.08 平成19年度

　建築学専攻(D) 3 8 － 24 0.66 平成19年度

　市民工学専攻(D) 3 6 － 18 0.83 平成19年度

　電気電子工学専攻(D) 3 8 － 24 0.70 平成19年度

　機械工学専攻(D) 3 10 － 30 0.50 平成19年度

兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1

修士
（理学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（理学又
は学術）

兵庫県神戸市中央区
楠町7-5-1

兵庫県神戸市須磨区
友が丘7-10-2

修士
（工学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（工学又
は学術）
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　応用化学専攻(D) 3 10 － 30 1.03 平成19年度

システム情報学研究科

　システム科学専攻(M) 2 28 － 56 1.03 平成22年度

　情報科学専攻(M) 2 21 － 42 1.06 平成22年度

　計算科学専攻(M) 2 24 － 48 0.99 平成22年度

　システム科学専攻(D) 3 3 － 9 0.66 平成22年度

　情報科学専攻(D) 3 3 － 9 1.88 平成22年度

　計算科学専攻(D) 3 8 － 24 博士
（システ
ム情報
学、工
学、計算
科学又は
学術）

0.53 平成22年度

　

農学研究科

　食料共生ｼｽﾃﾑ学専攻(M) 2 26 － 52 1.03 平成19年度

　資源生命科学専攻(M) 2 42 － 84 1.01 平成19年度

　生命機能科学専攻(M) 2 52 － 104 1.08 平成19年度

　食料共生ｼｽﾃﾑ学専攻(D) 3 6 － 18 0.83 平成19年度

　資源生命科学専攻(D) 3 8 － 24 0.58 平成19年度

　生命機能科学専攻(D) 3 11 － 33 0.75 平成19年度

海事科学研究科

　海事科学専攻(M) 2 75 － 135 修士
（海事科

学）

0.98 平成19年度

　海事科学専攻(D) 3 11 － 33 博士
（海事科
学、工学
又は学
術）

0.75 平成19年度

国際協力研究科

　国際開発政策専攻(M) 2 26 － 52 修士
（国際学
又は経済
学）

0.69 平成4年度 

　国際協力政策専攻(M) 2 22 － 44 修士
（国際
学、法学
又は政治
学）

0.95 平成5年度 

　地域協力政策専攻(M) 2 22 － 44 修士
（国際
学、法学
又は経済
学）

0.90 平成6年度 

　国際開発政策専攻(D) 3 8 － 26 博士
（学術又
は経済
学）

0.59 平成7年度 

　国際協力政策専攻(D) 3 7 － 21 博士
（学術、
法学又は
政治学）

0.61 平成7年度 

　地域協力政策専攻(D) 3 8 － 26 博士
（学術、
法学又は
経済学）

0.91 平成8年度 

修士
（システ
ム情報学
又は工
学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（システ
ム情報

学、工学
又は学
術）

修士
（農学）

兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

博士
（農学又
は学術）

兵庫県神戸市東灘区
深江南町5-1-1

兵庫県神戸市灘区六
甲台町2-1
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科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究科

　科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ専攻(M) 2 40 － 80 修士
（科学技
術ｲﾉﾍﾞｰ
ｼｮﾝ）

1.03 平成28年度 兵庫県神戸市灘区六
甲台町1-1

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２９年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，
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５　教員組織の状況

＜全学共通＞

（１） 担当教員表
設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

兼担 教授 米谷　淳 平成29年4月 心理学Ａ

兼担 教授 近田　政博 平成29年4月
教育学Ｂ
教育と人間形成

兼担 教授 嘉指　信雄 平成29年4月 倫理学

兼担 教授 四本　健二 平成29年4月 法学Ａ

兼担 教授 八田　卓也 平成29年4月 法学Ａ

兼担 教授 山田　誠一 平成29年4月 法学Ｂ

兼担 教授 大塚　泰寿 平成29年4月 法学Ｂ

兼担 教授 橋本　賢一 平成29年4月 経済学Ｂ

兼担 教授 白鳥　義彦 平成29年4月 社会学

兼担 教授 藤田　裕嗣 平成29年4月 地理学

兼担 教授 西　愼一 平成29年4月
医学Ａ
医学Ｂ

兼担 教授 安田　尚史 平成29年4月 健康科学Ａ

兼担 教授 井上　邦夫 平成29年4月 生物学Ａ

兼担 教授 菅澤　薫 平成29年4月 生物学Ｃ

兼担 教授 佐藤　進 平成29年4月 数学Ａ

兼担 教授 青木　敏 平成29年4月 数学Ｃ

兼担 教授 太田　泰広 平成29年4月 数学Ｃ

兼担 教授 三宅　秀芳 平成29年4月 化学Ａ

兼担 教授 宇野　知秀 平成29年4月 化学Ｂ

兼担 教授 成相　裕之 平成29年4月 化学Ｃ

兼担 教授 富永　圭介 平成29年4月 化学Ｄ

兼担 教授 森　敦紀 平成29年4月 化学Ｄ

兼担 教授 大槻　圭史 平成29年4月 惑星学Ａ
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兼担 教授 兵頭　政幸 平成29年4月
惑星学Ｂ
瀬戸内海学入門

兼担 教授 吉岡　祥一 平成29年4月 惑星学Ｃ

兼担 教授 島　伸和 平成29年4月 惑星学Ｃ

兼担 教授 太田　能 平成29年4月 情報学Ａ

兼担 教授 川口　博 平成29年4月
情報学Ａ
情報学Ｂ

兼担 教授 菱川　英一 平成29年4月 文学Ａ

兼担 教授 釜谷　武志 平成29年4月 文学Ａ

兼担 教授 松田　毅 平成29年4月 文学Ｂ

兼担 教授 岸本　秀樹 平成29年4月 言語科学Ａ

兼担 教授 緒形　康 平成29年4月 東洋史Ａ

兼担 教授 山内　乾史 平成29年4月

学校教育と社会
科学技術と倫理
神戸大学の研究最前線Ａ
神戸大学の研究最前線Ｂ

兼担 教授 藤谷　秀雄 平成29年4月 ものづくりと科学技術Ａ

兼担 教授 阪上　隆英 平成29年4月 ものづくりと科学技術Ａ

兼担 教授 松下　敬幸 平成29年4月 ものづくりと科学技術Ｂ

兼担 教授 神野　伊策 平成29年4月 ものづくりと科学技術Ｂ

兼担 教授 寺師　浩人 平成29年4月
生命科学Ａ
生命科学Ｂ

兼担 教授 東　哲司 平成29年4月
生物資源と農業Ａ
生物資源と農業Ｂ

兼担 教授 森　直樹 平成29年4月
生物資源と農業Ｃ
生物資源と農業Ｄ

兼担 教授 佐藤　正昭 平成29年4月
環境学入門Ａ
環境学入門Ｂ

兼担 教授 吉井　昌彦 平成29年4月 ＥＵ基礎論

兼担 教授 泉水　文雄 平成29年4月 国家と法

兼担 教授 今井　昭夫 平成29年4月 現代の経済Ａ

兼担 教授 金子　治平 平成29年4月 現代の経済Ａ

兼担 教授 瀋　俊毅 平成29年4月 現代の経済Ｂ

兼担 教授 松永　宣明 平成29年4月 現代の経済Ｂ

兼担 教授 綿貫　友子 平成29年4月 経済社会の発展
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兼担 教授 奥西　孝至 平成29年4月 経済社会の発展

兼担 教授 前藤　薫 平成29年4月 生物の環境適応

兼担 教授 竹中　慎治 平成29年4月
食と健康Ａ
食と健康Ｂ

兼担 教授 松山　秀人 平成29年4月
資源・材料とエネルギーＡ
資源・材料とエネルギーＢ

兼担 教授 竹林　幹雄 平成29年4月 資源・材料とエネルギーＡ

兼担 教授 齋藤　勝彦 平成29年4月 資源・材料とエネルギーＢ

兼担 教授 樫村　志郎 平成29年4月

職業と学び－キャリアデザ
インを考えるＡ
職業と学び－キャリアデザ
インを考えるＢ

兼担 教授 小髙　裕之 平成29年4月
社会基礎学（グローバル人
材に不可欠な教養）

兼担 教授
Alexander Ronni

Barrett
平成29年4月

ボランティアと社会貢献活
動Ａ
ボランティアと社会貢献活
動Ｂ

兼担 教授 岩田　健太郎 平成29年4月
阪神・淡路大震災Ａ
阪神・淡路大震災Ｂ

兼担 教授 加藤　雅之 平成29年4月
Autonomous English 1
Autonomous English 2

兼担 教授 横川　博一 平成29年4月
English Communication A1
English Communication A2

兼担 教授 石川　慎一郎 平成29年4月
English Communication B1
English Communication B2

兼担
特任教

授
Sholdt Gregory

Paul
平成29年4月

Advanced English
Communication B1
Advanced English
Communication B2

兼担 教授 柏木　治美 平成29年4月

English Communication B1
English Communication B2
Autonomous English 1
Autonomous English 2

兼担
特任教

授

Vannieuwenhuyse
Bruno Bernard

Jules
平成29年4月

フランス語初級Ｂ１
フランス語初級Ｂ２
フランス語初級Ｂ３
フランス語初級ＳＢ３
フランス語初級Ｂ４
フランス語初級ＳＢ４

兼担 教授 朱　春躍 平成29年4月
中国語初級ＳＢ３
中国語初級ＳＢ４

兼担 教授 鳩野　逸生 平成29年4月 情報基礎

兼担 教授 熊本　悦子 平成29年4月 情報基礎

兼担 准教授 加藤　憲治 平成29年4月 哲学

兼担 准教授 大坪　庸介 平成29年4月 心理学Ａ

兼担 准教授 鎌田　伊佐生 平成29年4月 経済学Ａ

兼担 准教授 鈴木　純 平成29年4月 経済学Ａ

兼担 准教授 平井　晶子 平成29年4月 社会学
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兼担 准教授 菊地　真 平成29年4月 地理学

兼担 准教授 亀岡　正典 平成29年4月 保健学Ａ

兼担 准教授 森　正弘 平成29年4月 保健学Ｂ

兼担 准教授 林　敦子 平成29年4月 健康科学Ｂ

兼担 准教授 洲崎　敏伸 平成29年4月 生物学Ａ

兼担 准教授 石﨑　公庸 平成29年4月 生物学Ｂ

兼担 准教授 影山　裕二 平成29年4月 生物学Ｂ

兼担 准教授 横井　雅幸 平成29年4月 生物学Ｃ

兼担 准教授 酒井　拓史 平成29年4月 数学Ａ

兼担 准教授 梶野　直孝 平成29年4月 数学Ｂ

兼担 准教授 谷口　隆 平成29年4月 数学Ｂ

兼担 准教授 立川　貴士 平成29年4月 化学Ｃ

兼担 准教授 中村　昭子 平成29年4月 惑星学Ａ

兼担 准教授 寺田　努 平成29年4月 情報学Ｂ

兼担 准教授 梶尾　文武 平成29年4月 文学Ｂ

兼担 准教授 石山　裕慈 平成29年4月 言語科学Ａ

兼担 准教授 大橋　完太郎 平成29年4月 芸術と文化Ｂ

兼担 准教授 古市　晃 平成29年4月
日本史Ａ
日本史Ｂ

兼担 准教授 伊藤　隆郎 平成29年4月 東洋史Ｂ

兼担 准教授 佐藤　昇 平成29年4月 西洋史Ａ

兼担 准教授 髙田　京比子 平成29年4月 西洋史Ｂ

兼担 准教授 増記　隆介 平成29年4月
美術史Ａ
美術史Ｂ

兼担 准教授 佐々木　祐 平成29年4月 現代社会論Ａ

兼担 准教授 坂本　眞人 平成29年4月 現代物理学が描く世界

兼担 准教授 黒田　千晴 平成29年4月
グローバルリーダーシップ
育成基礎演習

兼担 准教授 河島　真 平成29年4月
ＥＵ基礎論
神戸大学史Ａ
神戸大学史Ｂ

兼担 准教授 斉藤　善久 平成29年4月
国際協力の現状と課題A
国際協力の現状と課題B
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兼担 准教授 岡田　順子 平成29年4月 国家と法

兼担 准教授 馬場　新一 平成29年4月 企業と経営

兼担 准教授 坂山　英俊 平成29年4月 地球史における生物の変遷

兼担 准教授 佐藤　拓哉 平成29年4月 生物の環境適応

兼担 准教授 石井　弘明 平成29年4月 人間活動と地球生態系

兼担 准教授 水谷　正治 平成29年4月
食と健康Ａ
食と健康Ｂ

兼担 准教授 鶴田　宏樹 平成29年4月
企業社会論Ａ
企業社会論Ｂ

兼担 准教授 広野　康平 平成29年4月 海への誘い

兼担 准教授 木原　恵美子 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼担
特任准
教授

Wang Marian 平成29年4月

Advanced English
Communication B1
Advanced English
Communication B2
Advanced English
Literacy B1
Advanced English
Literacy B2

兼担 准教授 福岡　麻子 平成29年4月
ドイツ語初級ＳＡ３
ドイツ語初級ＳＡ４

兼担 准教授 廣田　大地 平成29年4月
フランス語初級ＳＡ３
フランス語初級ＳＡ４

兼担 准教授 パン　新平 平成29年4月
中国語初級Ｂ３
中国語初級Ｂ４

兼担 准教授 三浦　靖史 平成29年4月 健康・スポーツ科学講義Ｂ

兼担 准教授
本間　正信

平成29年4月

健康・スポーツ科学実習基
礎１
健康・スポーツ科学実習基
礎２

兼担 講師 田中　光 平成29年4月 経済学Ｂ

兼担 講師 山﨑　和仁 平成29年4月 惑星学Ｂ

兼担 講師 西村　幸宏 平成29年4月 企業と経営

兼担 講師 末次　健司 平成29年4月 地球史における生物の変遷

兼担
特任講

師
Anton Alina Elena 平成29年4月

English Communication A1
English Communication A2
Advanced English
Communication B1
Advanced English
Communication B2
Advanced English
Literacy B1
Advanced English
Literacy B2

兼担 講師
Greer Timothy

Sean
平成29年4月

English Communication A1
English Communication A2

兼担
特任講

師
Schulze Marco 平成29年4月

ドイツ語初級Ｂ１
ドイツ語初級Ｂ２
ドイツ語初級Ｂ３
ドイツ語初級ＳＢ３
ドイツ語初級Ｂ４
ドイツ語初級ＳＢ４

兼担 講師 高橋　康徳 平成29年4月
中国語初級ＳＡ３
中国語初級ＳＡ４
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兼担
特任講

師
馮　誼光 平成29年4月

中国語初級Ｂ３
中国語初級Ｂ４

兼担
特命助

教
Rettig Nancy

Ellen
平成29年4月

English Communication A1
English Communication A2
Advanced English
Literacy B1
Advanced English
Literacy B2

兼任 講師 李　明哲 平成29年4月 哲学

兼任 講師 副島　猛 平成29年4月 論理学

兼任 講師 稲岡　大志 平成29年4月 論理学

兼任 講師 的場　千佳世 平成29年4月 倫理学

兼任 講師 原　俊雄 平成29年4月
物理学Ａ
物理学Ｂ
現代物理学が描く世界

兼任 講師 中井　史郎 平成29年4月
化学Ａ
化学Ｂ

兼任 講師 古本　真 平成29年4月 言語科学Ｂ

兼任 講師 山上　紀子 平成29年4月 芸術と文化Ａ

兼任 講師 舩阪　富美子 平成29年4月 芸術と文化Ｂ

兼任 講師 大村　拓生 平成29年4月 日本史Ａ

兼任 講師 山本　昭宏 平成29年4月 日本史Ｂ

兼任 講師 伊藤　淳史 平成29年4月
考古学Ａ
考古学Ｂ

兼任 講師 積山　洋 平成29年4月
考古学Ａ
考古学Ｂ

兼任 講師 三浦　伸夫 平成29年4月
科学史Ａ
科学史Ｂ

兼任 講師 藤木　篤 平成29年4月 科学技術と倫理

兼任 講師 田中　俊一 平成29年4月 身近な物理法則

兼任 講師 塚田　哲之 平成29年4月
社会と人権Ａ
社会と人権Ｂ

兼任 講師 大村　和正 平成29年4月
社会と人権Ａ
社会と人権Ｂ

兼任 講師 藤井　真一 平成29年4月 社会生活と法

兼任 講師 小橋　薫 平成29年4月
English Communication B1
English Communication B2

兼任 講師 西山　史子 平成29年4月
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 田原　志都可 平成29年4月
English Communication B1
English Communication B2

兼任 講師 武内　正美 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2
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兼任 講師 石野　美香 平成29年4月
English Communication B1
English Communication B2

兼任 講師 森井　祐介 平成29年4月
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 北川　千穂 平成29年4月
English Communication A1
English Communication A2

兼任 講師 佐藤　由美 平成29年4月
English Communication B1
English Communication B2

兼任 講師 長井　千枝子 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師 朴　瓊韻 平成29年4月
English Communication A1
English Communication A2

兼任 講師 山本　真司 平成29年4月

English Literacy A1
English Literacy A2
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 清川　祥恵 平成29年4月
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 西川　美香子 平成29年4月

English Literacy A1
English Literacy A2
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 西條　さゆみ 平成29年4月

English Communication A1
English Communication A2
English Communication B1
English Communication B2

兼任 講師 朴　真理子 平成29年4月
English Communication A1
English Communication A2

兼任 講師
Lieb Jonathan

Kjell
平成29年4月

English Communication A1
English Communication A2
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 有井　松雄 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師 芦田　利恵子 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師 中村　則之 平成29年4月
English Literacy A1
English Literacy A2

兼任 講師 団野　恵美子 平成29年4月
English Literacy B1
English Literacy B2

兼任 講師 中村　俊子 平成29年4月
ドイツ語初級Ｂ３
ドイツ語初級Ｂ４

兼任 講師 吉村　健一 平成29年4月
ドイツ語初級Ａ３
ドイツ語初級Ａ４

兼任 講師 橋木　郁子 平成29年4月

ドイツ語初級Ａ１
ドイツ語初級Ｂ１
ドイツ語初級Ａ２
ドイツ語初級Ｂ２
ドイツ語初級Ａ３
ドイツ語初級Ｂ３
ドイツ語初級Ａ４
ドイツ語初級Ｂ４

兼任 講師 鳥山　定嗣 平成29年4月

フランス語初級Ａ１
フランス語初級Ａ２
フランス語初級Ａ３
フランス語初級Ａ４

兼任 講師 前田　美樹 平成29年4月
フランス語初級Ｂ３
フランス語初級Ｂ４

兼任 講師 松浦　菜美子 平成29年4月
フランス語初級Ａ３
フランス語初級Ａ４

兼任 講師
Tisserand Lucie

Helene
平成29年4月

フランス語初級Ｂ３
フランス語初級Ｂ４
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兼任 講師 川口　陽子 平成29年4月
フランス語初級Ｂ１
フランス語初級Ｂ２

兼任 講師 連　興檳 平成29年4月
中国語初級Ｂ１
中国語初級Ｂ２

兼任 講師 常次　莉恵 平成29年4月
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師
付　瑞

平成29年4月
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師 中野　尚美 平成29年4月

中国語初級Ａ１
中国語初級Ａ２
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師 川口　ひとみ 平成29年4月
中国語初級Ｂ３
中国語初級Ｂ４

兼任 講師 鄭　萍 平成29年4月
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師 安　力 平成29年4月

中国語初級Ａ１
中国語初級Ａ２
中国語初級Ａ３
中国語初級Ａ４

兼任 講師 陳　洪傑 平成29年4月
中国語初級Ａ１
中国語初級Ａ２

兼任 講師
王　桂菊

平成29年4月
中国語初級Ｂ１
中国語初級Ｂ２

兼任 講師 馬　麗娟 平成29年4月
中国語初級Ｂ３
中国語初級Ｂ４

兼任 講師 藤井　美恵子 平成29年4月
中国語初級Ｂ１
中国語初級Ｂ２

兼任 講師 渡辺　聡子 平成29年4月
ロシア語初級Ｂ１
ロシア語初級Ｂ２

兼任 講師 三浦　由香利 平成29年4月
ロシア語初級Ａ３
ロシア語初級Ａ４

兼任 講師 伊藤　克広 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習基
礎１
健康・スポーツ科学実習基
礎２

兼任 講師 木下　嘉夫 平成29年4月
健康・スポーツ科学実習１
健康・スポーツ科学実習２

兼任 講師 益冨　真子 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習基
礎１
健康・スポーツ科学実習基
礎２

兼任 講師 武村　政徳 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習基
礎１
健康・スポーツ科学実習基
礎２

兼任 講師 村田　和隆 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習基
礎１
健康・スポーツ科学実習基
礎２

兼任 講師 持田　和明 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習基
礎１
健康・スポーツ科学実習基
礎２
健康・スポーツ科学実習１
健康・スポーツ科学実習２

兼任 講師 徳田　泰伸 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習基
礎１
健康・スポーツ科学実習基
礎２

兼任 講師 板谷　昭彦 平成29年4月
健康・スポーツ科学実習１
健康・スポーツ科学実習２

兼任 講師 未定
Advanced English A1
Advanced English A2
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兼任 講師 未定 Advanced English B

兼任 講師 未定 Advanced English C

兼任 講師 未定
ﾄﾞｲﾂ語中級C1
ﾄﾞｲﾂ語中級C2

兼任 講師 未定
ﾌﾗﾝｽ語中級C1
ﾌﾗﾝｽ語中級C2

兼任 講師 未定
中国語中級C1
中国語中級C2

兼任 講師 未定
ﾛｼｱ語中級C1
ﾛｼｱ語中級C2
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＜国際人間科学部　子ども教育学科＞

＜専門科目＞

（１） 担当教員表

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

専任 教授 船寄　俊雄 平成29年4月

教職論（小）1
教職論（小）2
日本教育史1
日本教育史2
グローバル教育演習（教育
史学）1
グローバル教育演習（教育
史学）2
教職実践演習（幼・小）1
教職実践演習（幼・小）2
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
子ども教育学演習5
子ども教育学演習6
子ども教育学演習7
子ども教育学演習8
高等学校教育実地研究
卒業研究

専任 教授 鳥居　深雪 平成29年4月

子ども教育学概論1
子ども教育学概論2
特別支援教育総論1
特別支援教育総論2
発達障害教育論1
発達障害教育論2
支援教育臨床学1
支援教育臨床学2
臨床発達支援学1
臨床発達支援学2
特別支援教育実地研究
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
子ども教育学演習5
子ども教育学演習6
子ども教育学演習7
子ども教育学演習8
卒業研究

専任 教授 渡部　昭男 平成29年4月

教育学A
教育行政学（幼・小）1
教育行政学（幼・小）2
教育行政学（中・高）1
教育行政学（中・高）2
中等教育事前・事後指導
中学校教育実地研究A
中学校教育実地研究B
グローバル教育演習（教育
行政学）1
グローバル教育演習（教育
行政学）2
比較教育政策論1
比較教育政策論2
観察実習Ⅱ
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
高等学校教育実地研究
教職実践演習（中・高）1
教職実践演習（中・高）2

専任 教授 稲垣　成哲 平成29年4月

教育学Ａ
初等生活科教育論1
初等生活科教育論2
初等理科論1
初等理科論2
グローバル教育演習（科学
教育）1
グローバル教育演習（科学
教育）2
初等教育事前・事後指導
初等教育実地研究
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
子ども教育学演習5
子ども教育学演習6
子ども教育学演習7
子ども教育学演習8
卒業研究

専任 教授 五味　克久 平成29年4月

教育・保育実践演習（音楽
表現）
保育内容研究（音楽表現）
1
保育内容研究（音楽表現）
2
初等音楽論1
初等音楽論2
初等音楽科教育論1
初等音楽科教育論2
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専任 教授 木下　孝司 平成29年4月

心理学Ｂ
乳幼児心理学1
乳幼児心理学2
乳幼児臨床心理学1
乳幼児臨床心理学2
乳児心理学演習
幼児心理学演習1
幼児心理学演習2
学校インターンシップⅠ
学校インターンシップⅡ
学校インターンシップⅢ
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
子ども教育学演習5
子ども教育学演習6
子ども教育学演習7
子ども教育学演習8
卒業研究

専任 教授 國土　将平 平成29年4月

健康・スポーツ科学実習1
健康・スポーツ科学実習2
グローバルイシュー概論
子ども教育学概論1
子ども教育学概論2
グローバル教育演習（子ど
もの保健）
初等体育科教育論1
初等体育科教育論2
初等体育論1
初等体育論2
保育内容研究（健康Ⅰ）1
保育内容研究（健康Ⅰ）2
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
子ども教育学演習5
子ども教育学演習6
子ども教育学演習7
子ども教育学演習8
卒業研究

専任 教授 伊藤　篤 平成29年4月

子どもと家庭1
子どもと家庭2
保育内容研究（人間関係）
1
保育内容研究（人間関係）
2
子ども家庭支援論1
子ども家庭支援論2
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
子ども教育学演習5
子ども教育学演習6
子ども教育学演習7
子ども教育学演習8
卒業研究

専任 教授 岡部　恭幸 平成29年4月

数学C
子ども教育学概論1
子ども教育学概論2
保育内容研究（環境）2
初等算数科教育論1
初等算数科教育論2
初等算数論1
初等算数論2
数理認識実践研究1
数理認識実践研究2
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
子ども教育学演習5
子ども教育学演習6
子ども教育学演習7
子ども教育学演習8
卒業研究

専任 教授 渡邊　隆信 平成29年4月

教師入門1
教師入門2
教育原理（世界と日本の学
校教育）1
教育原理（世界と日本の学
校教育）2
初等道徳教育論1
初等道徳教育論2
グローバル教育文献演習1
グローバル教育文献演習2
西洋教育思想史1
西洋教育思想史2
観察実習Ⅰ
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
子ども教育学演習5
子ども教育学演習6
子ども教育学演習7
子ども教育学演習8
卒業研究
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専任 准教授 赤木　和重 平成29年4月

障害児保育演習1
障害児保育演習2
発達障害心理学1
発達障害心理学2
発達障害と共生社会1
発達障害と共生社会2
知的障害支援学1
知的障害支援学2
特別支援教育実地研究
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
子ども教育学演習5
子ども教育学演習6
子ども教育学演習7
子ども教育学演習8
卒業研究

専任 教授 吉永　潤 平成29年4月

子ども教育学概論1
子ども教育学概論2
初等社会科教育論1
初等社会科教育論2
初等社会科論1
初等社会科論2
社会認識実践研究1
社会認識実践研究2
教職実践演習（幼・小）1
教職実践演習（幼・小）2
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
子ども教育学演習5
子ども教育学演習6
子ども教育学演習7
子ども教育学演習8
中等教育事前・事後指導
卒業研究

専任 准教授 山下　晃一 平成29年4月

子ども教育学概論1
子ども教育学概論2
比較教育システム論1
比較教育システム論2
教育経営学（幼・小）1
教育経営学（幼・小）2
グローバル教育演習（教育
制度）1
グローバル教育演習（教育
制度）2
観察実習Ⅱ
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
子ども教育学演習5
子ども教育学演習6
子ども教育学演習7
子ども教育学演習8
中等教育事前・事後指導
中学校教育実地研究A
中学校教育実地研究B
高等学校教育実地研究
教職実践演習（中・高）1
教職実践演習（中・高）2
卒業研究

専任 准教授 山根　隆宏 平成29年4月
障害児発達学1
障害児発達学2
特別支援教育実地研究

専任 准教授 山口　悦司 平成29年4月

初等カリキュラム論1
初等カリキュラム論2
初等理科教育論1
初等理科教育論2
科学教育実践研究1
科学教育実践研究2
観察実習Ⅰ
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
子ども教育学演習5
子ども教育学演習6
子ども教育学演習7
子ども教育学演習8
中学校教育実地研究A
中学校教育実地研究B
卒業研究
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専任 准教授 川地　亜弥子 平成29年4月

子ども教育学概論1
子ども教育学概論2
初等教育方法学1
初等教育方法学2
初等生徒指導論（進路指導
を含む）1
初等生徒指導論（進路指導
を含む）2
グローバル教育演習（教育
方法学）1
グローバル教育演習（教育
方法学）2
初等教育事前・事後指導
初等教育実地研究
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
子ども教育学演習5
子ども教育学演習6
子ども教育学演習7
子ども教育学演習8
教職実践演習（中・高）1
教職実践演習（中・高）2
卒業研究

専任 准教授 北野　幸子 平成29年4月

グローバルイシュー概論
教師入門1
教師入門2
教育・保育実践演習（乳幼
児教育）
保育原理（世界と日本の乳
幼児教育）1
保育原理（世界と日本の乳
幼児教育）2
乳幼児教育課程論1
乳幼児教育課程論2
乳幼児教育内容・方法論1
乳幼児教育内容・方法論2
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
子ども教育学演習5
子ども教育学演習6
子ども教育学演習7
子ども教育学演習8
卒業研究

専任 准教授 目黒　強 平成29年4月

グローバルイシュー演習
初等国語科教育論1
初等国語科教育論2
初等国語論1
初等国語論2
教育・保育実践演習（児童
文学）
学校インターンシップⅠ
学校インターンシップⅡ
学校インターンシップⅢ
保育内容研究（児童文化と
言葉）1
保育内容研究（児童文化と
言葉）2
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
子ども教育学演習5
子ども教育学演習6
子ども教育学演習7
子ども教育学演習8
卒業研究

専任 准教授 中谷　奈津子 平成29年10月

教育・保育実践演習（家庭
保育）
教師入門1
教師入門2
初等家庭科論1
初等家庭科論2
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
子ども教育学演習5
子ども教育学演習6
子ども教育学演習7
子ども教育学演習8
卒業研究

専任 講師 勅使河原　君江 平成29年4月

初等図工科教育論1
初等図工科教育論2
初等図工論1
初等図工論2
教育・保育実践演習（造形
表現）
保育内容研究（造形表現）
1
保育内容研究（造形表現）
2
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
子ども教育学演習5
子ども教育学演習6
子ども教育学演習7
子ども教育学演習8
卒業研究



213

専任
特命
講師

長谷川　諒 平成29年10月

観察実習Ⅰ
観察実習Ⅱ
初等教育事前・事後指導
学校インターンシップⅠ
学校インターンシップⅡ
学校インターンシップⅢ
初等教育実地研究
教職実践演習（幼・小）1
教職実践演習（幼・小）2
子ども教育学演習1
子ども教育学演習2
子ども教育学演習3
子ども教育学演習4
子ども教育学演習5
子ども教育学演習6
子ども教育学演習7
子ども教育学演習8
特別支援教育実地研究
卒業研究

専任 講師 奥山　和子 平成29年4月

異文化間教育論1
異文化間教育論2
国際文化理解教育論1
国際文化理解教育論2

兼担 教授 吉田　典子 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 坂本　千代 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 青山　薫 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 柴田　佳子 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 湯浅　英男 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 米本　弘一 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 小笠原　博毅 平成29年4月 異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論

兼担 教授 水口　志乃扶 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 梅屋　潔 平成29年4月

国際開発援助論(JICA)1
国際開発援助論(JICA)2
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ基礎論
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ方法論

兼担 教授 森下　淳也 平成29年4月

協働型ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ論
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習1
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習2

兼担 教授 村尾　元 平成29年4月

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
情報発信演習1
情報発信演習2

兼担 教授 西澤　晃彦 平成29年4月 ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ基礎論

兼担 教授 坂井　一成 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論

兼担 教授 櫻井　徹 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論

兼担 教授 西谷　拓哉 平成29年4月

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
留学型GSｺｰｽ
実践型GSｺｰｽ
研修型GSｺｰｽ
GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）
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兼担 教授 康　敏 平成29年4月
情報発信演習1
情報発信演習2

兼担 教授 坂本　美紀 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
児童の発達と学習1
児童の発達と学習2

兼担 教授 大月　一弘 平成29年4月
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習1
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習2

兼担 教授 津田　英二 平成29年4月

ｺﾐｭﾆﾃｨ創成論
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習
障害共生教育論1
障害共生教育論2

兼担 教授 松岡　広路 平成29年4月

ｺﾐｭﾆﾃｨ創成論
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ基礎論
ｿｰｼｬﾙｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄ論
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ方法論
ESD演習Ⅰ1
ESD演習Ⅰ2
ESD演習Ⅱ1
ESD演習Ⅱ2

兼担 教授 加藤　佳子 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 長ヶ原　誠 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論

兼担 教授 青木　茂樹 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論

兼担 教授 近藤　徳彦 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 伊藤　真之 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 浅野　慎一 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 教授 澤　宗則 平成29年4月
協働型ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ論
途上国農村地域開発論

兼担 教授 寺門　靖高 平成29年4月 初年次ｾﾐﾅｰ

兼担 教授 河辺　章子 平成29年4月
保育内容研究（健康Ⅱ）1
保育内容研究（健康Ⅱ）2

兼担 教授 近江戸　伸子 平成29年4月
保育内容研究（環境）1
保育内容研究（環境）2

兼担 准教授 齊藤　誠一 平成29年4月
初等学校教育相談1
初等学校教育相談2

兼担
特任
教授

Sholdt Gregory
Paul

平成29年4月

Academic
Communication(英)A
Academic
Communication(英)B
Academic Writing(英)A
Academic Writing(英)B
English Presentation
SkillsA
English Presentation
SkillsB
English for Professional
PurposesA
English for Professional
PurposesB

兼担 准教授 林　創 平成29年4月
発達心理学（幼・小）1
発達心理学（幼・小）2
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兼担 准教授 古谷　真樹 平成29年4月
子どもの保健と健康1
子どもの保健と健康2

兼担 准教授 石田　圭子 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 准教授 辛島　理人 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 准教授 清光　英成 平成29年4月

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
情報発信演習1
情報発信演習2

兼担 准教授 齊藤　剛 平成29年4月 異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論

兼担 准教授 山澤　孝至 平成29年4月

ﾗﾃﾝ語入門1
ﾗﾃﾝ語入門2
ﾗﾃﾝ語入門3
ﾗﾃﾝ語入門4

兼担 准教授 西田　健志 平成29年4月

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習1
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習2

兼担 准教授 田村　文生 平成29年4月 初年次ｾﾐﾅｰ

兼担 准教授 木村　哲也 平成29年4月 初年次ｾﾐﾅｰ

兼担 准教授 相澤　直樹 平成29年4月 初年次ｾﾐﾅｰ

兼担 准教授 岸本　吉弘 平成29年4月 初年次ｾﾐﾅｰ

兼担 准教授 村山　留美子 平成29年4月 ｺﾐｭﾆﾃｨ創成論

兼担 准教授 稲原　美苗 平成29年4月 ｺﾐｭﾆﾃｨ創成論

兼担 准教授 大田　美佐子 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 准教授 谷　正人 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論

兼担 准教授 稲葉　太一 平成29年4月 初年次ｾﾐﾅｰ

兼担 准教授 平芳　裕子 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 准教授 佐藤　春実 平成29年4月
初年次ｾﾐﾅｰ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論

兼担 准教授 福田　博也 平成29年4月 初年次ｾﾐﾅｰ

兼担 准教授 井口　克郎 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ共生社会論
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兼担 准教授 太田　和宏 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ概論

兼担 准教授 大串　健一 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 准教授 橋本　直人 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

Academic
Communication(英)A
Academic
Communication(英)B
Academic Writing(英)A
Academic Writing(英)B
English Presentation
SkillsA
English Presentation
SkillsB
English for Professional
PurposesA
English for Professional
PurposesB

兼担 准教授 田畑　智博 平成29年4月 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲｼｭｰ演習

兼担 准教授 落合　知子 平成29年4月

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
留学型GSｺｰｽ
実践型GSｺｰｽ
研修型GSｺｰｽ
GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）

兼担

兼担
特任
准教授

Quinn Cynthia 平成29年4月

特任
准教授

Wang Marian 平成29年4月

Academic
Communication(英)A
Academic
Communication(英)B
Academic Writing(英)A
Academic Writing(英)B
English Presentation
SkillsA
English Presentation
SkillsB
English for Professional
PurposesA
English for Professional
PurposesB

兼担 講師 正楽　藍 平成29年4月

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
留学型GSｺｰｽ
実践型GSｺｰｽ
研修型GSｺｰｽ
GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）

兼担 講師 水野　直子 平成29年4月

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
留学型GSｺｰｽ
実践型GSｺｰｽ
研修型GSｺｰｽ
GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）

兼担 助教 吉田　実久 平成29年4月

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
留学型GSｺｰｽ
実践型GSｺｰｽ
研修型GSｺｰｽ
GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）

兼担 助教 高橋　進之介 平成29年4月

GSP演習(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
留学型GSｺｰｽ
実践型GSｺｰｽ
研修型GSｺｰｽ
GSP演習(ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）

兼任 講師 高橋　基樹 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)1

兼任 講師 栢木　清吾 平成29年4月
国際開発援助論(JICA)1
国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 菅川　拓也 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 笹岡　雄一 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)1

兼任 講師 若林　秀樹 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)2
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兼任 講師 森口　岳 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 西　真如 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 栗田　佳典 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 未定 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 岡野　英之 平成29年4月 国際開発援助論(JICA)2

兼任 講師 白井 詩沙香 平成29年4月

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
情報発信演習1
情報発信演習2

兼任 講師 佐藤　仁 平成29年4月

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
情報発信演習1
情報発信演習2

兼任 講師
Adams Shirley

Loraine
平成29年4月

TOEFL演習A
TOEFL演習B

兼任 講師 未定

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習1
情報ﾘﾃﾗｼｰ演習2
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習1
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習2

兼任 講師 権　延妹 平成29年4月

TOEFL演習A
TOEFL演習B
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習A
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習B

兼任 講師
John Baptiste
Gary Simon

平成29年4月
TOEFL演習A
TOEFL演習B

兼任 講師 未定

Academic
Communication(英)A
Academic
Communication(英)B
Academic Writing(英)A
Academic Writing(英)B

兼任 講師
Bagamboula Jean
Roger Edgard

平成29年4月
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習A
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習B

兼任 講師 未定

Academic
Communication(英)A
Academic
Communication(英)B
Academic Writing(英)A
Academic Writing(英)B

兼任 講師 未定

Academic
Communication(英)A
Academic
Communication(英)B
Academic Writing(英)A
Academic Writing(英)B

兼任 講師 未定
TOEIC演習A
TOEIC演習B

兼任 講師 未定
TOEIC演習A
TOEIC演習B

兼任 講師 未定
TOEIC演習A
TOEIC演習B
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兼任 講師 未定

English Presentation
SkillsA
English Presentation
SkillsB
English for Professional
PurposesA
English for Professional
PurposesB

兼任 講師 未定

Academic Communication
(独)A
Academic Communication
(独)B
Academic Writing (独)A
Academic Writing (独)B

兼任 講師 未定

Academic Communication
(独)A
Academic Communication
(独)B
Academic Writing (独)A
Academic Writing (独)B

兼任 講師 未定

Academic Communication
(仏)A
Academic Communication
(仏)B
Academic Writing (仏)A
Academic Writing (仏)B

兼任 講師 未定

Academic Communication
(仏)A
Academic Communication
(仏)B
Academic Writing (仏)A
Academic Writing (仏)B

兼任 講師 未定

Academic
Communication(露)A
Academic
Communication(露)B
Academic Writing(露)A
Academic Writing(露)B

兼任 講師 未定

Academic
Communication(中)A
Academic
Communication(中)B
Academic Writing(中)A
Academic Writing(中)B

兼任 講師 未定

ｺﾘｱ語入門1
ｺﾘｱ語入門2
ｺﾘｱ語入門3
ｺﾘｱ語入門4

兼任 講師 未定

ｽﾍﾟｲﾝ語入門1
ｽﾍﾟｲﾝ語入門2
ｽﾍﾟｲﾝ語入門3
ｽﾍﾟｲﾝ語入門4

兼任 講師 未定

Cultures and Societies
in JapanA
Cultures and Societies
in JapanB

兼任 講師 未定

ｲﾀﾘｱ語入門1
ｲﾀﾘｱ語入門2
ｲﾀﾘｱ語入門3
ｲﾀﾘｱ語入門4

兼任 講師 未定
日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基礎演習

兼任 講師 未定
日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1
日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2

兼任 講師 未定
日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基礎演習

兼任 講師 未定
日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基礎演習

兼任 講師 未定
日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基礎演習
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兼任 講師 未定
日本語文法基礎
実践日本語基礎
日本語・日本文化基礎演習

兼任 講師 溝邊　和成 平成29年4月
初等特別活動指導論1
初等特別活動指導論2

兼任 講師 林　未和子 平成29年4月
初等家庭科教育論1
初等家庭科教育論2

兼任 講師 若宮　英司 平成29年4月 知的障害の生理・病理

兼任 講師 竹内真希子 平成29年4月
初等生活科論1
初等生活科論2

兼任 講師 吉田　晋 平成29年4月
肢体不自由者心理・生理・
病理2

兼任 講師 岩永　竜一郎 平成29年4月
肢体不自由者心理・生理・
病理1

兼任 講師 田中　究 平成29年4月
児童青年精神医学1
児童青年精神医学2

兼任 講師 金森　克浩 平成29年4月
肢体不自由教育論1
肢体不自由教育論2

兼任 講師 芝田　裕一 平成29年4月 障害とリハビリテーション

兼任 講師 高宮　静男 平成29年4月 児童青年精神医学2

兼任 講師 河合　隆平 平成29年4月 特別支援教育学

兼任 講師 西岡　有香 平成29年4月
言語発達と教育1
言語発達と教育2

兼任 講師 丹羽　登 平成29年4月 障害児支援学概論

兼任 講師 古賀　恵里子 平成29年4月 障害児支援学概論

兼任 講師 未定
初等英語教育論1
初等英語教育論2

兼任 講師 未定
総合学習教育論1
総合学習教育論2

兼任 講師 未定
子どもの食と栄養1
子どもの食と栄養2

兼任 講師 未定
初等英語論1
初等英語論2

兼任 講師 未定
英語科実践研究1
英語科実践研究2
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兼任 講師 未定
社会福祉論1
社会福祉論2

兼任 講師 未定 社会的養護内容演習

兼任 講師 未定
社会的養護1
社会的養護2
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就任予定年月 職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

＜資格免許のための科目＞

（１） 担当教員表

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
職名

氏　　名
（年　齢）

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名

専任・専任・

兼担 教授 前田　正登 平成29年4月
保健体育科教育論B1
保健体育科教育論C1
保健体育科教育論C2

兼担 教授 横川　博一 平成29年4月

英語科教育論B1
英語科教育論B2
英語科教育論D1
英語科教育論D2

兼担 教授 髙見　和至 平成29年4月
保健体育科教育論D1
保健体育科教育論D2

兼担 教授 岡田　修一 平成29年4月 保健体育科教育論C2

兼担 教授 井上　真理 平成29年4月

家庭科教育論C1
家庭科教育論C2
家庭科教育論D1
家庭科教育論D2

兼担 教授 塚脇　淳 平成29年4月
美術科教育論C1
美術科教育論C2

兼担 准教授 谷　正人 平成29年4月
音楽科教育論D1
音楽科教育論D2

兼担 准教授 大田　美佐子 平成29年4月
音楽科教育論C1
音楽科教育論C2

兼担 准教授 稲葉　太一 平成29年4月
数学科教育論C1
数学科教育論C2

兼担 准教授 岸本　吉弘 平成29年4月
美術科教育論D1
美術科教育論D2

兼任 講師 山本　朗登 平成29年4月
教職論（中・高）1
教職論（中・高）2

兼担 准教授 長坂　耕作 平成29年4月
数学科教育論D1
数学科教育論D2

兼任 講師 釜田　史 平成29年4月

教育史1
教育史2
中等カリキュラム論1
中等カリキュラム論2

兼任 講師 杉山　精一 平成29年4月
教育原理1
教育原理2

兼任 講師 奥野　佐矢子 平成29年4月
中等道徳教育論1
中等道徳教育論2

兼任 講師 榎　景子 平成29年4月
教育経営学（中・高）1
教育経営学（中・高）2

兼任 講師 木村　裕 平成29年4月
中等学習指導論1
中等学習指導論2

兼任 講師 松田　修 平成29年4月
中等特別活動指導論1
中等特別活動指導論2
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兼任 講師 浅海　真弓 平成29年4月
工芸実践演習1
工芸実践演習2

兼任 講師 杉山　雅 平成29年4月
中等生徒指導論1
中等生徒指導論2

兼任 講師 村上　寛光 平成29年4月
先端表現演習1
先端表現演習2

兼任 講師 前田　裕佳 平成29年4月
ソルフェージュ1
ソルフェージュ2

兼任 講師 高田　俊也 平成29年4月
保健体育科教育論A1
保健体育科教育論A2

兼任 講師 山森　直人 平成29年4月

英語科教育論A1
英語科教育論A2
英語科教育論C1
英語科教育論C2

兼任 講師 垣内　幸夫 平成29年4月

音楽科教育論A1
音楽科教育論A2
音楽科教育論B1
音楽科教育論B2

兼任 講師 藤田　大輔 平成29年4月 保健体育科教育論B2

兼任 講師 松本　伸示 平成29年4月 理科教育論A

兼任 講師 鈴木　幹雄 平成29年4月

美術科教育論A1
美術科教育論A2
美術科教育論B1
美術科教育論B2
美術科教育論C1
美術科教育論C2
美術科教育論D1
美術科教育論D2

兼任 講師 宮野　純次 平成29年4月 理科教育論C

兼任 講師 村上　忠幸 平成29年4月 理科教育論B

兼任 講師 坂井　武司 平成29年4月
数学科教育論A1
数学科教育論A2

兼任 講師 大黒　孝文 平成29年4月 理科教育論D

兼任 講師 速水　多佳子 平成29年4月
家庭科教育論A
家庭科教育論B

兼任 講師 平井　崇晴 平成29年4月
数学科教育論B1
数学科教育論B2

兼任 講師 小西　正雄 平成29年4月
社会科教育論B1
社会科教育論B2

兼任 講師 井上　奈穂 平成29年4月
社会科教育論A1
社会科教育論A2

兼任 講師 橋本　康弘 平成29年4月
公民科教育論1
公民科教育論2
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兼任 講師 橋崎　頼子 平成29年4月
社会科・公民科教育論1
社会科・公民科教育論2

兼任 講師 佐藤　克士 平成29年4月
社会科・地歴科教育論1
社会科・地歴科教育論2

兼任 講師 吉永　裕也 平成29年4月
地歴科教育論1
地歴科教育論2

兼任 講師 未定
博物館経営論1
博物館経営論2

兼任 講師 未定
博物館概論1
博物館概論2

兼任 講師 未定
博物館展示論1
博物館展示論2

兼任 講師 未定
博物館資料論1
博物館資料論2

兼任 講師 未定
博物館情報・メディア論1
博物館情報・メディア論2

兼任 講師 未定
博物館教育論1
博物館教育論2

兼任 講師 未定
社会調査法1
社会調査法2

兼任 講師 未定 博物館実習

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

兼任 講師 未定
日本国憲法1
日本国憲法2

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２９年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　（　）書き等のみを記入してください。
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教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）

10 2 0 21

［ 0 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ]

　　　　

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時におけ
る設置基準上の必

要専任教員数

うち、完成年度時
における設置基準
上の必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教 計

10 5

名 名

（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

9 10 2 0 21

　（２）－②　専任教員数

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

22
9

准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

(11) (8) (3) (0) (22) ［ 0 ］

11 8 3 0

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入するとともに，

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定め
る定年年齢
（歳）

報告書提出時
（上記（Ａ））
の教員のうち、
定年を延長して
採用している教

員数

完成年度時（上記
（Ｂ））の教員う
ち、定年を延長して
採用する教員数

65 0 0

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

歳 名 名

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成２９年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

科目 必修

合計（Ａ） 後任補充状況の集計（Ｂ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

必修 必修

選択 科目 選択 選択 選択

自由 科目 自由 自由 自由

計 科目 計 計 計

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

人

必修

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

科目 必修

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

必修 必修

選択 科目 選択 選択 選択

自由 科目 自由 自由 自由

計 科目 計 計 計

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

人

必修

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

人

必修 科目 必修 必修 必修

選択 科目 選択 選択 選択

自由 科目 自由 自由 自由

計 科目 計 計 計

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

該 当 な し

該 当 な し

該 当 な し
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を

　　　　記入してください。
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

（29年5月）

　「発達コミュニ
ティ」という概念は、
ステークホルダーに
よって形成・創生され
るものと考えられるこ
とや、当該学科におい
ては「コミュニティ」
がキーコンセプトとな
ることから、「コミュ
ニティ論」を学ぶ必修
科目を充実させること
が必要。

留意事項

　人間発達を支援し実現す
る場としての「発達コミュ
ニティ」は、様々なステー
クホルダーにより形成・創
生されることを踏まえ、そ
うしたコミュニティ概念の
基礎的理解に係る科目であ
る「コミュニティ論」及び
「地域社会学」を必修化
し、本学科の共通科目の充
実化を図った。(29)

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等

設　置　時

（29年5月）

　社会福祉学的な観点
から、「発達コミュニ
ティ」という概念は学
問的な汎用性や一般的
な語義として用いられ
ていないため、今後、
学科名称を見直すか、
提案されている「発達
コミュニティ」の概念
に鑑みて、「コミュニ
ティ論」を学ぶ必修科
目を充実させることが
必要。

留意事項

　「発達コミュニティ」と
は、多様な人々の協働を通
して人間発達を支援し実現
する場を想定している。こ
こで、人間発達は、一人一
人の人間が多様な潜在能力
を開花させ、それぞれが
“善き生（well-being）”
を獲得することを意味す
る。本学科では、そうした
多様な人間発達の有り様を
学ぶと同時に、それを支え
るコミュニティの形成を理
論的・実践的に検討するこ
とで、深い人間理解と他者
への共感を通してグローバ
ルイシューを解決できる人
材を養成していく。
　その意味で、本学科は、
「グローバル共生社会」の
実現に貢献する「協働型グ
ローバル人材」の育成を目
的とした国際人間科学部に
とって、その名称を含め不
可欠の構成要素である。そ
のため、学科名称を見直す
ことはしなかった。
　ただし、上記指摘の趣旨
を踏まえ、学科専門科目で
ある「コミュニティ論」及
び「地域社会学」を必修化
し、コミュニティに係る一
般的理解を身に付ける科目
を充実させることで、「発
達コミュニティ」形成に向
けた基礎的素養を育成して
いく。(29)
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設　置　時

（29年5月）

　グローバルイシュー
を構成する諸課題を発
見するために、「世界
の貧困」、「社会開
発」、「コミュニティ
開発」等の社会問題を
取り扱う必修科目を充
実させることが必要。
なお、学部共通科目の
「国際開発援助論
（JICA)」「国際開発
援助論（JICA)２」に
ついては必修科目とし
て履修させることが必
要。

留意事項

　グローバルイシューを構
成する諸課題を発見するた
めに、「世界の貧困」、
「社会開発」、「コミュニ
ティ開発」等の社会問題を
取り扱う必修科目を充実さ
せるため、環境共生学科の
学科共通科目として市民社
会による環境形成の可能性
を探求する「環境共生学概
論４（1単位）」を、より広
範な視角から「持続可能な
開発」の可能性を探る「グ
ローバル共生社会論（1単
位）」として学部共通発展
科目の必修科目に位置付
け、学部共通基礎科目の
「コミュニティ創成論」を
選択科目から必修科目に変
更する。また、学部共通基
礎科目の「国際開発援助論
（JICA)1」、「国際開発援
助論（JICA)2」を選択科目
から必修科目に変更した。
　国際人間科学部は、深い
人間理解と他者への共感を
もって地球的規模の課題に
向き合い、「グローバル共
生社会」の実現に貢献する
「協働型グローバル人材」
を養成することを目的とす
る。そのため、グローバル
イシューに係る様々な社会
問題の発見とその克服に向
けた知見を修得する科目
を、下記の通り必修化する
ことで、「協働型グローバ
ル人材」として基礎的素養
を育成する学部共通科目の
充実化を図った。(29)
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設　置　時

（29年5月）

　提案されている「発
達コミュニティ」の概
念に鑑みれば、児童、
高齢者、障害者等がそ
のコミュニティの中で
営まれる「包括的ケア
システムの形成」や
「雇用を含めた持続可
能性」等を取り扱う必
修科目を充実させるこ
とが必要。

留意事項

　児童、高齢者、障害者等
がそのコミュニティの中で
営まれる「包括的ケアシス
テムの形成」や「雇用を含
めた持続可能性」等を取り
扱う必修科目を充実させる
ため、学科展開科目に必修
科目として「包括支援シス
テム論」を新設した。
　「グローバル共生社会」
にあって、人間発達を実現
する“持続可能なコミュニ
ティ”を構築するために
は、そこに生きる多様な
人々（児童や高齢者、障害
者等）が“善き生（well-
being）”を獲得する上で、
住まい・医療・介護・予
防・生活支援・雇用支援等
が一体となった包括的な支
援体制が欠かせない。そこ
で、こうした包括的ケアシ
ステムの概念や構築のプロ
セスについて論じる科目を
充実させるため、コミュニ
ティの特性に応じた包括的
な支援の在り方や仕組み作
りについて論じる「包括支
援システム論」を本学科の
必修科目として新設し、
「発達コミュニティ」の概
念に適合した科目内容の充
実を図った。(29)

　　　　してください。

　　　・　同一設置者が設置する既設学部等に付された意見は、当該大学から提出される全ての報告書に

　　　　記入してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

　　　・　ファカルティ・ディベロップメントに関する事項

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　　・　ホームページ（学内限定）により公開予定。本学教務システムを利用し、アンケートを実施予定。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　・　授業評価アンケートの結果を踏まえて，各教員が自己評価を行うとともに，全教員で共有して意見交換を行

　　　　う。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　・　実施予定（H29.6～）

　　　・　授業評価アンケートの作成

　　　・　教員相互の授業参観

　ｂ　実施方法

　　　・　具体的な実施方法については，現在検討中

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　・　具体的な実施方法については，現在検討中

　　　原則、月１回（5人）

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　・　学生による授業評価に関する事項

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　　・　FD研修会の企画・立案

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　自己評価委員会

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜国際人間科学部　子ども教育学科＞

（１） 設置計画変更事項等

該 当 な し
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○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（  　平成 29 年　5 月 中旬     ）

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

③　認証評価を受ける計画

　　・　次期評価期間内（H27～H33）の評価を受けるべく，学内で検討中

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　ａ　公表（予定）時期

　　・　自己点検・評価の結果の公表は，平成32年度を予定している。

　ｂ　公表方法

　　・　自己点検・評価報告書を刊行するとともに，大学ホームページ上に公開予定

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　・　教員配置、設備、授業科目、教育委員会との連携等、計画通りに開設できたことにより、概ね十分な

　　　　達成状況であると考える。

②　自己点検・評価報告書

（３） 自己点検・評価等に関する事項
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